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Primavera は、Microsoft SQL サーバと 

Oracle データベース上に構築された包括

的なマルチプロジェクト計画 • 管理ソフ

トウェアです。組織全体にわたるプロ

ジェクトマネジメントを実行できるス

ケーラビリティを備えています。より小

規模のマルチユーザ、またはスタンドア

ローン事業所では Microsoft SQL Server 

2005 Express を使用することができま

す。Primavera のソリューションには、

プロジェクトおよびリソース管理に単体

または他の関連製品とともに使用でき

る、Project Management モジュールが含

まれます。Timesheets は、Web ベースに

よるチーム内の意思伝達および時間管理

を可能にします。Methodology 

Management モジュールは新規プロジェ

クト用のメソドロジをテンプレートとし

て保存します。P6 Web Access は、組織

全体にわたるプロジェクトの分析情報を

提供します。ユーザはインターネット経

由で Project Management データにアクセ

スすることができます。

序文の内容：

管理者用ガイドの使用方法

Primavera のドキュメント

サポート窓口

序文
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管理者用ガイドの使用方法

本書では、 Primavera ソフトウェアコンポーネントのインストー
ルと設定についてステップごとに解説します。まず、パート 1 
を読み、Primavera ソフトウェアコンポーネントについての全体
概要について理解してください。その後、インストール、設定
を予定している、それぞれのコンポーネントの説明がある章に
進んでください。本書は、以下のように構成されています。

パート 1: はじめに  Primavera ソフトウェアコンポーネントの概
要を説明します。ユーザ組織に適した実装計画の立て方を説明
し、Primavera ソフトウェアコンポーネントのインストールおよ
び設定に関する概要を述べます。

パート 2: データベースのインストールおよび設定  Oracle また
は Microsoft SQL Server/SQL Server Express 上に Project 
Management および Methodology Management データベースの作成
プロセスを自動化するウィザードの使い方を説明し、データ
ベースにアプリケーションデータをロードする方法を解説しま
す。この部分では、データベースを手動で作成する方法も詳細
に説明します。

パート 3: サーバのインストールおよび設定  以下を始めとする 
Primavera ソリューションのサーバベースコンポーネントの手動
インストール • 設定方法をステップを踏んで説明します。

■ Group Server および Web サーバ上の Timesheets ファイル

■ P6 Web Access（旧称「Primavera の Web アプリケーション」
または「myPrimavera」）

■ 分散ジョブサービス



 序文    ix     

Primavera - アドミニストレータガイド  

パート 4: Primavera クライアントのインストールおよび設定  
Primavera クライアントモジュールのインストールと設定方法を
説明します。パート 4 では以下を解説します。

■ Project Management および Methodology Management モジュー
ル、Timesheets モジュールのインストール方法

■ その他のコンポーネント、例えば、（分散）ジョブサービス、
SDK（ソフトウェア開発キット）および ProjectLink のイン
ストール方法

■ 旧バージョンの Primavera から自動的にアップグレードを行
うためのウィザードの使用方法

■ 無人セットアップの作成と実行方法

■ データベース設定ウィザード を使用しての、Project 
Management データベースのモジュール接続、ユーザパス
ワード、データベースへのログイン、モジュールライセンシ
ングの各設定方法

■ 認証の設定方法

パート 5: Primavera アプリケーション管理  インストール後に 
Primavera のモジュールをカスタマイズする方法について説明し
ます。特に、パート 5 では以下について概説しています。

■ ユーザ設定とセキュリティ設定方法

■ Project Management および Methodology Management モジュー
ルで設定と分類を変更する方法

■ Timesheets ユーザが Project Management データベースに各自
の作業時間を記録するための Project Management モジュール
構成方法

■ Timesheet Approval アプリケーションへのアクセスを設定す
る方法

■ 報告期間ディクショナリで報告期間を作成する方法

付録  Project Management および Methodology Management データ
ベースを単一の Oracle インスタンスで実行するためのステップ、
Project Management データベースで実施した変更を元に戻す方法
について説明します。
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Primavera のドキュメント

リファレンスマニュアルとアドミニストレータガイドには、P6
の媒体またはダウンロードに含まれている ￥Documentation￥
<language> フォルダ内の Primavera ドキュメンテーションセン
ターからアクセスできます。PDF を表示する際は、Adobe 
Acrobat Reader を使って情報を表示します（ドキュメンテーショ
ンフォルダも利用できます）。以下の表では発行ドキュメントに
ついて説明し、ロール別の対象読者を示しています。Primavera 
のロールについては、本マニュアルの  3 ページの「インストー
ルの概要」 に説明します。

タイトル 説明

Primavera アドミニストレー
タガイド

本ガイドは、Primavera サーバ、データベースおよびコンポーネントの
設定方法を説明します。また、Primavera ソリューションのすべてのコ
ンポーネントに関する概要を提供します。本ガイドは、セキュリティ
設定およびグローバル項目設定を始めとする、Project Management モ
ジュールを管理するのに必要な、作業の流れを説明します。Project 
Management モジュールネットワーク管理者／データベース管理者、お
よびプロジェクト管理コーディネータが本ガイドの対象読者です。

Project Management リファレ
ンスマニュアル

本ガイドでは、マルチユーザ環境においてプロジェクトを計画、設定、
管理する方法を説明します。Project Management モジュールをはじめてご
利用になる場合や、慣れていない場合は、ソフトウェアを効果的に使用
してプロジェクトを計画、管理する方法を学習するために、本ガイドか
ら読み始めることをお勧めします。より詳細が必要な場合は、Project 
Management ヘルプを参照してください。プロジェクト管理コーディネー
タ、プログラムマネージャ、プロジェクトマネージャ、リソース • コスト
マネージャおよびチームリーダが本ガイドの対象読者です。

Methodology Management リ
ファレンスマニュアル

本ガイドでは、メソドロジまたはプロジェクトのテンプレートを 
Methodology Management モジュールを使用して確立する方法を説明し
ます。メソドロジを使うことにより、Project Management モジュールで
個別のプロジェクト計画を策定するのに、ユーザ組織の「ベストプラ
クティス」を収集し、再利用することができます。Methodology 
Management モジュールに初めて接する場合は、本ガイドから開始し、
ソフトウェアを使用してベース、プラグイン、アクティビティライブ
ラリメソドロジを作成する方法を学ぶことができます。より詳細が必
要な場合は、Methodology Management ヘルプを参照してください。プ
ロジェクト管理コーディネータ、プログラムマネージャ、プロジェク
トマネージャ、リソース • コストマネージャおよびチームリーダが本ガ
イドの対象読者です。
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P6 Web Access ヘルプ P6 Web Access ヘルプは、プロジェクトの作成と管理方法、プロジェクト
をポートフォリオとしてグループ化する方法、リソース割当てと要求の
レビュー、予算管理、プロジェクトポートフォリオのパフォーマンスと 
ROI の評価について説明します。経営幹部、プロジェクト管理コーディ
ネータ、プログラムマネージャ、プロジェクトマネージャ、リソース • コ
ストマネージャおよびチームリーダが本ヘルプの対象読者です。

Timesheets Web ベースヘルプ Timesheets Web ベースヘルプでは、作業に費やした時間を Timesheets に
入力、更新する方法を説明します。チームメンバがこのヘルプの対象
読者です。

ProjectLink ヘルプ Microsoft Project (MSP) ユーザが、Primavera のエンタープライズ機能に
接続したまま MSP 環境で作業することを可能とする ProjectLink の使用
方法を説明します。MSP ユーザは、MSP アプリケーションから Project 
Management モジュールのデータベースのプロジェクトを開いたり保存
する方法や Primavera のリソース管理を MSP 環境から起動する方法を
学びます。全社的なプロジェクト計画 • 管理に Primavera を使用する組
織において、日常的に MSP を使ってプロジェクト保全を行うチームメ
ンバがこのヘルプの対象読者です。

Integration API アドミニスト
レータガイド

本ガイドでは、Integration API (Application Programming Interface) のイン
ストールおよび設定方法について説明します。Integration API を利用す
ると、Project Management モジュールに Java から直接アクセスできるよ
うになります。Java でクライアントコードを作成したり、プロジェク
ト管理データベースに直接アクセスする必要のある人がこのガイドの
対象読者です。このガイドは、P6 の媒体またはダウンロードに含まれ
ている ￥Integration￥API フォルダ内にあります。
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チームへの情報配布

オンラインドキュメントは、ネットワークドライブにコピーし、
プロジェクトメンバがアクセスすることができます。各チーム
メンバはそれぞれ組織の中で、自分の職務に関係する部分だけ
をプリントすることができます。

本ドキュメントでは、全機能へのフルアクセス権をもつ標
準的な製品設定を想定しています。

P6 Web Services アドミニスト
レータガイド、P6 Web Services 
プログラマガイド、P6 Web 
Services リファレンスマニュアル

『P6 Web Services アドミニストレータガイド』では、P6 Web Services のイン

ストールおよび設定方法について説明しています。これにより、Web サービス

標準を使って Primavera の機能を他の Web ベースのアプリケーションにスムー

ズに統合することができます。 『P6 Web Services プログラマガイド』は HTML 
ヘルプシステムとして利用でき、サポートされている環境内で利用できるサー

ビスやメソッドを管理、使用、トラブルシューティングする方法について説明

しています。 『P6 Web Services リファレンスマニュアル』は HTML ヘルプシ

ステムとしても利用でき、P6 Web Services で使用できるすべてのサービスと

操作について包括的に説明しています。Java でクライアントコードを作成した

り、プロジェクト管理データベースに直接アクセスする必要のある人が本書の

対象読者です。P6 Web Services のインストール後、本書は P6 Web Services 
インストールフォルダ内の￥docs フォルダで入手できます。また、P6 の媒体

またはダウンロードに含まれている￥Integration￥Web_Services フォルダにも

含まれています。

SDK（ソフトウェア開発キッ
ト）Web ベースのドキュメント

本ドキュメントでは、Project Management データベースに接続するため
に SDK を使用する方法を説明します。SDK によってアクセスすること
ができるテーブル、フィールド、ストアードプロシジャについて説明
します。例えば新プロジェクトの作成方法、リソースをプロジェクト
アクティビティに割り当てる方法など、SDK を使って行う基本的なタ
スクの例も示します。プロジェクトマネージメントネットワーク管理
者／データベース管理者、プロジェクト管理コーディネータが本ド
キュメントの対象読者です。本ドキュメントは、￥Program Files￥
Common Files￥Primavera Common￥PMSDK￥Doc フォルダに入ってい
ます。INDEX.HTML ファイルをダブルクリックして、目次を開いてく
ださい。
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サポート窓口

Primavera 製品の使用について、書類や「ヘルプ」の情報で解決
できない問題がある場合は、以下の Primavera カスタマーサポー
トまでご連絡ください。

ご連絡の際は、ご使用の Primavera 製品のシリアル番号をご用意
ください。Primavera は問題をすみやかに解決できるようお客様
からの電話をすべて記録しています。

米国では、お客様が最高のサポートを得られるよう
Primavera は定期的かつランダムにテクニカルサポートにか
かってきた電話をモニタリングしています。 

あらゆる Primavera 製品は、包括的なサポートとトレーニングに
支えられています。

事業所 時間帯 営業時間 電話 ファクス E メールアドレス *

米国ペンシ
ルバニア州
バラシン
ウィド

ET 8:00 － 8:00  
（月曜～金曜）

9:00 － 2:00  
（土曜）

+1-610-668-3030 +1-610-667-0652 support@primavera.com

英国ロンドン GMT 8:30 － 6:30  
（月曜～木曜）

8:30 － 5:30 
（金曜）

+44-20-8563-5555 +44-20-8563-5543 support@primavera.com

香港 GMT +8 8:00 － 5:00  
（月曜～金曜）

+852-2111-8299 +852-2111-9477 support@primavera.com

*Primavera の Web サイト、http:/www.primavera.com/customer/index.asp では、サポート、製品情報（ナ
レッジベース、ファイルダウンロード、ユーザグループおよびニュースグループ情報など）、および
製品機能強化リクエストフォームが掲載されています。

http:/www.primavera.com/customer/index.asp
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インストールの概要

実装計画

内容：

パート 1

はじめに



本パートでは、Primavera のコンポーネントをインス

トールする準備の進め方を説明します。はじめに、「イン

ストールの概要」をお読みください。Primavera のコン

ポーネント製品をインストールするために必要なスキル、

インストールの各フェーズについて説明されています。 

「実装計画」では、組織によって必要となるコンポーネン

トを識別する方法を示し、実装に必要なハードウェアお

よびソフトウェアが揃っていることを確認します。
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本章では、Primavera ソリューションを構

成するコンポーネントとそのインストー

ル、設定プロセスの概要を説明します。

本章の内容：

P6 ソリューションとは

インストール要員について

インストール作業のフェーズ

インストールの概要
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P6 ソリューションとは

Primavera は、企業の様々な部門におけるプロジェクト管理の要
求を満たす一連の統合コンポーネントを提供します。標準 
Windows インタフェース、Web 活用テクノロジー、小規模マル
チユーザあるいはスタンドアローン (SQL Server Express) データ
ベース、またはネットワークベースのデータベース (Oracle and 
Microsoft SQL Server) を使用します。

この導入ガイドでは、クライアント • サーバネットワーク上に 
Primavera ソフトウェアコンポーネントをインストールするもの
と想定しています。したがって、クライアントソフトウェアと
サーバベースコンポーネントの両方がインストールされ設定さ
れているものとします。また、スタンドアローンインストール
についての情報も提供します。

Primavera では、そのコンポーネントと Project 
Management および Methodology Management データベー
ス間の標準インタフェースに DBExpress を使用します。
DBExpress は、Project Management モジュールをインス
トールすると自動的にインストールされます。Group 
Server やジョブサービスのようなコンポーネントをインス
トールしても、データベースとの接続のため、DBExpress 
のインストールが行われます。

クライアントコンポーネント  Primavera ソリューションには、
以下のクライアントモジュールがあります。

■ Project Management Project Management は、ユーザが多数の
プロジェクトの計画 • 管理に使うことができるモジュールで
す。プロジェクトデータは、中央管理の Project Management 
データベースに保存されます。大規模ネットワーク構成で
は、リレーショナルデータベース管理システムとして、
Oracle または Microsoft SQL Server を使用することができま
す。小規模なマルチユーザシステムあるいはスタンドアロー
ンの実装では Microsoft SQL Server 2005 Express をデータベー
スとして使用することができます。また、Project 
Management では中央リソース管理も行います。Web ベース
のタイムシート管理アプリケーションである Timesheets モ
ジュールを通じてプロジェクトリソースと通信し、リソース
のタイムシート承認を行います。
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■ Methodology Management  Methodology Management は、メソ
ドロジやプロジェクト計画テンプレートの承認と保存を行う
モジュールです。Methodology Management によって、ユー
ザは組織における「ベストプラクティス」を収集し、中央の 
Methodology Management データベースへ保存することがで
きます。

■ Timesheets Timesheets は、Web ベースのプロジェクト間通信
および時間管理システムです。チームメンバは、複数プロ
ジェクトにわたり割り当てられた作業の分単位の情報、およ
び作業に費やした時間を Timesheets に記録します。

サーバコンポーネント  Primavera では、以下のサーバベースコ
ンポーネントのインストールおよび設定が必要になります。

■ リレーショナルデータベース管理システム (RDBMS)  各プロ
ジェクトデータとプロジェクトメソドロジが別々の中央デー
タベースに保存されます。これら 2 つのデータベースは、 
Oracle、Microsoft SQL Server または SQL Server Express のい
ずれかのデータベースサーバに保管されます。（RDBMS で
は、データベースサーバにネットワークを通じてアクセスす
る必要のある各コンピュータに、クライアントソフトウェア
をインストールする必要があります。Microsoft SQL Server 
または SQL Server Express を使用する場合は、Primavera の 
Project Management モジュールをインストールすると必要な
ソフトウェアは自動的にインストールされます。）

■ Group Server  ユーザの Primavera 実装に Timesheets クライア
ントモジュールが含まれる場合は、Group Server をインス
トールしなければなりません。このコンポーネントは、Web 
サーバ上で実行される、Windows 2003/2008 サービスです。
クライアントが、Web ブラウザを使用してサーバから 
Timesheets をダウンロードすることができるようになりま
す。さらに、Timesheets クライアントと Project Management 
データベース間でのデータのやり取りに活用されます。

その他のコンポーネント  ユーザの Primavera 実装によっては、
さらにオプションのコンポーネントのインストールが必要にな
ります。これらの追加モジュールによって、Primavera ソリュー
ションの機能が拡張されます。
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■ P6 Web Access  P6 Web Access（旧称「Primavera の Web アプ
リケーション」または「myPrimavera」）では、企業全体にわ
たるプロジェクト、ポートフォリオ、リソースデータにブラ
ウザでアクセスすることができるようになります。P6 Web 
Access のユーザは、プロジェクトやリソース管理における
各自の役割に合わせた特定のプロジェクトやプロジェクト
データの分類に焦点をあてた、ダッシュボードを独自にカス
タマイズすることができます。プロジェクトワークスペース
やワークグループでは、特定のプロジェクトチームメンバー
はひとつのプロジェクトまたはプロジェクト内のアクティビ
ティのサブセットに関わるデータの一貫したチーム用ビュー
を作成できるため、カスタマイズされた集中的なデータ表示
モデルを拡張できます。P6 Web Access では、幅広いデータ
表示様式を提供します。ユーザはプロジェクトの初期概念か
ら完了の承認まで全体を通して管理することができます。

P6 Web Access は、プロジェクトを成功裏に遂行するために
必要な共有作業の提携機能をあらゆるレベルの全チームメン
バに提供します。 この機能の中には、問題管理と E メール統
合が含まれます。 設定済みのコンテンツおよびワークフロー
リポジトリを使うと、拡張されたドキュメント管理機能とプ
ロジェクト要求プロセスを含むよう P6 Web Access の機能を
拡張することができます。

■ （分散）ジョブサービス  ジョブサービスは、予め設定された
時間間隔でプロジェクトデータ上で定義されたジョブを実行
する Windows 2003 /2008 サービスです。ユーザは、Project 
Management モジュールでジョブを作成します。ジョブ詳細
は、中央の Project Management データベースに保存されま
す。ジョブサービスは、定期的にデータベースを読み取り、
定義されたジョブを実行します。このサービスは、データ
ベースサーバに常時接続されているサーバ上で実行されなけ
ればなりません。

分散ジョブサービスは、制御マシンがジョブサービスを実行す
る複数のサーバを管理する、ジョブサービスの拡張機能です。
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■ ProjectLink  ProjectLink は、Microsoft Project (MSP) ユーザ
が、Primavera のエンタープライズ機能に接続したまま MSP 
環境で作業することを可能とするプラグインです。MSP
ユーザは、MSP アプリケーション内から Project Management
データベースを開いたり、プロジェクトを当該データベース
に保存したりすることができます。さらに、MSP 環境内で
Primavera のリソースを管理できます。ProjectLink は、MSP 
を日常的なプロジェクト管理に使用している組織において、
Primavera アプリケーションが提供するエンタープライズ機
能を利用する必要のあるユーザがいる場合に有用です。

■ SDK（ソフトウェア開発キット）SDK により、Project 
Management データベースのデータと外部のデータベースお
よびアプリケーションを統合することが可能になります。そ
れは、スキーマとビジネスロジックへのアクセスを提供しま
す。SDK では、Project Management データベースとの接続
に、Open Database Connectivity (ODBC) 標準と OLE DB のよ
うな ODBC 準拠インタフェースをサポートしています。
SDK は、Primavera データベースと統合する必要のあるすべ
てのコンピュータにインストールすることができます。

（SDK では 2byte 環境はサポートされておりません。）

Integration API (Application Programming Interface) は、
Project Management データベースに直接接続するために使
うこともできます。このツールでは、Java でクライアント
コードを書き込む必要があります。さらなる詳細について
は、Integration API アドミニストレータガイドを参照してく
ださい。

P6 Web Services では、XML や SOAP、WSDL などの標準
ファイル形式を利用して、Primavera の Project 
Management 機能を他のアプリケーションにスムーズに統
合できます。詳細については、『P6 Web Services アドミニ
ストレータガイド』を参照してください。
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以下の図は、Primavera のコンポーネント間の関係を示します。

各コンポーネントの設定要求につ
いての詳細は、13 ページの「実
装計画」 を参照してください。

ユーザは、サーバベースコンポーネントをここで示すようにイ
ンストールする必要はありません。 例えば、P6 Web Access や 
Timesheets アプリケーションは同一のサーバで実行できます。ま
た、ジョブサービスはプロジェクトデータベースと常時接続さ
れているどのコンピュータでも実行できます。 性能を最適化する
ため、Primavera では上記のようにコンポーネントをインストー
ルするようお勧めします。

デスクトップクライアント ブラウザクライアント

プロジェクト

ポートフォリオ
メソドロジ

コンテンツリポジトリ

P6 Web
アクセスサーバ

Timesheets
サーバ

ジョブサービス
サーバ

ワークフローリポジトリ
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インストール要員について

Primavera コンポーネントをユーザ組織においてインストールす
るに当たり、違う資質の従業員が必要になる可能性があります。
以下の項では、インストール時に必要となる役割とその職務に
通常与えられる責任を説明します。ユーザ組織構造によって、
役割は異なったり重複している可能性があります。

ネットワーク管理者  ネットワーク管理者は、組織のネットワー
ク環境（ローカルネットワークおよびワイドエリアネットワー
ク）を Primavera コンポーネントが最適な性能を発揮することが
できるよう設定します。Primavera ソリューションのサーバとク
ライアントコンポーネントをインストールし、保守します。プ
ロジェクトデータへアクセスできるユーザを管理し、プロジェ
クトと手法データを不承認アクセス、盗難、損失から保護する
総合的なセキュリティポリシーの開発と保守に当たります。

ネットワーク管理者は、Primavera をサポートするハードウェア
とソフトウェアが安定的に機能するよう以下を行います。

■ 信頼のおける接続となるべく早いデータ転送を確保するため
にネットワークを設定、維持する

■ ネットワークリソースとユーザの正確なリストを作成、維持
して、各リストに独自のネットワークアイデンティティを持
たせる

データベース管理者  データベース管理者 (DBA) は、Primavera 
データベースの設定、管理、アクセス権付与に責任をもちます。
企業データベースの使用に関する規則の策定と監督を行い、
データの整合性を維持し、互換性標準を設定します。 

データベース管理者は、Primavera データベースの信頼的なアク
セスを確保するため、以下を行います。

■ 必要に応じてデータベースサーバのソフトウェアや関連製品
をインストール、設定、更新

■ データベースの作成と実装

■ ユーザ、ユーザロール、データベースに対する権限の作成と
保守を始めとするデータベースセキュリティの実装と保全

■ データベースのパフォーマンスをモニタリングし、必要に応
じて調整

■ 成長と変化に備えて計画を行い、バックアップおよびリカバ
リのポリシーと手順を設定、維持
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プロジェクト管理コーディネータ  プロジェクト管理コーディ
ネータは、プロジェクト管理モジュールの適切な実装と潤滑な
運用を確保します。また、実装中は以下により主要な役割を担
います。

■ 上級幹部と協同で企業プロジェクトの構造、リソース階層、
組織分割構成 (OBS) を確立し、基本的な工程表を設定し、プ
ロジェクト管理モジュールの組織全体にわたるコードを定義

■ ネットワーク管理者と協同で、プロジェクト管理モジュール
のユーザアカウントとユーザグループを作成

■ プロジェクト管理モジュールの Primavera ユーザに対しセ
キュリティ権を付与

■ 人事部 (HR) と協同でプロジェクト管理モジュールのリソー
ス階層を最新かつ完全に維持。企業リソース計画 (ERP) シス
テムの HR モジュールとの統合も可能。

プログラムマネージャおよびプロジェクトマネージャ  場合に
よっては、プログラムマネージャやプロジェクトマネージャも 
Primavera ソリューションの初期設定に関わることがあります。
ただし、通常はインストールには携わりません。1 つあるいは複
数のプロジェクト管理の責任を負い、以下の目的のため Project 
Management モジュールを使用します。

■ プロジェクトを Project Management データベースに追加

■ プロジェクト間でリソースの優先度を決定

■ プロジェクトの計画と管理
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インストール作業のフェーズ

ネットワーク管理者、データベース管理者、プロジェクト管理
コーディネータは、Primavera ソリューションがユーザ組織に適
切にインストールされるよう協力しなければなりません。これ
らの職務は、多くの人々がチームとなって、あるいは少人数で
責任分担をして遂行されます。

Primavera は、Primavera ソリューションのインストールと設定を
フェーズに分けて行うことを推奨します。インストール作業の
各フェーズを以下に説明します。

計画フェーズについては、本ガイ
ドのこのパートで説明しています。

フェーズ 1:Primavera 構成の計画  インストール作業前に、
Primavera ソリューションのユーザ組織への実装方法を決定しま
す。実装をサポートするのに必要となるサーバやハードウェア
を明確化します。必要に応じて、サードパーティのデータベー
スサーバ（Oracle または Microsoft SQL Server）をインストール
して設定します。旧版から新版にプロジェクトをアップグレー
ドするのに必要な手順を実行します。スタンドアローンバー
ジョンをインストールするだけであれば、249 ページの「スタン
ドアローン版のインストールおよび／またはアップグレード」 を
参照してください。

データベースの自動および手動設
定については、本ガイドのパート
2 にて説明します。パート 3 では
サーバの設定について説明してい
ます。

フェーズ 2:Primavera サーバの設定  ネットワークが設定され、
サーバの準備ができたらサーバの設定を開始することができま
す。Project Management および Methodology Management データ
ベースをデータベースサーバに設定することから開始します。
この作業には、自動または手動のどちらかの方法を選ぶことが
できます。SQL Server Express を使用する場合は、自動作業を選
択すべきです。 

クライアントモジュールの設定
フェーズについては、本ガイドの
パート 4 で説明します。

フェーズ 3:Primavera クライアントモジュールの設定  サーバ
が設定され、データベースのインストールが完了すると、ユー
ザはその実装計画に従い、Primavera クライアントモジュールの
クライアントワークステーションへのインストールを開始する
ことができます。その後、ユーザの実装に必要な場合は、さら
なるコンポーネントの追加インストールおよび設定を行います。
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Primavera 実装の計画に当たっては、本

章を読んでください。さらなる詳細情報

については、Primavera のお客様サポー

ト（インストールについて質問がある場

合）またはプロフェショナルサービス

（Primavera に実装の作業を依頼する場

合）にご相談ください。

本章の内容：

必要となるコンポーネントの選定

クライアントおよびサーバの要件

Project Management データベース
サーバの要求サイズガイド

Methodology Management データ
ベースサーバの要求サイズガイド

実際的な製品限界

実装計画
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必要となるコンポーネントの選定

Primavera の実装計画に当たって、先ず行わなければならないこ
とは、インストールと設定を行う必要のあるクライアントモ
ジュールとサーバコンポーネントを明確化し、それらモジュー
ルとコンポーネントのインストール先を決めることです。以下
は、開始前に決めなければならない項目です。

データベースサーバには、どのリレーショナルデータベース管
理システム (RDBMS) を使用するか ?  エンタープライズインス
トールでは、Oracle または Microsoft SQL Server を使用すること
ができます。小規模な実装では、Microsoft SQL Server 2005 
Express with Advanced Services をご利用いただけます。   

どのワークステーションに Project Management モジュールが
必要か ? どのワークステーションに Methodology 
Management が必要か ?  すべての Project Management および 
Methodology Management ユーザは、データベースサーバにアク
セスすることが必要になります。Oracle を RDBMS に使う場合
は、これらのクライアントモジュールを実行するすべてのコン
ピュータに Oracle クライアントソフトウェアをインストールし
なければなりません。SQL Server を RDBMS に使用する場合は、
Primavera が Project Management モジュールの実装時に自動的に
必要となる SQL Server ファイルをインストールします。

Project Management および Methodology Management モ
ジュールのインストール時には、予め決められた標準設定を使
用するか ?  すべてのクライアントモジュールに同一の設定を行
う場合、管理者は各モジュールの設定を標準設定に基づいて無
人セットアップを利用して行うことができます。1 つあるいは複
数の無人セットアップファイルを作成して、ネットワークサー
バで共有することができます。

Project Management モジュールのユーザは、プロジェクト
データについてジョブの自動実行（例えばスケジュールまたは
サマリ）を行う必要があるか ?  Project Management ユーザが
ジョブを実行する必要がある場合は、ジョブサービスをインス
トールする必要があります。非分散ジョブの場合は、常時デー
タベースサーバに接続されているサーバにジョブサービスをイ
ンストールします。分散ジョブの場合は、コントローラサーバ
に制御される複数のサーバに分散ジョブサービスをインストー
ルします。さらに、Primavera Web スケジューラがあります。た
だしデフォルトでは無効となっています。Web スケジューラは 
P6 Web Access の管理者アプリケーションで有効にすることがで
きます。
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プロジェクトデータを他のグローバルシステムと統合する必要
があるか ?  プロジェクトデータを、経理あるいは人事システム
など、他のシステムと統合する必要がある場合は、データにア
クセスする必要のあるコンピュータにIntegration API (Application 
Programming Interface)、P6 Web Services、または SDK（ソフト
ウェア開発キット）のいずれかをインストールしなければなり
ません。Integration API を使うと、JDBC によりデータにアクセ
スできるようになります。ただし、Java でプログラミングを行
うための知識が必要です。 P6 Web Services は、XML や SOAP、
WSDL などの標準ファイル形式を利用して、Primavera の Project 
Management 機能を他のアプリケーションにスムーズに統合しま
す。SDK は、プロジェクトデータを外部のアプリケーションか
ら OLE DB などの Open Database Connectivity (ODBC) インタ
フェースによってアクセスすることを可能にします。

ユーザによって Microsoft Project によるプロジェクト管理と 
Primavera によるグローバルデータの管理を必要としています
か ?  ユーザの組織は、現在プロジェクト管理に Microsoft Project 
を使用している可能性があります。ユーザに引き続き MSP によ
るプロジェクト管理を許容しつつ、Primavera による組織レベル
機能との統合を可能にするには、Primavera ProjectLink をインス
トールする必要があります。

チームメンバは Primavera のタイムシート機能を使用してプロ
ジェクトマネージャあるいはリソースマネージャにタイムシー
トを提出するか ? その場合、リソースマネージャやプロジェク
トマネージャはリソースタイムシートをレビューして承認する
必要があるのか ?  チームメンバが Timesheets を使う場合は、
Web サーバに Group Server と Timesheets ファイルをインストー
ルする必要があります。

リソースマネージャやプロジェクトマネージャがリソースタイ
ムシートをレビュー、承認する必要がある場合は、P6 Web 
Access をインストールしなくてはなりません。P6 Web Access を
インストールする際に P6 Web Access アプリケーション上にイン
ストールされた Timesheet Approval を利用すると、タイムシート
承認マネージャはタイムシートをレビュー、承認または却下し
たり、Timesheets リソースと連絡を取ったり、タイムシートレ
ポートを実行したりできます。インストール後は P6 Web Access 
と Project Management から Timesheet Approval へのアクセスを設
定するか、スタンドアローン型アプリケーションとして承認マ
ネージャが利用できるようにすることができます。
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Timesheets を使用する場合、Timesheets の
どのバージョンを使用すべきか ?
Timesheets は、3 層からなるクライアントサーバモジュールで
す。Timesheets クライアントをフロントエンド、プロジェクトを
含むデータベースサーバをバックエンドとし、真ん中に Group 
Server を置く構成で Timesheets クライアントとデータベース間の
リンクを提供します。

Primavera は、組織にわたり、2 種類のタイムシートインタ
フェースを提供することにより、チームメンバ間のプロジェク
トコミュニケーションを促進します。それは、Web ブラウザ版
と Java Web Start 版です。Java Web Start 版はオプションです。こ
の 2 種類のインタフェースの差は、以下の通りです。

Web ブラウザ版  Timesheets Web ブラウザ版では、ユーザが Java 
アプレットとしてタイムシートデータにインターネットを経由
してアクセスすることを可能にします。

Web ブラウザ版を実行するには、ユーザは単に指定された URL 
にアクセスするだけで済みます。Java アプレットが自動的に
ユーザのコンピュータにダウンロードされ、Web ブラウザで実
行されます。多くのユーザが Timesheets を使用する必要がある
場合は、Java アプレットによる実行により大幅な管理の時間削
減となります。クライアント側のインストールが必要なくなり、
ソフトウェアのアップデートは自動的に頒布されます。主な欠
点は当初のアプレットのダウンロード時間です。遅いモデム接
続の場合は、20 分程度かかります。

Java Web Start 版  Timesheets の Java Web Start 版は、Web ブラ
ウザ版と同じ機能ですが、この版は Java アプリケーションとし
て実行されます。

Java Web Start は、Java Network Launching Protocol (JNLP) テクノ
ロジーにより、セキュアでプラットフォームに依存しない 
Timesheets の導入を可能にします。また、Java Web Start による
と、1 つ以上の JRE のバージョンが存在しているときでも、
ユーザが常に正しい JRE のバージョンによる最新版のタイム
シートを起動することを確実にします。Java Web Start はユーザ
のコンピュータに自動的に最新版の Timesheets をダウンロード
するので、ユーザは手動で更新する必要がなくなります。
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プロジェクト管理タスクの性能向上のため、プロジェクトデー
タを Web アクセスで共有したいか ?  P6 Web Access により、
Web ブラウザでプロジェクトデータにアクセスすることができ
るようになります。これにより、組織内でのプロジェクトの作
成と管理のサポート、使用可能なリソースと割り当ての詳細の
提供、プロジェクトポートフォリオのレポート機能を提供し、
戦略的な意思決定をサポートします。

以下の表に、各クライアントコンポーネントおよび対応のそれ
ぞれが必要とするサーバベースコンポーネントを示します。

1 Oracle を RDBMS として使用する場合は、このモ
ジュールは Oracle クライアントソフトウェアがクラ
イアントコンピュータにインストールされているこ
とを必要とします。

2 ジョブサービスは、Project Management モジュールの
オプションコンポーネントです。

3 Group Server は、P6 Web Access 用のオプションコン
ポーネントです。P6 Web Access として Timesheets 機
能を使用するときに必要となります。

4 P6 Web Access は Timesheets のコンポーネントとしては
オプションであり、リソースタイムシートをレビュー、
承認しなくてはならない場合にのみ必要です。 

5 コンテンツリポジトリとワークフローリポジトリは、
P6 Web Access の任意のコンポーネントです。ドキュ
メント管理やプロジェクト要求プロセスに関する補
助機能を備えています。

RDBMS Group 
Server

P6 Web 
Access

Primavera 
ジョブ
サービス

コンテンツ
リポジトリ
とワークフ
ローリポジ
トリ

Project Management 1 2

Methodology 
Management

1

Timesheets 4

P6 Web Access ユーザ
3 5
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クライアントおよびサーバの要件

Primavera の実装計画を決めた後は、ハードウェアとソフトウェ
アがそれをサポートできるか確認してください。

以下の表は、Primavera で試験された構成を示します。シス
テム要件、バージョン、検証済みの環境のリストについて
は、P6 の媒体またはダウンロードに含まれている￥
Documentation￥<language>￥Tested Configurations フォル
ダを参照してください。

Primavera のサポート 
するプラットフォーム

クライアントモジュール (Project Management、Methodology 
Management、P6 Web Access)

■ Microsoft Windows XP Professional（sp2 および sp3）

■ Microsoft Windows Vista Business Edition (sp1)

■ Citrix Presentation Server 4.5

Integration API (Application Programming Interface) と SDK（ソフト
ウェア開発キット）は、Windows 2003 (sp2)、XP (R2 sp2)、XP 
(sp2)、または Vista Business Edition (sp1) を搭載したコンピュータ
にインストールできます。システム条件は、Primavera データ
ベースと統合する API または SDK を使用するモジュールの必要
条件によって異なります。

最小クライアント構成 Project Management および Methodology Management モ
ジュールを実行するクライアント用

■ Oracle 10.2 フルバージョン

■ Oracle 11.1 フルバージョン

■ SQL Server 2005 sp2 フルバージョン

■ SQL Server 2005 Express with Advanced Series sp2

■ 1 x 2.8 GHz 以上の Intel Pentium 4（またはその同等）プロ
セッサ

■ 1 GB の RAM

■ スタンドアロンモジュールをインストールする場合は、
Project Management モジュール、Methodology Management モ
ジュールのほか、NET や SQL Server 2005 Express を含むサ
ポートソフトウェアのため、800 MB の空きハードディスクス
ペース。前リリースからのアップグレードの場合は、モ
ジュールごとにさらに 40MB の空きハードディスクスペース。

■ Project Management モジュールのみをインストールする場合
は最低 185 MB のハードディスク空きスペース
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■ Methodology Management モジュールのみをインストールす
る場合は、最低 45 MB の空きハードディスクスペース 

■ Microsoft IE (Internet Explorer) 6 (sp2) または IE 7

■ TCP/IP ネットワークプロトコル

Timesheets Web ブラウザ版を実行するクライアント用

■ Microsoft Windows XP Professional（sp2 または sp3）

■ Microsoft Windows Vista Business Edition (sp1)

■ Ubuntu Linux 8.04

■ 256 MB の RAM

■ Microsoft IE 6 (sp2)、IE 7、または Firefox 3.0

■ Sun JRE（Timesheets と共に適切なバージョンが自動的にイ
ンストールされます）

■ TCP/IP ネットワークプロトコル

■ オプションのソフトウェア

• Java Access Bridge 2.01（508 アクセシビリティ用）

■ Timesheets アプリケーションは、以下の支援テクノロジーで
試験されています。

• JAWS® for Windows 画面読み取りソフトウェア 7.0 版

• ZoomText Magnifier 9.0

Timesheets を実行するクライアント Java Web Start 版

■ 256 MB の RAM

■ Microsoft IE 6 (sp2)、IE 7、または Firefox 3.0

■ Sun JRE（Timesheets と共に適切なバージョンが自動的にイ
ンストールされます）

■ TCP/IP ネットワークプロトコル

■ オプションのソフトウェア

• Java Access Bridge 2.01（508 アクセシビリティ用）

■ Timesheets アプリケーションは、以下の支援テクノロジーで
試験されています。

• JAWS® for Windows 画面読み取りソフトウェア 7.0 版

• ZoomText Magnifier 9.0
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P6 Web Access にアクセスするクライアント用

■ 1 x 2.8 GHz 以上の Intel Pentium 4（またはその同等）プロセッサ

■ 1 GB の RAM（推奨）

■ 25 MB のハードディスク空きスペース

■ TCP/IP ネットワークプロトコル

■ Microsoft IE 6 (sp2)、IE 7、または Firefox 3.0

■ Sun JRE（必要なバージョンが P6 Web Access と共に自動的
にインストール）

サーバ用のサポート構成 データベースサーバ用

■ Windows 2003 Server (R2 sp2) および Red Hat Enterprise Linux 
5.0 上の Oracle 10.2.0.3 

■ Windows 2003 Server (R2 sp2)、Windows 2008 Server および 
Red Hat Enterprise Linux 5.0 上の Oracle 11.1.0.6

■ Windows 2003 Server (R2 sp2) および Windows 2008 Server 上の 
Microsoft SQL Server 2005 (sp2)

■ Windows XP（sp2 および sp3）および Vista Business Edition (sp1) 
上の Microsoft SQL Server 2005 Express with Advanced Services (sp2)

■ 2 x 3.2 GHz 以上の Intel Pentium 4（またはその同等）プロセッサ

■ 2 GB 以上の RAM（実装のサイズによって異なります）

■ 最低 6 の物理ドライブにわたる 15K RPM SCIS I/O サブシステム

■ メモリ条件は、 23 ページの「Project Management データベー
スサーバの要求サイズガイド」 および 24 ページの

「Methodology Management データベースサーバの要求サイズ
ガイド」 を参照してください。

Group Server の実行および Timesheets ファイルを提供する
サーバ用

■ ユーザの Oracle のバージョンと互換性がある Oracle OLE DB 
ドライバ

■ ユーザの SQL のバージョンと互換性のある、SQL Server の
クライアントドライバ

■ インストール済みで実行中の Web サーバソフトウェア

■ 512 MB 以上の RAM 

■ 200 MB のハードディスク空きスペース

■ TCP/IP ネットワークプロトコル
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ジョブサービスまたは分散ジョブサービス用

■ Microsoft Windows 2003 Server (R2 sp2)

■ Microsoft Windows 2008 Server

■ 1 x 2.8 GHz 以上の Intel Pentium 4（またはその同等）プロ
セッサ

■ 2 GB の RAM（最低） 
4 GB の RAM（推奨）

■ 最低 250 MB のハードディスク空きスペース

P6 Web Access をホストするアプリケーションサーバ要件

■ Microsoft Windows 2003 Server (R2 sp2)

■ Microsoft Windows 2008 Server

■ Red Hat Enterprise Linux AS 5.0

■ Solaris 10 (Sparc)

■ HP-UX11i v2

■ IBM AIX 5.3

■ 2 x 3.2 GHz 以上の Intel Pentium 4（またはその同等）プロ
セッサ

■ 4 GB 以上の RAM（推奨）

■ 1 GB（最低）のハードディスク空きスペース

■ TCP/IP ネットワークプロトコル

P6 Web Access をホストする Java アプリケーションサーバ要件

■ JBoss 4.0.5

■ BEA WebLogic Express または Enterprise Server 10 (sp1)

■ IBM WebSphere Application Server 6.1

プロジェクト Web サイトファイルをホストする Web サーバ用

■ Microsoft Windows 2003 Server (R2 sp2)

■ Microsoft Windows 2008 Server

■ Microsoft Internet Information Server (IIS) 6.0

■ Microsoft Internet Information Server (IIS) 7.0

■ Microsoft TCP/IP ネットワークプロトコル
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P6 Web Access Web サーバ用

■ Microsoft Internet Information Server (IIS) 6.0

■ Microsoft Internet Information Server (IIS) 7.0

■ Apache Web Server 2.2.6

サポートされる E- メー 
ルシステムとネット
ワークプロトコル

■ インターネット E メール (SMTP) または MAPI はサポートさ
れています。

P6 Web Access は、SMTP のみをサポートします。 

■ ネットワークプロトコルは、データベースベンダのみに依存します。

■ Web サイトには TCP/IP が必要です。
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Project Management データベースサーバの要求サイズ
ガイド

次のサイズは、Project Management データベースの単一インスタ
ンスを参照するものです。 メモリサイズには、オペレーティング
システムが必要とするオーバヘッドは含まれません。また、
サーバのバージョンによって異なります。

Oracle

Microsoft SQL Server

ファイル 小規模 中規模 大規模

Temp TBS 300 MB 500 MB 1,000 MB

Undo TBS 300 MB 500 MB 1,000 MB

Index TBS 250 MB 500 MB 1,000 MB

Data TBS 250 MB 500 MB 1,000 MB

Lob TBS 250 MB 500 MB 1,000 MB

合計 1,350 MB 2,500 MB 5,000 MB

RAM: 384 MB 512 MB 1024+MB

ファイル 小規模 中規模 大規模

データ 300 MB 500 MB 1,000 MB

データログ 150 MB 250 MB 500 MB

一時的 300 MB 500 MB 1,000 MB

一時的なログ 50 MB 100 MB 125 MB

合計 800 MB 1,350 MB 2,625 MB

RAM: 384 MB 512 MB 1024+MB
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Methodology Management データベースサーバの要求サ
イズガイド

次のサイズは、Methodology Management データベースの単一イ
ンスタンスを参照するものです。 メモリサイズには、オペレー
ティングシステムが必要とするオーバヘッドは含まれません。
また、サーバのバージョンによって異なります。

Oracle

Microsoft SQL Server

ファイル 推奨の規模

Temp TBS 100 MB

Undo TBS 100 MB

Index TBS 250 MB

Data TBS 250 MB

Lob TBS 250 MB

合計 950 MB

ファイル 推奨の規模

データ 300 MB

データログ 150 MB

一時的 100 MB

一時的なログ 50 MB

合計 600 MB



 実装計画    25     

Primavera - アドミニストレータガイド  

実際的な製品限界

以下の表で、さまざまな実際上の限界を示します。この限界を
超えると性能問題が生じます。

アプリケーション 要素
実際的な
限界

Timesheets ユーザの指定アクティビティ期間内に
ユーザに割り当てられたアクティビ
ティ数

100

Timesheets タイムシートごとのアクティビティ数 100

Project Management
モジュール

プロジェクトごとのアクティビティ数 100,000

Project Management
モジュール

プロジェクトごとの接続数 100,000
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データベースの自動インストール

手動データベース構成

データベース管理

内容

パート 2

データベースのインストールお
よび設定



ネットワークサーバで実行するため、Primavera アプ

リケーションのインストールおよび設定を行うのは経験

あるデータベース管理者が行うのが最適ですが、ユーザ

会社でそのような人が存在していない場合もあります。

Primavera では、素早く簡単にデータベースサーバに必要

なデータベースコンポーネントをインストールすること

ができる設定プログラムを提供しています。「データベー

スの自動インストール」を参照して、データベースウィ

ザードの指示するステップに従い、新しい Project 

Management および／または Methodology Management デー

タベースを作成し、必要なデータをロードしてください。

自動手順に従わない場合は、手動でデータベースを設定

してデータをロードすることもできます。手順の詳細は、

「手動データベース構成」を参照してください。

データベースのインストールに自動あるいは手動のどちら

を選択した場合でも、インストール／設定プロセスに含ま

れないデータベース設定の変更方法に関する重要な手順に

ついては「データベース管理」を参照してください。
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自動インストールプロセスを使って、

Project Management および Methodology 

Management モジュールのデータベース

をサーバに設定、ロードするには、以下

のステップに従います。

本章の内容：

概要

データベースウィザードの実行

Oracle データベースのインストー
ルとアプリケーションデータのロー
ドの自動実行

SQL Server データベースのインス
トールとアプリケーションデータの
ロードの自動実行

データベースの自動インストール
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概要

Primavera の実行には、2 つのデータベースが使われます。

■ Project Management データベース (PMDB) は、Primavera で使
われる Project Management データを保存します。これは必須
データベースです。

■ Methodology Management データベース (MMDB) は、新プロ
ジェクトを作成するときにテンプレートとして使用できるメ
ソドロジを保存します。このデータベースは Methodology 
Management モジュールを使用する場合に、インストールす
る必要があります。

サーバとクライアント用の 
Oracle、または サーバ用
の SQL Server のインス
トールに関する詳細な作業
ステップの情報が必要な場
合は、Primavera のカスタ
マーサポートまでお問い合
わせください。

Primavera は、Oracle、Microsoft SQL Server および Microsoft SQL 
Server Express データベースをサポートしています。データベー
スを作成するにはその前に、MS SQL Server または Oracle サーバ
ソフトウェアがインストールされていなければなりません。

データベースウィザードを実行して、自動的にデータベース構
造を作成し、アプリケーションデータをそこにロードすること
ができます。あるいは、データベース構造を手動で構築し、
バッチファイルを実行してアプリケーションデータをロードす
ることもできます。本章では自動方法について、また、次の章

「手動データベース構成」では手動方法について説明します。

データベース性能やさらなる設定
に関するヒントや特記事項につい
ては、65 ページの「データベー
ス管理」 を参照してください。

Oracle に関する特記事項  Primavera データベースのインストー
ル前には、以下を考慮してください。

■ Primavera を Oracle データベースサーバで実行する場合は、
Oracle クライアントがデータベースサーバをアクセスするす
べてのマシンにインストールされていなければなりません。

■ Oracle クライアントをインストールする場合は、
TNSPING.EXE ユーティリティプログラムが自動的に、￥
oracle￥<ora_home>￥bin フォルダにインストールされます。
このユーティリティは、Primavera のアプリケーションの実
行に必要です。消去しないでください。

■ Oracle は、（MTS モードでなく）専用モード (Dedicated 
Mode) で実行する必要があります。

■ 西欧言語においてユーロ記号の使用が必要な場合は、コードペー
ジ WE8MSWIN1252 または、UTF8 を使わなければなりません。

SQL Server に関する特記事項  Primavera を SQL Server、または 
SQL Server Express データベースサーバで実行する場合は、必要
な SQL Server クライアントファイルは、プロジェクト管理モ
ジュールのインストールの際に、クライアントマシンに自動的
にインストールされます。
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データベースウィザードの実行

データベースウィザードは、新しいデータベース構造を構築し
たり、アプリケーションデータをそこにロードするガイドとな
ります。このステップを実行するのに、ユーザは DBA の経験が
豊富である必要はありません。ただし、Oracle、Microsoft SQL 
Server または SQL Server Express がすでにデータベースサーバ上
にインストールされている必要があります。 

データベースウィザードを実行して新しいデータベースを作成
するのは、クライアントコンピュータからでもサーバ自身でも
可能です。データベースウィザードは、必要なファイル構造や
ユーザを作成します。

Methodology Management モジュールを使用する場合は、データ
ベースウィザードを 2 回実行します。最初は、データベース構
造を作成し Project Management データベースをロードします。そ
の後、Methodology Management データベースのために再度実行
します。
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Oracle データベースのインストールとアプリケーション
データのロードの自動実行

以下のステップを踏み、Oracle データベースの作成とアプリ
ケーションデータのロードを行います。

Primavera Systems は、500 MB のテンポラリーテーブルス
ペースと 500 MB undo テーブルスペースを作成するよう推
奨します。このプロセスに詳しくない場合は、Oracle の
データベースドキュメントを参照してください。

ライセンスキーファイルは、ソフトウェアを使用するのに
必要となるもので、E メールまたは CD で提供されているは
ずです。この中には、ユーザの会社名、シリアル番号、購
入した製品コンポーネントと版数、許容ユーザ数が含まれ
ます。この手順でライセンスファイルを読み込む場合は、
事前にライセンスファイルをローカルドライブにコピーし
ておきます。 

1 媒体からインストールする場合は、最初の画面が現れてイン
ストールのオプションが表示されます。

この画面が現れない場合、またはネットワークからインス
トールする場合は、P6 の媒体あるいはダウンロードに含ま
れている ￥Client_Applications￥install￥database フォルダか
ら dbsetup.bat を実行します。パート 4 に進んでください。 

2 メインの Primavera 画面で、Other Applications を選択します。

3 Other Applications 画面で、P6 Databases Utility を選択して、
データベースウィザードを起動します。

ウィザードの各ダイアログボックスで、[ 次へ ] をクリック
して次ステップへ進みます。

4 Primavera P6 ダイアログボックスで、

• Install a new database を選択します。

• サーバタイプとして、Oracle を選択します。

• Product key フィールドで、E メールまたはライセンス 
CD ラベルに記載されている製品コードを入力します。

5 Database Selection ダイアログボックスで、
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• 必要なサイズと性能に応じて、Project Management and 
Content Repository in one database または Project 
Management and Content Repository in two different 
databases を選択します。

コンテンツリポジトリデータは、ドキュメントの共有などの
協力目的で使用されます。Content Repository only のオプ
ションは、データベースウィザードを実行しようと試みたも
のの完了できなかった場合に利用できます。

6 Connection Information ダイアログボックスの

• DBA ユーザ名フィールドで、Oracle システムのユーザ名
を入力し、データベースにログオンします。例えば、
system（既定）と入力します。

• DBA パスワードフィールドにパスワードを入力し、デー
タベースにログオンします。DBA ユーザ名に system を選
んだ場合は、manager をパスワードとして使ってくださ
い。そうでない場合は、入力したユーザ名に対応するパ
スワードを入力します。

• Database Host Address フィールドに、サーバのマシン名
または Oracle がインストールされている IP アドレスを入
力します。

• Database Host Port フィールドに、Oracle が使用している
ポート番号を入力します。既定値は 1521 です。

• Database Name (SID) フィールドに Oracle SID を入力しま
す。これは、ユーザまたはその DBA が Oracle クライア
ントを設定した際に作成された TNSNAMES.ORA ファイ
ルにあります。

7 Oracle テーブルスペースの設定ダイアログボックスで、次
へをクリックし、データ、インデックス、LOB テーブルス
ペースおよび推定テーブルスペースサイズを承諾します。

推定テーブルスペースサイズは、変更することができます。
サイズに関するガイドラインについては、23 ページの

「Project Management データベースサーバの要求サイズガイ
ド」 を参照してください。

Use existing tablespaces をマークするのは、接続しようとし
ているデータベースサーバにすでにテーブルスペースがある
場合のみです。新規のデータベースサーバの場合、このオプ
ションはマークしないでください。
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8 Specify Oracle Tablespace Locations ダイアログボックスで、
Oracle テーブルスペース（データ、インデックス、LOB）のデ
フォルトロケーションを承諾するか、別の場所を指定します。

このステップで Create をクリックすると、プロジェクト管
理データベースの初期設定が始まります。この後は、
Previous をクリックして以前の選択を変更することはでき
なくなります。ただし、次のステップで Next または Cancel 
のいずれかをクリックすることができます。

9 テーブルスペースの作成を完了すると、Creating Oracle 
Tablespaces ダイアログボックスで Next をクリックします。

10 Create Oracle Users ダイアログボックスで、Oracle 管理者
ユーザ、特権ユーザ、公衆ユーザのデフォルト名を承諾する
か、あるいは適宜、名前を指定します。

管理者ユーザ名に privuser を入力してはいけません。これ
は競合の原因になります。

Oracle 11g を使用する場合は、ユーザ名に使われたものと
同じ大文字または小文字をパスワードでも使います。たと
えば、ユーザ名として「ADMUSER」と入力した場合はパ
スワードも大文字で「ADMUSER」になります。

デフォルトのテーブルスペースフィールドのドロップダウン
リストから、異なったデフォルトテーブルスペースを選ぶこ
とができます。一時テーブルスペースフィールドでは、本手
順の開始以前に作成した一時テーブルスペースを使用します。

一時テーブルスペースは、一時型とします。そうしないと
データベースでエラーが発生します。

11 Configuration Options ダイアログボックスで、

• データベースにサンプルのプロジェクトデータを含めた
い場合は、Load Sample Data のチェックボックスにマー
クします。

米ドル ($) をデータベースの基本通貨として使用したくない
場合は、以下のステップに従って基本通貨を選択してくだ
さい。プロジェクトが進行し始めたら基本通貨を変更する
ことはできません。



 データベースの自動インストール    35     

Primavera - アドミニストレータガイド  

基本通貨の設定
表示できる通貨を追加するための
情報については、367 ページの

「Project Management での管
理設定と分類の定義」を参照して
ください。

基本通貨は、データベースに保存するすべてのプロジェクトのコ
ストに使用し、Project Management モジュールのグローバル管理設
定によって管理されています。Primavera の既定基本通貨は米ドル 
($) です。表示通貨は、Primavera のコストデータを表示するのに
使われる通貨単位で、ユーザ設定によって管理されます。

基本通貨の為替レートは常に 1.0 です。ユーザがコストデータに
基本通貨と異なる通貨を選択した場合は、基本通貨の値に表示
通貨の為替レートを掛け、コストと価格フィールドの表示値が
計算されます。

例えば、基本通貨が米ドルで表示通貨がユーロの場合で、ユー
ロの為替レートが .75 の場合は、データベースに保存されている 
$10 の値はコストおよび価格フィールドに 7.5 ユーロと表示され
ます。同様に、7.5 ユーロとコストまたは価格フィールドに入力
すると、データベースには $10 と保存されます。

データが基本通貨と異なる表示通貨で表示される場合、コスト
と価格の値が僅かに変化することがあります（例えば丸め誤
差）。データベースのインストール時に正しい基本通貨を選択し
ている限り、ユーザは表示通貨を基本通貨に一致させることで
完全に正確なコストと価格データを表示することができます。

• データベースの基本通貨として米ドル以外の通貨を使用
したい場合は、Currency フィールドで別の基本通貨を選
択します。

• Load license key file をマークします。

• LICENSE.TXT ファイルのロケーションをブラウズしま
す。その時点で LICENSE.TXT ファイルが使用可能でな
い場合は、Load License チェックボックスからチェック
を外し、のちにデータベース設定ウィザードでファイル
をロードします。さらなる詳細については 271 ページの

「データベース構成設定の変更」を参照してください。

12 アプリケーションデータを使ってデータベーステーブルを
ロードするプロセスを開始するには、Configurations Options 
ダイアログボックスで Install をクリックします。

13 プロセスを完了したら、Creating Database... ダイアログボッ
クスで、Next をクリックします。
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データベースを作成できなかった場合は、ユーザのホーム
ディレクトリにある PrimaveraDatabaseSetup.log を参照し
てください（「C:￥Documents and Settings￥Administrator」
など）。さらなる支援が必要な場合は、カスタマーサポート
までご連絡ください。

14 Methodology Management モジュールを使う場合は、Finish ダ
イアログボックスで Next をクリックして、再度データベー
スウィザードを実行します。その他の場合は、Finish をク
リックしてウィザードを終了します。

両方のアプリケーションデータ（Project Management および 
Methodology Management）のインストールが完了したら、クライ
アントモジュールとその他のコンポーネントをインストールする
ことができます。サーバの設定とクライアントモジュールおよび
その他のコンポーネントのインストールについてのさらなる詳細
については、パート 3 およびパート 4 を参照してください。
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SQL Server データベースのインストールとアプリケー
ションデータのロードの自動実行

以下のステップに従い、SQL Server または SQL Server Express 
データベースの作成とアプリケーションデータのロードを自動
的に行います。

ライセンスキーファイルは、ソフトウェアを使用するため
に必要で、E メールまたは CD で提供されているはずです。
この中には、ユーザの会社名、シリアル番号、購入した製
品コンポーネントと版数、許容ユーザ数が含まれます。こ
の手順でライセンスキーファイルを読み込む場合は、事前
にライセンスファイルをローカルドライブにコピーしてお
きます。 

1 媒体からインストールする場合は、最初の画面が現れてイン
ストールのオプションが表示されます。

この画面が現れない場合、またはネットワークからインス
トールする場合は、P6 の媒体あるいはダウンロードに含ま
れている ￥Client_Applications￥install￥database フォルダか
ら dbsetup.bat を実行します。パート 4 に進んでください。

2 メインの Primavera 画面で、Other Applications を選択します。

3 Other Applications 画面で、P6 Databases Utility を選択して、
データベースウィザードを起動します。

ウィザードの各ダイアログボックスでは、[ 次へ ] をクリッ
クして次ステップへ進みます。

4 Primavera P6 ダイアログボックスで、

• Install a new database を選択します。

• サーバタイプとして、Microsoft SQL Server/SQL Express 
を選択します。

• Product key フィールドで、E メールまたはライセンス 
CD ラベルに記載されている製品コードを入力します。 

5 Database Selection ダイアログボックスで、

• 必要なサイズと性能に応じて、Project Management and 
Content Repository in one database または Project 
Management and Content Repository in two different 
databases を選択します。



38    パート 2：データベースのインストールおよび設定

Primavera - アドミニストレータガイド

コンテンツリポジトリデータは、ドキュメントの共有などの
協力目的で使用されます。Content Repository only のオプ
ションは、データベースウィザードを実行しようと試みたも
のの完了できなかった場合に利用できます。

6 Connection Information ダイアログボックスの

• Sys admin user name フィールドに、Microsoft SQL Server 
システム管理者名を入力し、サーバに登録します。
Microsoft SQL Server インストール時に既定値を選んだ場
合は、システム管理者名を SA のままにしておきます。 

• Sys admin password フィールドに、このシステム管理者
のパスワードを入力します。Microsoft SQL Server インス
トール時に既定値を選択した場合は、パスワードフィー
ルドを空白のままにしておきます。

• Database host address フィールドに、サーバのマシン名
または Microsoft SQL Server がインストールされている IP 
アドレスを入力します。

• Database host port フィールドに、Microsoft SQL Server が使
用しているポート番号を入力します。既定値は 1433 です。

7 Configuring Microsoft SQL Server/SQL Express Database ダ
イアログボックスで、Next をクリックし、既定値を使用す
るか、インストールに適切な値に変更します。

データベース名を変更する場合、データベース名の重複は許
容されません。指定された名前のデータベースがすでに存在
している場合は、固有の名前を入力するよう指示されます。

データベース名には、ダッシュ (-) を使用しないでくださ
い。エラーとなります。

データファイルには、データベーステーブルとプロシジャが
含まれます。ログファイルには、変更レコードが含まれま
す。既定で、データベースウィザードは、これらのファイル
を Microsoft SQL Server がインストールされているサーバの
フォルダに保存します。指定したデータベース名が、ファイ
ル名に使用されます。場所を変更する場合は、サーバ上に保
存先のフォルダがなければなりません

データベースコードページは、Microsoft SQL Server 向けに
すでに選択されているページに既定設定されます。必要に応
じて、異なったコードページを選択します。
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このステップの後、Next をクリックすると、プロジェクト
管理データベースの初期作成が始まります。この後は、
Previous をクリックして以前の選択を変更することはでき
なくなります。ただし、次のステップで Install または 
Cancel のいずれかをクリックすることができます。

8 Configuration Options ダイアログボックスで、

• データベースにサンプルのプロジェクトデータを含めた
い場合は、Load sample data のチェックボックスにマー
クします。

米ドル ($) をデータベースの基本通貨として使用したくない
場合は、以下のステップに従って基本通貨を選択してくだ
さい。プロジェクトが進行し始めたら基本通貨を変更する
ことはできません。

基本通貨の設定
表示できる通貨を追加するための
情報については、367 ページの

「Project Management での管
理設定と分類の定義」を参照して
ください。

基本通貨は、データベースに保存するすべてのプロジェクトのコ
ストに使用し、Project Management モジュールのグローバル管理設
定によって管理されています。Primavera の既定基本通貨は米ドル 
($) です。表示通貨は、Primavera のコストデータを表示するのに
使われる通貨単位で、ユーザ設定によって管理されます。

基本通貨の為替レートは常に 1.0 です。ユーザがコストデータに
基本通貨と異なる通貨を選択した場合は、基本通貨の値に表示
通貨の為替レートを掛け、コストと価格フィールドの表示値が
計算されます。

例えば、基本通貨が米ドルで表示通貨がユーロの場合で、ユー
ロの為替レートが .75 の場合は、データベースに保存されている 
$10 の値はコストおよび価格フィールドに 7.5 ユーロと表示され
ます。同様に、7.5 ユーロとコストまたは価格フィールドに入力
すると、データベースには $10 と保存されます。

データが基本通貨と異なる表示通貨で表示される場合、コス
トと価格の値が僅かに変化することがあります（例えば丸め
誤差）。データベースのインストール時に正しい基本通貨を選
択している限り、ユーザは表示通貨を基本通貨に一致させる
ことで完全に正確なコストと価格データを表示することがで
きます。
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• データベースの基本通貨として米ドル以外の通貨を使用
したい場合は、Currency フィールドで別の基本通貨を選
択します。

• Load license key file をマークします。

• LICENSE.TXT ファイルのロケーションをブラウズしま
す。その時点で LICENSE.TXT ファイルが使用可能でな
い場合は、Load License チェックボックスからチェック
を外し、のちにデータベース設定ウィザードでファイル
をロードします。さらなる詳細については 271 ページの

「データベース構成設定の変更」を参照してください。

9 アプリケーションデータを使ってデータベーステーブルを
ロードするプロセスを開始するには、Configuration Options 
ダイアログボックスで Install をクリックします。

10 プロセスを完了したら、Creating Database... ダイアログボッ
クスで、Next をクリックします。

データベースを作成できなかった場合は、ユーザのホーム
ディレクトリにある PrimaveraDatabaseSetup.log を参照し
てください（「C:￥Documents and Settings￥Administrator」
など）。さらなる支援が必要な場合は、カスタマーサポート
までご連絡ください。

11 Methodology Management モジュールを使う場合は、Finish ダ
イアログボックスで Next をクリックして、再度データベー
スウィザードを実行します。その他の場合は、Finish をク
リックしてウィザードを終了します。

両方のアプリケーションデータ（Project Management および 
Methodology Management）のインストールが完了したら、クラ
イアントモジュールとその他のコンポーネントをインストール
することができます。サーバの設定とクライアントモジュール
およびその他のコンポーネントのインストールについてのさら
なる詳細については、パート 3 およびパート 4 を参照してくだ
さい。性能最適化のためのデータベース設定方法については、
65 ページの「データベース管理」 を参照してください。
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Oracel または Microsoft SQL Server が実

行されるサーバ上に、Project 

Management データベースおよび 

Methodology Management データベース

を手動設定する場合は、本章をお読みく

ださい。本章のステップは、データベー

ス管理者 (DBA) が行う必要があります。

設定は、大きく 3 ステップに分かれま

す。各データベース構造を作成するこ

と、各データベースにアプリケーション

データをロードすること、そしてコンテ

ンツリポジトリを設定することです。

データベース構造の自動作成とデータの

自動ロードにウィザードを使用する場合

は、29 ページの「データベースの自動

インストール」を参照してください。

Microsoft SQL Server Express を使う場合

は、データベースウィザードを実行する

ことを推奨します。 

本章の内容：

概要

Oracle 用のデータベース構成の作
成とアプリケーションデータの
ロード

MS SQL サーバおよびアプリケー
ションデータのロード用のデータ
ベース構造の作成

基本通貨の変更（Oracle および 
Microsoft SQL Server）

手動データベース構成
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概要

Primavera の実行には、2 つのデータベースが使われます。

■ Project Management データベース (PMDB) は、Primavera で使
われる Project Management データを保存します。これは必須
データベースです。

■ Methodology Management データベース (MMDB) は、新プロ
ジェクトを作成するときにテンプレートとして使用できるメ
ソドロジを保存します。このデータベースは Methodology 
Management モジュールを使用する場合に、インストールす
る必要があります。

サーバとクライアント用の 
Oracle、または サーバ用
の SQL Server のインス
トールに関する詳細な作業
ステップの情報が必要な場
合は、Primavera のカスタ
マーサポートまでお問い合
わせください。

Primavera は、Oracle、Microsoft SQL Server および Microsoft SQL 
Server Express データベースをサポートしています。データベー
スを作成するにはその前に、MS SQL Server または Oracle サーバ
ソフトウェアがインストールされていなければなりません。

Oracle クライアントをインストールする場合は、
TNSPING.EXE ユーティリティプログラムが自動的に、￥
oracle￥<ora_home>￥bin フォルダにインストールされま
す。このユーティリティは、Primavera のアプリケーション
の実行に必要です。消去しないでください。
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Oracle 用のデータベース構成の作成とアプリケーション
データのロード

Oracle データベース管理者 (DBA) は、Project Management および 
Methodology Management データベースを作成し、Primavera が提
供する SQL スクリプトを実行して各データベース構造（テーブ
ル、インデックス、関係など）を作成します。

Group Server は国際言語を扱う場合は、Unicode の Project 
Management データベースが必要となります。

Oracle は、（MTS モードでなく）専用モード (Dedicated 
Mode) で実行する必要があります。

西欧言語においてユーロ記号の使用が必要な場合は、コー
ドページ WE8MSWIN1252 または、UTF8 を使わなければ
なりません。

また、データベースの作成
とデータのロードを、ユー
ザになり代わって自動的に
行うウィザードを使用する
こともできます。さらなる
詳細については 29 ページ
の「データベースの自動イ
ンストール」を参照してく
ださい。

本項の記述は、読者が Oracle DBA か Oracle データベースの管理に詳
しいことを想定しています。すべてのステップを指定された順序で
完了する必要があります。手動設定プロセスについて質問がある場
合は、先に進む前にカスタマーサポートに連絡してください。

Primavera では、以下の手順で説明されているスクリプトを実行
する際は SQL Plus を使用するようお勧めしています。

PMDB Oracle データベース構造の作成

1 ローカルドライブに「install」と「source」という名前の 2 
つのフォルダを作成します。

2 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている 
Client_Applications フォルダから ￥install￥database￥scripts￥
install にブラウズします。ローカルドライブのインストール
フォルダに以下のフォルダをコピーします。

PM_06_02_00 
JR_01_01_00

3 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている 
Client_Applications フォルダから ￥install￥database￥scripts￥
source にブラウズします。ローカルドライブのソースフォル
ダに以下のフォルダをコピーします。

PM_06_02_00 
JR_01_01_00
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データベーステーブルスペースの作成
1 SYSTEM またはその他の DBA 権限ユーザとして Oracle にロ

グインします。

2 ￥install￥PM_06_02_00 に進み、orpm_init_db.sql スクリプ
トを実行します。

orpm_init_db.sql スクリプトを実行する代わりに、手動でシ
ステムを使ってデータベースを一時的に作成しテーブルス
ペースを元に戻すことができます。Primavera は、500 MB 
のテンポラリーテーブルスペースと 500 MB undo テーブル
スペースでデータベースを作成するよう推奨します。
Oracle クライアントがデータベースに接続できることを確
認してください。このプロセスに詳しくない場合は、
Oracle のデータベースドキュメントを参照してください。

ユーザとテーブルの作成
1 SYSTEM あるいは、その他の DBA 特権ユーザとして PMDB 

データベースにログオンします。

2 ￥install￥PM_06_02_00 に進み、orpm_create_users.sql スク
リプトを実行します。

orpm_create_users.sql スクリプトを実行すると、ADMUSER, 
PRIVUSER、および PUBUSER というユーザ名が作成されま
す。その他の管理、プライベート、およびパブリックユーザ
名を作成しており、Primavera のデータベーススクリプトの実
行時にこれを使用したい場合は、実行前に該当するスクリプ
トすべてで必ず admuser、privuser、または pubuser をカスタ
ムユーザ名に置き換えてください。

3 PMDB データベースに admuser としてログオンします。

4 ￥install￥PM_06_02_00 に進み、orpm_tables.sql スクリプト
を実行します。

サンプルデータのインストール
1 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている P6 

Client_Applications フォルダから ￥install￥database にブラウズし
て、rundataloader.bat ファイルをローカルドライブにコピーします。 

2 コマンドプロンプトを開き、rundataloader.bat ファイルの場
所にディレクトリを変更します。

3 以下に類似したステートメントを実行します。

rundataloader.bat sample:pmdb_ec.zip 
admuser/admuser@oracle:<host>:<port>:<instance>
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ここで <host> は Oracle がインストールされているサーバの
マシン名または IP アドレス、<port> は Oracle が使用してい
るポート番号（デフォルトは 1521）、<instance> はデータ
ベース名または SID です（PMDB など）

サンプルデータの代わりに空のデータをロードしたい場合
は、ジップファイル名の最後に _empty を追加します。空の
データには、Project Management データベースの実行に必
要な最も基本的な情報のみが含まれています。

残りのデータベースオブジェクトの作成
1 PMDB データベースに admuser としてログオンします。

2 ￥install￥PM_06_02_00 に進み、orpm_database_version.sql、
orpm_ins_aux.sql、および orpm_querylib.sql スクリプトを実
行します。

3 ￥source￥PM_06_02_00 に進み、orpm_src.sql スクリプトを
実行します。

コンテンツリポジトリデータの作成
以下のステップで使われるスクリプトは、新しい Oracle インス
タンス、またはすでに PMDB データが含まれている既存の 
Oracle インスタンスで実行できます。新しい Oracle インスタン
スでコンテンツリポジトリデータを作成したい場合は、51 ペー
ジのを参照してください。

1 PMDB データベースで admuser としてログオンしている間
に、￥install￥JR_01_01_00 に進んで orjr_ins.sql スクリプト
を実行します。

2 ￥source￥JR_01_01_00 に進み、orjr_src.sql スクリプトを実
行します。

基本通貨を米ドル ($) にしたくない場合は、62 ページの「基本
通貨の変更（Oracle および Microsoft SQL Server）」を参照してく
ださい。

データベース性能の向上のために、変更できるデータベース設
定や実行できるその他のスクリプトについての情報は、65 ペー
ジの「データベース管理」 を参照してください。

ライセンスファイルのアップロードの詳細については、274 ペー
ジの「管理タスクの実行」を参照してください。
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PMDB Oracle データベースオブジェクトのド
ロップ

間違った場合、あるいは Project Management データベースのデー
タベースオブジェクトを作成し直したい場合は、まずデータ
ベースインストールスクリプトで作成したオブジェクトをド
ロップします。データベースオブジェクトをドロップすると、
それらは永久に削除されます。 

ユーザにとって便利がいいように、データベースオブジェクト
をドロップするスクリプトが提供されています。 P6 の媒体また
はダウンロードに含まれている ￥Client_Applications￥install￥
database￥scripts￥install￥PM_06_02_00\drop フォルダで、「or」
で始まるスクリプトを実行します。 特に実行するファイルやアク
ションなどです。

オブジェクトをドロップするには、admuser としてサーバに接続
しなければなりません。データが存在している場合は、上記に
リストされている順番にオブジェクトをドロップしなければな
りません。

ORDP_SPS.SQL ストアードプロシジャをドロップ

ORDP_SYN.SQL シノニムをドロップ

ORDP_GRN.SQL 特権を取り上げます

ORDP_FKC.SQL フォーリンキーの制約をドロップ

ORDP_PK.SQL プライマリーキーをドロップ

ORDP_NDX.SQL インデックスをドロップ

ORDP_TAB.SQL テーブルをドロップ
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MMDB Oracle データベース構造の作成

Methodology Management を使う予定の場合は、以下のステップ
すべてを指定された順序で完了する必要があります。

1 ローカルドライブに「install」と「source」という名前の 2 
つのフォルダを作成します。これらのフォルダが PMDB 向
けにすでに作成されている場合は、既存のフォルダを使用で
きます。

2 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている 
Client_Applications フォルダから￥install￥database￥scripts￥
install にブラウズします。ローカルドライブのインストール
フォルダに MM_06_02_00 フォルダをコピーします。

3 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている P6 
Client_Applications フォルダから￥install￥database￥scripts￥
source にブラウズします。ローカルドライブのソースフォル
ダに MM_06_02_00 フォルダをコピーします。

データベーステーブルスペースの作成
1 SYSTEM またはその他の DBA 権限ユーザとして Oracle にロ

グインします。

2 ￥install￥MM_06_02_00 に進み、ormm_init_db.sql スクリプ
トを実行します。

ormm_init_db.sql スクリプトを実行する代わりに、手動でシ
ステムを使ってデータベースを一時的に作成しテーブルス
ペースを元に戻すことができます。Primavera は、100 MB 
のテンポラリーテーブルスペースと 100 MB undo テーブル
スペースでデータベースを作成するよう推奨します。
Oracle クライアントがデータベースに接続できることを確
認してください。このプロセスに詳しくない場合は、
Oracle のデータベースドキュメントを参照してください。

ユーザとテーブルの作成
1 SYSTEM あるいは、その他の DBA 特権ユーザとして 

MMDB データベースにログオンします。

2 admuser、privuser、pubuser がすでに作成されていない場合
は（PMDB の ユーザとテーブルの作成 のパート 2）、￥
install￥MM_06_02_00 に進んで ormm_create_users.sql スク
リプトを実行してください。
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ormm_create_users.sql スクリプトを実行すると、
ADMUSER, PRIVUSER、および PUBUSER というユーザ
名が作成されます。その他の管理、プライベート、および
パブリックユーザ名を作成しており、Primavera のデータ
ベーススクリプトの実行時にこれを使用したい場合は、実
行前に該当するスクリプトすべてで必ず admuser、
privuser、または pubuser をカスタムユーザ名に置き換えて
ください。

3 MMDB データベースに admuser としてログオンします。

4 ￥install￥MM_06_02_00 に進み、ormm_tables.sql スクリプ
トを実行します。

サンプルデータのインストール
1 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている 

Client_Applications フォルダから￥install￥database にブラウ
ズして、rundataloader.bat ファイルをローカルドライブにコ
ピーします。 

2 コマンドプロンプトを開き、rundataloader.bat ファイルの場
所にディレクトリを変更します。

3 以下に類似したステートメントを実行します。

rundataloader.bat sample:mmdb_ec.zip 
admuser/admuser@oracle:<host>:<port>:<instance>

ここで <host> は Oracle がインストールされているサーバの
マシン名または IP アドレス、<port> は Oracle が使用してい
るポート番号（デフォルトは 1521）、<instance> はデータ
ベース名または SID です（MMDB など）

サンプルデータの代わりに空のデータをロードしたい場合
は、ジップファイル名の最後に _empty を追加します。空の
データには、Methodology Management データベースの実
行に必要な最も基本的な情報のみが含まれています。

残りのデータベースオブジェクトの作成
1 MMDB データベースに admuser としてログオンします。

2 ￥install￥MM_06_02_00 に進み、ormm_database_version.sql 
および ormm_ins_aux.sql スクリプトを実行します。

3 ￥source￥MM_06_02_00 に進み、ormm_src.sql スクリプト
を実行します。
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基本通貨を米ドル ($) にしたくない場合は、62 ページの「基本
通貨の変更（Oracle および Microsoft SQL Server）」を参照してく
ださい。

データベース性能の向上のために、変更できるデータベース設
定や実行できるその他のスクリプトについての情報は、65 ペー
ジの「データベース管理」 を参照してください。

ライセンスファイルのアップロードの詳細については、274 ペー
ジの「管理タスクの実行」を参照してください。
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MMDB Oracle データベースオブジェクトの
ドロップ

間違った場合、あるいは Methodology Management データベース
のデータベースオブジェクトを作成し直したい場合は、まず
データベースインストールスクリプトで作成したオブジェクト
をドロップします。データベースオブジェクトをドロップする
と、それらは永久に削除されます。 

ユーザにとって便利がいいように、データベースオブジェクト
をドロップするスクリプトが提供されています。 P6 の媒体また
はダウンロードに含まれている ￥Client_Applications￥install￥
database￥scripts￥install￥MM_06_02_00￥drop フォルダで、「or」
で始まるスクリプトを実行します。 特に実行するファイルやアク
ションなどです。

オブジェクトをドロップするには、admuser としてサーバに接続
しなければなりません。データが存在している場合は、上記に
リストされている順番にオブジェクトをドロップしなければな
りません。

ORDP_SPS.SQL ストアードプロシジャをドロップ

ORDP_SYN.SQL シノニムをドロップ

ORDP_GRN.SQL 特権を取り上げます

ORDP_FKC.SQL フォーリンキーの制約をドロップ

ORDP_PK.SQL プライマリーキーをドロップ

ORDP_NDX.SQL インデックスをドロップ

ORDP_TAB.SQL テーブルをドロップ
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新しい Oracle インスタンスでコンテンツリポジトリデータベー
ス構造を作成します。

PMDB がある同じ Oracle イン
スタンスにコンテンツデータを追
加したい場合は、45 ページの

「コンテンツリポジトリデータの
作成」を参照してください。

必要なサイズやパフォーマンスに応じて、PMDB データを含む
既存の Oracle インスタンスに追加するのではなく、新規 Oracle 
インスタンスにコンテンツリポジトリを設定した方がよいこと
もあります。

データベーステーブルスペースの作成
1 SYSTEM またはその他の DBA 権限ユーザとして新規 Oracle 

インスタンスにログインします。

2  ￥install￥JR_01_01_00 に進み、orjr_init_db.sql スクリプト
を実行します。

スクリプトを実行すると、データベースの基本的な構造が作
成されます。

orjr_init_db.sql スクリプトを実行する代わりに、手動でシス
テムを使ってデータベースを一時的に作成しテーブルス
ペースを元に戻すことができます。Primavera では、サイズ
を自動拡張 (autoextend) に設定するようお勧めします。
Oracle クライアントがデータベースに接続できることを確
認してください。このプロセスに詳しくない場合は、
Oracle のデータベースドキュメントを参照してください。 

ユーザの作成
1 SYSTEM あるいは、その他の DBA 特権ユーザとして Oracle 

データベースにログオンします。 

2 ￥install￥JR_01_01_00 に進み、orjr_create_users.sql スクリ
プトを実行します。

スクリプトを実行すると、CRUSER という名前のユーザが
作成されます。

コンテンツリポジトリデータの作成
1 CRUSER として新規 Oracle データベースにログオンします。

2 ￥install￥JR_01_01_00 に進み、orjr_ins.sql スクリプトを実
行します。

3 ￥source￥JR_01_01_00 に進み、orjr_src.sql スクリプトを実
行します。
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MS SQL サーバおよびアプリケーションデータのロード
用のデータベース構造の作成

Microsoft SQL Server DBA は、Project Management および 
Methodology Management データベースを作成し、Primavera が提
供する SQL スクリプトを実行して各データベース構造（テーブ
ル、インデックス、接続など）を作成します。

さらなる詳細情報については、
18 ページの「クライアントおよ
びサーバの要件」 を参照してくだ
さい。

Primavera は Microsoft SQL Server 2005 をサポートしています。
本項の記述は、作業者が DBA もしくは Microsoft SQL Server 
データベースの管理に詳しいことを想定しています。すべての
ステップを指定された順序で完了する必要があります。手動設
定プロセスについて質問がある場合は、先に進む前にカスタ
マーサポートに連絡してください。

Microsoft SQL Server データベース構造を作成する前に、システ
ム管理者 (SA) としてサーバに登録し、Microsoft SQL Server 
Management Studio で以下のサーバレベルの設定変更を確認する
必要があります。

■ ワーカスレッド最大数  サーバに接続されるユーザをサポー
トする最大スレッド数を指定します。既定設定 (255) は、構
成によっては同時接続ユーザ数に対して多過ぎる可能性があ
ります。各作業者には、使用されなくてもスレッドが割り当
てられます。ということは、割り当てられた作業者スレッド
に対して同時接続数が少なければメモリリソースを無駄にし
ている可能性があります。

■ メモリ  設定は、動的に保持します。Microsoft SQL Server 
は、サーバで利用可能なメモリ最大量まで、必要に応じて動
的にメモリを獲得したり解放したりします。

■ オープンオブジェクト  設定は、動的に保持します。この設
定は、Microsoft SQL Server で同時に開くことができる最大
オブジェクト数を特定します。この値は、現在のシステム
ニーズにより、自動的に設定されます。この値を変更する必
要はありません。

■ ユーザ接続数  設定は、0 にします。これによって、
Microsoft SQL Server に、同時ユーザ接続数を必要数に応じ
て最大値まで調整することができるようにします。

■ ネットワークパケットサイズ  16384 に設定します。

サーバの設定が完了したら、Microsoft SQL Server を停止して開
始します。これによって確実に変更を有効にします。
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国際言語のサポート (SQL Server 2005) の設定

非ラテン系言語（繁体中国語、簡体中国語、ロシア語または日
本語）サポートでは、Group Server ではデータベースを設定する
際、特殊設定が必要になります。データベースの設定時には、
指示が表示された際に、ユーザのインストールと一致する
codepage と collation オプションを選択します。

PMDB Microsoft SQL Server データベース構造の作成

1 ローカルドライブに「install」と「source」という名前の 2 
つのフォルダを作成します。

2 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている 
Client_Applications フォルダから ￥install￥database￥scripts￥
install にブラウズします。ローカルドライブのインストール
フォルダに以下のフォルダをコピーします。

PM_06_02_00 
JR_01_01_00

3 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている 
Client_Applications フォルダから ￥install￥database￥scripts￥
source にブラウズします。ローカルドライブのソースフォル
ダに以下のフォルダをコピーします。

PM_06_02_00 
JR_01_01_00

データベーステーブルスペースの作成
1 SA ユーザとしてサーバに登録

2 Microsoft SQL Server Management Studio を開きます。￥install
￥PM_06_02_00 に進み、sspm_init_db.sql スクリプトを実行
します。

sspm_init_db.sql スクリプトを実行する代わりに、PMDB と
いう名前のデータベース（データファイルは 500 MB 以上、
ログファイルは 200 MB 以上）を手動で作成できます。ファ
イルグループの pmdb_dat1, pmdb_lob1 と pmdb_ndx、およ
び各グループのデータベースファイルを作成します。
pmdb_dat1 を既定のファイルグループにします。ユーザの
構成によって、これらのファイルグループを物理的に別々
のドライブに設定することも考慮してください。
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手動で PMDB を作成する場合は、必ず互換性レベルを SQL 
Server 2000 (80) に設定してください。

初期のテーブルスペースサイズは、データベースにどの程度
のデータ量を保存するかによって変更したり、量を増減した
りできます。また、自動拡大ファイルのチェックボックスを
マークすることによって、これらの値は必要に応じて自動的
に増加します。サイズに関するガイドラインについては、23
ページの「Project Management データベースサーバの要求サ
イズガイド」 を参照してください。

Primavera Systems は、Microsoft SQL Server Management 
Studio を使ってこれらのステップを行うことを推奨します。

ユーザとテーブルの作成
1 PMDB データベースに SA ユーザとしてログオンします。

2 ￥install￥PM_06_02_00 に進み、sspm_create_users.sql スク
リプトを実行します。

sspm_create_users.sql スクリプトを実行すると、
ADMUSER, PRIVUSER、および PUBUSER というユーザ
名が作成されます。その他の管理、プライベート、および
パブリックユーザ名を作成しており、Primavera のデータ
ベーススクリプトの実行時にこれを使用したい場合は、実
行前に該当するスクリプトすべてで必ず admuser、
privuser、または pubuser をカスタムユーザ名に置き換えて
ください。

3 ￥install￥PM_06_02_00 に進み、sspm_tables.sql スクリプト
を実行します。

サンプルデータのインストール
1 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている 

Client_Applications フォルダから￥install￥database にブラウ
ズして、rundataloader.bat ファイルをローカルドライブにコ
ピーします。 

2 コマンドプロンプトを開き、rundataloader.bat ファイルの場
所にディレクトリを変更します。

3 以下に類似したステートメントを実行します。

rundataloader.bat sample:pmdb_ec.zip 
sa/sa@sqlserver:<host>:<port>:<instance>



 手動データベース構成    55     

Primavera - アドミニストレータガイド  

ここで <host> は SQL Server がインストールされているサー
バのマシン名または IP アドレス、<port> は SQL Server が使
用しているポート番号（デフォルトは 1433）、<instance> は
データベース名です（PMDB など）

サンプルデータの代わりに空のデータをロードしたい場合
は、ジップファイル名の最後に _empty を追加します。空の
データには、Project Management データベースの実行に必
要な最も基本的な情報のみが含まれています。

残りのデータベースオブジェクトの作成
1 PMDB データベースに SA ユーザとしてログオンします。

2 ￥install￥PM_06_02_00 に進み、sspm_database_version.sql、
sspm_ins_aux.sql、および sspm_querylib.sql スクリプトを実
行します。

3 ￥source￥PM_06_02_00 に進み、sspm_src.sql スクリプトを
実行します。

コンテンツリポジトリデータの作成
以下のステップで使われるスクリプトは、新規データベース、
またはすでに PMDB データが含まれている既存のデータベース
で実行できます。新規データベースでコンテンツリポジトリ
データを作成したい場合は、61 ページのを参照してください。

PMDB データベースで SA ユーザとしてログオンしている間に、
￥install￥JR_01_01_00 に進んで ssjr_ins.sql スクリプトを実行し
ます。

基本通貨を米ドル ($) にしたくない場合は、62 ページの「基本
通貨の変更（Oracle および Microsoft SQL Server）」を参照してく
ださい。

データベース性能の向上のために、変更できるデータベース設
定や実行できるその他のスクリプトについての情報は、65 ペー
ジの「データベース管理」 を参照してください。

ライセンスファイルのアップロードの詳細については、274 ペー
ジの「管理タスクの実行」を参照してください。
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PMDB Microsoft SQL Server データベース
オブジェクトのドロップ

間違った場合、あるいは Project Management データベースのデー
タベースオブジェクトを作成し直したい場合は、まずデータ
ベースインストールスクリプトで作成したオブジェクトをド
ロップします。データベースオブジェクトをドロップすると、
それらは永久に削除されます。 

ユーザにとって便利がいいように、データベースオブジェクト
をドロップするスクリプトが提供されています。 P6 の媒体また
はダウンロードに含まれている ￥Client_Applications￥install￥
database￥scripts￥install￥PM_06_02_00￥drop フォルダで、「ss」
で始まるスクリプトを実行します。 特に実行するファイルやアク
ションなどです。

オブジェクトをドロップするには、SA ユーザとしてサーバに接
続しなければなりません。データが存在している場合は、上記
の順にスクリプトを実行しなければなりません。

SSDP_SPS.SQL ストアードプロシジャをドロップ

SSDP_SYN.SQL シノニムをドロップ

SSDP_GRN.SQL 特権を取り上げます

SSDP_FKC.SQL フォーリンキーの制約をドロップ

SSDP_PK.SQL プライマリーキーをドロップ

SSDP_NDX.SQL インデックスをドロップ

SSDP_TAB.SQL テーブルをドロップ
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MMDB Microsoft SQL Server データベース構造の作成

Methodology Management を使う予定の場合は、以下のステップ
すべてを指定された順序で完了する必要があります。

1 ローカルドライブに「install」と「source」という名前の 2 
つのフォルダを作成します。これらのフォルダが PMDB 向
けにすでに作成されている場合は、既存のフォルダを使用で
きます。

2 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている 
Client_Applications フォルダから￥install￥database￥scripts￥
install にブラウズします。ローカルドライブのインストール
フォルダに MM_06_02_00 フォルダをコピーします。

3 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている 
Client_Applications フォルダから￥install￥database￥scripts￥
source にブラウズします。ローカルドライブのソースフォル
ダに MM_06_02_00 フォルダをコピーします。

Primavera は、Microsoft SQL Server Management Studio を
使ってこれらのステップを行うことを推奨します。

データベーステーブルスペースの作成
1 SA ユーザとして SQL にログインします。

2 ￥install￥MM_06_02_00 に進み、ssmm_init_db.sql スクリプ
トを実行します。

ssmm_init_db.sql スクリプトを実行する代わりに、MMDB と
いう名前のデータベース（データファイルは 300 MB 以上、
ログファイルは 150 MB 以上）を手動で作成できます。ファ
イルグループの mmdb_dat1、mmdb_lob1、mmdb_ndx、およ
び各グループのデータベースファイルを作成します。
mmdb_dat1 を既定のファイルグループにします。ユーザの構
成によって、これらのファイルグループを物理的に別々のド
ライブに設定することも考慮してください。

手動で MMDB を作成する場合は、必ず互換性レベルを 
SQL Server 2000 (80) に設定してください。



58    パート 2：データベースのインストールおよび設定

Primavera - アドミニストレータガイド

初期のテーブルスペースサイズは、データベースにどの程度
のデータ量を保存するかによって変更したり、量を増減した
りできます。また、自動拡大ファイルのチェックボックスを
マークすることによって、これらの値は必要に応じて自動的
に増加します。サイズに関するガイドラインについては、24
ページの「Methodology Management データベースサーバの
要求サイズガイド」 を参照してください。

ユーザとテーブルの作成
1 MMDB データベースに SA ユーザとしてログオンします。

2 admuser、privuser、pubuser がすでに作成されていない場合
は（PMDB の ユーザとテーブルの作成 の パート 2）、￥
install￥MM_06_02_00 に進んで ssmm_create_users.sql スク
リプトを実行してください。

ssmm_create_users.sql スクリプトを実行すると、
ADMUSER, PRIVUSER、および PUBUSER というユーザ
名が作成されます。その他の管理、プライベート、および
パブリックユーザ名を作成しており、Primavera のデータ
ベーススクリプトの実行時にこれを使用したい場合は、実
行前に該当するスクリプトすべてで必ず admuser、
privuser、または pubuser をカスタムユーザ名に置き換えて
ください。

3 ￥install￥MM_06_02_00 に進み、ssmm_tables.sql スクリプ
トを実行します。

サンプルデータのインストール
1 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている 

Client_Applications フォルダから ￥install￥database にブラウ
ズして、rundataloader.bat ファイルをローカルドライブにコ
ピーします。 

2 コマンドプロンプトを開き、rundataloader.bat ファイルの場
所にディレクトリを変更します。

3 以下に類似したステートメントを実行します。

rundataloader.bat sample:mmdb_ec_sample.zip 
sa/sa@sqlserver:<host>:<port>:<instance>

ここで <host> は SQL がインストールされているサーバのマ
シン名または IP アドレス、<port> は SQL が使用している
ポート番号（デフォルトは 1433）、<instance> はデータベー
ス名です（MMDB など）
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サンプルデータの代わりに空のデータをロードしたい場合
は、ジップファイル名の最後に _empty を追加します。空の
データには、Methodology Management データベースの実
行に必要な最も基本的な情報のみが含まれています。

残りのデータベースオブジェクトの作成
1 MMDB データベースに SA ユーザとしてログオンします。

2 ￥install￥MM_06_02_00 に進み、ssmm_database_version.sql 
および ssmm_ins_aux.sql スクリプトを実行します。

3 ￥source￥MM_06_02_00 に進み、ssmm_src.sql スクリプト
を実行します。

基本通貨を米ドル ($) にしたくない場合は、62 ページの「基本
通貨の変更（Oracle および Microsoft SQL Server）」を参照してく
ださい。

データベース性能の向上のために、変更できるデータベース設
定や実行できるその他のスクリプトについての情報は、65 ペー
ジの「データベース管理」 を参照してください。

ライセンスファイルのアップロードの詳細については、274 ペー
ジの「管理タスクの実行」を参照してください。
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MMDB Microsoft SQL Server データベース
オブジェクトのドロップ

間違った場合、あるいは Methodology Management データベース
のデータベースオブジェクトを作成し直したい場合は、まず
データベースインストールスクリプトで作成したオブジェクト
をドロップします。データベースオブジェクトをドロップする
と、それらは永久に削除されます。 

ユーザにとって便利がいいように、データベースオブジェクト
をドロップするスクリプトが提供されています。 P6 の媒体また
はダウンロードに含まれている ￥Client_Applications￥install￥
database￥scripts￥install￥MM_06_02_00￥drop フォルダで「ss」
で始まるスクリプトを実行します。 特に実行するファイルやアク
ションなどです。

オブジェクトをドロップするには、SA ユーザとしてサーバに接
続しなければなりません。データが存在している場合は、上記
の順にスクリプトを実行しなければなりません。

SSDP_SPS.SQL ストアードプロシジャをドロップ

SSDP_SYN.SQL シノニムをドロップ

SSDP_GRN.SQL 特権を取り上げます

SSDP_FKC.SQL フォーリンキーの制約をドロップ

SSDP_NDX.SQL インデックスをドロップ

SSDP_PK.SQL プライマリーキーをドロップ

SSDP_TAB.SQL テーブルをドロップ
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新しい SQL Server データベースでコンテンツリポジトリデー
タベース構造を作成します。

PMDB がある同じ SQL Server 
データベースにコンテンツデータ
を追加したい場合は、55 ページ
の「コンテンツリポジトリデータ
の作成」を参照してください。

必要なサイズやパフォーマンスに応じて、既存の PMDB データ
ベースに追加するのではなく、新規 SQL Server データベースに
コンテンツリポジトリを設定した方がよいこともあります。

データベーステーブルスペースの作成
1 SQL Server データベースに SA ユーザとしてログオンします。

2 ￥install￥JR_01_01_00 に進み、ssjr_init_db.sql スクリプトを
実行します。

スクリプトを実行すると、データベースの基本的な構造が作
成されます。

ssjr_init_db.sql スクリプトを実行する代わりに、手動でデー
タとログファイルを使ってデータベースを作成することが
できます。Primavera では、必要に応じて自動的に拡張する
ようサイズを設定することをお勧めします。

コンテンツリポジトリデータの作成
1 SQL Server データベースに SA ユーザとしてログオンします。

2 ￥install￥JR_01_01_00 に進み、ssjr_ins.sql スクリプトを実
行します。
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基本通貨の変更（Oracle および Microsoft SQL Server）
Project Management および Methodology Management データベースを手
動で作成、設定した後、データベースで基本通貨として米ドル ($) 
を使用したくない場合は、基本通貨を変更する必要があります。

プロジェクトが進行し始めたら基本通貨を変更することは
できません。

基本通貨の設定
表示できる通貨を追加するための
情報については、367 ページの

「Project Management での管
理設定と分類の定義」を参照して
ください。

基本通貨は、データベースに保存するすべてのプロジェクトのコ
ストに使用し、Project Management モジュールのグローバル管理設
定によって管理されています。Primavera の既定基本通貨は米ドル 
($) です。表示通貨は、Primavera のコストデータを表示するのに
使われる通貨単位で、ユーザ設定によって管理されます。

基本通貨の為替レートは常に 1.0 です。ユーザがコストデータに
基本通貨と異なる通貨を選択した場合は、基本通貨の値に表示
通貨の為替レートを掛け、コストと価格フィールドの表示値が
計算されます。

例えば、基本通貨が米ドルで表示通貨がユーロの場合で、ユー
ロの為替レートが .75 の場合は、データベースに保存されている 
$10 の値はコストおよび価格フィールドに 7.5 ユーロと表示され
ます。同様に、7.5 ユーロとコストまたは価格フィールドに入力
すると、データベースには $10 と保存されます。

データが基本通貨と異なる表示通貨で表示される場合、コスト
と価格の値が僅かに変化することがあります（例えば丸め誤
差）。データベースのインストール時に正しい基本通貨を選択し
ている限り、ユーザは表示通貨を基本通貨に一致させることで
完全に正確なコストと価格データを表示することができます。

通貨選択のレビュー

基本通貨の変更プロセスには、Primavera が提供したスクリプト
の編集と実行が含まれています。既定では米ドルが基本通貨で
あり、スクリプトで使用される短縮形は USD です。スクリプト
で使用する必要な通貨の短縮形を知りたい場合は、まず利用可
能な短縮形のリストを確認してください。このためには、
Project Management または Methodology Management データベース
で以下のクエリを実行します。

select curr_type, curr_short_name from currtype;
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基本通貨の変更

1 「common」という名前のローカルドライブで新規フォルダを
作成します。

2 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている 
Client_Applications フォルダから ￥install￥database￥scripts￥
common にブラウズします。ローカルドライブの共通フォル
ダに以下のスクリプトのいずれかをコピーします。

Oracle 用 or_set_currency.sql

SQL Server 用 ss_set_currency.sql

3 媒体からスクリプトがコピーされている場合は、スクリプト
ファイルの読み取り専用の属性を外します。

媒体上のファイルは読み取り専用なので、CD または DVD 
からファイルをコピーするとこの属性がかかります。
Windows Explorer でファイルを右クリックし、プロパティを
選び読み取り専用のチェックボックスを外します。

4 編集用にスクリプトを開き、以下を含むラインを見つけます。  
v_new_base_currency:= 'USD'

5 USD から、選択した通貨の短縮形に置き換えます。

6 変更を保存して、修正されたスクリプトを実行します。



64    パート 2：データベースのインストールおよび設定

Primavera - アドミニストレータガイド



  65  

本章を読むと、RDBMS によって供給さ

れるスケジュラの設定方法、Oracle と 

SQL Primavera データベースの性能を最

適化する方法、データベースの編集、削

除、追加の監視を行うネイティブデータ

ベース監査機能の設定方法を学ぶことが

できます。

本章の内容：

P6 でのバックグラウンド処理とク
リーンアップ

RDBMS スケジュラの設定

Setting テーブル

Setting 値の読み書き

バックグラウンドジョブ実行のト
ラッキング

SYMON (System Monitor)

DAMON (Data Monitor)

Oracle データベース性能の向上

ネイティブデータベース監査

データベース管理
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P6 でのバックグラウンド処理とクリーンアップ

概要

旧バージョン  P6 以前は、データベースのクリーンアップ作業
は PM (Project Management) クライアントアプリケーションに
よって起動されていました。クリーンアップ作業によって、こ
れらのタスクは個別セッションからのユーザログインまたはロ
グアウトの際、あるいはツールメニューのオプションから手動
で起動されたときに PM クライアントから自動的に起動されて
いました。 

現行バージョン  クリーンアップタスクはリソース集約的で時間
がかかるため、P6 ではこれらのタスクはデータベースサーバ上
で実行する 2 つのバックグラウンドジョブで起動されるように
なりました。 

■ SYMON (System Monitor) は、数秒以内で完了するタスクの
実行手順を担います。

■ DAMON (Data Monitor) は、完了までに数秒以上かかるプロ
シジャの実行を担います。 

これらのジョブの両方とも既定により予め設定されています。
既定設定は多くの環境で最適な値ですので、通常これを調整す
る必要はありません。しかし、特定の環境でより最適化が必要
な場合は、この設定を変更しバックグランドジョブの動きを調
整することができます。

RDBMS スケジュラ  バックグラウンドジョブは RDBMS によっ
て供給されるジョブスケジュラで起動されるので、該当 RDBMS 
のスケジュラが正しく設定されているかどうか確認する必要が
あります。RDBMS の設定パラメータについては、  67 ページの

「RDBMS スケジュラの設定」 を参照してください。
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RDBMS スケジュラの設定

Oracle

Primavera P6 は DBMS_JOB を使って Oracle のジョブスケジュー
ルを行います。Oracle 10g または 11g を使用する場合は、Oracle 
パラメータの JOB_QUEUE_PROCESSES が最低 2 に設定されて
いることを確認してください。システムにその他の DBMS_JOB 
プロセスが存在している場合は、JOB_QUEUE_PROCESSES を 2 
より大きな値に設定します。 

SQL Server

SQL Server 2005 ジョブは、ジョブをスケジュールする際に SQL 
Agent を使用します。SQL Server 2005 を使用する場合は、サー
バ上で SQL Server Agent サービスが起動されており、起動タイ
プが自動となっていることを確認してください。 

SQL Server 2005 Express

Microsoft は SQL Server 2005 Express でジョブスケジュラを提供
していないので、Primavera は  SQL Server 2005 Express 上で P6 
バックグラウンドジョブを実行するエージェントを作成しまし
た。この Windows サービス、Primavera Background Agent（サー
ビス名：PrmBackAgent）は、SQL Server 2005 Express とともに 
P6 のスタンドアローンインストールを使用すると自動的にイン
ストールされます。 

PrmBackAgent サービスは、必要なときに P6 インストール
の際に自動的にインストールされます。P6 のスタンドア
ローン版インストール後に SQL Server 2005 Express をイ
ンストールした場合以外は、通常手動でのインストールや
起動は必要ありません。 

手動で PrmBackAgent for SQL Server 2005 Express をインストール
サービスは Primavera インストールによって自動的にインストー
ルされますが、必要に応じて手動でインストールすることもで
きます。手動でサービスをインストールする場合は、該当の
データベースへの admin アクセス権をもった Windows ユーザで
なければなりません。サービスの手動インストールには、以下
の手順に従います。 

1 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている 
Client_Applications フォルダで Data1.cab ファイルから実行で
きる prmbackgroundagent.exe を取り出します。
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2 ローカルマシンのディレクトリ（例えば、C:￥Primavera￥
PrmBackAgent）に prmbackgroundagent.exe ファイルを入れます。

3 スタートメニューから [ 実行 ] をクリックします。 

4 ステップ 2 で使用した prmbackgroundagent.exe ファイルへの
パスに換え、サービスをインストールするため、以下のコマ
ンドを実行します。

    c:￥primavera￥PrmBackAgent￥prmbackgroundagent.exe /install

PrmBackAgent の手動登録および起動  サービスを起動する前
に、P6 データベースを含むデータベースインスタンス名をレジ
ストリに追加する必要があります。データベースインスタンス
名をレジストリに手動で追加するには、以下の手順に従います。

1 「BackgroundAgent」という名の新レジストリキーを 
HKEY_LOCAL_MACHINE￥Software￥Primavera に追加します。 

2 「Server」という名の新しいキーに、ローカル SQL Server 
Express のインスタンス名に一致する新たなストリング値

（例えば、< ローカルコンピュータ名 >\sqlexpress）を追加し
ます。 

3 これが完了したら、コントロールパネルのサービスを使っ
て、エージェントを起動します。エージェントは、各データ
ベースの Primavera スキーマインスタンスをチェックして、
適切なジョブを実行します。
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Setting テーブル

Settings テーブルの概要

Settings テーブルには、バックグラウンド処理の動きを設定する
値ペアが含まれます。 

Setting 名  Setting 名は、2 つのコンポーネントによって構成さ
れます。ネームスペースと setting 名です。ネームスペースコン
ポーネントは、ドット記法の文字列で、パラメータへの正式な
パスを示します。2 つ目のコンポーネントは、文字列名を表しま
す。これら 2 つのコンポーネントが合わさって完全な setting 名
となります。 

値  SETTINGS テーブルの値は、大文字小文字の区別がありま
す。ペアの値部分は、以下の型のいずれかになります。

■ 文字列。文字列型は自由なテキスト値です。最も普通な文字
列サブタイプは、以下の表に表すような数字部と単位部の組
み合わせの時間間隔です。    

■ 数字。数字データ型はすべての数字を表します。

■ ブール。ブールデータ型は 2 つの値のどちらかの値をとるこ
とができます。真または偽で、ゼロは偽をその他の値は真を
示します。

■ 日付。

Setting 例  以下に setting 例を示します。

■ ネームスペース :database.cleanup.Usession

■ Setting 名 :ExpiredSessionTimeout

■ 値 :2h（2 時間間隔）

表 1: 時間間隔サブタイプ

単位部分 例 意味

数字部分
+

d ‘30d’ 30 日間隔

h ‘2h’ 2 時間間隔

m ‘10m’ 10 分間隔

s ‘30s’ 30 秒間隔
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Setting 値の読み書き

Settings は Settings API 手順によって設定することができます。
この手順は、レジストリまたは INI file プロシジャコールに似て
います。 

Settings 値の読み出し  以下の SETTINGS_READ_* 手順を使い、
具体的な設定の現在値を特定します。

SETTINGS_READ_STRING(ret_val,namespace,settings_name,default)

SETTINGS_READ_DATE(ret_val,namespace,settings_name,default)

SETTINGS_READ_NUMBER(ret_val,namespace,settings_name,default)

SETTINGS_READ_BOOL(ret_val,namespace,settings_name,default)

例として、以下の Oracle および SQL サーバのコードスニペットは、 
setting 値の読み出しに使われるこれら手順の使い方を示します。

Oracle の例 :  Oracle で KeepInterval setting 値を取り出すには、
以下のコードを使います。

SQL> variable vset varchar2(255)

SQL> exec settings_read_string(:vset,'database.cleanup.Usession', 
'ExpiredSessionTimeout');

システムは以下の応答をします。 
PL/SQL procedure successfully completed.

SQL> print vset

SQL Server の例 :  SQL で KeepInterval setting 値を取り出すに
は、以下のコードを使います。

declare @vset varchar(255)

exec settings_read_string @vset 
OUTPUT,'database.cleanup.Usession','ExpiredSessionTimeout'

print @vset
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Setting 値の書き込み  Use the SETTINGS_WRITE_STRING 
procedure to set the value of a specific setting:

SETTINGS_WRITE_STRING(new value,namespace,settings_name);

Oracle と SQL サーバデータベースの以下のコードスニペットは、
この手順を使って ExpiredSessionTimeout setting 値を 12 時間に設
定する方法を示します。

Oracle の例 :  Oracle データベースで ExpiredSessionTimout setting 
を 12 時間に設定するには、以下の手順に従います。

1 ユーザ名として privuser を使い、SQL *Plus にログインします。

2 以下のステートメントを実行します。

SQL > exec SETTINGS_WRITE_STRING 
('12h',' database.cleanup.Usession','ExpiredSessionTimeout');

SQL Server の例 :  SQL サーバデータベースで 
ExpiredSessionTimeout setting 値を 12 時間に設定するには、以下
の手順を使います。

1 クエリアナライザ /SSMS を開き、privuser として接続します。 

2 PMDB データベースを選択し、以下のステートメントを実
行します（例として 12 時間を使います）。

exec SETTINGS_WRITE_STRING 
'12h','database.cleanup.Usession','ExpiredSessionTimeout' 
'ExpiredSessionTimeout'
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バックグラウンドジョブ実行のトラッキング

バックグラウンドジョブの実行は、ハイレベルステータス設定
の監視または BGPLOG テーブルを点検することでトラッキング
することができます。 

ハイレベルステータス設定の監視  ジョブの実行ごとに、
setting_name = 'HeartBeatTime.' の SETTINGS テーブルが更新され
ます。ジョブは実行中に複数回この値を更新することがありま
す。この時間と現在の日付の最大差を監視することで、ジョブ
が素早く実行されていることを確認できます。HeartBeatTime の
設定については、以下のハイレベルステータス設定テーブルを
参照してください。

表 2: ハイレベルステータス設定

バックグラウンドジョブの SYMON が最後に実行された日付と
時刻。

ネームスペース database.background.Symon

Setting 名 HeartBeatTime

既定の設定 該当なし

バックグラウンドジョブの DAMON が最後に実行された日付と
時刻

ネームスペース database.background.Damon

Setting 名 HeartBeatTime

既定の設定 該当なし
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BGPLOG テーブルの点検  バックグラウンドジョブの実行は、
BGPLOG テーブルを点検することでもトラッキングすることが
できます。BGPLOG テーブルにはバックグラウンド処理からの
詳細エントリが保持されています。例えば、情報エントリ、経
過時間、エラー情報などです。このテーブルの内容についての
詳細は、BGPLOG テーブルの説明を参照してください。

表 3: BGPLOG テーブルの説明

カラム 説明 値

Log_time バックグラウンド処理
でログエントリが行わ
れた時刻

Datetime

Source ログエントリを生成す
るプログラム

「system_monitor」, 
「data_monitor」

タイプ メッセージタイプ 情報、経過時間、エラー 

説明 バックグランド処理か
らのメッセージ

可変のメッセージに括弧内の
数字が処理済みの行数を示し
ます。例えば、「Complete 
BGPLOG (40)」というメッ
セージは 40 行が処理された
ことを示します。
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SYMON (System Monitor)
SYMON は、シンプルな Primavera タスクを比較的速いスケ
ジュールで実行させるものです。既定では、ジョブは毎分実行
されるように設定されています。このジョブに割り当てるタス
クは毎回の実行に数秒以上かからないものとします。このプロ
シジャでは、既定の 1 分間隔は変更してはいけません。 

SYMON で実行されるプロシジャ

現在のところ、USESSION_CLEANUP_EXPIRED プロシジャが 
SYMON で実行される唯一のプロシジャです。このプロシジャ
は、失効セッション設定に基づき last_active_time を更新しな
かった USESSION レコードを論理的に削除します。失効の 
USESSION レコードを論理的に削除することで、利用可能なラ
イセンス数を最大化できます。内在のデータをクリーンアップ
しない（物理的に行を削除）ので、タスクは早く完了します。 

失効セッションのクリーンアップは、SETTINGS テーブル内の
値によって制御されます。既定では、失効セッションのクリー
ンアップは 2 時間ごとに行われますが、SETTING テーブルには
この設定値がありません。SETTINGS_WRITE_STRING (<value>, 
<namespace>, <setting>) ストアドプロシジャを使って、既定のク
リーンアップ値を変更します。

例えば、"2d" との値を設定すると、2 日より前の失効セッション
だけを削除します。

Primavera は、失効セッションのクリーンアップは、少なく
とも最長ジョブの実行期間より少なくとも 1 時間長く設定
することを推奨します。例えば、最長のジョブがサマライ
ザジョブだとして、通常 12 時間かかるとします。
SETTINGS テーブルの値は少なくとも 13 にすべきです。
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USESSION_CLEANUP_EXPIRED Settings については、以下の
テーブルを参照してください。

表 4: USESSION_CLEANUP_EXPIRED Settings

Setting の説明 : 通常のセッションのタイムアウト期間

ネームスペース database.cleanup.Usession

Setting 名 ExpiredSessionTimeout

既定の設定 2h

タイプ 間隔

Setting の説明 : アプリケーションで実行する機能に基づく長時間実行
中セッションのタイムアウト期間（すなわち、スケジューリング、レ
べリング、要約など）。

ネームスペース database.cleanup.Usession

Setting 名 ExpiredLongSessionTimeout

既定の設定 12h

タイプ 間隔
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DAMON (Data Monitor)
2 番目のデータベースジョブは、DAMON データモニタージョブ
です。DAMON ジョブは、バックグラウンド処理のほとんどの
実行を占め、比較的長時間の実行となる可能性の高いアプリ
ケーションに必要なバックグラウンドクリーンアップ処理を実
行する役目を担っています。

DAMON により実行されるプロシジャ

DAMON によって実行されるプロシジャは以下のタスクを実行
します。

■ バックグラウンドログを含む BGPLOG テーブルのクリーン
アップ。

■ REFRDEL テーブルのクリーンアップ。

■ プロジェクトセキュリティのための PRMQUEUE エントリ処理。

■ PRMQUEUE テーブルのクリーンアップ。

■ 残りの USESSION レコードの物理的クリーンアップ。

■ 論理的に削除されたレコードのクリーンアップ。

■ PRMAUDIT テーブルのクリーンアップ。

■ USESSION 監査テーブル (USESSAUD) のクリーンアップ。

■ リリース固有データのクリーンアップ実行。

さらに、DAMON プロセスの機能は、ユーザ定義プロシジャの 
USER_DEFINED_BACKGROUND を使用して動的に拡張するこ
とができます。
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DAMON プロシジャの設定

BGPLOG_CLEANUP  このプロシジャは、BGPLOG テーブルを
妥当なサイズに保持します。既定のクリーンアップ間隔は 5 日
間で、テーブルサイズは約 54,000 レコードとなります。

BGPLOG_CLEANUP プロシジャ関連の設定については、以下の
テーブルを参照してください。

表 5: BGPLOG_CLEANUP Settings

Setting の説明 : BGPLOG テーブルに保存する最古のレコード。

ネームスペース database.cleanup.BackGroundProcessLog

Setting 名 KeepInterval

既定の設定 5d

タイプ 間隔
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REFRDEL_CLEANUP  このプロシジャは KeepInterval setting の
値に基づき、REFRDEL テーブルから物理的にレコードを削除し
ます。既定の設定では、最新の 5 日間 REFRDEL レコードを保
管します。作業負荷を減らすため、処理レコード数は 
MaxRowsToDelete Setting を限度とします。これは既定では、
10,000 行に設定されています。プロシジャは、各パスで 
DeletePercentage の設定で定義された行のパーセンテージを削除
しようと試みます。DeletePercentage の既定値は 10 パーセントで
す。DeleteAllThreshold は、実際は行の最小削除数で、既定では 
1,000 に設定されています。希望によって、クリーンアップは 
DeleteAll 設定を真 (1) に設定することで、削除可能なすべての行
を削除できます。

REFRDEL_CLEANUP プロシジャ関連の設定詳細については、以
下のテーブルを参照してください。

表 6: REFRDEL_CLEANUP Settings

Setting の説明 : REFRDEL テーブルに保管する最古のレコード。

ネームスペース database.cleanup.Refrdel

Setting 名 KeepInterval

既定の設定 5d

タイプ 間隔

Setting の説明 : 各パスで、削除可能な REFRDEL レコードをすべて削
除するかどうかを決めます。

ネームスペース database.cleanup.Refrdel

Setting 名 DeleteAll

既定の設定 0（偽）

タイプ ブール
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Setting の説明 : すべてのレコードをクリーンアップするか決めます。
全レコード数がこの数より少なければ、すべてのレコードはクリーン
アップされます。

ネームスペース database.cleanup.Refrdel

Setting 名 DeleteAllThreshold

既定の設定 1,000

タイプ 数字

Setting の説明 : 各パスで削除するレコードのパーセンテージ。

ネームスペース database.cleanup.Refrdel

Setting 名 DeletePercentage

既定の設定 10 (%)

タイプ 数字

Setting の説明 : 各パスで削除する最大行数。

ネームスペース  database.cleanup.Refrdel

Setting 名 MaxRowsToDelete

既定の設定 10,000

タイプ 数字

表 6: REFRDEL_CLEANUP Settings
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OBSPROJ_PROCESS_QUEUE  このプロシジャは、更新を 
PRMQUEUE テーブルにつなげることで、OBSPROJ 更新の処理
を延期するために使用されます。

OBSPROJ_PROCESS_QUEUE プロシジャ関連の設定については、
以下のテーブルを参照してください。

表 7: OBSPROJ_PROCESS_QUEUE Settings

Setting の説明 : 各実行において処理する最大のプロジェクトレベル
キューレコード。

ネームスペース database.obsproj.queue

Setting 名 MaxProjectUpdates

既定の設定 1000

タイプ 数字

Setting の説明 : 各実行において処理する最大の EPS レベルキューレ
コード。

ネームスペース database.obsproj.queue

Setting 名 MaxEpsUpdate

既定の設定 25

タイプ 数字

Setting の説明 : エラーとマークするまでの失敗エントリ再処理回数。

ネームスペース database.obsproj.queue

Setting 名 MaxRetries

既定の設定 50

タイプ 数字
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CLEANUP_PRMQUEUE  このプロシジャは KeepInterval setting 
値に基づき、物理的にレコードを PRMQUEUE テーブルから削
除します。その他の設定は、REFRDEL_CLEANUP と同様です。

REFRDEL_CLEANUP プロシジャ関連の設定詳細については、以
下のテーブルを参照してください。

表 8: CLEANUP_PRMQUEUE Settings

Setting の説明 : PRMQUEUE テーブルに保管する最古のレコード。既
定は 5 日間です。

ネームスペース database.cleanup.Prmqueue

Setting 名 KeepInterval

既定の設定 5d

タイプ 間隔

Setting の説明 : プロシジャが各パスで、削除可能な PRMQUEUE レ
コードをすべて削除するかどうかを決めます。

ネームスペース database.cleanup.Prmqueue

Setting 名 DeleteAll

既定の設定 0（偽）

タイプ ブール

Setting の説明 : すべてのレコードをクリーンアップするか決めます。
全レコード数がこの数より少なければ、すべてのレコードはクリーン
アップされます。

ネームスペース database.cleanup.Prmqueue

Setting 名 DeleteAllThreshold

既定の設定 1,000

タイプ 数字
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USESSION_CLEAR_LOGICAL_DELETES  このプロシジャは、
すべての論理的に削除された USESSION レコードを物理的に消
去します。このプロシジャ関連の設定はありません。すべての
論理的に削除された USESSION が削除されます。

Setting の説明 : 各パスで削除するレコードのパーセンテージ。

ネームスペース database.cleanup.Prmqueue

Setting 名 DeletePercentage

既定の設定 10(%)

タイプ 数字

Setting の説明 : 各パスで削除する最大行数。

ネームスペース database.cleanup.Prmqueue

Setting 名 MaxRowsToDelete

既定の設定 10,000

タイプ 数字

表 8: CLEANUP_PRMQUEUE Settings
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CLEANUP_LOGICAL_DELETES  このプロシジャは 
KeepInterval 設定値に基づき、論理的に削除された行を消去しま
す。データベース中のレコードは、DELETE_SESSION_ID カラ
ムに Null でない値を設定することで、削除済みとマーク（論理
的削除）することができます。既定で、5 日間以前に削除された
レコードはこのプロシジャで物理的に消去されます。

CLEANUP_LOGICAL_DELETES プロシジャは、
DELETE_SESSION_ID カラムが負の値に設定されたレコー
ドは物理的に消去しません。

CLEANUP_LOGICAL_DELETES プロシジャ関連の設定詳細につ
いては、以下のテーブルを参照してください。

表 9: CLEANUP_LOGICAL_DELETES Settings

Setting の説明 : テーブルに保存する最古の論理的に削除されたレ
コード。

ネームスペース database.cleanup.LogicalDelete

Setting 名 KeepInterval

既定の設定 5d

タイプ 間隔

Setting の説明 :  プロシジャが各パスで、削除可能な論理的に削除さ
れたレコードをすべて削除するかどうかを決めます。

ネームスペース database.cleanup.LogicalDelete

Setting 名 DeleteAll

既定の設定 0（偽）

タイプ ブール



84    パート 2：データベースのインストールおよび設定

Primavera - アドミニストレータガイド

Setting の説明 : 各パスで削除する最大行数。

ネームスペース database.cleanup.LogicalDelete

Setting 名 MaxRowsToDelete

既定の設定 10,000

タイプ 数字

表 9: CLEANUP_LOGICAL_DELETES Settings
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PRMAUDIT_CLEANUP  監査機能が有効に設定されていれば、
このプロシジャは KeepInterval 設定値に基づきテーブルから物理
的にレコードを削除します。

PRMAUDIT_CLEANU プロシジャ関連の設定詳細については、
以下のテーブルを参照してください。

表 10: PRMAUDIT_CLEANUP Settings

Setting の説明 : プロシジャが PRMAUDIT レコードのクリーンアップ
を試行すべき。 

ネームスペース database.cleanup.auditing

Setting 名 Enabled

既定の設定 1（真）

タイプ ブール

Setting の説明 : PRMAUDIT に保存する最古の監査レコード。

ネームスペース database.cleanup.auditing

Setting 名 KeepInterval

既定の設定 30d

タイプ 間隔
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CLEANUP_USESSAUD  このプロシジャは、 KeepInterval に基づ
き、USESSAUD テーブルから物理的にレコードを削除します。
その他の設定は、REFRDEL_CLEANUP プロシジャと同様です。

CLEANUP_USESSAUD プロシジャ関連の設定詳細については、
以下のテーブルを参照してください。

表 11: CLEANUP_USESSAUD Settings

Setting の説明 : USESSAUD テーブルに保管する最古のレコード。 

ネームスペース database.cleanup.Usessaud

Setting 名 KeepInterval

既定の設定 5d

タイプ 間隔

Setting の説明 : 各パスで、削除可能な REFRDEL レコードをすべて
削除するかどうかを決めます。

ネームスペース database.cleanup.Usessaud

Setting 名 DeleteAll

既定の設定 0（偽）

タイプ ブール

Setting の説明 : すべてのレコードをクリーンアップするか決めます。
全レコード数がこの数より少なければ、すべてのレコードはクリーン
アップされます。

ネームスペース  database.cleanup.Usessaud

Setting 名 DeleteAllThreshold

既定の設定 1,000

タイプ 数字
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USER_DEFINED_BACKGROUND  このプロシジャは、
DAMON によって実行されるオプションのカスタマープロシ
ジャです。このプロシジャ関連の設定はありません。

CLEANUP_OLD_DATA  このプロシジャは P6 では空です。将
来、リリース関連のデータクリーンアップ実行に使用される予
定です。 

Setting の説明 : 各パスで削除するレコードのパーセンテージ。

ネームスペース database.cleanup.Usessaud

Setting 名 DeletePercentage

既定の設定 10 (%)

タイプ 数字

Setting の説明 : 各パスで削除する最大行数。

ネームスペース database.cleanup.Usessaud

Setting 名 MaxRowsToDelete

既定の設定 10,000

タイプ 数字

表 11: CLEANUP_USESSAUD Settings
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Oracle データベース性能の向上

Oracle データベース設定には、Primavera データベースの性能を
向上するいくつかの変更事項があります。

データベース設定を、 29
ページの「データベースの
自動インストール」 で説明
したように、データベース
設定ウィザードを使って自
動インストールした場合、
インストールの最後に 
RUN_AS_SYS.SQL と 
GATHER_STATS.SQL ス
クリプトを実行するよう自
動的に指示が表示されま
す。 41 ページの「手動
データベース構成」 で説明
したように、データベース
を手動で作成した場合は、
下記に説明するようにデー
タベースの作成が済んだら
スクリプトを実行するべき
です。

V_$TRANSACTION テーブルへのアクセス権の付与 :

V_$TRANSACTION テーブルは、データが変更された最初のロ
グイン時刻を保存します。これはデータのリフレッシュ時の性
能を高めます。なぜならばこのログイン時刻以前のデータには
アクセスしないからです。ユーザは、V_$TRANSACTION テー
ブルを表示するためにアクセスが必要です。これがなければ、
最初のログイン時刻を表示できずアクセスが冗長になり、パ
フォーマンスが鈍化します。

このテーブルに対するアクセス権を付与するには、SYS として 
Oracle に接続します。CD 1 の ￥install￥database￥scripts￥
common フォルダにある RUN_AS_SYS.SQL スクリプトを実行し
ます。または、以下の付与ステートメントを実行します。 

grant select on v_$transaction to admuser;

コストベースの最適化のために統計データを収集します。

Oracle 10g およびその後の版数では、コストベースの最適化のみ
がサポートされていますが、これはクエリに最適なアクセスパ
スを決定するのに正確な統計に依存します。データベース性能
を向上するオプティマイザのために適切な統計を収集するには、
P6 の媒体またはダウンロードに含まれている ￥
Client_Applications￥install￥database￥scripts￥common フォルダ
内の GATHER_STATS.SQL スクリプトを実行します。



 データベース管理    89     

Primavera - アドミニストレータガイド  

ネイティブデータベース監査

ネイティブデータベース監査では、Primavera アプリケーション
のユーザが行った編集、追加、削除を記録することができます。
ネイティブデータベース監査は、ユーザによるすべての変更が
データベーススキーマのテーブルを対象に実行されるデータ操
作言語 (DML) の INSERT、UPDATE、または DELETE ステート
メントとなることを利用しています。スキーマのすべてのアプ
リケーションテーブルにそれぞれ監査トリガがあるので、誰の
変更でもいつの変更でも各テーブルに対し実行された変更を記
録することができます。データベーススキーマのオーナが監査
トリガを所有します。トリガの実行はバイパスすることはでき
ません。 

監査レベルの設定

各テーブルの監査レベルを調整することで、記録される情報量
を調節することができます。監査レベルを各テーブルで挿入、
更新、削除個別に設定することで、監査のさらにきめ細かい設
定を行うことができます。

表 12: 監査レベル

平準化 説明

レベル 0 監査なし

レベル 1 行レベルの監査。カラム詳細なしで操作のみを監査

レベル 2 ブロブ以外のカラムレベルの監査カラムレベルの
データ変更の監査、ただしブロブ変更は非対象

レベル 3 全監査カラムレベルのデータ変更の監査 Oracle で
は、ブロブに対するカラムレベルの変更は監査さ
れます。SQL サーバでは、ブロブに対するカラム
レベルの変更は含まれません。
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シンプル構成

シンプルな制御を提供する監査機能には 2 種類の設定プロシ
ジャがあります。 

■ auditing_enable(<table_name>, <level>)

■ auditing_disable(<table_name>)

これらのプロシジャによって、監査レベルを個別テーブルに設
定したり、同じ監査レベルをすべてのテーブルに設定すること
ができます。ただし、シンプル構成プロシジャでは、同じテー
ブルに対して挿入、更新、削除のそれぞれに別の監視レベルを
設定することはできません。

Oracle の例 :   監査機能を管理するためにシンプル監査設定プロ
シジャを使用する方法については、以下の例をガイドとして参
照してください。

次のコードスニペットは全テーブルの全監査を行います。

exec auditing_enable(null,3);

次のコードスニペットはタスクテーブルのレベル 1 監査を行い
ます。

exec auditing_enable('TASK',1);

次のコードスニペットは PROJWBS の監査を無効にします。

exec auditing_disable('PROJWBS');

次のコードスニペットは全データベースの監査を完全に無効に
します。

exec auditing_disable(null);



 データベース管理    91     

Primavera - アドミニストレータガイド  

詳細な設定

監査トリガの動きは、以下の監査機能を有効または無効にする
よう Settings テーブルの値を変更することで設定することができ
ます。 

■ 監査機能自身

■ 特定のテーブルの監査

■ 各テーブルにおける、挿入、更新、または削除操作の監査

監査の有効および無効化  監査機能自身は、database.audit.Enable 
setting を使って有効化または無効化することができます。
settings_write_bool プロシジャを使って、監査機能全体を有効 /
無効にします。

Oracle の例 :  Oracle で監査機能全体を有効にするには、次の
コードを使います。 

exec settings_write_bool(1,'database_audit','Enable');

SQL Server の例 :  SQL Server で監査機能全体を有効にするに
は、次のコードを使います。 

exec settings_write_bool 1,'database_audit','Enable'
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各個別テーブルの監査設定は、各テーブルの監査ネームスペー
スのオプション設定で制御します（例えば、
database.audit.TASK）。オプション設定は、3 文字からなる数値の
文字列で、各文字位置がそれぞれ挿入、更新、削除の監査レベ
ルを示します。

以下のテーブルにオプション設定の例を示します。

表 13: テーブル操作ごとの監査レベルオプション設定

             操作

挿入 更新 削除 説明

平準化

0 0 0 監査なし

1 1 1 行レベルの監査。カラム詳
細なしで操作のみを監査

2 2 2 ブロブ以外のカラムレベ
ルの監査カラムレベルの
データ変更の監査、ただ
しブロブ変更は非対象

3 3 3 全監査カラムレベルの
データ変更の監査 Oracle 
では、ブロブに対するカ
ラムレベルの変更は監査
されます。SQL サーバで
は、ブロブに対するカラ
ムレベルの変更は含まれ
ません。

表 14: テーブル操作ごとの監査レベルオプション設定例

ネームスペース 設定 値 説明

database.audit.TASK

Options

330 すべての挿入および
更新操作の全監査削
除操作は監査なし。

database.audit.PROJWBS 001 削除のみの行レベル
監査。

database.audit.TASKRSRC 333 全監査
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個別テーブル監査設定は、settings_write_string プロシジャを使っ
て変更することができます。

Oracle の例 :  Oracle で削除操作は無視して、挿入と更新操作の
全監査を行うようにテーブルを設定する場合は、次のコードを
使います。

exec setting_write_string('330','database.audit.TASK','Options');

SQL Server の例 :  SQL Server で削除操作は無視して、挿入と
更新操作の全監査を行うようにテーブルを設定する場合は、次
のコードを使います。

exec setting_write_string '330','database.audit.TASK','Options'

監査設定の変更は、必ずしも即時にアプリケーションに反映
しません。通常、新しい設定を使い始めるにはプログラムは
データベース接続を閉じて再接続を行う必要があります。
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データ監査の理解

監査テーブル  監査レコードは PRMAUDIT テーブルに挿入され
ます。データベースの各行の変更に対して 1 行のレコードが監
査テーブルに挿入されます。  

表 15: PRMAUDIT テーブル

カラム タイプ 説明

audit_date 日付 変更の日付と時刻

table_name 文字列 (30) テーブル名

pk1, pk2, pk3, pk4 文字列 (255) 監査レコードの主要キー値

oper 文字列 (1) I= 挿入、U= 更新、D= 削除

prm_user_name 文字列 (32) Primavera アプリケーション
で変更が行われた場合、
Primavera のユーザ名

audit_info 文字列 (4000) 4000 文字までのカラム変更
（レベル 2 および 3 のみ）

audit_info_extended BLOB ブロブ変更および audit_info 
からのオーバーフロー（レ
ベル 2 および 3 のみ）

logical_delete_flag 文字列 (1) 物理的削除でなく論理的削
除フラグ（マーク）

rdbms_user_name* 文字列 (255) データベースユーザ名（通
常 privuser）

os_user_name* 文字列 (255) 接続セッションのオペレー
ティングシステムユーザ名

program* 文字列 (255) データベースに接続のプロ
グラム名

host_name* 文字列 (255) 接続セッションのコン
ピュータ名

app_name* 文字列 (25) データベースに接続のアプ
リケーション名

netaddress* 文字列 (24) 接続セッションの IP または 
MAC アドレス

* SQL Server と Oracle では値が異なります
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さまざまな監査テーブル値を正しく設定するためには、
V_$SESSION で管理者ユーザ (admuser) には選ばれた特権
が付与される必要があります。

セッションの監査

USESSION テーブルのアクティビティは独自のトリガとテーブ
ルで監査されます。アプリケーションユーザがシステムからロ
グアウトした場合は、それらによってセッションレコードは論
理的に USESSION テーブルから削除またはマークされます。ロ
グアウトごとに 1 レコードが USESSAUD テーブルに書き込まれ
ます。USESSAUD テーブルのフォーマットは、USESSION テー
ブルのそれと同等です。この監査は、usessaud_enable プロシ
ジャによって有効化され、usessaud_disable プロシジャによって
無効化されます。

カラムレベルの監査データ

各監査の変更データは audit_info and audit_info_extended カラムに
保存されます。audit_info column には、4000 文字を超えない限り
全行変更が含まれます。4000 文字を超える変更あるいはブロブ
に対するどんな編集も audit_info_extended BLOB カラムに書き込
まれます。 

2 つの audit_info カラムのデータは特定のフォーマットをもちま
す。データ中の各カラム監査は、先頭に「O」（古いデータ）ま
たは「N」（新しいデータ）のいずれかがついており、前の（古
い）値か変更後の（新しい）値の監査かを区別します（BLOB 
カラムの場合は、データの先頭は BLOBO または BLOBN となり
ます）。この後は小文字によるカラム名が続きます。カラム名の
後は、固定 4 文字フィールドで監査値の長さを表します。最後
に、実際のデータが監査レコードに入ります。更新については、
各変更の古い値と新しい値の両方が入ります。挿入には新しい
値のみが、削除には古い値のみが入ります。 

以下は、task_code を 'A1010' から 'B102' に変更した TASK の変更
に対する監査レコードの例です。

audit_info =>:Otask_code:5:A1010:Ntask_code:4:B102
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Timesheets 用の Group Server の調整

P6 Web Access のインストール

分散ジョブサービスの設定

内容：

パート 3

サーバのインストールおよび設定



本パートを読んで、ネットワークサーバで Primavera 

を実行するのに必要なコンポーネントのインストールと

設定を行います。 

「Timesheets 用の Group Server の調整」では、タイムシー

トの実装のためにサーバを準備する方法を説明します。

これには Web サーバが必要です。 

「P6 Web Access のインストール」の章では、P6 Web 

Access の設定についての手順を述べます。「分散ジョブ

サービスの設定」の章では、ジョブを複数のサーバに同

時に分散するジョブサービスの設定方法の詳細を提供し

ます。



  99

Timesheets を Primavera 機能の 1 部とし

て実装するためには、Group Server を

ネットワーク上にインストールする必要

があります。Group Server は、

Timesheets クライアントモジュールと

データベースサーバの仲介機能を果たし

ます。本章では、Group Server のインス

トールと設定方法を説明します。

本章の内容：

旧バージョンの Group Server のア
ンインストール

Group Server および Timesheets 
Web サイトのインストール

LDAP 認証を行う Group Server/
Timesheets の設定方法

Single Sign On Authentication 
用に Group Server/Timesheets 
を設定

Group Server の設定方法

Timesheets のための Java Web 
Start の設定

Group Server の複数インスタンス
の作成

Group Server の設定

Timesheets 用の Group Server の調整
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旧バージョンの Group Server のアンインストール

旧バージョンからのアップグレードを行う場合は、既存の Group 
Server をアンインストールすることを推奨します。設定時に新
しい Web サイトが作成されます。

1 Windows の [ コントロールパネル ] から、[ サービス ] を選択
します。

2 [Primavera Group Server] を選択して、[ 停止 ] をクリックします。

3 「サービス」画面を閉じます。

4 [ コントロールパネル ] 画面で、[ プログラムの追加と削除 ] 
をダブルクリックします。

5 [Primavera Group Server] を選択して、[ 追加 / 削除 ] ボタンを
クリックします。アンインストールウィザードの指示に従い
ます。ウィザードによるアンインストールが完了したら、 
[ 終了 ] をクリックします。
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Group Server および Timesheets Web サイトのインス
トール
Group Server と Timesheets 
ウェブサイトのインストール後、
Timesheets の設定に関する詳
細については、407 ページの
「Timesheets の実装」を参照し
てください。

Timesheets は、Web ベースのモジュールです。プロジェクトチー
ムのメンバがプロジェクトデータを更新するのに使用します。
Timesheets は、Windows 2003 /2008 のサービスである Group Server 
を経由して Project Management データベースに接続します。

Timesheets のインストールは、2 つの部分で構成されます。
Group Server のインストールと設定、および Timesheets Web サイ
トのインストールです。Group Server は、プロジェクト管理デー
タベースに常時接続されるどの Windows 2003/2008  サーバにも
インストールすることができます。Timesheets Web サイトは、
Web サーバにインストールしなければなりません。Timesheets 
Web サイトにインストールされるファイルには、HTML および 
Java ファイルを始め、アプレットダウンロードファイル、Java 
JRE インストーラ、Timesheets ヘルプサイトなどがあります。こ
のインストールによって、ユーザは Java Web Start 経由でも 
Timesheets を起動することができるようになります。

タイムシートをレビュー、承認する必要がある場合は、
ユーザが Timesheet Approval アプリケーションにアクセス
できるよう、133 ページの「P6 Web Access のインストー
ル」の説明に従って P6 Web Access をインストールしなく
てはなりません。P6 Web Access をインストールして 
Timesheets を設定すると、426 ページの「Timesheet 
Approval へのアクセス設定」に説明されているように 
Timesheet Approval アプリケーションへのアクセスを設定
することができます。

Java Web Start についての
さらなる情報については、
http://java.sun.com Web サ
イトを参照してください。

Java Web Start  Java Web Start は、Java Network Launching 
Protocol (JNLP) テクノロジーにより、セキュアでプラットフォー
ムに依存しない Timesheets の使用が可能になります。Java Web 
Start は複数のバージョンの ＪＲＥ が存在している場合でも、常
にクライアント側の最新バージョンの Timesheets を起動します。

http://java.sun.com
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Java Web Start をサポートするオペレーティングシステム： 
Windows XP 
Windows Vista 
Ubuntu Linux 
 
Java Web Start をサポートする Web サーバ： 
Microsoft IIS 
Apache 
 
Java Web Start をサポートするクライアント要件 : 
JRE 
Internet Explorer または Firefox

Oracle 接続では、Group Server マシンに Oracle Provider 
for OLE DB がインストールされている必要があります。
Oracle クライアントのフルインストール（管理者設定）で
は、必要な Oracle Provider for OLE DB ファイルがインス
トールされます。Unicode の Oracle データベースに接続す
る場合、Group Server を実行するマシンに、互換性のある 
Oracle OLE DB ドライバをインストールしなければなりま
せん。Oracle 10g の場合、サポートされる OLE DB driver 
の最低バージョンは、10.2.0.2 です。Oracle 11g の場合、
サポートされる OLE DB ドライバの最低バージョンは、
11.1.0.6.20 です。 
 

SQL Server 接続の場合、Group Server マシンには、SQL 
Server クライアントがインストールされている必要があり
ます。SQL Server は、Primavera のプロジェクト管理モ
ジュールをインストールすると自動的にインストールされ
ます。 

言語サポートについて Group Server が Unicode Oracle デー
タベースに接続され、国際言語サポートが必要な場合、
HKEY_LOCAL_MACHINE￥SOFTWARE￥ORACLE￥
HOME 下の以下のレジストリを確認してください。 
NLS_LANG キーの添え字が現在の言語と一致していなけれ
ばなりません（例えば、ロシア語サポートの場合は、
CL8MSWIN1251）。さらなる情報については、該当の 
Oracle NLS ドキュメントを参照してください。 
 

Group Server が SQL Server データベースに接続されている
場合は、Group Server マシンのオペレーティングシステム
の既定場所が接続先のデータベースインスタンスのコード
ページと一致している必要があります。

これらのステップを実行する前には、すでに中央 Project 
Management データベースが設定されていることが必要です。
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Group Server および Timesheets ファイルの設定

1 媒体からインストールする場合は、最初の画面が現れてイン
ストールのオプションが表示されます。

この画面が現れない場合、またはネットワークからインス
トールする場合は、P6 の媒体あるいはダウンロードに含ま
れている ￥Client_Applications￥install フォルダから
GS_Inst.EXE を実行します。 ステップ 3 に進んでください。

2 メインの Primavera 画面で、P6 Timesheets をクリックします。

ウィザードの各ダイアログボックスでは、[ 次へ ] をクリック
して次ステップへ進みます。

3 Enter Product Key 画面で、E メールまたはライセンス CD ラ
ベルに記載されている製品キーを入力します。

4 Welcome! ダイアログボックスで、Next をクリックします。

5 Choose Components ダイアログボックスで、インストールし
たいコンポーネントを選択します。同じサーバに、Group 
Server と Timesheets Web サイトをインストールするには、両
方のチェックボックスをマークします。Group Server だけを
インストールする場合は、ステップ 10 は省略します。

6 Choose Language ダイアログボックスで、Timesheets のイン
ストールに表示の言語のどれかを選択します。 

7 Choose Web Destination Location ダイアログボックスで、
Web ファイルのインストール先フォルダを指定するため 
[Browse] をクリックします。

ファイルは、\GroupServer\en という名前のフォルダにインス
トールされます。Group Server のインストールをしない場合
は、ステップ 12 は省略します。

 Sun ONE Web Server にインストールする場合は、
Primavera Timesheets JRE 自動インストール機能をサポー
トするため config￥mime.types ファイルを編集する必要が
あります。110 ページの「Sun ONE Web Server への JRE 
自動インストールのサポート」を参照してください。
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8 Help URLs  ダイアログボックスで、Timesheets ヘルプ Web 
サイトの場所を指定します。

Web サイトの値は、のちに手動で、適切なファイルを編集
することにより変更することができます。Java Web Start 
版の Timesheets では、￥GroupServer￥App フォルダの 
timesheet.jnlp ファイルを編集します。アプレット版では、
￥GroupServer￥en フォルダの erps8x6.html を編集します。

9 Choose Database Type ダイアログボックスで、データベース
タイプを選択します。データベースは、すでにインストール
され、設定が済んでいなければなりません。

10 Enter Database Parameters ダイアログボックスで、データ
ベース接続パラメータを指定します。

• データベースユーザ名は、特権ユーザ（例えば、
privuser）でなければなりません。 

• Oracle と接続する場合は、Oracle DSN が予め定義されて
いる必要があります。Oracle サービス名（例えば、
PMDB）を入力します。これは、Oracle の Net 
Configuration Assistant を使って前もって定義されている
かもしれませんが、そうでない場合は、￥Oracle_Home￥
Network￥Admin にある TNSNAMES.ORA ファイルを参
照します。

• Microsoft SQL Server と接続する場合は、 SQL Server 
Database マシン名を入力します。これは、Microsoft SQL 
Server データベースが実行されるコンピュータ名です。
Database Schema Name フィールドで、Microsoft SQL 
Server データベースが作成されたときに指定された名前、
例えば PMDB、を入力します。

11 Choose User Authentication Method ダイアログボックスで、
Group Server 認証方法を選択します。

LDAP 認証を選択すると、この手順の終了後にさらなる設定
が必要です。詳細については、112 ページの「LDAP 認証を
行う Group Server/Timesheets の設定方法」 を参照してくだ
さい。
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12 ステップ 12 で、Native または LDAP を選択した場合は、通
信プロトコルの選択ダイアログボックスが表示されます。
Group Server に接続するプロトコルを選択します。

クライアントと Group Server の直接通信のため、Socket を選
択します。このオプションを選択する場合は、ステップ 14 
に進みます。

HTTP(s) プロトコルを使ってセキュアな通信によるタイム
シートデータの伝送をするには、HTTP(s) を選択します。
このオプションを選択する場合は、この項は終了して、 107
ページの「Group Server をインストールして HTTP(s) を使
用」 に進みます。

ステップ 12 で、シングルサインオン (SSO) 認証を選択した
場合は、Choose Communication Protocol ダイアログボック
スは表示されません。その代わり、インストールウィザード
は、HTTP プロトコルと想定し、[User Authentication Mode] 
ダイアログボックス（ステップ 12）を変更し、ユーザが 
Group Server サーブレットのインストール先フォルダを選択
できるようにします。 

サーブレットの保存先（既定値または新規保存先）を指定
後、107 ページの「Group Server をインストールして 
HTTP(s) を使用」 の ステップ 3（108 ページ）に説明されて
いるインストール手順に進みます。

13 ステップ 13 で、Socket を選んだ場合は、Server Information 
ダイアログボックスが表示されます。

• Server Name フィールドに、Group Server が実行されるコ
ンピュータ名を入力します。 

• Port Number フィールドで、9002 をポート番号（既定）
として設定するか、1024 より大きなポート番号を指定し
ます。 

この番号は、IP アドレスと共に使用され、Timesheets ク
ライアントと Group Server 間の Windows ソケット 
(Winsock) 接続を作成します。ネットワークでファイア
ウォールを使用している場合は、このポート番号をイン
ターネットでの使用に解放しておきます。
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9002 以外のポート番号を使う場合は、本章で後述するよう
に web.xml file を編集する必要があります（111 ページ）。

14 Timesheet アプリケーションの起動のため URL を入力ダイ
アログボックスで、Java Web Start の URL を入力します。

Java Web Start URL の値は、
のちに手動で、適切なファイルを
編集することにより変更すること
ができます。122 ページの

「Java Web Start URL の変更」
を参照してください。 

ユーザが Java Web Start 経由で Timesheets を起動することが
できるよう、Java Web Start Web サーバの URL を入力する必
要があります。サーバの IP アドレスを入力し、必要に応じ
てフォルダを変更します。

Apache URL には、大文字小文字の区別があります。一致し
ない場合は、サーバでの処理の代わりに、JNLP ファイルの 
XML の内容がブラウザに表示されます。

15 Start Installation ダイアログボックスで、Next をクリック
し、インストールを開始します。

16 Test Database Connection String ダイアログボックスで、Test 
をクリックし、接続をテストします。

エラーの場合は、データベース接続文字列を変更して、
[Test] をクリックし、接続を再試験します。データベース接
続文字列フィールドでは、以下の形式を使います。

「プロバイダが見つかりま
せん」のエラーを受信した
場合は、Oracle の Web サ
イトから Oracle Provider 
for OLE DB をダウンロード
してインストールします。

Oracle に接続する場合は、 
Provider=OraOLEDB.Oracle;Data Source=Oracle Service Name,

ここで、Oracle Service Name は、TNSNAMES.ORA ファイル
で見つけることができます。

Microsoft SQL Server に接続する場合は、 
Provider=SQLOLEDB; Data Source=MachineName; Initial 
Catalog=DatabaseSchemaName

17 Next をクリックして、先に進みます。

18 Start Window service ダイアログボックスで、チェックボッ
クスをマークして Primavera Group Server のサービスをすぐに
開始します。すぐに開始しない場合は、Microsoft の管理ツー
ル の サービス でいつでも開始することができます（Group 
Server は Windows サービスの 1 つとして実行されます）。

19 Next をクリックして、先に進みます。

20 Finish をクリックし、設定ウィザードを終了します。
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設定は、これで完了です。「Group Server Administrator」を実行
し、116 ページの「Group Server の設定方法」の説明に従って、
詳細設定の確認または変更を行うことができます。

Group Server をインストールして HTTP(s) を使用

Group Server をインストールすると、タイムシートデータのセ
キュアな通信のために、HTTPS プロトコルを使用することがで
きます。GroupServer.war ファイルには、J2EE 準拠サーブレット
が含まれており、HTTP プロトコルでクライアント通信を行うこ
とができます。JBoss のような Java アプリケーションサーバに 
WAR ファイルがインストールされている必要があります。

以下の図は、コンポーネント間の関係を示します。この図で、
Group Server と Java アプリケーションサーバは、同一あるいは
別々のマシンにインストールすることができます。 

Group Server と Java アプリケーションサーバが同一のマシ
ンにインストールされない場合は、web.xml ファイルを編集
する必要があります。web.xml ファイルは、
GroupServer.war ファイルの中に含まれています。さらなる
詳細については、111 ページを参照してください。

Web サーバ

Timesheets Web 
ブラウザ版

Java アプリケー
ションサーバ Group Server

GroupServer.war 
ファイルを探します

この接続で、セキュアな通信が行えるように設定します

HTTP(s) 通信プ
ロトコル

ソケット接続
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HTTP プロトコルを使用するには、以下のステップに従います。

1 Group Server をインストールするには、本章（103 ページ か
ら始まる Group Server と Timesheets ファイルの設定）で前述
したように、ステップ 1 から 12 を実施します。

2 Choose Communication Protocol ダイアログボックスで、
HTTP(s) を選択します。Browse をクリックし、使用する 
GroupServer.war ファイルのインストール先フォルダを指定
します。

既定では、このファイルは inetpub￥wwwroot フォルダにイ
ンストールされます。但し、Java アプリケーションサーバが 
Web アプリケーションを保存している場所を指定してくだ
さい。 

GroupServer.war ファイルを手動で操作する必要が出る可能
性があります。JBoss では、groupserver.war ファイルを 
￥jboss-4.0.5.GA￥server￥primaveraweb￥deploy フォルダ
にコピーして、アプリケーションサーバを起動します。 
WebLogic で、groupserver.war ファイルを ￥bea￥
user_projects￥domains￥primaveraweb_domain￥
autodeploy フォルダにコピーして、アプリケーションサー
バを起動します。WebSphere では、「管理者コンソール」
を使用してコンテクストルート「GroupServer」を 
groupserver.war ファイルに割り当てます。さらなる情報に
ついては、アプリケーションサーバのドキュメントを参照
してください。

3 Server Information ダイアログボックスで、Group Server 
サーブレットの URL を指定します。これは、使用するアプ
リケーションサーバとその設定により異なります。

HTTP プロトコルを使用する通常の伝送では、http 要求を処理
するのに、http と Java アプリケーションサーバに設定した
ポート番号を入力します。以下のフォーマットを使用します。

http://<Java アプリケーションサーバ >: ポート番号 /GroupServer/
GroupServer

例えば、既定の JBoss インストールでは、

http://<jboss_server_name>:8080/GroupServer/GroupServer という 
URL を使います。
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URL は、設定後に手動で、
\GroupServer\Language 
フォルダの erps8x6.html ファ
イルを編集して変更することがで
きます。さらなる詳細について
は、110 ページの

「erps8x6.html または 
timesheets.jnlp ファイルの編
集」を参照してください。

HTTPS プロトコルを使用するセキュアな通信では、https 要
求を処理するのに、https と Java アプリケーションサーバに
設定したポート番号を入力します。

JBoss の既定のセキュアポートは、8443 です。その場合、例
えばセキュアな URL は以下のようになります。

https://<jboss_server_name>:8443/groupserver/groupserver

Java アプリケーションサーバによっては、（例えば、IBM 
WebSphere）大文字小文字の区別があります。

4 Enter URL to launch Timesheet application ダイアログボック
スで、Timesheets Java Web Start 版を使用することを予定して
いる場合は、Timesheets を起動する URL を入力します。

5 Next をクリックしてインストールを開始します。 

6 Test Database Connection String ダイアログボックスで、Test 
をクリックし、接続をテストします。

エラーの場合は、データベース接続文字列を変更して、
[Test] をクリックし、接続を再試験します。データベース接
続文字列フィールドでは、以下の形式を使います。

Oracle に ODBC を通して接続する場合は、 
Provider=OraOLEDB.Oracle;Data Source=Oracle Service Name,

ここで、Oracle Service Name は、TNSNAMES.ORA ファイル
で見つけることができます。

Microsoft SQL Server に接続する場合は、 
Provider=SQLOLEDB; Data Source=MachineName; Initial 
Catalog=DatabaseSchemaName

7 Next をクリックして、先に進みます。

8 Start Window service ダイアログボックスで、チェックボック
スをマークして Primavera Group Server のサービスをすぐに開
始します。すぐに開始しない場合は、Microsoft の管理ツール 
の サービス でいつでも開始することができます（Group 
Server は Windows サービスの 1 つとして実行されます）。

9 [Next] をクリックして、先に進みます。

10 Finish をクリックし、設定ウィザードを終了します。



110    パート 3：サーバのインストールおよび設定

Primavera - アドミニストレータガイド

erps8x6.html または timesheets.jnlp ファイルの編集  インス
トール時に、Group Server のサーブレットに指定された URL を
変更するには、erps8x6.html ファイルまたは timesheets.jnlp を以
下のように変更します。erps8X6.html ファイルは、Group Server 
がインストールされた場所の言語フォルダにあります。例えば、
英語の場所は、 
GroupServer/en/erps8X6.html です。

//  *** 設定可能な変数
//  *** システム管理者によって変更可能。
var ServerName='';
var ServerPortNum=9002;
var DebugLevel=0;
var Protocol='http'; // これは、HTTP または HTTPS では 'http' とし、あ
るいは // 従来のソケットのインストールでは、'socket' とします。

erps8X6.html ファイルでは、
var url 全エントリは 1 行に
しなければなりません。

var url='http://my_server_name:8080/groupserver/groupserver';
// あるいは、HTTPS を使う場合は、
     "var url='https://my_server_name:8443/groupserver/groupserver';" .

Sun ONE Web Server への JRE 自動インストールのサポート  
JRE 自動インストール機能を正しくサポートするには、以下に
示すように config￥mime. タイプのファイルを変更して exe リ
ファレンスを削除します。

編集前 :
type=magnus-internal/cgi       exts=cgi,exe,bat

編集後 :
type=magnus-internal/cgi       exts=cgi,bat
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web.xml ファイルの編集  以下のいずれかの条件が適用される場
合は、GroupServer.war が展開されたあとに web.xml ファイルを
編集する必要があります。

■ Primavera Group Server と Java アプリケーションサーバが同
一マシンにインストールされていない

■ Primavera Group Server が、ポート番号 9002 を使用していない

web.xml ファイルは ￥groupserver￥WEB-INF フォルダにあります。

サーバとポート番号を Group Server を指すように設定します。
これは、初期設定の際に設定された TPGS サービスの場所です。 

web.xml ファイルで、

        <init-param>
            <param-name>server</param-name> 
            <param-value>TPGS_server_name</param-value>
        </init-param>
        <init-param>
            <param-name>port</param-name>
            <param-value>9002</param-value>
        </init-param>
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LDAP 認証を行う Group Server/Timesheets の設定方法

LDAP 認証を使用して、Group Server/Timesheets を実行するには、 

■ Group Server のインストール時に、LDAP モードを選択

■ Timesheets Web サイトファイル、erps8X6.html を変更

1 つはソケット用、もう 1 つは HTTP(s) 用と、2 つの 
Timesheets Web サイトを作成し、HTTP(s) とソケット通信
プロトコルの双方を設定することもできます。これは社内
に、社内網を使う Timesheets ユーザとファイアウォール外
からのユーザがいる場合に有用です。両方の Web サイトと
も同じ Group Server を使用するように設定することができ
ます。

P6 は LDAP 参照の使用をサポートします。 

erps8X6.html ファイルの変更

erps8X6.html ファイルは、Group Server がインストールされた場
所の言語フォルダにあります。例えば、英語の場所は、 
GroupServer/en/erps8X6.html です。

Group Server がソケット接続を使って Timesheets と通信するよ
うにインストールされている場合は、erps8X6.html ファイルを変
更して、次のように設定します。

ServerName と Server Port Number は、ユーザ固有のイン
ストールに合わせます。

var ServerName='yourGroupServer ServerName'（Timesheets がソ
ケット経由で Group Server と通信するときのみ使用）

var ServerPortNum=9002（Timesheets がソケット経由で Group 
Server と通信するときのみ使用）

var DebugLevel=0;

var Protocol='socket';

var url= '';（オプション － Timesheets がサーブレット経由で 
Group Server と通信するときのみ使用）

var appType='atP3e'

var authMode='LDAP';
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Group Server が HTTP(s) プロトコルを使って Timesheets と通信
するようにインストールされている場合は、erps8X6.html ファイ
ルを変更して、次のように設定します。 

URL は、ユーザのインストール固有の値です。 

var ServerName=' '（未使用 － これは、Group Server サーブレット
の web.xml に指定されます）

var ServerPortNum=9002（未使用 － これは、Group Server サーブ
レットの web.xml に指定されます）

var DebugLevel=0;

var Protocol='http';

erps8X6.html ファイルでは、
var url 全エントリは 1 行に
しなければなりません。

var url='http://yourServerName:780/groupserver/groupserver';

var appType='atP3e'

var authMode='LDAP';
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Single Sign On Authentication 用に Group Server/
Timesheets を設定

Single Sign On authentication を使用して、Group Server/Timesheets 
を実行するには、

■ Group Server のインストール時に、Single Sign On モードを選
択します

■ ユーザが使用する Web サーバプラグインをプロキシリクエ
ストに設定

■ Timesheets Web サイトファイル、erps8X6.html を変更

 Timesheets Single Sign On 認証では、Group Server が 
HTTP プロトコルを使ってインストールされていることが必
要です。

Single Sign On 用に Web サーバプラグインを設定

Web サーバプラグインをプロキシ Group Server リクエストに設
定する手順は、ユーザのアプリケーションサーバと Web サーバ
の組み合わせによります。具体的な手順については、アプリ
ケーションサーバ・Web サーバのドキュメントを参照してくだ
さい。

erps8X6.html ファイルの変更

インストールのあと、Group Server erps8x6.html ファイルを変更
し、Group Server のサーブレット用の URL が完全修飾された 
Web サーバ名と SiteMinder 保護ポートを含むようにします。
erps8X6.html ファイルは、Group Server がインストールされた場
所の各言語フォルダにあります。例えば、英語の場所は、
GroupServer/en/erps8X6.html です。

erps8X6.html ファイルを以下に示す設定に変更します。

Group Server サーブレット URL のフォーマットは、Group 
Server サーブレットをホストするために使用するユーザの
サーバに依存します。以下に示す設定は、例に過ぎません。
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var ServerName=' '（未使用 － これは、GroupServer サーブレット
の web.xml に指定されます）

var ServerPortNum=9002（未使用 － これは、GroupServer サーブ
レットの web.xml に指定されます）

var Protocol='http';

erps8X6.html ファイルでは、
var url 全エントリは 1 行に
しなければなりません。

var url='http://<yourfullyqualifieddomainname>:<yourSiteMinder 
protectedportnumber>/groupserver/groupserver';

var appType='atP3e'

var authMode='WebSSO';

erps8X6.html ファイルの URL ラインは、SiteMinder によって保
護される Web サーバ / ポート番号を識別します。タイムシート
のアプレットは、この URL によって GroupServer サーブレット
と通信します。Single Sign On では、この URL の全リクエストは 
Web サーバ上で実行されている SiteMinder エージェントを通し
ます。Web サーバでは、バーチャルディレクトリで受信したリ
クエストを Group Server サーブレットに転送するようバーチャ
ルディレクトリを設定する必要があります。
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Group Server の設定方法

システム管理者として、「Group Server Administrator」を使用して
さらに管理情報の表示と変更を行うことができます。 

「Group Server Administrator」を起動します。  サーバコン
ピュータの Windows コントロールパネルから、[TPGS 
Administrator] を選択します。

サーバの管理  [Administration] タブは、管理対象の現在の Group 
Server を表示します。複数の Group Server をインストールした場
合は、管理するサーバを選択することができます。「Server」
フィールドの [Browse] ボタンをクリックして、追加したいサー
バにナビゲートします。セキュリティの理由により、Primavera 
System はすべての Group Server を同一ドメインに置くか、少な
くとも相互に信用関係を確立することを推奨します。

システム保守のため、サーバをオフラインにする必要がある場
合は、[Take Off-Line] をクリックします。

サーバがオフライン中は、ログイン要求は受け付けられま
せん。 
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「Take Off-Line Options」のダイアログボックスには、サーバに接
続しているユーザ数を表示します。Timesheets から最後のユーザ
がいなくなるまで待ってサーバを自動的にオフラインにするか、
サーバをオフラインにするまでの時間（分）を指定するかを選
択します。いずれのオプションを選んだとしても、ユーザは新
規に Timesheets を起動することはできません。

メッセージ本文に @TIME 
とタイプすれば、サーバが
オフラインになるまでの残
り時間を通知します。 

[Send Message to Logged in Users] チェックボックスをチェックし
て、メッセージをタイプします。何回メッセージを送信するか
を指定することができます。Group Server がオフラインになる
と、すべてのクライアント接続は終了され、将来の接続依頼は
受け付けません。
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Group Server の設定確認  [Properties] タブは、Group Server の設
定情報を提供します。通常は、ユーザがこの設定を変更する必
要はありません。各設定プロパティをクリックすると、ダイア
ログボックスの下部に簡単な説明を表示することができます。
設定を変更するには、プロパティ設定をクリックして、値の列
に新しい値をタイプします。

各プロパティとそのシステムレジ
ストリの場所に関しての説明は、
127 ページの「Group Server 
の設定」 を参照してください。

[Show Advanced Properties] チェックボックスをマークすると、さ
らにユーザが変更できる設定を表示できます。これらのプロパ
ティは安易に変更してはいけません。設定を誤ると、サーバや
オペレーティングシステムの正常な動作を妨げます。

ユーザはまず、TPGS Administrator を閉じ、次に Group 
Server (TPGS) のサービスを停止 • 再開し、変更を有効にし
ます。
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[Users] タブにはアクティブなユーザ名が表示されます。接続中
のユーザ一覧を表示し直すには、[Refresh] をクリックします。
現在選択中のユーザを直ちに切断するには、[Disconnect User(s)] 
をクリックします。1 人あるいは複数のユーザにメッセージを送
ることもできます。例えば、切断前に通知を送ります。Users 領
域で各ユーザ名を選択し、画面下部のメッセージフィールドに
メッセージをタイプします。[Send Message] をクリックします。
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Timesheets のための Java Web Start の設定

Java Web Start は、Java Network Launching Protocol (JNLP) テクノ
ロジーにより、セキュアでプラットフォームに依存しない 
Timesheets の導入を可能にします。Java Web Start は複数のバー
ジョンの ＪＲＥ が存在している場合でも、常にクライアント側
の最新バージョンの Timesheets を起動します。

Java Web Start を設定したあ
と、Timesheets を実行する方
法を学ぶには、423 ページの

「Timesheets の Web ブラウザ
版と Java Web Start 版の実
行」 を参照してください。

Java Web Start の動作概要  Java Web Start は、リンクを HTML 
ページでユーザに提示することで、サーバに保存されている 
Java アプリケーションを起動することができます。ユーザが、
HTML ページ内のリンクをクリックすると、Java Web Start は
ユーザが正しい JRE バージョンをインストールしているか、最
新版の Timesheets がキャッシュされているかを検出します。そ
うでなければ、Java Web Start は自動的に必要なファイルをダウ
ンロードし、ユーザのマシンで Timesheets を起動します。これ
により、ユーザは手動でアップグレードしなくても JRE の必要
なバージョンを使用して、最新版の Timesheets を実行すること
ができます。JRE の他のバージョンは一時的に見えなくします
が、上書きされませんので Java Web Start はそれらの JRE バー
ジョンが必要なほかのアプリケーションの実行を確保します。

Java Web Start により、複数の Timesheets を同時に起動す
ることができます。以前は、Timesheets は同時に複数のイ
ンスタンスの実行を許容していませんでした。

Microsoft IIS 6.0 Web サーバを JNLP ファイルのサポートを行
うように設定

JNLP ファイルには、正しい MIME 型が設定されていることを確
認します。IIS サービスから、既定の Web サイトを選択します。
右クリックして、[ プロパティ ] を選択し、[HTTP ヘッダ ] タブ
をクリックします。画面下の [ ファイルの種類 ] をクリックし、
必要に応じ次の新タイプを追加します。 
 
.jnlp application/x-java-jnlp-file
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Microsoft IIS 7.0 Web サーバを JNLP ファイルのサポートを行
うように設定

JNLP ファイルには、正しい MIME 型が設定されていることを確
認します。これを実行するには、Internet Information Service 
Manager を開きます。以下のフォルダを展開します。

<local server>￥Sites￥Default Web ￥GroupServer

MIME タイプアイコンをダブルクリックして Action エリアで 
[Add] をクリックします。ファイル名の拡張子として  .jnlp、
MIME タイプとして application/x-java-jnlp-file を入力します。
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[OK] をクリックします。Web サーバを再起動します。

Apache Web サーバを JNLP ファイルのサポートを行うように
設定  Web サーバが JNLP ファイルを確実に認識するよう、必要
に応じて httpd.conf ファイルに以下の 2 行を追加します。 
 
AddType application/x-java-jnlp-file .jnlp

AddType application/x-java-archive-diff .jardiff

Apache URL には、大文字小文字の区別があることを忘れな
いでください。一致しない場合は、サーバでの処理の代わ
りに、JNLP ファイルの XML の内容がブラウザに表示され
ます。

Java Web Start URL の変更  元の Java Web Start URL を変更し
た場合（例えば、Java Web Start Web サイトの移動のため）、以下
の 3 つのファイルの URL を手動で編集する必要があります。

■ Timesheet.jnlp

■ Tsres.jnlp

■ Download.html

必要な JRE バージョンの変更  Timesheet.jnlp ファイルは、
Timesheets の起動時に、必要な JRE for  Java Web Start を定義しま
す。Timesheets の Java Web Start 版を起動したときに、必要な 
JRE バージョンが見つからない場合は、ダウンロードしてイン
ストールされます。 

トラブルシュート

■ Windows クライアントにとっては区別ありませんが、
Apache URL には、大文字小文字の区別があることを忘れな
いでください。

■ 非 Windows クライアントでは、サーバの IP アドレスはホス
トファイルのサーバ名に対応しなければなりません。
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■ Windows クライアントでは、サーバ名の URL が認識（JNLP 
ファイルの内容が見える）できない場合は、URL のサーバ 
IP アドレスを使うか、ホストファイルにこのサーバ項目を
追加します。
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Group Server の複数インスタンスの作成

ユーザは、TPGS Administrator に複数の Group Server インスタン
スを作成することができます。これにより、同じサーバマシンで
別々のデータベースにアクセスすることができます。各新規イン
スタンスに一意のデータベースがなければなりません。TPGS 
Administrator を起動すると、プライマリインスタンスが起動しま
す。新規インスタンスの起動には、リストから選択します。

インスタンスの新規作成  [New Instance] ボタンをクリックし、
そのプロパティを指定します。インスタンス名、説明、一意の
ポート番号、特権のある管理者用データベースユーザ名とパス
ワードをタイプします。

インスタンスを選択
し、これらのタブを
使ってそのインスタ
ンスのプロパティ／

ユーザを表示します。
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接続文字列の指定には、以下の形式を使います。

Oracle 用 
Provider=OraOLEDB.Oracle;Data Source=Oracle Service Name

Microsoft SQL Server 用 
Provider=SQLOLEDB; Data Source=MachineName; Initial 
Catalog=DatabaseSchemaName

Oracle サーバ名は、Oracle の Net Configuration Assistant を使って
定義するか、￥Oracle_Home￥Network￥Admin にある 
TNSNAMES.ORA ファイルを参照することができます。

新規インスタンスが作成されると、それは [ サービス ] ダイアロ
グボックスに表示されます。[ サービス ] ダイアログボックスか
らインスタンスの開始 • 停止ができます。新規インスタンスのス
タートアッププロパティは、手動開始（リブート後に自動的に
開始されない）となっています。 

ポート番号は、Group Server 
で使用されている他のポート
と違うものを指定する必要が
あります。

データベースドライバタイプを選
択します。
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新規インスタンスに Web サイトを設定  各新インスタンスに新
しい Timesheets Web サイトを作成しなければなりません。新 
Group Server インスタンスが TPGS Administrator で設定された
ら、Timesheets Web サイトをコピーしクライアントが新インスタ
ンスに接続できるようにしなければなりません。例えば、
GroupServer Web サイトフォルダを新しい名前の GroupServer2 に
コピーします。 

GroupServer2 フォルダで、erps8x6.html ファイルを編集し、ポー
ト番号を更新します。例えば、既定で元の Group Server インス
タンスはポート番号 9002 を保持しています。erps8x6.html ファ
イルで ServerPortNum 変数を新規作成したインスタンスのポート
番号 (9003) と一致するよう、以下に示すように変更します。

//  *** 設定可能な変数 
//  *** システム管理者によって変更可能。 
var ServerName='servername 
var ServerPortNum=9003

クライアントは、GroupServer フォルダの index.html ファイルに
アクセスすることで、元のインスタンスにアクセスすることが
できます。クライアントは、GroupServer2 フォルダの index.html 
ファイルにアクセスすることで、新たに作成されたインスタン
スにアクセスすることができます。
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Group Server の設定

構成設定は、TPGS Administrator の Properties タブを使って表示
したり変更することができます。[Show Advanced Properties] 
チェックボックスをマークし、すべてのプロパティを表示しま
す。これらの設定は、Group Server が実行されるコンピュータ
の、HKEY￥System￥CurrentControlSet￥Services￥TPGS￥
Configuration key レジストリに保存されます。

構成設定の変更にレジストリを使うのは、経験豊富な管理
者に限る必要があります。

下表で、重負荷時（1000 ユーザ以上）の推奨設定を値の列
に示します。

[General key の値 ]
名称 値 説明

Allow Negative Actuals Yes/No 計算時に負の値を許容。No ñ 不許容。Yes - 許容。

Cycle Seed Yes/No パスワード暗号化に使用するシードをサイクルするかど
うかを制御。シードはランダムな一意の数値で、一意に
暗号化されたパスワードのために使用されます。ロード
テストの際は、ログイン要求に一定の暗号化パスワード
値が必要なので、No と設定します。

Edit Subordinate Resources' 
Timesheets

Yes/No 上司による部下リソースの Timesheets の編集を許容。

Edit Work Product and 
Document Details

Yes/No タイムシートクライアントにおける作業結果とドキュメ
ント詳細ダイアログボックスの公開ドキュメントパスの
編集を許容

Enable Performance 
Counters

TPGS サーバアクティビティに基づき、性能監視カウンタ
を設定Windows の性能監視ユーティリティを使って TPGS 
性能カウンタを表示します。

Enable Primary Resource to 
Edit Step’s UDF Values 
Counters

Yes/No Y の場合は、ステップの UDF 値を編集する OBS アクセス
権を無効にします。編集権はプライマリリソースに渡さ
れます。
N の場合は、ユーザにプロジェクトの OBS アクセス権が
あればステップを編集できます。既定値は N です。

Greeting TPGS サーバに接続するユーザに最初に表示されるメッ
セージを設定します。
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LDAP Connect Timeout 15 LDAP データストレージへの接続に、Group Server が許容
する最大時間これは、Group Server が LDAP 認証と設定さ
れている場合のみ使用されます。

Log Transactions イベントログの追跡のため、トランザクションを記録し
ます。

Maximum Auto-Fetch Size 
(bytes)

2048 狭帯域モードで自動送信されるブロブ（ノートやメモ）
の最大サイズ（バイト）

Maximum Request Size TPGS サーバによって受け付けられる最大クライアント 
TCPIP 要求

Port 9002 Group Server が Java クライアントと通信するためにしよう
する TCP/IP ポート番号を設定します。このポートは、イ
ンターネットに開かれていなければなりません。開かれ
ていない場合は、インターネットに開かれている別の
ポートを指定するようこの設定を変更することができま
す。既定値は 9002 です。

Startup Wait Period
（秒）

0 TPGS サービスが開始するまでの待機時間関連サービス
（例えば、データベースサーバサービスなど）が先に開始
する時間が必要な場合は、この設定を使います。

User Inactivity TimeOut 
Period

600 接続がログオフされるまでに、アイドル状態を許容され
る時間（秒）既定値は 600 です。

[General key の値 ]
名称 値 説明

[ データベースキーの値 ]
名称 値 説明

ADO Connection TimeOut
（秒）

15 接続が確立されるまで待機する時間。このタイムアウト
で接続の試みは放棄されエラーメッセージが発生します。

ADO Command TimeOut
（秒）

30 コマンドが実行されるまで待機する時間。このタイムア
ウトでコマンドの試みは放棄されエラーメッセージが発
生します。

ADO RecordSet Cache Size 5 ある時点でメモリに保存されるレコード数

ADO Stalled Check Period
（秒）

30 停滞状態の接続をチェックする頻度

Apply Session Setting Yes/No セッション設定プロパティで指定された SQL コマンドを
実行するかどうかを判断します。既定値は No です。
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Auto Translate Yes/No SQL Server Unicode データベース用の SQL Server ODBC ド
ライバの自動トランスレートプロパティ

Base Connections 25（既定 =10） TPGS サーバがスタートアップ時に作成する既定データ
ベース接続数

Cache Refresh Interval
（秒）

60 TPGS サーバがデータベースからのキャッシュデータを更
新する頻度

Connect Retry Period
（ミリ秒）

30000 接続リトライまでの待機時間

Connection String データベース接続に使用される、ADO 接続文字列
 例えば、Oracle では、「provider=OraOLEDB.Oracle; Data 
Source = pmdb.world」の接続文字列を使用します。  
例えば、SQL Server または SQL Server Express では、

「provider=SQLOLEDB; Data 
Source=PMDBSRV\ENGLISH;Initial Catalog=TPPM60」の接
続文字列を使用します。ここで「PMDBSRV」は、データ
ベースマシン名です。

データベースタイプ TPGS サーバがデータに使用するデータベースタイプ
（「Oracle」または「Microsoft SQL Server/SQL Express」）。

DB Connectivity Check Yes/No データベースの接続を定期的にテストするかどうか、
データベースの切断 • 再開とともに再接続を行うか、を決
めます。

DB User privuser データベースの接続に使われる特権のあるユーザ名既定
値は privuser です。

License Inactivity TimeOut
（秒）

900 休止中のライセンスクライアント接続が異常と判断され
るまでの時間。

Log Invalid Login Attempts Yes/No 無効ログイン試行をイベントログに記録します。既定値
は No です。

Log SQL 0 イベントログで追跡できるよう、SQL トレーシングフラ
グを設定します。

Max Search Result Records 100 検索結果の最大レコード数

パスワード データベースに接続するために暗号化された DB ユーザア
カウントのパスワード

Session Setting Group Server によって作成された、すべてのデータベース
接続に対して実行される SQL コマンド

Sync Period
（秒）

60 データベースの sync テーブル更新間隔。

[ データベースキーの値 ]
名称 値 説明



130    パート 3：サーバのインストールおよび設定

Primavera - アドミニストレータガイド

Synchronize ADO 
Connection Creation

Yes/No データベースに接続中は、他の要求をブロックします。
既定値は Yes です。 

Temporary Connections 150 TPGS サーバが実行できるデータベース接続数この設定
は、Group Server のデータベースへの接続数を決定しま
す。HRESULT = 8004b002 のエラーが発生した場合は、
Group Server が負荷を処理できず、すべての要求を処理す
るにはより多くのデータベース接続が必要であることを
示します。Group Server に 1000 人以上のタイムシート
ユーザがいる場合は、この値は 400 とするようお勧めしま
す。これによりさらに多くの接続が許容され、TPGS はよ
り大きな負荷を処理することができます。Oracle Server マ
シンにも同様に考慮します。

Verbose Logging Yes/No エラーメッセージをイベントログに送出する際に、詳細
ロギングを有効にするか、決定します。

[Threading key の値 ]
名称 値 説明

Caching Threads 1 キャッシュトランザクション処理を扱うスレッド数これ
は、最少キャッシュスレッド数です。Group Server の
キャッシュスレッドは、キャッシュされるデータのデー
タ処理を担います。Group Server は、必要に応じて「CPU 
当たりの最大一時スレッド数」のキャッシュスレッドを
作成します。

Coalescing Jobs Busy 
Threshold

50 Coalescing プロセッサがビジーと認められる合体ジョブ数

Coalescing Threads 1 Coalesced トランザクション処理を扱うスレッド数これは、
最少 Coalescing スレッド数です。Group Server の 
Coalescing スレッドは、合体可能なジョブの処理を担いま
す。Coalescing は、類似の要求（例えば、Timesheets を開
いたり更新する）をまとめて単一の SQL 要求に合体し、
いくつものクライアント要求を 1 つの DB アクセスで満足
させるもので、大幅な性能の向上を果たします。Group 
Server は、必要に応じて「CPU 当たりの最大一時スレッ
ド数」の coalescing スレッドを作成します。

Coalescing Timeout
（ミリ秒）

750 合体要求が処理される頻度

Connection Check Period
（秒）

60 データベース接続がチェックされる頻度。

[ データベースキーの値 ]
名称 値 説明
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Connection TimeOut Period
（秒）

300 つながれたデータベース接続が 
有効とみなされる休止時間。

License Manager Interval
（秒）

120 ライセンスマネージャが同時ユーザをチェックする頻度。

Message Threads Per CPU 3（既定 =1） クライアントからのソケット接続を扱うスレッド数。
これは、クライアントからのソケット経由のメッセージ
を受け付け、Group Server で処理するジョブを作成する最
少スレッド数です。Group Server は、必要に応じて「CPU 
当たりの最大一時スレッド数」のメッセージスレッドを
作成します。

Maximum Coalescing Size 20 処理前に待ち行列につなげることができる、最大合体ト
ランザクション数。

Maximum Temporary 
Threads Per CPU (SMP)

15 各プロセッサで開始することができる最大スレッド数。
MaxTempThreads=CPU>1?MaxTempThreads+(MaxTempThre
ads*4/CPU

Thread Inactivity TimeOut 
Period (seconds)

180 一時スレッドが遮断されるまでの休止時間。

Transaction Threads 1 トランザクション処理を扱うスレッド数。これは、Group 
Server でトランザクションを作成する最少スレッド数です。  
作成されるトランザクションは、キャッシュ、
Coalescing、または更新です。Group Server は、必要に応
じて「CPU 当たりの最大一時スレッド数」のトランザク
ションスレッドを作成します。

Update Threads 1 更新トランザクション処理を扱うスレッド数。これは、
最少更新スレッド数です。Group Server の更新スレッド
は、データ更新を担います。Group Server は、必要に応じ
て「CPU 当たりの最大一時スレッド数」の更新スレッド
を作成します。

Watch Dog Period 
(seconds)

120 TPGS サーバが接続問題をチェックする頻度。

[Threading key の値 ]
名称 値 説明
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[Security keys]
キー 値 説明

Accept Filters Filter #1, *.*.*.* 許容の、TCP/IP クライアントのアドレス

Reject Filters Filter #1, *.*.*.255 不許容の、TCP/IP クライアントのアドレス

[インストールキーの値 ]
名称 値 説明

HTML Path c:\inetpub\wwwroot\GroupServer HTML ファイルへのパス。



  133  

本章では、P6 Web Access （旧称

「Primavera Web Application」または

「myPrimavera」）を Windows、Solaris、

AIX、Red Hat Enterprise Linux、または 

HP-UX サーバにインストールする方法

を説明します。さらに、本章では、P6 

Web Access の管理アプリケーションを

使って、P6 Web Access のアプリケー

ションサーバ設定の確認、変更、追加、

削除を行う方法を説明します。

本章の内容：

P6 Web Access へのアップグレード

旧バージョンのアンインストール

P6 Web Access 用のアプリケーション
サーバのインストール

P6 Web Access のインストールプロ
セス

コンテンツリポジトリとワークフローリ
ポジトリのインストール

P6 Web Access 用アプリケーション
サーバの設定と展開

P6 Web Access 用サーバの起動

P6 Web Access のプレコンパイル

P6 Web Access 用サーバの停止

クライアントのブラウザから P6 Web 
Access にアクセス

クライアントブラウザの構成設定

データベース構成設定の変更

管理アプリケーションの使用方法

P6 Web Access の設定の確認と変更

P6 Web Access の設定

アプリケーションサーバプラグインの
実装

P6 Web Access のインストール
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P6 Web Access へのアップグレード

P6 Web Access にアップグレードする前に、Project Management 
および／または Methodology Management データベースをバー
ジョン 6.2 にアップグレードして、Project Management および／
または Methodology Management のクライアントモジュールをイ
ンストールする必要があります。

さらなる詳細については、253 ページの「自動データベー
スアップグレード」 および 229 ページの「クライアントモ
ジュールとその他のコンポーネントのインストール」 を参照
してください。

現在 Interwoven/iManage を使用しており P6 Web Access 
バージョン 6.2 にアップグレードする場合、プロジェクト
ワークフロー、プロジェクトプロセス、ニュース、ディス
カッション、イベント、ドキュメントデータは利用できな
くなります。 このデータが必要な場合は、Primavera カスタ
マーサポートに連絡してデータの移行や移行ツールに関す
る情報を入手してください。 Primavera では、バージョン 
6.2 にアップグレードする前にデータを移行するようお勧め
します。

P6 Web Access の検証済
みの環境リストについて
は、P6 の媒体またはダウ
ンロードに含まれている 
￥Documentation￥ 
<language>￥Tested 
Configurations フォルダを
参照してください。 

myPrimavera 5.0、Primavera の Web アプリケーション 6.0、
または P6 Web Access 6.1 から P6 Web Access 6.2 にアップ
グレードする方法

■ myPrimavera、Primavera の Web アプリケーション、または 
P6 Web Access の現在のバージョンをアンインストールしま
す。135 ページの「旧バージョンのアンインストール」を参
照してください。

■ サポートされているアプリケーションサーバの 1 つをインス
トールします。137 ページの「P6 Web Access 用のアプリ
ケーションサーバのインストール」を参照してください。

サポートされているアプリケーションサーバの一覧は、18
ページの「クライアントおよびサーバの要件」 を参照してく
ださい。

■ P6 Web Access 6.2 をインストールします。139 ページの「P6 
Web Access のインストールプロセス」を参照してください。

■ アプリケーションサーバを設定、展開します。144 ページの
「P6 Web Access 用アプリケーションサーバの設定と展開」を
参照してください。
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旧バージョンのアンインストール

バージョン 6.2 にアップグレードする前に P6 Web Access の以前
のバージョンをすべてアンインストールする必要があります。

myPrimavera 5.0 または Primavera Web Application 6.0 を 
Tomcat 5.5 Server からアンインストールする方法 

Windows では、スタートメニューからプログラムを選び、[< ア
プリケーション名 >]、[< アプリケーション名 > のアンインス
トール ] を選びます。  
Solaris では、Tomcat インストールディレクトリの下の webapps 
ディレクトリに移動し、uninstalltc.sh スクリプトを実行します。

Tomcat は、P6 Web Access のバージョン 6.1 以上ではサ
ポートされていません。

myPrimavera 5.0、Primavera Web Application 6.0、または 
P6 Web Access 6.1 を JBoss Server からアンインストールす
る方法

「myprimavera」フォルダの名前を変更するか、JBoss がインス
トールされた場所（例えば、c:\jboss-4.0.4.GA\server）から

「myprimavera」フォルダを削除します。

myPrimavera 5.0、Primavera Web Application 6.0、または 
P6 Web Access 6.1 を WebLogic Server からアンインストール
する方法

1 Windows では、スタートメニューからプログラムを選び、[<
アプリケーション名 >]、[< アプリケーション名 > のアンイ
ンストール ] を選びます。  
Solaris では、<BEA_HOME>\user_projects\<domain> ディレク
トリの uninstall.sh スクリプトを実行します。

2 ドメインの新規作成。°ÞWebLogic 10 (sp1) の設定 °± 手順で
新規ドメインを使用します。

myPrimavera 5.0、Primavera Web Application 6.0、または 
P6 Web Access 6.1 を WebSphere Server からアンインストー
ルする方法

1 Windows では、スタートメニューからプログラムを選び、[<
アプリケーション名 >]、[< アプリケーション名 > のアンイ
ンストール ] を選びます。  
Solaris では、WebSphere インストールディレクトリ下の 
installableApps/< アプリケーション > ディレクトリに移動し、
uninstallws.sh スクリプトを実行します。
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2 WebSphere Application コンソールを起動して、現在の
「myPrimavera」インストールを削除します。

新しいインストールに、同じ <webaccesshome> ディレクト
リを使用する場合は、既存の myprimavera.war ファイルは 
<webaccesshome> ディレクトリから削除して、新しい 
primaveraweb.war ファイルとの競合を避ける必要があります。
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P6 Web Access 用のアプリケーションサーバのインス
トール

P6 Web Access は、Red Hat JBoss、BEA WebLogic、IBM 
WebSphere にも対応します。サポートされているアプリケー
ションサーバの完全な一覧（バージョン数を含む）については、
18 ページの「クライアントおよびサーバの要件」 を参照してく
ださい。 P6 Web Access の検証済みの環境リストについては、P6 
の媒体またはダウンロードに含まれている ￥Documentation￥
<language>￥Tested Configurations フォルダを参照してください。

Windows では、アプリケーションサーバは、短い名前の
フォルダにインストールすることをお勧めします。

Microsoft Windows に JBoss をインストール

JDK のインストール
JBoss の対応バージョンでは、Java 2 JDK version 5.0 update 15 
(1.5.0_15) が必要です。Primavera は JDK を提供していません。
JDK をダウンロードするには、http://java.sun.com/products/archive 
にアクセスしてください。

JBOSS 4.0.5 GA のインストール
1 jboss-4.0.5.GA.zip をローカルドライブにコピーします。

2 <JBOSS INSTALL LOCATION> でフォルダを解凍します  
（例えば、C:￥jboss-4.0.5.GA）。

3 <JBOSS INSTALL LOCATION>￥server にアクセスします。

4 「default」フォルダを選択し、Ctrl-C を押してコピーします。
次に Ctrl-V を押します。これで「コピー ～ default」という
名前のフォルダが作成されます。

5 「コピー ～ default」というフォルダの名前を「primaveraweb」
に変更します。

Red Hat Enterprise Linux に JBoss をインストール

JDK のインストール
JBoss の対応バージョンでは、Java 2 JDK version 5.0 update 15 
(1.5.0_15) が必要です。Primavera は JDK を提供していません。
JDK をダウンロードするには、http://java.sun.com/products/archive 
にアクセスしてください。
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JBOSS 4.0.5 GA のインストール
1 jboss-4.0.5.GA.zip をローカルドライブにコピーします。

2 <JBOSS INSTALL LOCATION> でフォルダを解凍します  
（例えば、/usr/jboss-4.0.5.GA）。

3 ファイルを実行できるよう、以下のコマンドを実行します。 
chmod -R +x *

4 <JBOSS INSTALL LOCATION>￥server にアクセスします。

5 「default」フォルダを選択し、Ctrl-C を押してコピーします。
次に Ctrl-V を押します。これで「コピー ～ default」という
名前のフォルダが作成されます。

6 「コピー ～ default」というフォルダの名前を「primaveraweb」
に変更します。

WebLogic のインストール

JDK のインストール
WebLogic の 10 (sp1) バージョンは自動的に、Windows と Red Hat 
Enterprise Linux 向けには Java 2 JDK version 5.0 update 11 
(1.5.0_11)、HP-UX 向けには Java 2 JDK version 5 update 8 
(1.5.0_08) をインストールします。P6 Web Access に必要な JDK 
バージョンがあります。

WebLogic 10 (sp1) のインストール
インストールの手順については、WebLogic のドキュメントを参
照してください。

WebSphere のインストール

JDK のインストール
WebSphere のバージョン 6.1 では、IBM JDK が自動的にインス
トールされます。 推奨された修正パックをインストールすると、
JDK が自動的に更新されます。これは、P6 Web Access の必須 
JDK です。どの修正パックが検証されているかについては

『Tested Configurations』ドキュメントを参照してください。

WebSphere 6.1 のインストール
インストール手順については、WebSphere のドキュメントを参
照してください。
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P6 Web Access のインストールプロセス
Project Management データ
ベースのインストール情報につい
ては、27 ページの「データベー
スのインストールおよび設定」 を
参照してください。互換性のた
め、データベースをアップグレー
ドすることについての情報は、
253 ページの「自動データベース
アップグレード」 を参照してくだ
さい。

P6 Web Access 6.2 にアップグレードする前に、Project 
Management および／または Methodology Management データベー
スの バージョン 6.2 をインストールするか、現在のバージョン
をアップグレードして、Project Management および／または 
Methodology Management のクライアントモジュールのバージョ
ン 6.2 をインストールする必要があります。

Project Management モジュールのインストール手順につい
ては、229 ページの「クライアントモジュールとその他のコ
ンポーネントのインストール」 を参照してください。

P6 Web Access インストーラはウィザードを提供し、以下のよう
なインストールプロセスをガイドします。

1 P6 Web Access に使われるアプリケーションサーバの特定

2 P6 Web Access と管理アプリケーションファイルのインス
トール

3 P6 Web Access のデータベースの設定と構成

JBoss をアプリケーションサーバとして使用している場合
は、P6 Web Access をインストールする前に、Sun Java 2 
JDK version 5.0 update 15 (1.5.0_15) をインストールする必
要があります。
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P6 Web Access のインストール

1 使用している OS に応じて、P6 の媒体またはダウンロード
に含まれている Web_Access フォルダから以下のインストー
ラを起動します。 

• Windows プラットフォームでは、「SetupMainWin.exe」を
ダブルクリックします。

• Unix プラットフォームでは、サポートされている JDK の
バージョンがインストールされており、JDK の場所が 
Unix パスに追加されているものと想定して、ターミナル
セッションから以下の適切なコマンドを実行します。

Red Hat Enterprise Linux または Solaris プラットフォーム
の場合： 
./SetupMainSol.bin

IBM AIX プラットフォームの場合： 
./setupaix.bin

HP-UX プラットフォームの場合： 
./setupHP11.bin

上記の Unix プラットフォームのいずれかでバイナリファイ
ルを実行できなかった場合は、以下のコマンドを使って一
般的な Unix JAR インストーラーを実行できます：java -jar 
setupmain.jar

ウィザードの各ダイアログボックスでは、[ 次へ ] をクリッ
クして次ステップへ進みます。

2 ようこそ画面で、次へをクリックします。

3 ライセンス同意の条件を承諾します。

4 Please specify a Primavera Home folder... ダイアログボックス
で、P6 Web Access の <webaccesshome> フォルダをタイプす
るかブラウズして選びます（例：c:￥p6wahome）。

必要に応じて、Yes をクリックしてディレクトリを作成します。

ホームフォルダ名にはスペースは入れないでください。 
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P6 Web Access の検証済
みの環境リストについて
は、P6 の媒体またはダウ
ンロードに含まれている 
￥Documentation￥ 
<language>￥Tested 
Configurations フォルダを
参照してください。 

アプリケーション EAR ファイル (primaveraweb.ear) が P6 
Web Access のホームフォルダにコピーされます。アプリ
ケーションサーバの deployment tool を使用して P6 Web 
Access EAR ファイルをデプロイしなければなりません。ま
た、サポートされている JDK を使用中のパスで変更できる
環境として設定し、Java コマンドにアクセスできるように
してください。

P6 Web Access は、アプリケーションサーバとデータベー
スサーバ間の SSL 通信に対応します。 SSL 構成の詳細につ
いては、適切なデータベースサーバのドキュメントおよび 
Primavera ナレッジベースを参照してください。 

5  P6 Web Access will be installed... ダイアログボックスで、次
へをクリックし、インストールを開始します。 

6 Setup and Configuration of the Primavera Database ダイアロ
グボックスで、データベースタイプ（Oracle または SQL）
を選択します。

7 Please enter the following information... ダイアログボックス
で、データベース接続パラメータを指定します。

データベースユーザ名（例えば、pubuser）、パスワード、
データベース名、ホストアドレス、ホストポートを入力しま
す。データベース名、ホストアドレス、ホストポートは、
ユーザの Oracle または MS SQL Server の設置に固有な情報で
す。データベースホストポートフィールドには、選択した
データベースタイプの既定ポートが表示されます。このポー
トを編集します。

公開 Group ID は標準構成では、1 でなければなりません。

構成についてのさらなる情報につ
いては、166 ページの「管理アプ
リケーションの使用方法」 を参照
してください。

8 既存の Primavera 構成がある場合は、インストーラは、... を
検出しましたダイアログボックスで、それを使用するか新し
い構成を作成するか選択します。

同一のデータベースに対して、旧バージョンの P6 Web 
Access からアップグレードする場合は、新しい構成を作成
するオプションを選択してください。これは、新たに追加
された構成設定を導入するため必要です。
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既存の Primavera 構成がない場合は、インストーラは、... を
検出しましたダイアログボックスは表示されません。インス
トールプロセスは自動的に Primavera Configuration という名
前の既定構成を作成します。この構成の設定は、P6 Web 
Access の管理アプリケーションで編集することができます。

さらなる詳細については、165
ページの「データベース構成設定
の変更」を参照してください。

インストール後、必要に応じて、Database Configuration Setup 
ウィザードを使用して、他の構成を選ぶことができます。 

9 データベースの正しい設定が完了したことを確認するメッ
セージが表示されたら、OK をクリックします。Finish をク
リックし、設定ウィザードを終了します。

ジョブサービスのインストールに
ついての情報は、237 ページの

「ジョブサービスおよび分散ジョ
ブサービスのインストール」 を参
照してください。

P6 Web Access のスケジュール計算、実績の適用、集計機
能を実行するには、ジョブサービスのインストールが必要
です。 
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コンテンツリポジトリとワークフローリポジトリのイン
ストール

コンテンツリポジトリを使用すると、P6 Web Access でドキュメ
ントを共有したり共同で管理したりできます。 ワークフローリポ
ジトリを使用すると、プロジェクトの要求をトラッキングでき
ます。 P6 Web Access ユーザが拡張されたドキュメント管理機能
とプロジェクト要求機能を利用できるようにするには、コンテ
ンツリポジトリとワークフローリポジトリをインストールする
必要があります。

コンテンツリポジトリのインストール

データベースウィザードの詳細に
ついては、29 ページの「データ
ベースの自動インストール」 を参
照してください。

データベースウィザードを実行して P6 Web Access をインストー
ルすると、自動的にコンテンツリポジトリのインストールが完
了します。 さらなるインストールは必要ありません。 ただし、コ
ンテンツリポジトリに関連した機能を有効にするには、
[Database/Instance/Content Repository Administration Application] 設
定を入力しなくてはなりません。 この設定のさらなる情報につい
ては、176 ページの「P6 Web Access の設定」のデータベース設
定サブセクションを参照してください。

コンテンツリポジトリのクラスタは  
P6 version 6.2 ではサポートされていません。

ワークフローリポジトリのインストール

データベースウィザードを実行して P6 Web Access をインストー
ルしても、ワークフローリポジトリはインストールされません。 
その代わり、インストールファイルをオンラインで利用できま
す。 インストールファイルを見つけてワークフローリポジトリを
設定する詳細な方法は、P6 Web Access ホームフォルダ（c:￥
p6wahome など）にある addWorkflowsJars.cmd ファイルに記載
されています。 addWorkflowsJars.cmd ファイルはダブルクリック
しないで最初に編集してください。 ファイル内の手順を終了する
と、これを実行して一部のステップを自動化できます。

ワークフローリポジトリのインストール後、[ Database/Instance/
Workflow Repository Administration Application] 設定を入力する必
要があります。 この設定のさらなる情報については、176 ページ
の「P6 Web Access の設定」のデータベース設定サブセクション
を参照してください。
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P6 Web Access 用アプリケーションサーバの設定と展開

Microsoft Windows で JBoss 4.0.5 GA を設定

1 P6 Web Access データベース設定ユーティリティ（セット
アップ中に自動的に起動）を使って、使用中のデータベース
に接続します。

2 primaveraweb.ear ファイルを以下の位置にコピーします。

<JBOSS INSTALL LOCATION>￥server￥primaveraweb￥deploy￥

3 国際的なサポート：

以下のファイルを編集します。 
 

<JBOSS INSTALL LOCATION>￥server￥primaveraweb￥
deploy￥jbossweb-tomcat55.sar￥server.xml

コネクタ設定で、パラメータ URIEncoding="UTF-8" を追加
します。例えば、以下のような状況を想定してください。 
 
<!--A HTTP/1.1 Connector on port 8080--> 
<Connector port="8080" URIEncoding="UTF-8"  
address="${jboss.bind.address}" 
maxThreads="250" strategy="ms" maxHttpHeaderSize="8192" 
emptySessionPath="true" 
enableLookups="false" redirectPort="8443" acceptCount="100" 
connectionTimeout="20000" disableUploadTimeout="true"/>

SSL コネクタを使用している場合は、このパラメータをコ
ネクタの設定にも追加します。

4 <JBOSS INSTALL LOCATION>￥bin を検索します。

5 run.bat コマンドファイルを編集します。 

以下のラインを：RESTART ラインの前に 1 行で挿入します。 
 
set JAVA_OPTS= 
"-Dprimavera.bootstrap.home=<webaccesshome>" 
 %JAVA_OPTS%

必ず <webaccesshome> を適切な位置（例えば、c:￥
p6wahome）に変更します。 また、<webaccesshome>" と 
%JAVA_OPTS% の間にはスペースがあります。
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6 run.bat ファイルで以下を実行して Java オプションを設定します。

• 以下のラインを見つけます。 
 
set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS% -Xms128m -Xmx512m

• このラインを以下のラインに替えます（すべて 1 行）。 
 
set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS%  -XX:PermSize=64m  
-XX:MaxPermSize=128m  -Xms512m -Xmx512m

7 この変更を run.bat ファイルに保存します。

8 P6 Web Access がダッシュボードで適切にプロジェクト Gantt 
ポートレットを表示できるようにするには、以下のフォルダ
を削除する必要があります：

<JBOSS INSTALL LOCATION>￥server￥primaveraweb￥ 
deploy￥jbossweb-tomcat55.sar￥jsf-lib

Primavera アプリケーションではこのフォルダは必要ありませ
んが、これを削除すると現在 JBoss で実行している他のアプリ
ケーションに影響が出る可能性があります。このフォルダを削
除する前に、JBoss で実行しているサードパーティアプリケー
ションではこのフォルダが必要ないことを確認してください。
このフォルダを削除しない場合、P6 Web Access ユーザダッ
シュボード上にプロジェクト Gantt ポートレットを表示できま
すが、ポートレットの内容は適切に表示されません。 

9 JBoss アプリケーションサーバを開始するには、以下を含む 
<webaccesshome> で「startP6WebAccessinJBoss.bat」という名
前の bat ファイルを作成します。

@echo off 
set JBOSS_HOME=C:￥jboss-4.0.5.GA 
call %JBOSS_HOME%￥bin￥run.bat  -c primaveraweb

以前に定義されていない場合は、
startP6WebAccessinJBoss.bat ファイルに JAVA_HOME 
Environment 変数を追加します。  
例えば、以下のようになります。  
set JAVA_HOME=C:￥Program Files￥Java￥jdk1.5.0_15

10 新しく作成された bat ファイルを実行します。

11 サービス管理者が JMX コンソールを確保したい場合は、以
下の JBoss ウェブページにアクセスしてください。

http://www.jboss.org/wiki/Wiki.jsp?page=SecureTheJmxConsole
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12 SQL Server を使用している場合は、151 ページの「Microsoft 
SQL 2005 データベース上の JBoss と WebLogic の追加設定」 
に進みます。

Red Hat Enterprise Linux で JBoss 4.0.5 GA を設定

1 P6 Web Access データベース設定ユーティリティ（セットアップ中
に自動的に起動）を使って、使用中のデータベースに接続します。

2 primaveraweb.ear ファイルを以下の位置にコピーします。

<JBOSS INSTALL LOCATION>/server/primaveraweb/deploy/

3 国際的なサポート：

<JBOSS INSTALL LOCATION>/server/primaveraweb/deploy/
jbossweb-tomcat55.sar/server.xml ファイルを編集します。

コネクタ設定で、パラメータ URIEncoding="UTF-8" を追加
します。例えば、以下のような状況を想定してください。

<!--A HTTP/1.1 Connector on port 8080--> 
<Connector port="8080" URIEncoding="UTF-8"  
address="${jboss.bind.address}" 
maxThreads="250" strategy="ms" maxHttpHeaderSize="8192" 
emptySessionPath="true" 
enableLookups="false" redirectPort="8443" acceptCount="100" 
connectionTimeout="20000" disableUploadTimeout="true"/>

SSL コネクタを使用している場合は、このパラメータをコ
ネクタの設定にも追加します。

4 <JBOSS INSTALL LOCATION>/bin を検索します。

5 run.sh コマンドファイルを編集します。 「# Setup JBoss 
specific properties」セクションに以下のラインを挿入します

（すべて 1 行）。

JAVA_OPTS="-Dprimavera.bootstrap.home=<webaccesshome> 
$JAVA_OPTS"

必ず <webaccesshome> を適切な位置（例えば、/usr/
p6wahome）に変更します。 また、<webaccesshome> と 
$JAVA_OPTS の間にはスペースがあります。

以前に定義されていない場合は、run.sh ファイルで 
JAVA_HOME Environment 変数を追加します。例えば、以
下のようになります。 
export JAVA_HOME = /usr/jdk 1.5.0_15
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6 この変更を run.sh ファイルに保存します。

7 run.conf ファイルを編集して以下を実行し、Java オプション
を設定します。

• 以下のラインを見つけます。 
 
JAVA_OPTS="-XX:PermSize=64m -XX:MaxPermSize=64m -
Dsun.rmi.dgc.client.gcInterval=3600000 -
Dsun.rmi.dgc.server.gsInterval=3600000"

• 「-XX:PermSize=64m -XX:MaxPermSize=64m」を以下に置
き換えます（すべて 1 行）。 
 
"-XX:PermSize=64m -XX:MaxPermSize=128m -Xms512m  
 -Xmx512m"

8 この変更を run.conf ファイルに保存します。

9 P6 Web Access がダッシュボードで適切にプロジェクト Gantt 
ポートレットを表示できるようにするには、以下のフォルダ
を削除する必要があります：

<JBOSS INSTALL LOCATION>￥server￥primaveraweb￥ 
deploy￥jbossweb-tomcat55.sar￥jsf-lib

Primavera アプリケーションではこのフォルダは必要ありま
せんが、これを削除すると現在 JBoss で実行している他の
アプリケーションに影響が出る可能性があります。この
フォルダを削除する前に、JBoss で実行しているサード
パーティアプリケーションではこのフォルダが必要ないこ
とを確認してください。このフォルダを削除しない場合、
P6 Web Access ユーザダッシュボード上にプロジェクト 
Gantt ポートレットを表示できますが、ポートレットの内容
は適切に表示されません。 

10 ターミナルを開きます。以下のコマンドを入力して、サーバ
を開始します。

cd /<JBOSS INSTALL LOCATION>/bin 
./run.sh -c primaveraweb

11 サービス管理者が JMX コンソールを確保したい場合は、以
下の JBoss ウェブページにアクセスしてください。

http://www.jboss.org/wiki/Wiki.jsp?page=SecureTheJmxConsole

12 SQL Server を使用している場合は、151 ページの「Microsoft 
SQL 2005 データベース上の JBoss と WebLogic の追加設定」 
に進みます。
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WebLogic 10 (sp1) の設定

物理的な媒体を使って P6 Web Access を HP-UX 11i にイン
ストールする方法： 
コマンドプロンプトに進みます。 P6 媒体の Web_Access 
フォルダを指すようディレクトリを変更します。次に以下
のコマンドを入力して、必ずシステムパスで java 実行形式
を指定します。  
<physical media_mount> java -jar setupmain.jar

1 WebLogic 設定ウィザードを実行して、P6 Web Access のサー
バドメインを作成します。[Configure Server Start Mode and 
JDK] ウィンドウで、[WebLogic Domain Startup Mode] の左の
ペーンで [Development Mode] モードを選択してください。

2 インストール中に作成された P6 Web Access ホームフォルダ
から primaveraweb.ear を以下のフォルダにコピーします。

<bea_home>￥user_projects￥domains￥<your_domain>￥autodeploy

3 変更を元に戻す必要がある場合に備えて、startWebLogic 
ファイルのバックアップ用コピーを作成します。

• Windows では、ファイル名は startweblogic.cmd で、保存
場所は以下のとおりです： 
<bea_home>￥user_projects￥domains￥<your_domain>￥bin￥

• Unix では、ファイル名は startweblogic.sh で、保存場所は
以下のとおりです： 
<bea_home>/user_projects/domains/<your_domain>/bin/

4 startWebLogic ファイルを編集します。

5 「set JAVA_OPTIONS=」で始まるラインを見つけて、
Primavera bootstrap 変数を追加します。

Windows では、以下に似たラインになります。

set JAVA_OPTIONS=%SAVE_JAVA_OPTIONS%   
-Dprimavera.bootstrap.home=c:￥p6wahome

Unix では、以下に似たラインになります。

JAVA_OPTIONS=%SAVE_JAVA_OPTIONS%  
-Dprimavera.bootstrap.home=''/usr/local/<webaccesshome>''

<webaccesshome> は、インストール中に設定された P6 Web 
Access ホームディレクトリです。
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6 (Red Hat Enterprise Linux) デフォルトで、RedHat は P6 Web 
Access のライブラリすべてをインストールするわけではあ
りません。P6 Web Access を RedHat の Weblogic 10 (sp1) で実
行できるようにするには、Primavera bootstrap 変数（ステッ
プ 5 で追加）の後に以下を付け加えます。

-Djava.awt.headless=true

-Djava の前に必ずスペースを入れてください。 
bootstrap の後のプロパティの順序はどのようなものでも構
いません。

7 JAVA_OPTIONS のすぐ下に JAVA_VM の変数を入力して Java 
バーチャルマシンを設定します（ステップ 5 で追加）。

ラインは以下に似たものになります。

JAVA_VM=-server

8 WebLogic クラスパスの始めに「<webaccesshome>\license」と
「ojdbc5.jar」を含めます。

• Windows では、以下に似たラインになります。 
 

set CLASSPATH=c:￥<webaccesshome>￥license￥;c:￥ 
<webaccesshome>￥lib￥ojdbc5.jar;%SAVE_CLASSPATH%

• Unix では、以下に似たラインになります。 
 
CLASSPATH=''/usr/local/<webaccesshome>/license'':''/user/
local/<webaccesshome>/lib/ojdbc5.jar'':${CLASSPATH}

9 この変更を startWebLogic ファイルに保存します。

10 変更を元に戻す必要がある場合に備えて、setDomainEnv.cmd
（また、Linux では setDomainEnv.sh）ファイルのバックアッ
プ用コピーを作成します。

11 setDomainEnv ファイルを編集します。

12 メモリ不足になることを防ぐため、setDomainEnv ファイル
で JVM MaxPermSize の設定を増やします。MaxPermSize 設
定は少なくとも 256m に設定してください。

• Windows では、以下に似たラインになります。 
 
if “%JAVA_VENDOR%”==“Sun” ( 
   set MEM_ARGS=%MEM_ARGS% %MEM_DEV_ARGS% 
    -XX:MaxPermSize=256m 
)
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• HP-UX では、以下に似たラインになります。 
 
if [ “${JAVA_VENDOR}”=“HP” ] ; then 
   MEM_ARGS=”${MEM_ARGS} ${MEM_DEV_ARGS} 
    -XX:MaxPermSize=256m” 
   export MEM_ARGS

13 パフォーマンスを最大化するには、setDomainEnv ファイル
でメモリの設定を変更します。まず、NewSize、
MaxNewSize、SurvivorRatio の値を設定できるよう 
MEM_ARGS ラインを編集します。

例えば、ヒープサイズの合計が 1024 の場合、NewSize と 
Max NewSize は 256 に設定し、SurvivorRatio の値が 8 になる
ようにします。

完全なラインは以下に似たものになります。 
 
set MEM_ARGS=-XX:NewSize=256m -XX:MaxNewSize=256m 
   -XX:SurvivorRatio=8 -Xms1024m -Xmx1024m

ここで 
 

-XX:NewSize= は新世代ヒープの最低サイズ（eden と 2 つの 
Survivor スペースの合計） 
 

-XX:MaxNewSize= は新世代ヒープの最大サイズ 
 

-XX:SurvivorRatio= Survivor スペースのサイズ（Survivor ス
ペースに対する eden の比率）

 Young 世代は、eden と 2 つの Survivor スペースの合計に相
当します。

ステップ 13 の終了後、P6 Web Access の WebLogic ドメイ
ンインスタンスを開始できます。

14 SQL Server を使用している場合は、151 ページの「Microsoft 
SQL 2005 データベース上の JBoss と WebLogic の追加設定」 
に進みます。
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Microsoft SQL 2005 データベース上の JBoss と WebLogic の
追加設定

以下は、Microsoft SQL Server 2005 データベースを使用している
場合に適用されます。Microsoft SQL Server データベースがロー
カライズされているか、ローカライズされたオペレーティング
システム上にインストールされている場合は、P6 Web Access 
admin.jsp で SET DATEFORMAT 設定を使用する必要があります。
この設定を使わなければ、Resource Planning や Capacity Analysis 
をナビゲートする際に SQL エラーが発生します。また、アク
ティビティ画面でも異変が起きる可能性があります。

管理アプリケーションの詳細につ
いては、166 ページの「管理アプ
リケーションの使用方法」を参照
してください。

1 P6 Web Access admin.jsp ファイル（管理アプリケーション）
で、P6 Web Access で使用している Microsoft SQL Server デー
タベースのデータベースフォルダを探します。

2 このフォルダでインスタンスフォルダ (Instance[x]) を拡張
し、セッション設定フォルダ (Session Settings) にアクセスし
ます（選択肢は 1 ～ 5 です）。

3 以下の構文を使ってセッション設定を追加します。 

set DATEFORMAT ymd

4 変更を保存します。

5 アプリケーションサーバを再起動すると、変更がすぐに有効
になります。
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WebSphere 6.1 の設定

Primavera Administrative BAT ファイル用の Java Home の変更
P6 Web Access のインストール後、dbconfigpv.cmd および adminpv.cmd 
ファイルで JAVA_HOME を変更する必要があります。これらのファイ
ルは、P6 Web Access のホームディレクトリに含まれています。

1 テキストエディタで dbconfigpv.cmd および adminpv.cmd ファ
イルを開きます。各ファイルで以下のラインを変更します。

変更前： 
set JAVA_HOME=C:￥DOCUME~1￥ADMINI~1￥LOCALS~1
￥Temp....

変更後： 
set JAVA_HOME=<WEBSPHERE INSTALL DIRECTORY>￥ 
AppServer￥java

2 dbconfigpv.cmd を実行し、139 ページの「P6 Web Access のイ
ンストールプロセス」 に説明されているように新しいデータ
ベース接続を作成します。

Windows でのインストール

P6 Web Access をインストールした直後に以下のステップ
を実行してください。

1 WebSphere アプリケーションサーバを起動します。

2 WebSphere アプリケーションサーバの管理者コンソールを起
動します。

3 左側のナビゲーションペーンで [Servers] を拡張し、
[Application Servers] をクリックします。

4 [Application Servers] 画面で、サーバ名のリンクをクリックし
ます。

5 [Configuration] タブの [Server Infrastructure] で、[Java] と 
[Process Management] を拡張します。

6 [Process Definition] をクリックします。

7 [Additional Properties] で、[Java Virtual Machine] をクリックし
ます。

8 [Generic JVM arguments] で以下を入力します。

-Dprimavera.bootstrap.home=c:￥<webaccesshome>

9 [OK] をクリックします。変更を報告するメッセージ内に表
示されている [ 保存 ] リンクをクリックします。
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10 左側のナビゲーションペーンで [Applications] を拡張し、
[Install New Application] をクリックします。

11 P6 Web Access の <webaccesshome> フォルダへのパスを指定
します。このフォルダには、primaveraweb.ear ファイルが含
まれています。 
例：c:￥p6wahome￥primaveraweb.ear.

12 コンテクストルートに primaveraweb と入力し、[ 次へ ] をク
リックします。

13 [Choose to generate default bindings and mappings] 画面でデフォ
ルトを承諾し、[ 次へ ] をクリックします。

[Application Security Warnings] 画面が表示されたら、
[Continue] をクリックします。

14 [Specify options for installing enterprise applications and modules] 
画面で以下を実行します。

• ステップ 1 の [Pre-compile JSPs] のチェックボックスに
マークを入れ、[ 次へ ] をクリックします。

• ステップ 2 の [Install new application] で [primaveraweb] に
チェックを入れ、[ 次へ ] をクリックします。

• ステップ 3 の [Install new application] で [primaveraweb] に
チェックを入れ、[ 次へ ] をクリックします。

• ステップ 4 の画面 (Summary) で [Finish] をクリックしま
す。アプリケーション EAR ファイルが展開します。この
プロセスには数分かかることもあります。

15 マスター WebSphere 設定を保存するには、[ 保存 ] をクリッ
クします。このプロセスにも数分かかることがあります。

16 [Administrative Console Main] 画面の左側のナビゲーション
で、[Applications] を拡張して [Enterprise Applications] をク
リックします。

17 primaveraweb を検索して、アプリケーションのステータスを
確認します。緑色の矢印でない場合は、[Select] 列の上にあ
る [Start] ボタンをクリックします。

18 必要に応じて、WebSphere アプリケーションサーバを再起動
します。
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AIX 5.2 でのインストール
以下の手順（ステップ 1 から ステップ 3）は、AIX 5.2 に P6 Web Access 
をインストールする場合にのみ必要です。

1 物理的な媒体から P6 Web Access のインストールを開始する
には、コマンドプロンプトにアクセスし、P6 Web_Access の
ルートを指すようディレクトリを変更します。「setupaix」
ファイルを検索します。

2 以下のコマンドを入力して、インストールを開始します。

./setupaix

3 152 ページの「Windows でのインストール」 のステップに従
います。
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P6 Web Access 用サーバの起動

以下の手順は、サポートされているアプリケーションサーバに 
P6 Web Access がインストールされており、144 ページの「P6 
Web Access 用アプリケーションサーバの設定と展開」で説明さ
れている追加手順を完了していることを前提としています。 

JBoss での P6 Web Access 用サーバの起動

■ Windows では、 145 ページ の ステップ 9 で作成した
「startP6WebAccessinJoss.bat」ファイルをダブルクリックします。

■ Linux では、ターミナルを開いて以下のコマンドを入力します。

cd /<JBOSS INSTALL LOCATION>/bin 
./run.sh -c primaveraweb

WebLogic での P6 Web Access 用サーバの起動

■ Windows では、[ スタート ] メニューから [BEA WebLogic] サ
ブメニューをナビゲートし、[User Projects] [<domain>]、 
[ サーバの起動 ] を選択します。

WebLogic のコンソールウィンドウでユーザ名とパスワード
の入力を求められた場合は、ドメイン作成時に指定した管理
者のユーザ名とパスワードを入力します。

■ Solaris および HP-UX では、<bea_home>/user_projects/
<domain> ディレクトリに変更し、startWebLogic.sh スクリプ
トを実行します。

WebLogic のコンソールウィンドウでユーザ名とパスワード
の入力を求められた場合は、ドメイン作成時に指定した管理
者のユーザ名とパスワードを入力します。

P6 Web Access がアプリケーションとしてインストールさ
れており、WebLogic のプレコンパイルオプションが有効な
場合、WebLogic コンソールにはプレコンパイルの完了時に
「サーバは RUNNING モードで立ち上がりました」と表示さ
れます。プレコンパイルの有効化の詳細情報については、
WebLogic Server ドキュメントを参照してください。

WebSphere Advanced Server での P6 Web Access 用サーバ
の起動 

■ Windows、Linux、AIX では、WebSphere 管理者コンソールか
ら Primaveraweb モジュールを起動します。Primaveraweb は
インストール時に割り当てられた既定モジュール名です。 
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P6 Web Access のプレコンパイル

P6 Web Access では必須ではありませんが、プレコンパイルを行
うとユーザが最初に P6 Web Access ページをロードする時間を短
縮できます。

以下の手順は Primavera がサポートするすべてのアプリケーショ
ンサーバに適用され、アプリケーションサーバの実行中に実行
する必要があります。

1 媒体またはダウンロードに含まれている Web_Access フォル
ダから、P6 Web Access がインストールされているサーバに

「precompile_utility」ディレクトリをコピーします。

2 コマンドプロンプトを開き、新しく作成された「precompile」
ディレクトリにアクセスします。

3 以下に類似したコマンドを実行します。

precompile -u <base URL> -f <input file>

ここで 
<base URL> は P6 Web Access ベース URL 
<input file> は P6 Web Access EAR ファイル

P6 Web Access EAR ファイルのファイルパスにはスペース
を挿入できません。

WebLogic 上で P6 Web Access が標準インストールされている
と想定します。

Windows では、コマンドは以下に似たものになります。

precompile -u http://localhost:7001/primaveraweb -f   
 c:￥<webaccesshome>￥primaveraweb.ear

HPUX-11i では、コマンドは以下に似たものになります。

java -jar JSPPrecompile.jar -u http://localhost:7001/primaveraweb 
     -f <webaccesshome>/primaveraweb.ear
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P6 Web Access 用サーバの停止

JBoss 上でサーバの停止

Windows コマンドプロンプトで Ctrl+c を押します。

WebLogic 上でサーバの停止

Windows と Solaris では、WebLogic ターミナルコンソールで、
Ctrl+c を押します。

WebSphere Advanced Server 上のサーバを停止

Windows、Linux、AIX では、WebSphere 管理者コンソールから 
Primaveraweb モジュールを停止します。Primaveraweb はインス
トール時に割り当てられた既定モジュール名です。 
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クライアントのブラウザから P6 Web Access にアクセス

P6 Web Access の認証
モードを選択するには、認
証設定ウィザードを使用し
ます（P6 の媒体またはダ
ウンロードに含まれている 
￥Client_Applications￥
install￥database￥ldap-
config フォルダ内にある 
LDAPCfgWiz.exe）。また、
認証に必要な P6 Web 
Access の設定を指定しま
す。設定ウィザードの詳細
については、279 ページの

「認証モードの設定」 を参
照してください。認証設定
情報については、174 ペー
ジの「認証設定」 を参照し
てください。

ユーザは、アプリケーションサーバのプラットフォームに応じ
て、以下の URL 構造でクライアントのブラウザから P6 Web 
Access にアクセスできます。

JBoss アプリケーションサーバでは、

http://serverIP:listenport/ContextRoot/login_cmt

例：http://192.168.0.1:8080/primaveraweb/login_cmt 
既定 の listenport は 8080 です。既定のコンテクストルート
は、primaveraweb です。

WebLogic アプリケーションサーバでは、

http://serverIP:listenport/ContextRoot/login_cmt

例：http://192.168.0.1:7001/primaveraweb/login_cmt 
新しい WebLogic ドメインの既定 listenport は 7001 です。既
定のコンテクストルートは、primaveraweb です。

WebSphere アプリケーションサーバでは、

http://serverIP:listenport/ContextRoot/login_cmt

例：http://192.168.0.1:9080/primaveraweb/login_cmt 
既定 の listenport は 9080 です。既定のコンテクストルート
は、primaveraweb です。

コンテクストルートは、すべてのサポートされているアプ
リケーションサーバで設定可能です。コンテクストルート
の設定についての情報は、アプリケーションサーバのド
キュメントを参照してください。 
また、URL はアプリケーションサーバの構成によって、大
文字小文字の区別がされる場合があります。

P6 Web Access カレンダ機能を表示するには、Adobe Flash 
Player バージョン 9 をクライアントマシンにインストール
する必要があります。初めてカレンダページにナビゲート
すると、ユーザは適宜、Flash Player バージョン 9 をインス
トールするよう求められます。すでに Flash Player の旧
バージョンがインストールされている場合は、自動的に 
Flash Player バージョン 9 にアップグレードされます。
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クライアントブラウザの構成設定

Microsoft Outlook からインポートするための設定変更

特定の Active X コントロールを許可するよう Internet Explorer が
設定されていなければ、Microsoft Outlook から P6 Web Access に
データをインポートすることはできません。 Microsoft Outlook か
らインポートする必要がある場合は、各クライアントマシンで
以下を実行してください。

1 Windows の [ コントロールパネル ] から、[ インターネット
オプション ] を選択します。

2 セキュリティタブの [ 信頼済みサイト ] をクリックします。

3 [ サイト ] ボタンをクリックして、使用している P6 Web 
Access URL をゾーンに追加します。

4 [ 信頼済みサイト ] ウィンドウを閉じます。

5 [ レベルのカスタマイズ ] ボタンをクリックします。
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6 [Initialize and script Active X controls not marked as safe for 
scripting] 設定を有効にします。
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Excel へのエクスポートで発生した問題を解決するための設定
変更

Internet Explorer を適切に設定しなければ、Excel にエクスポート
するリンクをクリックしても P6 Web Access が反応しないことが
あります（開く / 保存ダイアログボックスが表示されません）。
この場合は、問題が発生しているクライアントマシンごとに以
下を実行します。

1 Windows の [ コントロールパネル ] から、[ インターネット
オプション ] を選択します。

2 セキュリティタブの [ 信頼済みサイト ] をクリックします。

3 [ サイト ] ボタンをクリックして、使用している P6 Web 
Access URL をゾーンに追加します。

4 [ 信頼済みサイト ] ウィンドウを閉じます。

5 [ レベルのカスタマイズ ] ボタンをクリックします。
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6 [ ファイルのダウンロード時に自動的にダイアログを表示 ] 
設定を有効にします。
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Null ポインタの例外を解決するための設定変更

P6 Web Access の使用中に多数のアクティビティコード値（4 万
以上）をロードすると、Null ポインタの例外を受け取ることが
あります。この場合は、P6 Web Access を使用しているクライア
ントマシンごとに以下を実行します。

1 Windows の [ コントロールパネル ] で [Java] を選択します。

2 Java の [ コントロールパネル ] で [Java] タブを選択します。

3 [Java アプレットのランタイム設定 ] で [ 表示 ] をクリックし
ます。

4 [Java ランタイム設定 ] 画面の [JRE/1.6.0.07] 行で、 
-Xms<value>m and -Xmx<value>m を [Java ランタイムパラ
メータ ] フィールドに追加します。

設定に応じて値は異なりますが、最初は以下の値を使用する
ようお勧めします。

-Xms128m -Xmx128m
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5 Java の [ コントロールパネル ] を終了します。
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データベース構成設定の変更

Database Configuration Wizard を使って、P6 Web Access をインス
トールしたときに指定したデータベース接続設定の変更を行う
ことができます。

インストール時に選択したデータベースには、1 つ以上の 
Primavera 構成が保存されています。それぞれに設定されたパラ
メータが保持され、P6 Web Access の動作を制御しています。イ
ンストール時に、既存の Primavera 構成、または新規作成を選び
ます。その後、Database Configuration ウィザードを使い、別の 
Primavera 構成を選択したり、新規に作成することができます。

P6 コンフィグレーション構成を変更、もしくは新規作成し
た後、P6 Web Access のアプリケーションサーバを停止 • 再
起動して変更を有効にする必要があります。

JBoss 上でデータベース設定ウィザードを起動

スタートメニューから [ プログラム ]、[Primaveraweb]、[Database 
Configuration Setup] を選択します。

WebLogic 上でデータベース設定ウィザードを起動

■ Windows では、P6 Web Access の設定時に指定した 
<webaccesshome> ディレクトリにある dbconfigpv.cmd を実行
するか、[ スタート ]、[ プログラム ]、[Primavera Web Access 
6.2]、[Database Configuration Setup] を選択します。

■ Solaris と HP-UX では、P6 Web Access の設定時に指定した 
<webaccesshome> ディレクトリに移動して、dbconfigpv.sh ス
クリプトを実行します。 

WebSphere 上でデータベース設定ウィザードを起動

■ Windows では、P6 Web Access の設定時に指定した 
<webaccesshome> ディレクトリにある dbconfigpv.cmd を実行
するか、[ スタート ]、[ プログラム ]、[Primavera Web Access 
6.2]、[Database Configuration Setup] を選択します。

■ Linux と IBM AIX では、WebSphere 下の <webaccesshome> 
ディレクトリに移動して、dbconfigpv.sh を実行します。
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管理アプリケーションの使用方法

システム管理者として、ユーザは P6 Web Access の管理アプリ
ケーションを使って、Primavera の設定の確認、変更、追加およ
び削除を行うことができます。Primavera 構成は、ユーザがイン
ストール時に指定した P6 Web Access のデータベースに保存され
ています。これらの構成には、P6 Web Access のアプリケーショ
ンサーバの実行に使われるすべての設定が含まれています。

管理アプリケーションを使って構成設定を変更するのは、
経験豊富な管理者に限る必要があります。

P6 Web Access の管理アプリケーションは、ローカルでも、また
はブラウザを通して遠隔地からでも実行することができます。
管理アプリケーションを起動すると、データベースレベルの
ユーザ名とパスワードの入力を求められます。既定の PMDB 
データベースレベルのユーザ名とパスワードは、「privuser」で
す。これは大文字小文字の区別があり、ここではすべてが小文
字です。

JBoss で管理アプリケーションを起動

P6 Web Access の設定時に指定した <webaccesshome> ディレクト
リにある adminpv.cmd を実行するか、[ スタート ]、[ プログラム
]、[Primavera Web Access 6.2]、[ 管理アプリケーション ] を選択
します。

P6 Web Access のインス
トールでは、管理アプリ
ケーションへのリモートア
クセス用に既定 URL を設定
します。アプリケーション
サーバの構成ユーティリ
ティを使って、listen ポート
番号やコンテクストルート
を変更することができます。

WebLogic で管理アプリケーションを起動 

■ Windows では、P6 Web Access の設定時に指定した 
<webaccesshome> ディレクトリにある adminpv.cmd を実行す
るか、[ スタート ]、[ プログラム ]、[Primavera Web Access 
6.2]、[ 管理アプリケーション ] を選択します。

■ Solaris と HP-UX で管理アプリケーションをローカルで起動
するには、P6 Web Access の設定時に指定した 
<webaccesshome> ディレクトリに移動して、adminpv.sh スク
リプトを実行します。

■ 管理アプリケーションをリモート起動するには、ブラウザで 
http://server IP:listenport/ContextRoot/admin.jsp にアクセスしま
す。ここで、serverIP:listenport は P6 Web Access サーバの IP 
アドレスと listen ポートです。既定のコンテクストルート
は、myprimavera です。
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WebSphere で管理アプリケーションを起動

■ Windows では、P6 Web Access の設定時に指定した 
<webaccesshome> ディレクトリにある adminpv.cmd を実行す
るか、[ スタート ]、[ プログラム ]、[Primavera Web Access 
6.2]、[ 管理アプリケーション ] を選択します。

■ Linux と IBM AIX で管理アプリケーションをローカルで起動
するには、WebSphere をインストールしたディレクトリ下
の、<primaveraweb> ディレクトリに移動し、adminpv.sh スク
リプトを実行します。

■ 管理アプリケーションをリモート起動するには、ブラウザで 
http://server IP:listenport/ContextRoot/admin.jsp にアクセスしま
す。ここで、serverIP:listenport は P6 Web Access サーバの IP 
アドレスと listen ポートです。既定のコンテクストルート
は、myprimavera です。
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P6 Web Access の設定の確認と変更

P6 Web Access の管理アプリケーションでは、ダイアログボック
スの各タブで設定を示します。現在の構成や設定について、ツ
リーやテーブル表示で示します。ログ表示は、設定の変更、追
加、削除履歴を示します。

工場出荷時の既定設定は、編集できません。ユーザ設定項
目のみ変更することができます。

ツリーおよびテーブル表示で、簡単な設定の説明を表示するに
は、ツールチップのチェックボックスで [Show] をマークしま
す。そしてマウスを設定項目の上に重ねると、ポップアップ説
明が表示されます。

赤で示された設定は、期限切れです。Primavera は、これら
の設定は削除するようにお勧めします。
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設定データの
階層表示をす
るのにクリッ

クします。

設定値の変
更には、設
定名をトリ
プルクリッ
クして新規
の値をタイ
プします。

Windows で 
は、F2 を押 

して編集
モードに変
更すること

もできます。

設定を既定値にもどすには、選択して右クリックし、
[Revert to default value] を選択します。
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P6 Web Access の設定を追加  新しい設定を作成するには、既
存の設定の複製を作成します。

■ 設定の複製を作成するには、ツリー表示で設定名を選択し、右
クリックして [Duplicate] を選択します。設定に名前を入力して 
[OK] をクリックします。必要に応じて設定を編集します。

■ 工場出荷時の既定設定に基づいて新しい設定を作成するには、ツリー
表示で [Factory Defaults] を右クリックして、[Duplicate] を選択します。

データベースインスタンスを設定に追加  新しいデータベースイ
ンスタンスを設定に追加するには、既存のインスタンスの複製
を作成します。

■ データベースインスタンスの複製を作成するには、インスタ
ンスを示すアイコンを選択して右クリックし、[Duplicate] を
選択します。新しいインスタンスに一意の名前を入力し、必
要に応じてその他の設定を編集します。

テーブルの
ソーティング
には、カラム
の題名をク

リックします。
ソーティング
を行うと複数
の構成に含ま
れる類似の設
定を見やすく

します。

テーブル形式で
設定を表示する
のにクリック

します。

設定値の変更には、設定をクリックして値のカ
ラムをクリックし、変更する値をタイプします。
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P6 Web Access の設定やデータベースインスタンスの削除  設
定またはデータベースインスタンスを削除するには、それを選
択し右クリックして [Delete] を選択します。

工場出荷時の既定設定は、削除できません。ユーザ設定項目は
どれでも削除できますが、すべてを削除することはできません。
少なくとも 1 つのユーザ設定がなければなりません。

設定に関連するデータベースインスタンスはどれでも削除できま
すが、すべてを削除することはできません。各設定には、少なく
とも 1 つのデータベースインスタンスがなければなりません。

データベース設定時に指定したデータベースを削除するこ
とは、禁止されていません。それを行った場合は、データ
ベース設定ウィザードを実行する必要があります（165 ペー
ジの「データベース構成設定の変更」 を参照）。

Project Architect ジョブサービスを実行するための P6 Web 
Access の設定  P6 Web Access で Project Architect ジョブサービ
スを実行するには、P6 Web Access 設定を変更し、Project 
Architect を利用する Project Management データベースを、ジョブ
サービスマシンで指定されている Methodology Management DB 
Alias に接続する必要があります。 

以下のステップを踏んで P6 Web Access を設定し、Project 
Architect ジョブサービスを実行します。

Methodology Management DB Alias がジョブサービスをイ
ンストールしたマシン上にない場合は、データベース設定
ウィザードを使って作成または選択する必要があります。
Methodology Management DB Alias がすでにジョブサービ
スマシン上に存在する場合は、以下の手順のステップ 1 を
とばしてください。

ジョブサービスのインストールと
設定についての情報は、237 ペー
ジの「ジョブサービスおよび分散
ジョブサービスのインストール」 
を参照してください。

この記述は、すでにジョブサービスがインストールされて
いるものと想定しています。

1 必要に応じて、ジョブサービスマシン上でデータベース設定
ウィザードを実行し、ジョブサービスマシンを P6 Web 
Access に関連付けたい Methodology Management データベー
スに接続するための Methodology Management DB Alias を作
成するか選択してください。

データベース接続の設定方法については、272 ページの
「データベース接続設定の変更」を参照してください。
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2 管理アプリケーションを起動します。 

管理アプリケーションの起動方法については、166 ページの
「管理アプリケーションの使用方法」を参照してください。

3 適切な Primavera 構成をツリー表示して、以下のロケーショ
ンにナビゲートします。Database/Instance/Methodology 
Management。

4 Methodology Management フォルダで URL を変更し、これが
ステップ 1 で指定したものと同じ Methodology Management 
データベースを指すようにします。

5 ステップ 1 で指定した Methodology Management データベー
スの DB Alias に一致するよう DBAlias 値を変更します。

ジョブサービスが、
ユーザの P6 Web  

Access データベース 
設定で表示されている

Project Management 
データベースインスタ
ンス名を指定している

か確認します。

ジョブサービスマシン
上で指定した
Methodology

Management データ 
ベースを指すよう

URL を変更します。 

ジョブサービスマシン上で指定した Methodology 
Management データベースの DB Alias に正確に一
致するよう DB Alias を変更します。
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複数のデータベースインスタンスへのアクセスを管理  P6 Web 
Access では、別の Project Management データベースのデータにア
クセスすることができます。P6 Web Access の構成で、複数の
データベースインスタンスをサポートするように設定すると、
ログインページでデータベースのドロップダウンリストが表示
され、ユーザが接続したいデータベースインスタンスを選択す
ることができます。 

管理者は、管理アプリケーションで、URL にデータベースパラ
メータを要求することによって、特定のデータベースへのユー
ザアクセスを管理するよう P6 Web Access のサーバを設定するこ
とができます。データベースインスタンス名であるデータベー
スパラメータは、P6 Web Access のサーバ URL に追加され、特
定のデータベースインスタンスを指定します。ユーザが指定さ
れた URL にアクセスすると、ログインページにデータベースド
ロップダウンリストは表示されず、データベースパラメータで
定義されたデータベースインスタンスのみにログインアクセス
することができます。ユーザが必要なデータベースパラメータ
を指定せずにログインページ URL にアクセスしようとすると、
URL は無効であるとのメッセージが表示され、P6 Web Access の
管理者へ問い合わせるよう表示されます。

例えば、以下の URL は、ユーザを「Sample」というデータベー
スインスタンスにログインします。

http://serverIP:listenport/login_cmt?db=Sample

管理者として、データベースパラメータの要求をバイパスする
キーワードを指定することができます。管理者はログインペー
ジのデータベースドロップダウンリストのすべてのデータベー
スにアクセスできます。 

P6 Web Access で URL にデータベースパラメータを要求

1 管理アプリケーションを起動します。

2 変更したい設定で、Application/Database Dropdown Key 設定
値を指定します。値を指定すると、サーバ URL にデータ
ベースパラメータの要求が追加されます。 

指定した値は、P6 Web Access サーバにログインする際にデー
タベース要求をバイパスするキーワードとして使用します。

例えば、http://serverIP:listenport/login_cmt?db=bypass
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認証設定  P6 Web Access は最大 6 種類の設定を使用して認証を
サポートします。

■ Authentication/Mode

■ Authentication/Web Single Sign-On/User Name Header Key

■ Authentication/Web Single Sign-On/Context Path Override

■ Authentication/Web Single Sign-On/Server and Port Override

■ Authentication/LDAP/SSL Certificate Store

■ Authentication/LDAP/SSL Store Password

Authentication/Mode 設定は、Group Server で選択したモー
ドに一致する必要があります。

P6 Web Access の 1 つのサーバインスタンスは 1 つ以上のデータ
ベースの管理をしている可能性があるため、LDAP 設定ウィザー
ドでの認証モードの指定に加え、Authentication/Mode 設定を使用
して P6 Web Access サーバで使いたい全体モードを指定すること
ができます。Single Sign On を使用する場合は、さらにポリシー
サーバに要求される 3 つの設定を変更する必要があります。P6 
Web Access と LDAP サーバ間でセキュアな通信 (SSL) を行うた
めの LDAP 認証では、さらに 2 つの設定が必要になります。

これら各設定のさらなる情報については、次セクション「P6 Web 
Access の設定」の認証設定サブセクションを参照してください。

P6 Web Access の設定には、P6 Web Access サーバと同じ
認証モードに設定されていないデータベースインスタンス
が含まれている可能性があります。ユーザが P6 Web 
Access サーバとは異なる認証モードに設定されているデー
タベースへの接続と要求を行う場合は、エラーメッセージ
が表示されます。ユーザは、P6 Web Access サーバ向けに
設定された認証モードに一致したデータベースを選択する
必要があります。

カスタムポートレットの設定  P6 Web Access のダッシュボード
とプロジェクトワークスペースでは、現在ログオンしている
ユーザに対象アプリケーションへのパスワードを渡すためのカ
スタムポートレットを作成することができます。既定では、パ
スワードは暗号化されていません。パスワードを暗号化するに
は、Application/Custom Portlet URL Encryption Key 設定を使いま
す。暗号化には、Sun/Blowfish アルゴリズムを使用します。 
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この設定のさらなる情報については、次セクション「P6 Web 
Access の設定」のアプリケーション設定サブセクションを参照
してください。

この設定を表示するには、構成を更新する必要があります。
そのためには、設定をハイライトして右クリックし、
「Update to latest version」を選択します。

パスワードポリシーの設定と上書き  P6 Web Access を使用する
と、管理者はパスワード関連セキュリティを管理できます。ア
クセスを拒否されるまで何回ログインを試行できるか、また
ロックアウト後、どれくらい待てば再度ログインを試行できる
かなどです。 利用可能な設定については、178 ページの「[ デー
タベース設定 ]」の ￥Database￥Instance￥User Security サブセク
ションに詳述されています。

管理者は必要に応じて、手動でロックアウトを上書きできます。 
P6 Web Access ユーザをリセットするには以下の手順に従ってく
ださい。

1 管理スーパーユーザとして P6 Web Access にログインします。

2 ブラウザのアドレスラインで「action」よりも後のすべての
テキストを削除して「/useradmin」に替え、ページをリロー
ドします。

例えば、ログイン後の URL の既定のコンポーネントは以下
のとおりです。

http://serverIP:listenport/ContextRoot/action/home

これを以下に変更します：

http://serverIP:listenport/ContextRoot/action/useradmin

3 ユーザ管理ページがロードされ、アクティブなユーザおよび
ロックアウトされているユーザ全員のリストが表示されま
す。 ロックアウトされているユーザについては「Reset User」
リンクをクリックします。 複数のユーザがロックアウトされ
ている場合は、ページ最上部の「Reset All Users」リンクを
クリックします。
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P6 Web Access の設定

管理アプリケーションのツリー表示またはテーブル表示で設定
の確認、変更を行うことができます。構成設定は、管理者がイ
ンストール時に指定した、P6 Web Access のデータベースに保存
されています。 

時間設定値（時間に関連した値）はいくつかの方法で指定する
ことができます。

■ 単純な数字は、ミリ秒として扱われます。 

例えば、240000 は 4 分相当です (240000/60000)。

■ <n>d<n>h<n>m<n>s の形式では、「d」は日、「h」は時間、
「m」は分、「s」は秒です。すべての入力は、省略可能です。

例えば、次のように入力できます。

1d2h30m20s 
4m 
1h30s

管理アプリケーションを使って P6 Web Access の構成設定
を変更するのは、経験豊富な管理者に限る必要があります。

[ ローカル設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

Localization/System Language
サーバストリング定数の言語

en －

Localization/System Country
サーバストリング定数の国

米国 －
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[ 認証設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

Authentication/Mode
クライアント認証に使われるメソッド。

NATIVE Native、LDAP、
WebSSO

Authentication/Web Single Sign-On/User Name Header 
Key
SiteMinder で指定した http ヘッダ名。

指定する値は、P6 Web Access の Web サーバ内のポリ
シードメイン／領域で作成した SiteMinder の応答プロパ
ティと一致している必要があります。この応答の値は、
smuser=uid のはずです。ここで smuser は、設定可能で
あり、uid は Primavera データベースの USER_Name 
フィールドにマップされた LDAP サーバ属性に一致し
ています。 

smuser －

Authentication/Web Single Sign-On/Context Path 
Override
SiteMinder Web サーバから P6 Web Access のサーバに 
Web 要求を送るパス。

/Primavera －

Authentication/Web Single Sign-On/Server and Port 
Override
SiteMinder が管理する Web サーバの、完全修飾された
ドメイン名とポートです。

http://
servername.domain.co
m:82

－

Authentication/LDAP/SSL Certificate Store
LDAP サーバ用の SSL certificate を保存する Keystore へ
のフルパス。

－ －

Authentication/LDAP/SSL Store Password
SSL certificate を保有する Keystore のパスワード。

－ －
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[ データベース設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

Database/Instance/Name
データベースインスタンス名。

－ 32 文字まで

Database/Instance/Description
データベースインスタンスの説明。

－ 128 文字まで

Database/Instance/Schema
データベース向けに定義されるスキーマ。

PMDB －

Database/Instance/URL
データベースとの接続を確立するために使用するデー
タベース URL。

Oracle の例 :
jdbc:oracle:thin:@xx.xxx.xxx.xx:yyyy:zzzz

SQL の例 : 
jdbc:sqlserver://xxxx:yyyy;database=zzzz;

x = IP アドレスまたはホスト名
y = データベース listen ポート 
z = データベース名

－ －

Database/Instance/Public Group ID
データベースとの接続を確立するために使われる公開
グループ ID。

1 －

Database/Instance/User Name
データベースとの接続を確立するために使用する名前。

pubuser －

Database/Instance/Password
データベースとの接続を確立するために使用するパス
ワード。

pubuser －

Database/Instance/User Security/Log Login Attempts
Web Access ログで P6 Web Access へのログイン試行を
トラッキングするかどうか指定します。

All All、None、Failed Attempts、
Successfull Attempts

Database/Instance/User Security/Login Lockout Count
アカウントがロックされる前にユーザがログインを試
行できる回数。 設定を「0」にすると、試行回数は無制
限になります。 回数は、ログインに成功するたびにリ
セットされます。

0 0-100000
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Database/Instance/User Security/Login Lockout 
Duration
P6 Web Access へのログインを阻止される期間。ログイ
ンロックアウト回数を超過した時点から始まります。
この設定は、ユーザのセッションが管理スーパーユー
ザによってリセットされると上書きされます。さらな
る詳細については、175 ページの「パスワードポリ
シーの設定と上書き」を参照してください。

1h 0 -24d

Database/Instance/User Security/Allow Multiple User 
Sessions
単一のユーザが同時に Web Access にログインできる
かどうかを指定します。 
[Yes] に設定すると、単一ユーザはどのマシンでも複
数回ログインできます。 
[No] に設定すると、ユーザは 1 度しかログインできな
くなります。 
[Single Machine] に設定すると、要請を行っているマシ
ンの IP アドレスを判定できるようアプリケーション
サーバが適切に設定されている限り、ユーザは同じマ
シンで複数回ログインできます。 例えば、アプリケー
ションサーバがプロキシサーバの後ろにある場合、こ
の設定は [Single Machine] ではなく既定で [Yes] になり
ます。

Yes Yes、No、Single Machine

Database/Instance/Connection Pool [aaa]/Resize Rate
このタイムアウト時間後に、システムはデータベース
接続数を最後のデータベース最大同時接続数と同じ値
に調整します。
[PMR] は、標準接続プールとして使用します。ビジネス
ルールエンジンで最もよく使用される接続プールです。
[PML] は、長期接続のプールに使用します。ビジネス
ルールエンジンでは長期間実行するジョブを計画する
際に使用されます。
[PMT] は、トランザクション接続のプールに使用しま
す。ビジネスルールエンジンではクライアントトラン
ザクション要求の際に使用されます。

4m 4m - 12h

[ データベース設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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Database/Instance/Connection Pool [aaa]/ 
Maintenance Frequency
リースが最大期間を超えないことを確認する保守の実
行頻度。
[PMR] は、標準接続プールとして使用します。ビジネス
ルールエンジンで最もよく使用される接続プールです。
[PML] は、長期接続のプールに使用します。ビジネス
ルールエンジンでは長期間実行するジョブを計画する
際に使用されます。
[PMT] は、トランザクション接続のプールに使用しま
す。ビジネスルールエンジンではクライアントトラン
ザクション要求の際に使用されます。

1m 10s - 1h

Database/Instance/Connection Pool [aaa]/ 
Lease Request Wait Timeout
データベース接続要求が待機する時間。
[PMR] は、標準接続プールとして使用します。ビジネス
ルールエンジンで最もよく使用される接続プールです。
[PML] は、長期接続のプールに使用します。ビジネス
ルールエンジンでは長期間実行するジョブを計画する
際に使用されます。
[PMT] は、トランザクション接続のプールに使用しま
す。ビジネスルールエンジンではクライアントトラン
ザクション要求の際に使用されます。

30s 5s - 2h

Database/Instance/Connection Pool [aaa]/ 
Maximum Connections
サーバとデータベース間の最大接続数。
[PMR] は、標準接続プールとして使用します。ビジネス
ルールエンジンで最もよく使用される接続プールです。
[PML] は、長期接続のプールに使用します。ビジネス
ルールエンジンでは長期間実行するジョブを計画する
際に使用されます。
[PMT] は、トランザクション接続のプールに使用しま
す。ビジネスルールエンジンではクライアントトラン
ザクション要求の際に使用されます。

50 5 - 15000

[ データベース設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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Database/Instance/Connection Pool [aaa]/Fetch Size
データベースドライバに同時に取得する行数を通知。
[PMR] は、標準接続プールとして使用します。ビジネス
ルールエンジンで最もよく使用される接続プールです。
[PML] は、長期接続のプールに使用します。ビジネス
ルールエンジンでは長期間実行するジョブを計画する
際に使用されます。
[PMT] は、トランザクション接続のプールに使用しま
す。ビジネスルールエンジンではクライアントトラン
ザクション要求の際に使用されます。

120 －

Database/Instance/Connection Pool [aaa]/Trace SQL
データベースに送出するすべての SQL をトレースし
ます。
[PMR] は、標準接続プールとして使用します。ビジネス
ルールエンジンで最もよく使用される接続プールです。
[PML] は、長期接続のプールに使用します。ビジネス
ルールエンジンでは長期間実行するジョブを計画する
際に使用されます。
[PMT] は、トランザクション接続のプールに使用しま
す。ビジネスルールエンジンではクライアントトラン
ザクション要求の際に使用されます。

false true/false

Database/Instance/Connection Pool [aaa]/ 
Renewable Free Limit
リースの更新に利用可能な最少接続数。
[PMR] は、標準接続プールとして使用します。ビジネス
ルールエンジンで最もよく使用される接続プールです。
[PML] は、長期接続のプールに使用します。ビジネス
ルールエンジンでは長期間実行するジョブを計画する
際に使用されます。
[PMT] は、トランザクション接続のプールに使用しま
す。ビジネスルールエンジンではクライアントトラン
ザクション要求の際に使用されます。

3 3 - 5

[ データベース設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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Database/Instance/Connection Pool [aaa]/ 
Renewable Leases
偽であれば、各接続は MaxLeaseDuration までのみリー
スされｒ ます。
真であれば、データベースステートメントが 
MaxLeaseDuration 時間に完了されれば、接続リースは
更新されます。真の場合は、SQL ステートメントが 
MaxLeaseDuration 期間内に終了する限り、コードは必
要なだけ接続を保持することができます。真の場合、
MaxLeaseDuration 期間内に SQL ステートメントが発行
されないか、同期間内に 1 つのステートメントの実行
が完了しないと、接続は切断されます。 
[PMR] は、標準接続プールとして使用します。ビジネス
ルールエンジンで最もよく使用される接続プールです。
[PML] は、長期接続のプールに使用します。ビジネス
ルールエンジンでは長期間実行するジョブを計画する
際に使用されます。
[PMT] は、トランザクション接続のプールに使用しま
す。ビジネスルールエンジンではクライアントトラン
ザクション要求の際に使用されます。

PMR - false 
PML - false 
PMT - true

true/false

Database/Instance/Connection Pool [aaa]/ 
Maximum Lease Duration
切断される前に、データベース接続がリースされる最
大時間。
[PMR] は、標準接続プールとして使用します。ビジネス
ルールエンジンで最もよく使用される接続プールです。
[PML] は、長期接続のプールに使用します。ビジネス
ルールエンジンでは長期間実行するジョブを計画する
際に使用されます。
[PMT] は、トランザクション接続のプールに使用しま
す。ビジネスルールエンジンではクライアントトラン
ザクション要求の際に使用されます。

PMR - 2m 
PML - 10m 
PMT - 10m

PMR - 5s - 4h 
PML - 5s - 6h 
PMT - 5s - 6h

Database/Instance/Group Server/Protocol
GroupServer のプロトコル

ソケット http、https、ソケット

Database/Instance/Group Server/Server
GroupServer ホストマシン名

servername －

Database/Instance/Group Server/Port
GroupServer ホスト listen ポート

9002 －

Database/Instance/Group Server/URL
GroupServer サーブレット URL。

http://
servername

－

[ データベース設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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Database/Instance/Methodology Management/Name
このデータベースインスタンス名。

－ －

Database/Instance/Methodology Management/ 
Description
このデータベースインスタンスの説明。

－ －

Database/Instance/Methodology Management/URL
データベースとの接続を確立するために使用するデー
タベース URL。

Oracle の例 :
jdbc:oracle:thin:@xx.xxx.xxx.xx:yyyy:zzzz

SQL の例 : 
jdbc:sqlserver://xxxx:yyyy;database=zzzz;

x = IP アドレスまたはホスト名
y = データベース listen ポート 
z = データベース名

－ －

Database/Instance/Methodology Management/User 
Name
データベースとの接続を確立するために使用する名前。

－ －

Database/Instance/Methodology Management/Password
データベースとの接続を確立するために使用するパス
ワード。

－ －

Database/Instance/Methodology Management/ 
Public Group ID
データベースとの接続を確立するために使われるグ
ループ ID

1 －

Database/Instance/Methodology Management/ 
データベース接続名
メソドロジからプロジェクトプランを作成するため、
Project Architect のジョブサービスで使われる DB 接続名

MMDB －

Database/Instance/Methodology Management/ 
接続プール [MMR] ／サイズ変更レート
このタイムアウト時間後に、システムはデータベース
接続数を最後のデータベース最大同時接続数と同じ値
に調整します。

4m 4m - 12h

[ データベース設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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Database/Instance/Methodology Management/ 
Connection Pool [MMR]/Maintenance Frequency
リースが最大期間を超えないことを確認する保守の実
行頻度。

1m 10s - 1h

Database/Instance/Methodology Management/ 
Connection Pool [MMR]/Lease Request Wait Timeout
データベース接続要求が待機する時間。

30s 5s - 2h

Database/Instance/Methodology Management/ 
Connection Pool [MMR]/Maximum Connections
サーバとデータベース間の最大接続数。

50 5 - 15000

Database/Instance/Methodology Management/ 
Connection Pool [MMR]/Fetch Size
データベースドライバに同時に取得する行数を通知。

120 －

Database/Instance/Methodology Management/ 
Connection Pool [MMR]/Trace SQL
データベースに送出するすべての SQL をトレースし
ます。

false true/false

Database/Instance/Methodology Management/ 
Connection Pool [MMR]/Renewable Free Limit
リースの更新に利用可能な最少接続数。

3 3 - 5

Database/Instance/Methodology Management/ 
Connection Pool [MMR]/Renewable Leases
偽であれば、各接続は MaxLeaseDuration までのみリー
スされｒ ます。
真であれば、データベースステートメントが 
MaxLeaseDuration 時間に完了されれば、接続リースは
更新されます。真の場合は、SQL ステートメントが 
MaxLeaseDuration 期間内に終了する限り、コードは必
要なだけ接続を保持することができます。真の場合、
MaxLeaseDuration 期間内に SQL ステートメントが発行
されないか、同期間内に 1 つのステートメントの実行
が完了しないと、接続は切断されます。 

false true/false

Database/Instance/Methodology Management/ 
Connection Pool [MMR]/Maximum Lease Duration
切断される前に、データベース接続がリースされる最
大時間。

2m 5s - 4h

[ データベース設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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Database/Instance/Content Repository/URL
データベースとの接続を確立するために使用するデー
タベース URL。

Oracle の例 :
embedded://jdbc:oracle:thin:@xx.xxx.xxx.xx:yyyy:zzzz

SQL の例 : 
embedded://jdbc:sqlserver://xxxx:yyyy;database=zzzz;

x = IP アドレスまたはホスト名
y = データベース listen ポート 
z = データベース名

－ －

Database/Instance/Content Repository/Database User 
Name
データベースとの接続を確立するために使用する名
前。 これは既定で、Oracle では「admuser」、SQL では

「sa」になっています。

－ －

Database/Instance/Content Repository/Database 
Password
データベースとの接続を確立するために使用するパス
ワード。 これは既定で、Oracle では「admuser」、SQL 
では「sa」になっています。

－ －

Database/Instance/Content Repository/Repository Home
コンテンツリポジトリのファイルが保存される場所。
場所を指定するか名前を入力すると、Bootstrap ホーム
ディレクトリにフォルダが作成されます。

－ －

Database/Instance/Content Repository/Admin User 
Name
コンテンツリポジトリのアプリケーション管理者ユー
ザ名。

－ －

Database/Instance/Content Repository/Admin Password
コンテンツリポジトリのアプリケーション管理者のパ
スワード。

－ －

Database/Instance/Content Repository/Enable 
Connection Pooling
コンテンツリポジトリへの共有データベース接続プー
ルを提供します。c3po 接続プールを利用します。

true true/false

[ データベース設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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Database/Instance/Content Repository/Maximum 
Connections
リポジトリ接続プールとデータベース間の最大接続数。

25 2-5000

Database/Instance/Workflow Repository/URL
データベースとの接続を確立するために使用するデー
タベース URL。

Oracle の例 :
jdbc:oracle:thin:@xx.xxx.xxx.xx:yyyy:zzzz

SQL の例 : 
jdbc:sqlserver://xxxx:yyyy;database=zzzz;

x = IP アドレスまたはホスト名
y = データベース listen ポート 
z = データベース名

－ －

Database/Instance/Workflow Repository/User Name
データベースとの接続を確立するために使用する名
前。 これは既定で、Oracle では「admuser」、SQL では

「sa」になっています。

－ －

Database/Instance/Workflow Repository/Password
データベースとの接続を確立するために使用するパス
ワード。 これは既定で、Oracle では「admuser」、SQL 
では「sa」になっています。

－ －

Database/Instance/Workflow Repository/Enable 
Connection Pooling
ワークフローシステムへの共有データベース接続プー
ルを提供します。c3po 接続プールを利用します。

true true/false

Database/Instance/Workflow Repository/Maximum 
Connections
ワークフローリポジトリ接続プールとデータベース間
の最大接続数。

25 1-5000

Database/Instance/Workflow Repository/Timeout
削除される前に接続がプールされ続ける秒数（ただし
使用されない）。ゼロを入力すると、アイドル状態の
接続は切断されません。

1m 5s-1h

[ データベース設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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Database/Instance/Workflow Repository/Connection 
Test Period
アイドル状態のすべての接続がテストされる時間

（秒）。ゼロを入力すると、接続はテストされません。

5m 5s-1d

Database/Instance/Session Settings/Setting 1-5
カーソルの共有、ルールベースモード、SQL トレース
などを確立するために使われる、「セッションの変更」
コマンドこれらのフィールドの無効な設定は無視され
ます。

－ alter session set _ = _

Database/Instance/Cost Based Optimization Settings/ 
有効
真の場合は、コストベースの最適化を有効にします。

false true/false

Database/Instance/Cost Based Optimization Settings/ 
Log File Name
Primavera ホームで作成された CBO SQL ログファイル名。

－ －

Database/Instance/Cost Based Optimization Settings/ 
Dump Matching SQL
特定の SQL ステートメントの QUERYLIB テーブルで
整合性のある SQL をダンプする場合は、真に設定し
ます。
特定の SQL ステートメントの QUERYLIB テーブルで
整合性のない SQL をダンプする場合は、偽に設定し
ます。

false true/false

[ データベース設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

[ スレッドプール設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

Thread Pool/Number of Threads
サーバスレッド数

25 2-300

Thread Pool/Maximum Task Duration
1 つのタスクにスレッドを使用することができる最大時間。

3m 10s - 24d

Thread Pool/Maximum Long Running Task Duration
長時間実行タスクにスレッドを使用することができる
最大時間。

5m 10s - 24d

Thread Pool/Maintenance Frequency
スレッドの時間超過を確認する頻度。

45s 15s - 24d
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[ ログ設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

Log/Console Logger/Severity Level
コンソールロガーのログ重要度レベル。

範囲は、包含関係にあります。例えば、¢ デバッグ」で
すべてのメッセージをログすることを選び、¢ 警告」に
は警告とエラーレベルのメッセージを含むことができ
ます。 

エラー デバッグ、情報、警
告、エラー

Log/Console Logger/Enabled
コンソールロガーを有効にします。

false true/false

Log/File Logger/Archive Size
ログファイルがアーカイブされるようになるまでの最
小サイズ (Kb)。

1024 1024 - 2073600000

Log/File Logger/Severity Level
HTML ロガーのログ重要度レベル。

範囲は、包含関係にあります。例えば、¢ デバッグ」で
すべてのメッセージをログすることを選び、¢ 警告」に
は警告とエラーレベルのメッセージを含むことができ
ます。 

エラー デバッグ、情報、警
告、エラー

Log/File Logger/Number of Archive Files
使用される最大ログファイル数。既定ファイル名は、
WebAccessLog0.html から WebAccessLog5.html です。 

6 2 - 2073600000

Log/File Logger/HTML
HTML としてログ。

true true/false
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Log/File Logger/Enabled
HTML ロガーを有効にします。

ログファイルは、以下のロケーションの WebAccessLogs 
フォルダに作成されます。

Windows 上の JBoss では、
<webaccesshome>￥WebAccessLogs

Red Hat Enterprise Linux 上の JBoss では、
/mount_point/<webaccesshome>/AppServer/ 
WebAccessLogs

Windows 上の WebLogic では、
<webaccesshome>￥WebAccessLogs 

Solaris 上の WebLogic では、
/mount_point/<webaccesshome>/WebAccessLogs 

Windows 上の WebSphere では、
<webaccesshome>￥WebAccessLogs 

Red Hat Enterprise Linux 上の WebSphere では、
/mount_point/WebSphere/AppServer/WebAccessLogs

true true/false

Log/Email Logger/SMTP Host
E メールメッセージを送信する SMTP サーバ。

－ －

Log/Email Logger/From Email Address
送信メッセージをログしたい E メールアドレスに設定
します。

－ －

Log/Email Logger/To Email Address
送信メッセージをログする宛先の E メールアドレスに
設定します。

－ －

Log/Email Logger/Email subject
既定の E メール件名です。

P6 Web Access －

Log/Email Logger/Enabled
E メールロガーを有効にします。

false true/false

Log/Asynchronous
パフォーマンス向上のため、メッセージを非同期にロ
グします。

true true/false

[ ログ設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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[ アプリケーションの設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

Application/Prototype User
新規 P6 Web Access ユーザの既定ダッシュボードとグ
ローバル設定の作成と保存を行うために利用されるプ
ロトタイプユーザログイン。

－ －

Application/Ignore Daylight Savings Time
夏時間を有効にするには、「偽」と設定します。

true true/false

Application/Timesheet URL
タイムシートプログラムを起動する URL

/action/
launchTimesheetSeemles
sly

－

Application/Timesheet Codebase
タイムシートアプリケーション Web サイトの URL

server/GroupServer －

Application/Internet Explorer Java Plugin URL
Internet Explorer ユーザが、Java Plug-in (JRE) をダウン
ロードするための URL。

セットアップ時にイン
ストールされるプラグ
インバージョン 
1.6.0_07 に既定設定さ
れます。

－

Application/FireFox Java Plugin URL
Firefox ユーザが、Java Plug-in (JRE) をダウンロードする
ための URL。

セットアップ時にイン
ストールされるプラグ
インバージョン 
1.6.0_07 に既定設定さ
れます。

－

Application/Internet Explorer Java Plugin Version
Internete Explorer のアプレットに使われる JRE のバー
ジョン。

－ －

Application/FireFox Java Plugin Version
Firefox のアプレットに使われる JRE のバージョン。

－ －

Application/Maximum Transactions for Excel Import
.xls または .csv ファイルから一度にインポートすること
ができる、最大トランザクション数（アクティビティ
またはリソース）。

2000 100 - 2000

Application/Maximum Excel Import File Size
インポート試行の際、アップロードされる最大の .xls ま
たｈ .csv サイズ (KB)

1048 64 - 4096
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Application/Allow Auto-Summarize Option
リソーススタッフユーザプリファレンスで自動サマリ
を許容するには、「真」と設定します。

true true/false

Application/Database Dropdown Key
ログインページでデータベース選択制御を可能にする
キーワード。URL パラメータ、db=keyword として渡さ
れます。キーワードを不要にするときは、これを空白
文字列にします。

－ －

Application/Logout URL
ユーザが P6 Web Access のバナー内のログアウト・終了
アイコンをクリックして終了したときに特定の URL に
転送します。有効な URL なら何でも使用できます。
URL が指定されない場合、P6 Web Access は、ユーザを 
P6 Web Access 起動ページに転送します。

－ －

Application/Compress Applet Communication
アプレットとサーバ間の通信を圧縮する場合は、真に
設定します。

true true/false

Application/Compress HTML Content
html、js、と css ファイル、および Ajax コンテンツを始
めとする P6 Web Access で生成された HTML 関連のコン
テンツを圧縮する場合は、真 (true) と設定します。

true true/false

Application/Maximum Projects in Portfolio
フィルタを使ってポートフォリオを作成する場合の、
最大プロジェクト作成数。

1000 1 - 100000

Application/Maximum Loaded Resource Planning 
Projects
リソース計画集計表で開くことができる最大プロジェ
クト数。

100 1 - 1000

Application/Maximum Portlets per Dashboard
ダッシュボードホームページのダッシュボードに表示
することができる、最大ポートレット数。

12 1 - 50

Application/Maximum Projects per Portfolio View
ダッシュボードのポートフォリオ分析タブのポート
フォリオ画面およびポートフォリオ表示ポートレット
に表示することができる最大プロジェクト数。

5000 1 - 20000

[ アプリケーションの設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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Application/Maximum Activities per Activity View
プロジェクトセクションのアクティビティタブに表示
することができる最大アクティビティ数。 5000 を超え
る場合、Java Applets 設定（以下）に割り当てられる最
大メモリは 128 以上でなくてはなりません。

バージョン 1.6.0_10 よりも前の JRE を使用する場合、
表示される最大アクティビティ数は 5000 になります。
Primavera ではユーザがアーンドバリューまたはベース
ライン関連情報を表示する必要がある場合には最大値
を 5000（以下）に設定するようお勧めします。 さもな
ければ、データベースのタイムアウトが発生します。

2000 1 - 15000

Application/Maximum memory allocated to Java Applets
Java Applets で使用できる最大メモリ容量（メガバイ
ト）。 アクティビティ表示設定（上記）ごとの最大アク
ティビティ数が 5000 よりも大きい場合、メモリ割当は
128 以上に設定する必要があります。

この設定は、JRE バージョン 1.6.0_10（以降）を使用し
ている場合にのみ有効です。

64 64-1024

Application/Maximum MRU List Items
最近使用 (MRU) リストに表示できる最大項目数。

5 1 - 10

Application/Maximum Project Activity Codes 
[ アクティビティコード ] セクションの [ プロジェクト ] 
タブで選択、表示できるプロジェクトの最大数。

350 1-350

Application/Maximum Activity Code Values
アクティビティコードごとに作成または選択できるア
クティビティコード値の最大数。 

100000 1-1m

Application/Custom Portlet URL Encryption Key
カスタムポートレットユーザパスワード用の暗号キー。
キーを割り当てると、カスタムポートレットの表示の
ため URL の一部として渡されるパスワードを暗号化し
ます。値を割り当てない場合は、パスワードは暗号化
されません。値は、どんな英数字または、文字列でも
構いません。暗号化には、Sun/Blowfish アルゴリズムを
使用します。

－ －

Application/Transaction Monitor Execution Interval
トランザクションがオーファンになっていないことを
確認する、トランザクション監視のジョブ実行頻度。

10m 1s - 24d20h31m23s647

[ アプリケーションの設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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Application/Enable Cross Site Scripting Filter
クロスサイトスクリプトフィルタを有効または無効に
します。この設定の値を変更した後、サーバを再起動
する必要はありません。

false true/false

Application/Notifications/Enable Issue Notifications
版数が追加または変更された場合、自動通知を有効ま
たは無効にします。

false true/false

Application/Notifications/Enable Invitation Notifications
招待が追加された場合、自動通知を有効または無効に
します。

false true/false

Application/Notifications/Enable Initiation Notifications
招待が保留された場合の、自動通知を有効または無効
にします。

false true/false

Application/Notifications/Override Notification Email 
from User
常にシステムの E メール発信者アドレスを使用する場
合は、真に設定します。通知を発信するユーザの E 
メールアドレスが設定されていてそれを使用する場合
は、偽に設定します。

false true/false

Application/Notifications/Notification from Email User
NotificationsFromEmailOverride が真か、ユーザの E メー
ルアドレスが設定されていないときに、使われる通知
の発信 E メールアドレス

－ －

[ アプリケーションの設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

[ サービス設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

Services/License Service/Recalculate Rate
全ライセンス数の変更があるか、データベースを
チェックする頻度。

5m 10s - 10m

Services/License Service/Update Rate
ライセンス計数に関してビジネスルールエンジンが
データベースと同期する頻度。

30s 100 - 1m

Services/License Service/Expiration Check Rate
ライセンスの有効期限を確認する頻度。

2m 500 - 15m
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Services/Timestamp Service/Refresh Rate
テーブル変更通知が必要か、データベースがクエリを
受ける頻度。

1m 15s - 1h

Services/Registry Service/Refresh Rate
ビジネスルールエンジンのステータスでデータベース
を更新する頻度。

1m30s 15s - 1h

Services/Registry Service/Stale Period
ビジネスルールエンジンの動作停止を示す休止時間

4m 1m - 10m

Services/Registry Service/Port
動作停止のビジネスルールエンジンの再生要求を受け
付ける TCP/IP ポート。

9192 1024 - 65535

Services/Next Key Service/Refresh Rate
nextkey キャッシュがリフレッシュされる頻度。

1m 15s - 1h

Services/Next Key Service/Maximum Cached Keys
テーブルごとのキャッシュされる最大 nextkey 

10 1 - 100

Services/Performance/Use Enterprise Summary
リソースとロールにエンタープライズレベルのサマリ
データを使用します。

この設定では、リソース管理ヒストグラムを作成する
のに、EPS レベルのレコードか、プロジェクトレベルの
レコードを使用するのかを指定します。真の場合は、
ヒストグラムに 1 つだけ（EPS レコード）のレコードを
使うので性能がよくなります。偽の場合は、ヒストグ
ラム図を作成するのに、より多くのレコード（プロ
ジェクトレコード）を使用するので、性能は遅くなり
ます。しかし、偽に設定してプロジェクトレコードを
使用したときの方が、ヒストグラムデータはより正確
になることに注意してください。

false true/false

Services/Performance/Maximum Summary Node Count
リソース使用または、リソース分析のような表示に示す
サマリデータのしきい値。ノードに含まれる子要素の数
がこの値を超えた場合は、データは表示されません。

1000 1-50000

Services/Web Scheduler/Enabled
真の場合は、P6 Web Access から Web スケジュラーを
使ってジョブのスケジュールを行います。偽の場合は、
スケジュールには、ジョブサービススケジュラーを使
用します。

true true/false

[ サービス設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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Services/Web Scheduler/Scheduling Interval
Web スケジュラーが次のジョブをスケジュールするま
で待機する時間。

5m 1s - 24d20h31m23s647

Services/Web Scheduler/Concurrent Schedulers
このサーバでスケジュールのために使われるプロセス

（アクティブなスケジュラー）数。値が 0（ゼロ）の場
合は、このサーバでスケジュールが行われないことを
示します。

2 0-20

Services/Web Scheduler/Active Scheduler Mode
真の場合は、ジョブはスケジュールされるまで継続的
に処理されます。偽の場合は、各ジョブはスケジュー
ルされた間隔で処理されます。

true true/false

Services/Web Scheduler/ASAP Cleanup Rate
完了した WebASAP スケジュラージョブがデータベース
から削除される時間。

1d 1h - 24d20h31m23s647

Services/Store Period Performance/Enabled
期間実績を保存するサービス。真の場合は、この値が
指定の報告期間に保存されます。

true true/false

Services/Store Period Performance/Execution Interval
期間進捗ジョブをチェックするのにサービスが待機す
る時間。

5m 1s - 24d20h31m23s647

Services/Store Period Performance/Concurrent Tasks
このサーバで期間実績サービスのために使われるプロ
セス（アクティブなスケジュラー）数。値が 0（ゼロ）
の場合は、このサーバでサービスが受けられないこと
を示します。

2 0 - 20

Services/Sync Actual This Period/Enabled
実際の値と ActualThisPeriod 値を同期するサービス。真
の場合は、当期 (ThisPeriod) の実際のユニット数とコス
トを再計算します。

true true/false

Services/Sync Actual This Period/Execution Interval
SyncActualThisPeriod ジョブをチェックするまでサービ
スが待機する時間。

5m 1s - 24d20h31m23s647

Services/Sync Actual This Period/Concurrent Tasks
このサーバで SyncActualThisPeriod サービスのために使
われるプロセス数。値が 0（ゼロ）の場合は、このサー
バでサービスが受けられないことを示します。

2 0 - 20

[ サービス設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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Services/Project Hierarchy Cache/Cache Policy
使用するキャッシュポリシー。キャッシュポリシーは、
キャッシュ内ののデータ量を計り、メモリを空けるた
めどのデータを削除するかを決めます。

許容値は、
FIFO（First In First Out（先入れ先出し）プロジェクト
は、メモリに保存された順序で消去されます） 
LRU（Least Recently Used（最近の使用頻度が最も少な
い）プロジェクトがより使用頻度が高いプロジェクト
より先にキャッシュから消去されます） 
JVMM（Java Virtual Machine Managed（Jave バーチャル
マシン管理）- は、キャッシュ要素をソフト参照に使用
します。ソフト参照で使われるメモリは、JVM で必要
と判断されます）
PRR（キャッシュから消去されるプロジェクトは無作
為に選ばれます） 
PRFIFO（Periodic Refresh First In First Out - FIFO と同じ
ですが、ポリシーは保守頻度に基づいて実行されます）
PRLRU（Periodic Refresh Least Recently Used - LRU と同じ
ですが、ポリシーは保守頻度に基づいて実行されます） 
PRCC（Periodic Refresh Clear Cache- 保守頻度ポリシーに従
い、CacheLimit を無視してキャッシュ全体を消去します。）

PRR FIFO, LRU, JVMM, 
PRR, PRFIFO, PRLRU, 
PRCC

Services/Project Hierarchy Cache/Cache Limit
メモリに保存する最大プロジェクト数。

5000 1000 - 30000

Services/Project Hierarchy Cache/Maintenance Frequency
指定されたキャッシュポリシーを適用する頻度。キャッ
シュポリシーの適用では、キャッシュにより使われてい
るメモリの再要求が行われる可能性があります。

5h 1m - 24d

Services/Collaboration Synchronization Service/ 
Synchronization Interval
コラボレーション同期サービスが実行される間隔。同
期サービスにより、削除されたプロジェクトのドキュ
メントやワークフローが削除されます。

1h 1m - 24d20h31m23s647

Services/Asynchronous Jobs/Purge Interval
長期に実行されるジョブレコードをデータベースから
除去する頻度。

1h 0 - 24d20h31m23s647

Services/Asynchronous Jobs/Grace Time
パージ時に消去されるべき長期実行ジョブレコードの
最小経過時間

1d 0 - 24d20h31m23s647

[ サービス設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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Services/Mail Service/Email Notification Server
タイムシートの承認用の E メール通知サーバのホスト
名または IP アドレス。

－ －

Services/Mail Service/SMTP Port
SMTP サーバの TCP/IP ポート。

25 1 - 65535

Services/Mail Service/Send Interval
待ち合わせのメールメッセージが送出される頻度。

1m 0 - 24d20h31m23s647

Services/Mail Service/Maximum Queue Length
メールメッセージ待ち合わせ Q の最大長。 

250 0 - 2147483647

Services/Mail Service/Authorized User Name
このメールサーバからメールを送出するときに使用す
るアカウント名。

－ －

Services/Mail Service/Authorized User Password
このメールサーバからメールを送出するときに使用す
るアカウントのパスワード。

－ －

[ サービス設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

[ 性能監視設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

Performance Monitor/Enabled
真の場合、性能監視パケットが送出されます。

false true/false

Performance Monitor/Monitor Host
性能監視パケットの送出先 IP または マシン名

localhost －

Performance Monitor/Monitor Port
性能監視パケットの送出先ポート

6990 1024 - 65535

Performance Monitor/Update Interval
性能監視パケットが送出される頻度。

1s 250 - 1m
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[ トレース設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

Tracer/Enabled
真の場合は、デバッグメッセージはトレーサアプリ
ケーションに送出されます。

false true/false

Tracer/Server Name
トレーサ情報の送出先のホスト名または、IP アドレス。

localhost －

Tracer/Port
トレーサソケット接続に使うポート

9210 1024-65535

Tracer/Use Background Send Thread
真の場合は、バックグラウンドスレッドを使って TCP 
メッセージをトレーサに送出します。

true true/false

[Integration API サーバの設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

Integration API server/RMI/Registry Port
RMI レジストリのポート。値は通常、少なくとも 1024 
に設定されます。

9099 1024 - 65535

Integration API server/RMI/Enable
RMI サーバを有効にする設定。

true true/false

Integration API server/RMI/Enable Compression
圧縮サービスモードを有効にする設定。

true true/false

Integration API server/RMI/Enable SSL
SSL サービスモードを有効にする設定。

true true/false

Integration API server/RMI/Enable Standard Service
標準サービスモードを有効にする設定。

true true/false

Integration API server/RMI/Enable HTTP Service
HTTP トンネルモードを有効にする設定。

false true/false

Integration API server/RMI/Enable HTTPS Service
セキュアな HTTP (SSL) トンネルモードを有効にする設定。

false true/false
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Integration API server/RMI/Compression Service Port
圧縮サービスモードを使用するポートです。0 の設定は、
使用可能などのポートも使われることを示します。サー
バがファイアウォールを超えてアクセスされる場合は、
これを特定のポートに設定しなければなりません。

0 0 - 65535

Integration API Server/RMI/SSL Service Port
SSL サービスモードに使用するポートです。0 の設定は、
使用可能などのポートも使われることを示します。サー
バがファイアウォールを超えてアクセスされる場合は、
これを特定のポートに設定しなければなりません。

0 0 - 65535

Integration API Server/RMI/Standard Service Port
標準サービスモードを使用するポートです。0 の設定は、
使用可能などのポートも使われることを示します。サー
バがファイアウォールを超えてアクセスされる場合は、
これを特定のポートに設定しなければなりません。

0 0 - 65535

Integration API Server/RMI/HTTP Service Port
HTTP トンネルモードに使用するポートです。0 の設定
は、使用可能などのポートも使われることを示します。

0 0 - 65535

Integration API Server/RMI/HTTPS Service Port
セキュアな HTTP トンネルモードに使用するポートで
す。0 の設定は、使用可能などのポートも使われること
を示します。

0 0 - 65535

Integration API Server/Session Timeout
アイドル状態のクライアント接続が切断されるまでの
時間。

120 1 -24d

[Integration API サーバの設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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アプリケーションサーバプラグインの実装

P6 Web Access の検証済
みの環境リストについて
は、P6 の媒体またはダウ
ンロードに含まれている 
￥Documentation￥ 
<language>￥Tested 
Configurations フォルダを
参照してください。 

JBoss、WebLogic および WebSphere アプリケーションサーバに
は、さまざまなプラグインが提供されています。これにより、
アプリケーションサーバが提供する以上の Web サーバのフロン
トエンドを設定することができます。Web サーバのプラグイン
を設定する手順については、それぞれのアプリケーションサー
バのドキュメントを参照してください。
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分散ジョブサービス (DJS) は、同時に複

数のジョブサービスサーバでジョブを独

立に実行するために使用します。複数の

マシンにジョブを分散し、分散ジョブ

サービスを管理するため、コントローラ

サーバを設定することができます。

本章の内容：

分散ジョブサービスの概要

分散ジョブサービスのインストール

Windows ファイアウォールの無
効化

分散ジョブサービスのアクセス権の
設定

分散ジョブサービスの DCOM の
設定

コントローラと DJS サーバの設定

ジョブサービスレジストリの設定

分散ジョブサービスの設定
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分散ジョブサービスの概要

分散ジョブサービス (DJS) は、制御マシンが複数のジョブサービ
スを実行するマシン（サーバ）を管理する、ジョブサービスの
拡張機能です。非分散ジョブサービスは、単一のマシンでジョ
ブが実行されます。非分散ジョブサービスを複数のマシンにイ
ンストールすることは、各サービスが各マシンで独立に実行さ
れることになります。

分散ジョブサービスでは、指定されたサーバは、以下の図に示
されるように DCOM 通信によるコントローラからの要求でジョ
ブを実行します。これにより、ジョブサービスの負荷は複数の
マシンに分散されます。必要に応じてコントローラもジョブを
実行することができます。

本セクションで述べる準備のほ
か、Project Architect ジョブ
サービスの実行には、P6 Web 
Access 用のデータベースを設定
する必要があります。171 ページ
の「Project Architect ジョブ
サービスを実行するための P6 
Web Access の設定」 を参照し
てください。

コントローラと DJS サーバのインストールと設定を準備します。

コントローラとサーバに DJS をインストールし、設定する前に
以下の作業を行います。

■ コントローラとすべての DJS サーバで、環境変数の「Temp」
と「TMP」変数を定義します（ユーザ変数とシステム変数
の両方）。

■ コントローラとすべての DJS サーバのシステムクロックを
同期させ、ログファイルに同一のタイムスタンプが用いられ
るようにします。
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分散ジョブサービスのインストール

分散ジョブサービスのインストール前に、制御サービスと DJS 
サーバ（最大 10 台）を特定します。237 ページの「ジョブサー
ビスおよび分散ジョブサービスのインストール」 で説明されてい
るように、ジョブサービスを各マシンにインストールします。
コントローラでは、次図に示すように、分散ジョブサービスオ
プションを選択します。インストールが完了したら、このセク
ションに戻り、ユーザアクセスを設定します。

Primavera は、コントローラとすべての関連サーバを同じ
ネットワークドメインに置くことをお勧めします。また、
各マシンの OS は、Windows Server 2003、Windows 
Server 2008 または Windows XP で、ファイアウォールは
無効にしておかなければなりません。
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Windows ファイアウォールの無効化

Windows ファイアウォールは、Windows 2003 サーバと XP では
既定で有効になっていますが、DCOM 接続機能を妨げます。コ
ントローラと各 DJS サーバでファイアウォールを無効にする必
要があります。

Windows ファイアウォールを無効にするには、以下のステップ
を実行します。

1 Windows のコントロールパネルから、Windows ファイア
ウォールを選択します。

2 [Windows ファイアウォール ] ダイアログの [ 全般 ] タブで、
[ 無効 ] を選択し、[OK] をクリックします。
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分散ジョブサービスのアクセス権の設定

DCOM と DJS の設定前に、ジョブサービスの起動、レジストリ
とコントローラのパス情報へのアクセス、ネットワークにわた
るアプリケーションへのアクセスが可能な権限をもったユーザ
を作成する必要があります。 

コントローラと DJS サーバが属するドメインを制御するサーバ
で、以下のステップを実施します。

1 ユーザグループ（例えば、PrmAdmins）を作成します。

2 コントローラと各 DJS サーバに対し、作成したユーザグ
ループにユーザ名を追加します。例えば、以下のようになり
ます。

コントローラ名：ControllerUser 
サーバ 1 の名前（DCOM サーバ）：Server1User 
サーバ 2 の名前（DCOM サーバ）：Server2User 
サーバ 3 の名前（DCOM サーバ）：Server3User

3 コントローラと各 DJS サーバで、作成したグループをロー
カル管理者グループに追加します。

4 [DCOM 設定 ] ダイアログの [ セキュリティ ] タブで、作成
したグループを各カスタム許可に追加します。

上記の例は、マルチユーザの場合です。シングルユーザア
クセスの設定も可能です。例えば、シングルドメインユー
ザ（例えば、ControllerUser）を作成し、そのユーザをコン
トローラと各 DJS サーバのローカル管理者グループに追加
することができます。その上で、DCOM の設定時に上記の 
PrmAdmins ユーザグループの代わりに ControllerUser を使
用します。
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分散ジョブサービスの DCOM の設定

Windows Server 2003、Windows Server 2008 または Windows XP 
Professional 上で実行される分散ジョブサービス用に DCOM を設
定するには、コントローラと各 DJS サーバで以下のステップを
実施します。

1 コマンドライン（または、スタートからユーティリティの実
行）で、dcomcnfg を実行します。[ コンポーネントサービス
] ダイアログが表示されます。

2 [ コンポーネントサービス ] ダイアログで、左パネルのツ
リーの [ コンポーネントサービス ]、[ コンピュータ ]、[ マ
イコンピュータ ]、[DCOM の構成 ] をクリックして、展開し
ます。 
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3 右パネルの {9E521861-5A76-11D5-98F4-00C0F680F1F} エン
トリを右クリックして [ プロパティ ] を選択します。

4 [ プロパティ ] ダイアログ、[ 全般 ] タブで [ 認証レベル ] に
「接続」を設定します。
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コントローラとすべての DJS サーバは、必ず同じ認証レベ
ルに設定してください。[ 分散 COM 設定プロパティ ] ダイ
アログの [ 既定のプロパティ ] タブで、既定の認証レベルに
「接続」を設定することもできます。 

5 [プロパティ ] ダイアログの [場所 ] タブで [このコンピュータで
アプリケーションを実行する ] というオプションを選択します。

6 [ プロパティ ] ダイアログ、[ セキュリティ ] タブで、次図に
示すようにすべての許可タイプでカストマイズオプションを
選択します。
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7 [ プロパティ ] ダイアログ、[ セキュリティ ] タブで、起動と
アクティベーション許可に関する [ 編集 ] ボタンをクリック
します。 

8 [ 起動許可 ] ダイアログ、[ セキュリティ ] タブで、[Add] を
クリックします。

9 ユーザ、コンピュータまたはグループの選択ダイアログで、
前に作成したグループ名（例えば、PrmAdmins）を入力しま
す。「OK」をクリックします。
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10 [ 起動許可 ] ダイアログ、[ セキュリティ ] タブで、追加した
ユーザグループ（例えば、PrmAdmins）を選択し、次図に示
すように、すべての許可に対して「許可」を選択します。

「OK」をクリックします。

11 [ プロパティ ] ダイアログ、[ セキュリティ ] タブで、アクセ
ス許可の [ 編集 ] ボタンをクリックします。 
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12 [ アクセス許可 ] ダイアログ、[ セキュリティ ] タブで、
[Add] をクリックします。

13 [ ユーザ、コンピュータまたはグループの選択 ] ダイアログ
で、前に作成したグループ名（例えば、PrmAdmins）を入力
します。「OK」をクリックします。
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14 [ アクセス許可 ] ダイアログ、[ セキュリティ ] タブで、追加
したユーザグループ（例えば、PrmAdmins）を選択し、次図
に示すように、すべての許可に対して「許可」を選択しま
す。そして [OK] をクリックします。

15 [ プロパティ ] ダイアログ、[ セキュリティ ] タブで、起動とアク
ティベーション許可に関する [ 編集 ] ボタンをクリックします。
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16 [ 権限の構成を変更する ] ダイアログの [ セキュリティ ] タ
ブで、[Add] をクリックします。

17 [ ユーザ、コンピュータまたはグループの選択 ] ダイアログ
で、前に作成したグループ名（例えば、PrmAdmins）を入力
します。「OK」をクリックします。
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18 [ 権限の構成を変更する ] ダイアログ、[ セキュリティ ] タブ
で、追加したユーザグループ（例えば、PrmAdmins）を選択
し、次図に示すように許可を設定します。そして [OK] をク
リックします。
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19 [ プロパティ ] ダイアログ、[ID] タブで「このユーザ」オプ
ションを選択します。使用中のマシンで管理者特権をもつ
ユーザのパスワードを入力します。

20 [OK] をクリックしてダイアログを閉じます。

21 コントローラで、サービスコントロールパネルを起動します。

22 [ サービス ] ダイアログで、[Primavera ジョブサービス 
(JSDB)] をダブルクリックし、[ プロパティ ] ダイアログを開
きます。
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23 [ プロパティ ] ダイアログで、[ このアカウント ] を選択し、
コントローラの管理者ユーザのパスワードを入力します。

21 ～ 23 のステップにより、DJS はすべてのサーバに対す
る起動ユーザとして DCOM 設定で指定した管理者名とパス
ワードを使用します。

24 [OK] をクリックしてダイアログを閉じます。
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コントローラと DJS サーバの設定

分散ジョブサービス設定ツールを使って、コントローラと DJS 
サーバを設定します。手順に従って、設定ツールにアクセスし、
コントローラと DJS サーバを設定してください。

1 コントローラで、以下の場所から DistributedJobsAdmin.exe 
を実行します。C:￥Program Files￥Common Files￥Primavera 
Common￥JobService￥JSConfig。

[Distributed Job Service Configuration] ダイアログが開きます
（次図に示す）。

2 [Distributed Job Service Configuration] ダイアログで、[Browse] 
をクリックします。C:￥Program Files￥Common Files￥
Primavera Common￥JobService フォルダにナビゲートし、
PrmJobSvXXXX.exe を選択します。ここで、XXXX はデータ
ベース接続の DB 接続名（この例では、XXXX は次図に示す
ように JSDB です）。
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3 [Distributed Job Service Configuration] ダイアログで、[Add] を
クリックします。一覧の各サーバで該当の 
PrmJobSvXXXX.exe を選択します。

次図のような、[Distributed Job Service Configuration] ダイア
ログが開きます。

すでに設定ツールを使用していれば、以前に設定したすべ
てのサーバがサーバの一覧に表示されます（前図の下部）。

4 コントローラおよび各 DJS サーバのステータス（有効／無
効）を設定します。

 DJS はどのマシンでも無効に設定することができます（例
えば、DJS サーバだけでジョブを実行し、コントローラで
は実行しない）。ただし、無効に設定したマシンにおいて
も、他に有効なマシンがない場合（例えばネットワーク障
害）は、ジョブが実行されます。

5 [Test] をクリックし、DCOM 設定と PrmJob のインストール
が各マシンで正しく動作していることを検証します。

DJS を無効にす 
るには、そのマ

シンで
[Disabled] を選 
択します。この
例では、コント
ローラはジョブ
をその他のサー
バで実行します
が、自身では実

行しません。
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6 [Maximum Number of Web Access or API jobs] フィールドに、0 
から有効な DJS マシン数までの間の値を入力します。 

[Maximum Number of Web Access or API jobs] の値に応じ
て、一度に実行できる P6 Web Access ジョブ数が決まりま
す。この値は、Project Management モジュールでジョブ
サービスダイアログを使って設定する、反復ジョブには影
響しません。

7 [Save Settings] をクリックして閉じます。

8 コントローラとすべての DJS サーバを再開します。

コントローラが再開すると、ジョブスケジューリングの活
動がイベントビューワに表示されます。すべてのジョブの
ログファイルは、コントローラのそれぞれのフォルダに置
かれます（その他のサーバにはありません）。

コントローラと DJS サーバの再起動後に「206 ページの
「分散ジョブサービスの DCOM の設定」」で実施した DCOM 
設定を変更する場合は、変更したマシンを再起動する必要
があります。
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ジョブサービスレジストリの設定

（分散）ジョブサービスに適用するレジストリ設定とサマライザ
サービスを編集することができます（ジョブサービスと Project 
Management モジュールの両方で）。

（分散）ジョブサービスレジストリ設定の編集  スタート、ユー
ティリティの実行で「regedit」とタイプして、レジストリエディ
タを開きます。レジストリエディタで、次のディレクトリにナ
ビゲートします。  
 

My Computer￥HKEY_LOCAL_MACHINE￥ 
SYSTEM￥CurrentControlSet￥Services￥PrmJobSvXXXX￥Parameters
（ここで、XXXX はデータベース接続の DB 接続名です）。 

以下の表にジョブサービスレジストリ設定の要約を示します。

[ ジョブサービスの設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

EstablishDBConnectionRetryCount
スタートアップ時に接続を試みる回数。

3 1-10

MaxNumRecurringJobs
同時に実行できる反復 (Project Management) ジョブの
最大数。

4 1-（最大数なし）

MaxNumNonRecurringJobs
同時に実行できる非反復 (P6 Web Access) ジョブの最大数。

1 1-5

NonRecurringJobCleanupRate
完了した P6 Web Access のジョブがデータベースから
除去される頻度（秒）（1 分から 7 日間）。

3600 60-604800
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サマライザジョブのさらなる情報
は、241 ページの「サマライザ
ジョブと P6 Web Access につ
いて」 を参照してください。

サマライザジョブのため、レジストリ設定を編集  スタート、
ユーティリティの実行で「regedit」とタイプして、レジストリエ
ディタを開きます。レジストリエディタで、次のディレクトリ
にナビゲートします。  
 

My Computer￥HKEY_LOCAL_MACHINE￥SOFTWARE￥Primavera。 

以下の設定のどれでも DWORD として設定し、既定の値を推奨
値に変更することができます。

NonRecurringJobRefreshRate
P6 Web Access のジョブがデータベースからロードさ
れる頻度（秒）。

5 1-3600

RecurringJobRefreshRate
Project Management ジョブがデータベースからロード
される頻度（秒）。

600 60-1440

DeleteRemoteLog
[test purposes only] 偽に設定されている場合、ログファ

イル「Prm*.tmp」は削除されません。

1（真） 0（偽）
1（真）

[ ジョブサービスの設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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以下の設定は、ジョブサービスと Project Management モ
ジュールに適用されます。通常、これらは性能の向上のた
めに変更します。

[ サマライザ設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

NumProjectsSummarizedAtATime
ジョブサービスまたは Project Management モジュールで同時に集計で
きるプロジェクト数。最高の性能を引き出すには、Primavera はこの
値を 20 にすることをお勧めします。

1 1-xx

PreQuerySummarizablePct
サマライザが分析するプロジェクトの集計に必要なしきい値のパー
センテージ下記に示す等式の値がしきい値より下回った場合、各プ
ロジェクトは個別に集計対象となります。等式の値がしきい値より
上回った場合は、すべてのプロジェクトが同時に集計と分析の対象
になります。これを決定付けする等式を次に示します。 

集計すべきプロジェクト数／ユーザがアクセスできるプロジェクト
数 *100。

50 0-100

MaxDurationToSummarize
集計のためのアクティビティまたはアクティビティに割り当てられ
る、最大残り時間または元々の最大時間（時間）。アクティビティま
たはアクティビティの割り当ての残り時間がこのしきい値より長い
場合は、集計中無視されます。すべてのアクティビティが集計され
ることを確実にするため、Primavera は設定値を 100000 とすることお
勧めします。

-1 －
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次の設定も使用できます。しかし、これらの値は性能試験
のとき以外、通常変更する必要はありません。

[ サマライザ設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値

EnterpriseSummaries
真の場合は、EPS ノートが要約されます。

Project Management モジュールのみに適用します。

注：ジョブサービスは常に EPS ノードを集計します。

0（偽） 0（偽）
1（真）

ResourceSummaries
真の場合、リソースは集計されます。

ジョブサービスと Project Management モジュールに適用
されます。

1（真） 0（偽）
1（真）

ForceEnterpriseSummaries
真の場合は、プロジェクトが集計されなくてもエンター
プライズレベルの要約を強制します。

ジョブサービスのみに適用します。

0（偽） 0（偽）
1（真）

EnterpriseCommit
処理したデータの行数に基づき、EPS サマリレコードの
データベースへのコミットする頻度を制御します。大規
模のジョブを集計する場合に、性能を向上するのに便利
です。 

処理が完了すると EPS サマリレコードに値はコミットさ
れません。

値を割り付けると、ジョブサービスと Project Management 
モジュールの両方に適用されます。

ジョブサービスには、
1000
Project Management モ
ジュールには値なし

1-（最大数なし）

PrmJobLogMemoryUsage
真の場合は、PrmJob のメモリ利用をメガバイトでログし
ます。

ジョブサービスのみに適用します。

0（偽） 0（偽）
1（真）
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RetrySleep
接続不良の場合に行うリトライの間隔（ミリ秒）。

ジョブサービスのみに適用します。

60000 －

MaxRetries
接続不良の場合の、最大リトライ回数。
 
ジョブサービスのみに適用します。

10 －

DumpSettings
真に設定すると、集計ジョブのためすべての設定を 
Job.txt ファイルにログします。

ジョブサービスのみに適用します。

0（偽） 0（偽）
1（真）

[ サマライザ設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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PreLoadTASKSUMFINForEPS
EPS 全体を集計する前に全プロジェクトの TASKSUMFIN 
レコードをプレロードします。

「load on demand」アプローチを使う際は、偽に設定しま
す。この場合、メモリは保存されますが、TASKSUMFIN 
レコードの SQL クエリ数が増えるため、速度はかなり落
ちます。

ジョブサービスと Project Management モジュールの報告
期間集計に適用されます。週または月ごとの集計パ
フォーマンスには影響しません。

1（真） 0（偽）
1（真）

PreLoadTASKSUMFINForProject
プロジェクトを集計する前に各プロジェクトの 
TASKSUMFIN レコードをプレロードします。

「load on demand」アプローチを使う際は、偽に設定しま
す。この場合、メモリは保存されますが、TASKSUMFIN 
レコードの SQL クエリ数が増えるため、速度はかなり落
ちます。

ジョブサービスと Project Management モジュールの報告
期間集計に適用されます。週または月ごとの集計パ
フォーマンスには影響しません。

1（真） 0（偽）
1（真）

PreLoadTRSRCSUMFN
プロジェクトを集計する前に各プロジェクトの 
TRSRCSUMFN レコードをプレロードします。また、EPS 
全体の集計中、一度にひとつのリソースまたはロールの 
TRSRCSUMFN レコードすべてをプレロードします。

「ロード・オン・デマンド」アプローチを使う際は、偽に
設定します。この場合、メモリは保存されますが、
TRSRCSUMFN レコードの SQL クエリ数が増えるため、
速度はかなり落ちます。

ジョブサービスと Project Management モジュールの報告
期間集計に適用されます。週または月ごとの集計パ
フォーマンスには影響しません。

1（真） 0（偽）
1（真）

[ サマライザ設定 ]

設定名と説明 既定 有効範囲／値
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クライアントモジュールとその他のコン
ポーネントのインストール

自動データベースアップグレード

無人セットアップの作成と実行

データベース構成設定の変更

認証モードの設定

内容：

パート 4

Primavera クライアントのイン
ストールおよび設定



本パートを読んで、Primavera クライアントモジュー

ル、その他のコンポーネントおよびスタンドアローン版

のインストールと設定を行います。最初の「クライアン

トモジュールとその他のコンポーネントのインストール」

の章では、各モジュールとコンポーネントをクライアン

トワークステーションに設定する方法を説明します。

Primavera の旧バージョンからのアップグレードを行うに

は、「自動データベースアップグレード」を読んでくださ

い。ソフトウェアを自動インストール（無人セットアッ

プ）する場合は、「無人セットアップの作成と実行」を参

照してください。

モジュールのインストール後、「データベース構成設定の

変更」を参照し、データベース構成ユーティリティを使

用してデータベース接続情報の変更、ライセンス管理、

ユーザパスワードの変更およびプライベートデータベー

スアカウントの設定を行う方法を理解します。ユーザが

モジュールへアクセスする認証方法については「認証

モードの設定」を参照します。
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本章では、Primavera モジュール (Project 
Management and Methodology 

Management)、その他のコンポーネント 
(Job Service, Software Development Kit, 

and ProjectLink)、スタンドアローン版の

インストール方法を学びます。プロジェ

クト要員が使用するクライアントまたは

デスクトップコンピュータで、設定プロ

グラムを実行します。

Primavera のクライアントモジュールを

インストールする前に、サーバのインス

トールと設定を完了させておいてくださ

い。設定ウィザードは、クライアントモ

ジュールのインストールに、データベー

スサーバと接続する必要があります。

本章の内容：

データベースクライアントソフト
ウェアのインストール

旧バージョンのアンインストール

設定ウィザードの実行

クライアントモジュールのインス
トール

ジョブサービスおよび分散ジョブ
サービスのインストール

ソフトウェア開発キットのインス
トール

ProjectLink のインストール

スタンドアローン版のインストール
および／またはアップグレード

クライアントモジュールとその他のコ
ンポーネントのインストール
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データベースクライアントソフトウェアのインストール

Primavera のクライアントモジュールをインストール前に、使用
するデータベースのクライアントソフトウェアをインストール
します。データベースクライアントソフトウェアは、クライア
ントコンピュータがネットワーク経由でサーバコンピュータの
データベースへの接続を可能にします。

Microsoft SQL Server/SQL Server Express  Project 
Management モジュールをクライアントコンピュータにインス
トールする際、Primavera モジュールに接続する必要のある 
Microsoft SQL Server クライアントファイルも自動的にインス
トールされます。SQL Server Express を使用する場合は、データ
ベースクライアントソフトウェアをインストールするのはこの
方法を使ってください。 

Microsoft SQL Server を使用する場合は、Microsoft SQL Server イ
ンストール CD を使ってクライアントネットワークユーティリ
ティをインストールすることもできます。このプロセスに詳し
くない場合は、データベース管理者に連絡してください。

Oracle  Oracle の インストール CD を使って、アプリケーション
ユーザを設定し、Oracle Net Services のクライアントファイルを
ユーザのネットワークに合わせて設定します。このプロセスに
詳しくない場合は、データベース管理者に連絡してください。

すべてのクライアントは既定のネットワークプロトコルと
して、TCP/IP を使用するように設定してください。

パスで変更できる環境で TNSPING.EXE のロケーションを
必ず参照してください。

TNSNAMES.ORA ファイルは、共有ロケーションではなく
クライアント（ローカル）マシンの Oracle ホームフォルダ
にあるはずです。
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旧バージョンのアンインストール

Primavera 5.0. からアップグレードする場合は、ジョブサービス
以外のすべてのクライアントモジュールはインストールプロセ
スで自動的にアップグレードされます。ジョブサービス 5.0. を
アップグレードする場合は、P6 をインストールする前にジョブ
サービスの 5.0. をアンインストールする必要があります。

画面で特に指示がない場合
でも、アプリケーションの
アンインストールと次のア
プリケーションのインス
トールの間にコンピュータ
を再起動することを推奨し
ます。

ジョブサービス 5.0. のアンインストール

1 [ スタート ]、[ 設定 ]、[ コントロールパネル ]、[ プログラ
ムの追加または削除 ] をクリックします。

2 Primavera の項目を選択して、変更 / 削除をクリックします。

3 インストールウィザードの「ようこそ」画面で、[ 変更 ] を
選択します。

4 「インストールする機能の選択」画面で、[ ジョブサービス ] 
の選択を外し、[ 次へ ] をクリックします。

5 「プログラムのインストール準備完了」画面で [ インストー
ル ] をクリックします。
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設定ウィザードの実行
ソフトウェアを手動でインストー
ルしたくない場合は、無人セット
アップを実行することができま
す。263 ページの「無人セット
アップの作成と実行」 を参照して
ください。

設定ウィザードを実行して、クライアントモジュール（Project 
Management と Methodology Management）、その他のコンポーネ
ント（ジョブサービス、ソフトウェア開発キット、ProjectLink）
およびスタンドアローン版をインストールします。インストー
ルプロセスの最初のいくつかのステップは、これらすべての 
Primavera アプリケーションで共通です。本セクションでは、こ
のステップを説明します。本セクションのステップを完了した
ら次セクションに進み、希望のモジュールやコンポーネントを
インストールする手順に従ってください。

1 つまたはそれ以上のモジュールをインストールします。各モ
ジュールには、約 20 MB のディスクスペースが必要になります。 

Primavera のクライアントモジュールを Windows XP Professional、
Windows Vista にインストールするには、管理者権限が必要です。

クライアントコンピュータには、TCP/IP ネットワークプロ
トコルがインストールされていなければなりません。

Primavera アプリケーションをインストールすると、すでに
インストールされていない場合は、MDAC 2.8（英語版）が
自動的にインストールされます。Primavera アプリケーショ
ンを英語版でないオペレーティングシステムにインストー
ルする場合は、Primavera のインストール前に適切な言語版
の MDAC 2.8 をインストールしておくことをお勧めします。
Primavera インストーラは既存の MDAC 2.8 を上書きしませ
ん。正しい MDAC 版をダウンロードするには、http://
www.microsoft.com/downloads にアクセスしてください。

クライアントモジュール、その他のコンポーネント、スタンド
アローン版のインストールの最初のステップ

1 媒体からインストールする場合は、最初の画面が現れてイン
ストールのオプションが表示されます。

この画面が現れない場合、またはネットワークからインス
トールする場合は、P6 の媒体あるいはダウンロードに含ま
れている ￥Client_Applications フォルダで setup.exe をダブル
クリックします。ステップ 3 に進んでください。

http://www.microsoft.com/downloads
http://www.microsoft.com/downloads
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2 メインの Primavera 画面で、P6 Client Applications を選択し
ます。

ウィザードの各ダイアログボックスでは、[ 次へ ] をクリッ
クして次ステップへ進みます。ウィザードを終了するには、
いつでも [Cancel] をクリックします。

3 ようこそ画面で、次へをクリックします。

4 Product Code ダイアログボックスで、E メールまたはライセ
ンス CD ラベルに記載されている製品キーを入力します。
ネットワーク経由でインストールする場合で、プロダクト
キーが分からない場合は、システム管理者に問い合わせてく
ださい。 

5 License Agreement ダイアログボックスで、ライセンス契約
を承諾します。

6 Select Type ダイアログボックスで、以下を選択します。

• Primavera Client Applications  クライアントモジュールの
みをインストールしたい場合（Project Management と 
Methodology Management）。

• Primavera Standalone  スタンドアローン版をインストー
ルしたい場合。

• Custom  クライアントモジュールとその他のコンポーネ
ントを指定したい場合（ジョブサービス、ソフトウェア
開発キット、ProjectLink を含む）。

その他のコンポーネントを個別にインストールする詳細手
順については、本章の該当セクションを参照してください。

7 Choose Destination Location ダイアログボックスで、クライ
アントモジュールのインストール先フォルダを入力または選
択します。 

8 Choose Destination Location (Common) ダイアログボックス
で、Primavera 共通ファイルのインストール先フォルダを入
力または選択します。

既定で、共通ファイルはインストール時に作成された 
Primavera 共通フォルダにインストールされます。別のフォ
ルダを選ぶこともできます。
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9 インストールしたいモジュールやコンポーネントのインス
トール手順が説明されているセクションに進みます。

クライアントモジュールには、235 ページの「クライアント
モジュールのインストール」 に進みます。

ジョブサービスには、237 ページの「ジョブサービスおよび
分散ジョブサービスのインストール」 に進みます。

ソフトウェア開発キットには、244 ページの「ソフトウェア
開発キットのインストール」 に進みます。

ProjectLink には、247 ページの「ProjectLink のインストー
ル」 に進みます。

スタンドアローン版には、249 ページの「スタンドアロー
ン版のインストールおよび／またはアップグレード」 に進み
ます。
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クライアントモジュールのインストール

Project Management や Methodology Management モジュールのイン
ストールには、以下のステップを実行します。

以下の手順は、クライアントモジュールのみをインストー
ルすること、および 232 ページの「クライアントモジュー
ル、その他のコンポーネント、スタンドアローン版のイン
ストールの最初のステップ」 に詳説のステップが完了してい
るものと想定しています。

1 つあるいは複数のモジュールをインストール

1 インストールする機能の選択ダイアログボックスで、インス
トールしたくないモジュールを選択から外します。既定で、
全モジュールが選択されています。 

2 [Select Program Folder] ダイアログボックスで、Primavera ク
ライアントアイコンを含めたい、[ スタート ] メニューのプ
ログラムフォルダをタイプあるいは選択します。

変更しない場合は、これらのアイコンは [ プログラム ]、
[Primavera] に保存されます。

3 [Next] をクリックしてインストールを開始します。

インストールが完了すると、データベースとの接続を設定す
るよう促されます。

4 Select Driver Type ダイアログボックスで、Primavera データ
ベースのドライバタイプを選択します。

Project Management モジュールをインストールしている場合
は、Project Management データベースへのクライアントの接
続を設定しなければなりません。Methodology Management 
モジュールをインストールしている場合は、Methodology 
Management データベースへの接続を設定しなければなりま
せん。両方をインストールしている場合は、先ず Project 
Management データベース接続の設定を行うよう促されます。
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5 [Configure SQL Server Connection] ダイアログボックスまた
は、[Configure Oracle Connection] ダイアログボックスで、
データベース接続の設定を行います。

Microsoft SQL Server または SQL Server Express を設定の場合
は、データベースのホスト名とデータベース名をタイプしま
す。データベース名は、データベースの作成時に指定されて
います。例えば、PMDB です。ホスト名は Microsoft SQL 
Server がインストールされているコンピュータの名前または 
IP アドレスです。

Oracle を設定の場合は、Oracle のデータベース名をタイプし
ます。

6 パブリックログオン情報の入力ダイアログボックスで、管理
者が定義したパブリックログオン情報を入力します。例えば
ユーザ名は pubuser、グループ ID は 1 などです。

7 Validate Database Connection ダイアログボックスで、[Next] 
をクリックし、データベース接続の試験を行います。

8 Finish をクリックし、データベース接続設定を終了します。

接続が不成功の場合は、[Back] をクリックして設定を変更し
ます。

Project Management と Methodology Management モジュールの
両方をインストールすることを選択した場合は、再びデータ
ベース設定ウィザードが開き、Methodology Management 
データベースとの接続設定を行うことができます。

9 Finish をクリックし、インストールを終了します。
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ジョブサービスおよび分散ジョブサービスのインストール

ジョブサービスでは、Project Management モジュールの特定機能
の自動化が行えます。実績の適用、バッチレポートの実行、プ
ロジェクトのエクスポート、プロジェクトのスケジュール計算、
プロジェクトの集計を行うことができます。これらの作業は、
指定された間隔でバックグラウンドで実行されます。ジョブ
サービスは、Windows 2003/2008 のサービスとして実行され、実
行できるジョブ数に制限はありません。各ジョブは、それぞれ
個別の実行スケジュールで動作します。ジョブは、Project 
Management モジュールで定義され、組織の Project Management 
データベースに保存されます。

複数の Project Management データベースで作業する場合でも、本
セクションで説明するように、ジョブサービスの複数のインス
タンスをインストールすることにより、1 台の Windows 2003/
2008 サーバマシンからすべてのデータベースのジョブを実行す
ることができます。

分散ジョブサービスについてのさ
らなる情報は、201 ページの「分
散ジョブサービスの設定」 を参照
してください。

別々のサーバで同時に複数のジョブを実行したい場合は、ジョ
ブサービスを管理する制御サーバに分散ジョブサービスをイン
ストールし、ジョブサービスサーバにジョブを分散することが
できます。

Project Architect のジョブ
サービスを実行するには、ジョブ
サービスのインストールに加え、
P6 Web Access のデータベー
スを設定する必要があります。
171 ページの「Project 
Architect ジョブサービスを実行
するための P6 Web Access の
設定」 を参照してください。

ジョブサービスのインストール

ジョブサービスおよび／または分散ジョブサービスのインス
トールには、以下のステップを実行してください。

以下の手順は、ジョブサービスのみをインストールするこ
と、および 232 ページの「クライアントモジュール、その
他のコンポーネント、スタンドアローン版のインストール
の最初のステップ」 に詳説のステップが完了しているものと
想定しています。

1 Select Features to install ダイアログボックスで、Other 
Components、Job Service を展開し、インストールするジョ
ブサービスのタイプを選択します。 

以下の場合は、Job Service を選択します。

• 非分散ジョブサービスをインストールしたい場合（1 つ
のサーバのみ）。

• 分散ジョブサービスを使用したいが、インストールしよ
うとしているマシンが制御サーバでない場合。 
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分散ジョブサービスを利用したい場合で、インストールしよ
うとしているマシンが制御サーバの場合は、Distributed Job 
Service configuration を選択します。

英語以外の言語でジョブサービスジョブを実行したい場合
は、ジョブサービスマシンに Project Management モジュー
ルをインストールする必要があります。ジョブサービスと
同時にインストールすることも、後日インストールするこ
ともできます。アプリケーションのインストール後の詳細
な手順については、243 ページの「ジョブサービスに別の言
語を指定」 を参照してください。

設定は、ユーザにコンピュータの管理者権限があるか確認
します。ユーザに管理者権限がない場合は、設定ウィザー
ドは終了します。

2 Job Service Alias ダイアログボックスの DB 接続名フィール
ドに、JSDB のようなデータベース接続名を入力します。DB 
接続名には、ダッシュを使わないでください。エラーになり
ます。

 複数のサービスを追加する場合は、[Add] ボタンをクリック
します。 

ジョブサービスの複数のインスタンスを作成すると、1 台の 
Windows 2003/2008 サーバマシンで、すべての Project 
Management データベースの複数ジョブサービスを実行でき
るようになります。各データベースで 1 つのジョブサービス
インスタンスを作成します。

ジョブサービスを使用して複数の
データベースでジョブを実行する
ことについてのさらなる情報は、
240 ページの「複数のデータベー
スでジョブサービスを実行」 を参
照してください。

複数のジョブサービスインスタンスをインストールする場
合は、先ずすべての既存のジョブサービスを停止する必要
があります。 

ジョブサービスは、データベースサーバへの接続に DB 接続
名を使います。

3 プログラムフォルダを入力または選択します。

4 Install をクリックしてインストールを開始します。

5 Select Driver Type ダイアログボックスの、Job Services 
driver type フィールドでデータベースサーバタイプを選択し
ます。Oracle または Microsoft SQL Server/SQL Express。
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6 Oracle に接続する場合は、Configure ORACLE Connection ダ
イアログボックスで、TNSNAMES.ORA ファイルにある 
Oracle 接続文字列タイプ（データベース名）をタイプします。

Microsoft SQL Server または SQL Server Express に接続する場
合は、Configure SQL Server Connection ダイアログボックス
で、データベース名をタイプしサーバコンピュータ名を指定
します。

7 Enter Public Login ダイアログボックスで、管理者が定義し
たパブリックログイン情報を入力します。例えばユーザ名は 
pubuser、グループ ID は 1 などです。

8 Validate Database Connection ダイアログボックスで、Next 
をクリックし、データベース接続を検証します。

指定の DB 接続名が作成されます。

9 接続は成功しました ! ダイアログボックスで、終了をクリッ
クします。

ジョブサービス接続名をテストするよう促されます。

分散ジョブサービス環境で、サーバマシンにインストール
している場合は、以下のステップの [Test] ボタンはクリック
しないでください。

10 Yes をクリックし、データベース接続をテストします。

テストが失敗しても、インストールを継続することができます。

11 Finish をクリックします。

ジョブサービスがコンピュータにインストールされ、データ
ベースとの接続が成功すると、サービスは定期的に、Project 
Management モジュールでスケジュールされたユーザ定義のジョ
ブを実行します。
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複数のデータベースでジョブサービスを実行

すべての Project Management データベースでそれぞれのジョブ
サービスインスタンスをインストールすると、1 台の Windows 
2003/2008 サーバマシンで、すべてのデータベースについて実績
の適用、バッチレポートの実行、プロジェクトのエクスポート、
プロジェクトのスケジュールまたは集計を行うことができるよ
うになります。Project Management モジュールにログインし、集
計したい Project Management データベースの 1 つを選択します。 

Project Management モジュールで、[ ツール ]、[ ジョブサービス ] 
を選択します。そして、そのデータベースで実行したいジョブ
サービスを追加します。さらに別の Project Management データ
ベースにジョブサービスを設定したい場合は、Project 
Management モジュールを終了します。再度ログインし、データ
ベース接続名を選択することで、別の Project Management データ
ベースを選択します。ジョブサービスダイアログボックスで、
現在開いているデータベースを追加します。

集計したいデータベースの 1 
つの接続名を選択。
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サマライザジョブと P6 Web Access について   集計データを使
う P6 Web Access のリソース管理機能は、作製されたリソースレ
コードに依存しています。各レコードは、リソースごとに割り
当てられたジョブの総和です。企業レコードを最新状況に維持
するため、プロジェクトを集計する際には、以下の方法に従い
ます。

■ P6 Web Access 内からプロジェクトを集計します。サマライ
ザジョブは常に、選択されたプロジェクトの企業リソースレ
コードを更新します。

■ クライアント • サーバモジュールで、Admin Superuser として
ログインし、指定プロジェクトのすべてのリソースについて
企業リソースレコードサマライザジョブを作成します。

サマライザジョブのレジストリ設
定についてのさらなる情報は、
221 ページの「サマライザジョブ
のため、レジストリ設定を編集」 
を参照してください。

■ クライアント • サーバモジュールで、集計にメニューオプ
ションを使用する場合は、作成すべき企業リソースレコード
にレジストリキーが存在している必要があります。キーを作
成するには、HKEY_LOCAL_MACHINE/SOFTWARE/
Primavera 下で EnterpriseSummaries を DWORD として追加
し、設定値を (1) に変更します。
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直接プリンタにジョブを送出するようにジョブサービスを設定  
直接プリンタにジョブを送出するには、一般システムアカウン
トではなく、管理者アカウントでジョブサービスを実行する必
要があります。ジョブサービスが実行されるマシンで、以下の
ステップを実行し、管理者ユーザ名とパスワードを使ってジョ
ブサービスにログインします。

1 Windows のコントロールパネルから、管理ツール、サービス
を選択します。

2 Primavera Job Service をダブルクリックします。

3 Primavera Job Service プロパティダイアログで、ログオンタ
ブを選択します。

4 アカウントオプションを選択し、管理者ユーザのアカウント
およびパスワードを入力します。

5 適用、OK をクリックします。



 クライアントモジュールとその他のコンポーネントのインストール    243     

Primavera - アドミニストレータガイド  

ジョブサービスに別の言語を指定  ジョブサービスのジョブから
の出力言語を指定することができます。英語以外の言語を指定
するには、以下のステップを実行します。

1 前セクションの「直接プリンタにジョブを送出するように
ジョブサービスを設定」を実施し、システムアカウントでは
なく、管理者アカウントを使ってジョブサービスにログイン
します。

2 ジョブサービスをインストールした際に Project Management 
モジュールをインストールしなかった場合（ページ 237 のス
テップ 1 に説明）、ジョブサービスマシンに Project 
Management モジュールをインストールします。

Project Management モジュールのインストール手順の詳細に
ついては、235 ページの「クライアントモジュールのインス
トール」 を参照してください。

3 Project Management モジュールのインストールとデータベー
ス設定のあと、[ スタート ] メニューから、[ プログラム ]、
[Primavera]、[Project Management] を選択して、モジュールを
起動します。

4 ジョブサービスにログインしたときに使用した管理者アカウ
ントと同じアカウントを使って、Project Management モ
ジュールにログインします。

5 [ ようこそ ] ダイアログで、グローバルデータのみを開くを
選択します。

6 ツール、言語の設定を選択し、希望の言語を選択します。

ジョブサービスでは、ステップ 1 でログインした管理者ア
カウントを使用してジョブサービスを実行し続ける限り、
選択した言語でジョブを実行することができます。ローカ
ルシステムアカウントを使って違う言語でジョブサービス
ジョブを実行することはできません。
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ソフトウェア開発キットのインストール

ソフトウェア開発キット (SDK) によって、Primavera データを外
部アプリケーションで使うことができるようになります。デー
タのほかに、SDK はアプリケーションのビジネスルールおよび
計算値を提供し、アプリケーションのセキュリティを強化しま
す。SDK は、Project Management データベースへの接続に、
Open Database Connectivity (ODBC) 標準をサポートしています。
OLE DB などの ODBC 準拠インタフェースもサポートします。

Integration API (Application Programming Interface) は、
Project Management データベースに直接接続するために使
うこともできます。このツールでは、Java でクライアント
コードを書き込む必要があります。さらなる詳細について
は、Integration API アドミニストレータガイドを参照してく
ださい。

P6 Web Services では、XML や SOAP、WSDL などの標準
ファイル形式を利用して、Primavera の Project 
Management 機能を他のアプリケーションにスムーズに統
合できます。詳細については、『P6 Web Services アドミニ
ストレータガイド』を参照してください。

ソフトウェア開発キットのインストール

以下のステップを実行して、ソフトウェア開発キットをインス
トールします。

以下の手順は、クライアントモジュールのみをインストー
ルすること、および 232 ページの「クライアントモジュー
ル、その他のコンポーネント、スタンドアローン版のイン
ストールの最初のステップ」 に詳説のステップが完了してい
るものと想定しています。

1 Select Features to install ダイアログボックスで、Other 
Components を展開し、Software Development Kit を選択し
ます。

2 Install をクリックします。

3 以降のプロセスに関する説明を読み、OK をクリックします。

SDK で使う DB 接続名の PMSDK を作成します。その次に、
PrimaveraSDK という名の、ODBC ユーザデータソース名 
(DSN) を作成します。ODBC DSN では、Project Management 
データベースへの接続に、DB 接続名を使用します。 
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4 ドライバタイプの選択ダイアログボックスで、データベース
サーバのドライバタイプを選択します。Oracle または 
Microsoft SQL Server/SQL Express を選択することができます。

5 データベースタイプに、要求される接続情報を入力します。

Oracle の設定では、ORACLE 接続の設定ダイアログボック
スで、Oracle の接続文字列をタイプします。

Microsoft SQL Server または SQL Server Express に接続する場合
は、Configure SQL Server Connection ダイアログボックスで、
データベース名とサーバコンピュータ名をタイプします。 

6 Enter Public Information ダイアログボックスで、管理者が
定義したパブリックログイン情報を入力します。例えばユー
ザ名は pubuser、グループ ID は 1 などです。

7 Validate Database Connection ダイアログボックスで、Next 
をクリックし、データベース接続を検証します。

8 Connection Successful ダイアログボックスで、接続が成功の
場合は、PMSDK という名の DB 接続名が作成されました。
Finish をクリックします。

接続が不成功の場合は、Back をクリックし、データベース
情報を再入力します。

9 Primavera Software Development Kit Setup ダイアログボック
スで、データベースに対する ODBC 接続値を確認して、OK 
をクリックします。
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ODBC DSN 名、PrimaveraSDK が作成されました。

SDK がコンピュータにインストールされると、ODBC DSN を使
用して Project Management データベースに接続することができま
す。SDK ドキュメントは、￥Program Files￥Common Files￥
Primavera Common￥PMSDK￥Doc にあります。

SDK にアクセスするには、Admin Superuser アクセス権が
あるユーザとして追加されるか、「SDK 経由で グローバル /
プロジェクトデータの表示」権限が割り当てられる必要が
あります。

Windows Vista マシンでは、SDK および SDK を使うあらゆ
るアプリケーションを管理者モードで実行する必要があり
ます。

SDK ドキュメントは、Web ブラウザで表示することができ
ます。ドキュメントの目次を見るには、INDEX.HTM ファイ
ルを開きます。
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ProjectLink のインストール

ProjectLink は、Microsoft Project (MSP) ユーザが Primavera のエン
タープライズ機能に接続している間に MSP 環境で作業を行える
ようにするプラグインです。MSP ユーザは、MSP アプリケー
ション内から Project Management データベースを開いたり、プロ
ジェクトを当該データベースに保存したりすることができます。
ProjectLink では、MSP ユーザは MSP 環境から Primavera のリ
ソース管理を起動することができます。ProjectLink によって、
ユーザは MSP を日常的なプロジェクト管理に使用できるほか、
Primavera アプリケーション内で利用できるエンタープライズ機
能にアクセスすることもできるようになります。

ProjectLink のインストール

以下のステップに従い、ProjectLink をインストールします。

以下の手順は、ProjectLink のみをインストールすること、
および 232 ページの「クライアントモジュール、その他の
コンポーネント、スタンドアローン版のインストールの最
初のステップ」 に詳説のステップが完了しているものと想定
しています。

1 Select Features to install ダイアログボックスで、Other 
Components を展開し、Project Link を選択します。

2 プログラムフォルダを入力または選択します。

3 Install をクリックします。

4 ダウンロードが完了したら、Finish をクリックします。

インストールが正しく行われると、Primavera ProjectLink が 
Microsoft Project のツールバーに表示されます。また、Microsoft 
Project で、[ ツール ]、[Primavera ProjectLink] を選び、
[ProjectLink] ダイアログボックスにアクセスすることもできま
す。ProjectLink ヘルプは、インストールしたプログラムと同じ
フォルダに自動的にインストールされます。ProjectLink ヘルプ
には、[ProjectLink] ダイアログボックスの [ ヘルプ ] アイコンを
クリックしてアクセスすることもできます。
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ProjectLink へのアクセスの確保

ProjectLink へのアクセスは、マシン固有ではなく、ユーザ固有で
す。マシンに ProjectLink をインストールしたユーザだけが、そのマ
シンでの ProjectLink を利用することができます。例えば、通常、コ
ンピュータには複数のユーザが定義されています（例えば、管理
者、すべてのユーザ、< ユーザ名 > などです）。ProjectLink が

「Administrator」ユーザとしてインストールされていた場合は、
「Administrator」だけが Microsoft Project で ProjectLink の表示 • アクセ
スが可能となります。ほかのユーザがそのマシンにログインしても 
ProjectLink は表示されません。

ユーザが自分のコンピュータで ProjectLink にアクセスできるように
するには、前セクションで説明したインストールウィザードを使っ
て、ユーザが物理的に ProjectLink をインストールできるようにしな
ければなりません。各ユーザが物理的に ProjectLink をインストール
することが不可能な場合（例えば、管理者がすべてのユーザのイン
ストールを行う場合）は、ProjectLink のインストール後に以下のス
テップを実行することで、ユーザのコンピュータに ProjectLink への
アクセスをできるようにします。

1 ユーザのコンピュータで、ProjectLink のインストールで使ったもの
と同じログイン情報でログインします（例えば、「Administrator」）。

2 [ スタート ] から [ ユーティリティの実行 ] で、regedit をタ
イプし、[OK] をクリックします。

3 レジストリエディタで、次のディレクトリにナビゲートします。

HKEY_CURRENT_USER￥Software￥Microsoft￥Office￥MSProject￥Addins

4 PMAddin.PrimaveraAddin フォルダを選択します。

5 [ レジストリ ]、[ レジストリファイルのエクスポート ] を選
択します。

6 レジストリファイルをユーザのコンピュータのユーザがアク
セスできるロケーションにエクスポートします（例えば、c:
￥<user>￥My Documents）。

7 ユーザのコンピュータにユーザのログイン情報でログインします。

8 2 と 3 のステップを繰り返します。

9 [ レジストリ ]、[ レジストリファイルのインポート ] を選択します。

10 ステップ 6 でエクスポートしたレジストリファイルをイン
ポートします。

これで、ユーザが自マシンで ProjectLink にアクセスすることが
できるようになります。
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スタンドアローン版のインストールおよび／またはアッ
プグレード

開始する前に、コンピュータが Windows XP Professional (SP2) ま
たは Windows Vista で動いていることを確認してください。
Primavera をスタンドアローン製品として使用するにしても、
ネットワークインタフェースカードまたはモデムがコンピュー
タに搭載され、TCP/IP ネットワーキングソフトウェアが実行さ
れていなければなりません。

Primavera は、アップグレード前にデータベースのバック
アップコピーをとるようにお勧めします。 

データベースの更新前にはチェックアウトされたプロジェ
クトがないか、プロジェクトにチェックインして確かめて
ください。

Primavera を Windows XP または Vista にインストールする
場合は、コンピュータの管理者権限が必要です。さらなる
情報については、ネットワーク管理者あるいは、Primavera 
のお客様サポートにお問い合わせください。

I ライセンスキーファイルは、ソフトウェアを使用す
るために必要で、E メールまたは CD で提供されてい
るはずです。それには、ユーザのコンピュータ名、シ
リアル番号、購入した製品コンポーネントと版数、許
容ユーザ数が含まれます。この手順でライセンスファ
イルを読み込む場合は、事前にライセンスファイルを
ローカルドライブにコピーしておきます。  
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スタンドアローン版のインストール／更新

Primavera のスタンドアローン版のインストール／アップグレー
ドを行うには、以下のステップを実行します。

以下の手順は、スタンドアローン版のみをインストールま
たはアップグレードすること、および 232 ページの「クラ
イアントモジュール、その他のコンポーネント、スタンド
アローン版のインストールの最初のステップ」 に詳説のス
テップが完了しているものと想定しています。

1 コンピュータに初めてスタンドアローン版をインストールす
る際には、インストールする機能の選択ダイアログボックス
で、サンプルプロジェクトをインストールしたい場合は、サ
ンプルプロジェクトの横のチェックボックスにマークします。

2 Primavera クライアントアイコンを含めたい、[ スタート ] メ
ニューのプログラムフォルダ名を選択します。 

変更しない場合は、これらのアイコンは [ プログラム ]、
[Primavera] に保存されます。

旧バージョンからのアップグレードの場合は、Primavera 
フォルダがすでに存在しているとプロンプトで通知される
こともあります。[Yes] をクリックして、このフォルダに P6 
をインストールします。

3 スタンドアローン版をアップグレードする際、Microsoft 
SQL Server Express（P5 では「prima」、P6 バージョン 6.0 と 
6.1 では「Prima123Vera」）のログイン用の既定パスワードを
維持する場合は、ステップ 5 に進みます。 P5 からアップグ
レードする場合は、強力なパスワードポリシーの要求に基づ
いて Microsoft SQL Server Express へのログイン用のパスワー
ドが自動的に「Prima123Vera」に更新されます。

スタンドアローン版をアップグレードする際、パスワードが 
Microsoft SQL Server の既定以外の場合は、パスワードを入力
するよう求められます。 パスワードの入力後、アップグレー
ドしているバージョンによって以下のいずれかになります。

• P5 からアップグレードする場合、パスワードは自動的に
「Prima123Vera」に変更されます。 P6 バージョン 6.2 への
アップグレードを完了すると、カスタムのパスワードを
設定できます。

• P6 バージョン 6.0 または 6.1 からアップグレードする場
合は、カスタムのパスワードがそのまま残されます。
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4 コンピュータに初めてスタンドアローン版をインストールす
る場合は、ライセンスファイルの選択ダイアログボックスの
Select a license file for the newly created database フィールドで、 
LICENSE.TXT ファイルのロケーションにブラウズします。 

5 Install をクリックしてインストール／アップグレードを開始
します。

インストール中に、設定プログラムが自動的に 
Microsoft.NET Framework および Microsoft SQL Server Express 
のインストールと設定を行います。設定は、Project 
Management と Methodology Management データベースのイン
ストール／アップグレードも行います。

Primavera MSDE インスタンスがすでにコンピュータに存在
している場合は、設定は SQL Server Express インスタンス
にアップグレードします。

6 InstallShield Wizard Complete ダイアログボックスで、コン
ピュータの再起動を今すぐ行うか後で行うかを選択し、
Finish をクリックします。インストールが完了したら、ソフ
トウェアを使用するのにコンピュータの再起動が必要です。 

[ スタート ]、[ プログラム ]、[Primavera]、希望のモジュールの
選択でモジュールを起動します。
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5.0、6.0、または 6.1 がインストールさ

れている場合は、本章の手順に従って

データベースを P6 バージョン 6.2 に

アップグレードしてください。

Primavera の新バージョンでプロジェク

トデータを使用するには、データベース

をアップグレードする必要があります。

ウィザードが自動的にデータベースの

アップグレードを行います。

Primavera では、本章で説明されているよう

にデータベースを自動的にアップグレード

するようお勧めしますが、手動でデータ

ベースをアップグレードしたい場合の手順

は、P6 の媒体またはダウンロードに含ま

れている ￥Documentation￥<language>￥

Technical Documentation￥Manual Upgrades 

フォルダに記載されています。

スタンドアローンインストールをアップ

グレードする場合は、249 ページの「ス

タンドアローン版のインストールおよび

／またはアップグレード」を参照してく

ださい。

本章の内容：

アップグレードプロセスの概要

Oracle データベースの P6 へのアッ
プグレード

Microsoft SQL Server データベー
スの P6 へのアップグレード

自動データベースアップグレード
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アップグレードプロセスの概要

既存の Primavera データベース（v5.0、6.0、または 6.1）を P6 の
バージョン 6.2 にアップグレードすることができます。新バー
ジョンで機能するためには、Project Management および 
Methodology Management データベースの両方をアップグレード
しなければなりません。 

スタンドアローンインストールで
のアップグレードには、249 ペー
ジの「スタンドアローン版のイン
ストールおよび／またはアップグ
レード」 を参照してください。

データベースウィザードを使用して、自動的にデータベースを
アップグレードすることができます。ウィザードでは、必要な
スクリプトを実行してデータベース構造をアップグレードし、
アップグレードプログラムを使って新バージョンに必要なデー
タを追加します。

現在 Interwoven/iManage を使用しており P6 Web Access 
バージョン 6.2 にアップグレードする場合、プロジェクト
ワークフロー、プロジェクトプロセス、ニュース、ディス
カッション、イベント、ドキュメントデータは利用できな
くなります。このデータが必要な場合は、Primavera カスタ
マーサポートに連絡してデータの移行や移行ツールに関す
る情報を入手してください。Primavera では、バージョン 
6.2 にアップグレードする前にデータを移行するようお勧め
します。

5.0、6.0 または 6.1 からのアップグレード  以下に、P6 のバー
ジョン 6.2 へのアップグレードに必要なステップの概要を示します。

■ アップグレードプロセスを開始する前に、Project 
Management および Methodology Management データベースの
バックアップをとり、不測の事態でデータを喪失しないよう
にします。

■ データベースウィザードを実行し、既存の Project 
Management および Methodology Management データベースを
アップグレードします。 

■ 新データベースをテストして、アップグレードが正しく行わ
れたことを確認します。

■ 本ガイドで説明されているように、新しい Group Server およ
び追加のコンポーネントをインストールします。 
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権限  P6 Project Management モジュールに含まれる次の権限は、
新規または変更されたものです。現在、旧バージョンを使用し
ている場合は、必要に応じてこれらをユーザに割り当てます。

現在、Primavera で Oracle を使用している場合は、256 ページの
「Oracle データベースの P6 へのアップグレード」 を参照してくだ
さい。

現在、Primavera で Microsoft SQL Server を使用している場合は、
259 ページの「Microsoft SQL Server データベースの P6 へのアッ
プグレード」 を参照してください。

新規のグローバル権限 新規のプロジェクト権限

グローバルカレンダの編集
リソースカレンダの編集
プロジェクト要求の作成
プロジェクト要求テンプレートの
編集
ユーザ定義フィールドの編集

プロジェクトカレンダの編集
未来の期間を編集
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Oracle データベースの P6 へのアップグレード

Primavera 5.0、6.0、または 6.1 からのデータベースを P6 のバー
ジョン 6.2 で使用したい場合は、次の一連のステップを実行して
データベースをアップグレードする必要があります。このス
テップは、経験あるデータベース管理者が行うことをお勧めし
ますが、それは必ずしも必要ではありません。 

ウィザードでは、必要なスクリプトを実行してデータベース構
造をアップグレードし、アップグレードプログラムを使って新
バージョンに必要なデータを追加します。Project Management お
よび Methodology Management データベースをアップグレードし
なければなりません。

Oracle の要求事項  Oracle データベースのアップグレードには
以下を注意してください。

■ Oracle 10.2 より前のバージョンを使用している場合、アップ
グレードは正しく行われません。

■ LOB テーブルスペース（例えば、PMDB_LOB1）のデータ
ファイルは、自動拡張 (AUTOEXTEND) に設定しておく必要
があります。予測サイズは正確ではありません。データファ
イルが固定サイズの場合は、データファイル変換が正しく行
われない可能性があります。

■ 既存のデータベースに、コードページ WE8ISO8859P1 を使
用していてユーロ記号を使いたい場合は、データベースを次
のステートメントを使用して WE8MSWIN1252 に変換する必
要があります。 
 
ALTER DATABASE CHARACTER SET WE8MSWIN1252;

Oracle の Project Management または Methodology 
Management データベースのアップグレード

1 データベースのオフラインバックアップ (cold backup) および
完全エクスポートを実施します。

Oracle データベースのバックアップ方法が不確かな場合は、
アップグレード作業を停止してください。データベース管理
者、データベースのベンダ、または Primavera カスタマーサ
ポートの協力を得て、データベースのアップグレードを実行
する前にバックアップを行ってください。また、必要な場合
に備えて、データベースのバックアップコピーからの復元プ
ロセスについてよく理解しておいてください。
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2 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている ￥
Client_Applications￥install￥database フォルダで dbsetup.bat を
ダブルクリックして、データベースウィザードを起動します。

3 Primavera P6 ダイアログボックスで、

• Upgrade an existing database を選択します。

• サーバタイプとして、Oracle を選択します。

• Product Key フィールドで、E メールまたはライセンス 
CD ラベルに記載されている製品コードを入力します。

4 Connection Information ダイアログボックスの

• Administrative User Name  フィールドで管理者ユーザ、
例えば admuser としてデータベースにログオンします。
ユーザ名には DBA 権限が付与されていて、アプリケー
ションテーブルのオーナーである必要があります。また、
データベースは 10.2 以上の Oracle 互換パラメータセット
でなければなりません。

• Administrative Password  フィールドで、入力したユーザ
名に関連のあるパスワードを入力します。

• Database Host Address フィールドに、サーバのマシン名
または Oracle がインストールされている IP アドレスを入
力します。

• Database Host Port フィールドに、Oracle が使用している
ポート番号を入力します。既定値は 1521 です。

• Database Name (SID) フィールドに Oracle SID を入力しま
す。これは、ユーザまたはその DBA が Oracle クライア
ントを設定した際に作成された TNSNAMES.ORA ファイ
ルにあります。

5 Upgrade Options ダイアログボックスで、データベースの権
限ユーザ名またはパブリックユーザ名を選択します

（privuser、pubuser など）。

6 Ready to Begin Upgrading Data ダイアログボックスで、既存
データベースの現在のバージョンが正しくリストされている
ことを確認します。Yes, upgrade my database を選択してか
ら、Upgrade をクリックします。

アップグレードプロセスには、サイズによって数分かかるこ
とがあります。

7 プロセスを完了したら、Upgrading Database... ダイアログ
ボックスで、Next をクリックします。
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データベースをアップグレードできなかった場合は、ユー
ザのホームディレクトリにある 
PrimaveraDatabaseSetup.log を参照してください（「C:￥
Documents and Settings￥Administrator」など）。さらなる
支援が必要な場合は、カスタマーサポートまでご連絡くだ
さい。

8 Methodology Management モジュールを使う場合は、Finish ダ
イアログボックスで Next をクリックして、再度データベー
スウィザードを実行します。その他の場合は、Finish をク
リックしてウィザードを終了します。

9 必要に応じて、クライアントからデータベース設定ウィザー
ドを実行し、データベースのライセンス更新を行います。

さらなる詳細については 271 ページの「データベース構成設
定の変更」を参照してください。

以上の手順で P6 のバージョン 6.2 でデータベースを使用す
ることができます。
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Microsoft SQL Server データベースの P6 へのアップグ
レード

Primavera 5.0、6.0 または 6.1 からのデータベースを P6 のバー
ジョン 6.2 で使用する場合は、次の一連のステップを実行して
データベースをアップグレードする必要があります。これらの
ステップを実行するのに、経験あるデータベース管理者が行う
必要はありません。

ウィザードでは、必要なスクリプトを実行してデータベース構
造をアップグレードし、アップグレードプログラムを使って新
バージョンに必要なデータを追加します。

Project Management および Methodology Management データベース
の両方をアップグレードしなければなりません。 

Microsoft SQL Server データベースのアップグレード

1 現在のデータベースの完全なバックアップを実行します。

SQL Server データベースのバックアップ方法が不確かな場合
は、アップグレードを停止してください。データベース管理
者、データベースのベンダ、または Primavera カスタマーサ
ポートの協力を得て、データベースのアップグレードを実行
する前にバックアップを行ってください。また、必要な場合
に備えて、データベースのバックアップコピーからの復元プ
ロセスについてよく理解しておいてください。

2 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている ￥
Client_Applications￥install￥database フォルダで dbsetup.bat を
ダブルクリックして、データベースウィザードを起動します。

ウィザードの各ダイアログボックスでは、[ 次へ ] をクリッ
クして次ステップへ進みます。

3 Primavera P6 ダイアログボックスで、

• Upgrade an existing database を選択します。

• サーバタイプとして、Microsoft SQL Server/SQL Express 
を選択します。

• Product Key フィールドで、E メールまたはライセンス 
CD ラベルに記載されている製品コードを入力します。 
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4 Connection Information ダイアログボックスの

• Administrative User Name フィールドに、Microsoft SQL 
Server システム管理者名を入力し、サーバに登録します。
Microsoft SQL Server インストール時に既定値を選んだ場
合は、システム管理者名を SA のままにしておきます。 

• Administrative Password フィールドに、このシステム管
理者のパスワードを入力します。Microsoft SQL Server イ
ンストール時に既定値を選択した場合は、パスワード
フィールドを空白のままにしておきます。

• Database Host Address フィールドに、サーバのマシン名
または Microsoft SQL Server がインストールされている IP 
アドレスを入力します。

• Database Host Port フィールドに、Microsoft SQL Server が
使用しているポート番号を入力します。既定値は 1433 で
す。

• Database Name フィールドに、アップグレードする既存
のデータベース名を入力します。

5 Ready to Begin Upgrading Data ダイアログボックスで、既存
データベースの現在のバージョンが正しくリストされている
ことを確認します。Yes, upgrade my database を選択してか
ら、Upgrade をクリックします。

アップグレードプロセスには、サイズによって数分かかるこ
とがあります。

6 プロセスを完了したら、Upgrading Database... ダイアログ
ボックスで、Next をクリックします。

データベースをアップグレードできなかった場合は、ユーザ
のホームディレクトリにある PrimaveraDatabaseSetup.log 
を参照してください（「C:￥Documents and Settings￥
Administrator」など）。さらなる支援が必要な場合は、カス
タマーサポートまでご連絡ください。

7 Methodology Management モジュールを使う場合は、Finish ダ
イアログボックスで Next をクリックして、再度データベー
スウィザードを実行します。その他の場合は、Finish をク
リックしてウィザードを終了します。
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Microsoft SQL Server データベースの設定

1 以下の指示に従って、アップグレードされたデータベースの
分離レベルが「read committed snapshot」に設定されているこ
とを確認してください。

• Microsoft SQL Server Management Studio を開きます。

• アップデートされたデータベース用に新しいクエリ画面
を開き、以下のコマンドを実行します。 

dbcc useroptions

• オプション設定カラムで分離レベルを探し、値が「read 
committed snapshot」に設定されていることを確認します。

• 値が「read committed snapshot」に設定されている場合
は、ステップ 3 に進みます。 値が「read committed」に設
定されている場合は、ステップ 2 に進みます。

2 以下のコマンドを実行して、分離レベルの設定を修正します。 

alter database <database name> set read_committed_snapshot on

データベースの変更コマンドを実行している接続のみが
データベースで許可されます。 コマンドの実行が完了するま
で、データベースで他の接続を開くことはできません。

3 必要に応じて、クライアントからデータベース設定ウィザー
ドを実行し、データベースのライセンスを更新します。

さらなる詳細については 271 ページの「データベース構成設
定の変更」を参照してください。

以上の手順で P6 のバージョン 6.2 でデータベースを使用す
ることができます。
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本セクションでは、Primavera アプリ

ケーションの無人セットアップの作成

と、クライアントコンピュータで無人

セットアップを実行する手順を提供しま

す。無人セットアップによって、管理者

は毎回設定プロセスを実行することな

く、Primavera アプリケーションをクラ

イアントコンピュータにインストールす

ることができます。また、各ユーザが確

実に同じ Primavera 設定を受けられる利

点もあります。

スタンドアローン設定では、無人セット
アップは使えません。

本章の内容：

無人セットアップファイルの作成

無人セットアップの実行

無人セットアップの作成と実行
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無人セットアップファイルの作成

無人設定では、管理者は設定ウィザードの設定プロンプトに答
えずに Primavera モジュールをクライアントコンピュータにイン
ストールすることができます。インストールについてのすべて
の設定詳細は、無人セットアップファイルを最初に作成すると
きに指定します。インストールするクライアントモジュールを
選択し、Project Management データベースへの接続を設定し、プ
ログラムファイルがコピーされるべきコピー先フォルダを指定
します。無人インストールは、すべてのクライアントモジュー
ルが全く同じ設定になることを確実にします。

無人セットアップを作成するには、コマンドラインを入力して、
自動的に応答ファイルを作成し、Primavera の設定ウィザードを
起動します。応答ファイルは、設定プロセスで管理者が指定す
る設定を記録します。完了すると応答ファイルは、管理者権限
のあるユーザがアクセスできるネットワーク場所にコピーする
ことができます。

無人セットアップは、管理者により、適切なコマンドラインを
投入してクライアントコンピュータ上で実行します。無人セッ
トアップは、応答ファイルで指定した設定に従って、静かに 
Primavera をインストールします。

無人セットアップの実行方法につ
いての情報は、268 ページの「無
人セットアップの実行」 を参照し
てください。

設定ウィザードは、無人セットアップファイルを作成し直
したり、別々の構成のファイルを複数作成するのに使用す
ることができます。
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無人セットアップファイルの作成

1 Primavera がインストールされていないコンピュータを選びます。

2 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている Client_Applications 
フォルダの内容をローカルマシンのフォルダにコピーします。

Primavera は、新規フォルダを作成することをお勧めします (
例えば、Primavera_Install)。フォルダ名にはスペースを入れ
ないでください。

3 [Start]、[Run] を選択してコマンドラインを開きます。「cmd」
とタイプして [OK] をクリックします。

4 Primavera のインストールファイルをコピーしたディレクト
リにアクセスするコマンドラインを、入力します。例えば、
以下のようになります。

cd c:￥Primavera_install

次のステップで、応答ファイルを作成するコマンドを入力
します。そして記録モードで、Primavera の設定を起動しま
す。応答ファイルが、Primavera 設定の進行に従い選択を記
録します。管理者権限をもったユーザは、この作成した応
答ファイルを使って Primavera をインストールすることが
できます。応答ファイル名には制限がありませんが、
Primavera は、「setup.iss」と名づけるようにお勧めします。

5 以下のコマンドラインを入力し、応答ファイルを作成して、
Primavera の設定を記録モードで起動します。ここで

「pathname」はステップ 4 でアクセスしたディレクトリです
（例えば、Primavera_install）。

setup /r /f1"c:￥pathname￥setup.iss"

f1 と引用符 " の間にスペースは入れないでください。 

Primavera のセットアップは自動的に起動されます。
Welcome ダイアログボックスで、推奨のコメントを読み
Next をクリックします。

ウィザードの各ダイアログボックスでは、[ 次へ ] をクリッ
クして次ステップへ進みます。

6 Product Code ダイアログボックスで、E メールまたはライセ
ンス CD ラベルに記載されている製品キーを入力します。

7 ライセンス同意の条件を承諾します。
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8 Setup Type ダイアログボックスで、[Custom] を選択します。

9 Choose Destination Location ダイアログボックスで、既定イ
ンストールフォルダを受け入れるかブラウズをクリックし、
別のフォルダを指定します。 

10 Choose Destination Location (common files) ダイアログボック
スで、Primavera の共通ファイル場所を受け入れるかブラウ
ズをクリックし、別のフォルダを指定します。

11 Select Features to install ダイアログボックスで、管理者権限
のあるユーザがこの無人セットアップをクライアントマシン
で実行するときに、インストールすべき各アプリケーション
の横にあるチェックボックスをマークします。

ソフトウェア開発キットだけを選択した場合は、Project 
Management と Methodology Management モジュールのコン
ポーネントもインストールされます。

無人セットアップの作成では、ジョブサービスや分散ジョ
ブサービスは含めるべきではありません。例外は、無人
セットアップをジョブサービスまたは分散ジョブサービス
サーバに使用するサーバマシンでのみ無人セットアップを
実行するために作成する場合だけです。

12 ジョブサービスまたは分散ジョブサービスを前のステップで
含めることを選択した場合は、ジョブサービスデータベース
のデータベース接続名を入力あるいは選択します。

13 Select Program Folder ダイアログボックスで、Primavera プ
ログラムアイコンの既定場所 (Primavera) を受け入れるか、
別のフォルダ名を選択またはタイプします。

14 Ready to Install the Program ダイアログボックスで、インス
トールをクリックし、インストレーションを開始します。

15 インストールが完了すると、データベースとの接続を設定す
るよう促されます。設定する接続と促される順番は、ステッ
プ 11 でインストールすることを選択したアプリケーション
によります。 

ジョブサービスまたは分散ジョブサービスを無人セット
アップに含めることを選択した場合は、ジョブサービス
データベースを先ず設定することを促されます。「はい」を
クリックします。ジョブサービスデータベースの設定後は、
データベース接続のテストを行うよう促されます。[Yes] を
クリックし、接続をテストするか、[No] を選択して、引き
続きデータベース接続設定を継続します。 
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プロンプトで求められた場合は、[Yes] をクリックして 
Project Management または Methodology Management データ
ベースの接続を設定します。

16 Select Driver Type ダイアログボックスで、Project 
Management ドライバタイプフィールドの一覧からデータ
ベースタイプを選択します。

17 ユーザが SQL Server を使って接続する場合は、Configure 
SQL Server Connection ダイアログボックスでサーバのホス
ト名とデータベース名を入力します。ホスト名は Microsoft 
SQL Server がインストールされているコンピュータの名前ま
たは IP アドレスです。データベース名は、データベースの
作成時に指定されています。例えば、PMDB です。 

ユーザが Oracle を使用して接続する場合は、Configure 
ORACLE Connection ダイアログボックスで Oracle 接続文字
列、例えば PMDB を入力します。

データベース情報の入力前に、無人セットアップを実行す
る管理者権限をもったすべてのユーザが、指定されたデー
タベースへのアクセス権をもっていることを確認します。

18 パブリックログオン情報の入力ダイアログボックスで、管理
者が定義したパブリックログオン情報を入力します。例えば
ユーザ名は pubuser、グループ ID は 1 などです。

19 Validate Database Connection ダイアログボックスで、[Next] 
をクリックし、データベース接続の試験を行います。

接続ができない場合は、元に戻り設定を変えます。

20 Connection Successful ダイアログボックスで、[Finish] をク
リックします。

21 Methodology Management モジュールを無人インストールに
含めることを選択した場合は、15 ～ 20 のステップを繰り返
し、Methodology Management データベースを設定します。

22 ステップ 2 で作成したフォルダの内容をコピーして、無人
セットアップを実行する必要のあるすべてのコンピュータに
アクセスできるネットワーク場所に、貼り付けます。この
フォルダには、P6 Client_Applications の内容と「setup.iss」応
答ファイルが含まれます。

クライアントマシンへの無人セットアップに関する手引きに
ついては、次セクションを参照してください。
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無人セットアップの実行

無人セットアップは、前のセクション（264 ページの「無人セッ
トアップファイルの作成」）で管理者が作成した、インストール
すべきモジュールやデータベース接続の設定、インストール先
フォルダなどの情報を含む設定ファイルを使う、特別なインス
トールプログラムです。この設定ファイルは通常、「setup.iss」
と名づけられますが、設定ファイルを作成した管理者によって
別の名前が付けられているかもしれません。

無人セットアップを実行することは、時間と労力の節約につな
がり、また設定時に全 Primavera クライアントモジュールを確実
に同一の設定にします。「setup.iss」（または、その同等）ファイ
ルがネットワークサーバに保存されていれば、そのサーバに
ネットワーク接続されているどのクライアントコンピュータか
らでも、無人セットアップを実行することができます。

「setup.iss」（またはその同等） ファイルと P6 
Client_Applications フォルダの内容は、ネットワークサーバ
の同じフォルダに保存しておく必要があります。

管理者として、読者は Primavera をクライアントマシンに無人
セットアップでインストールするいくつかのオプションがあり
ます。例えば、各マシンで物理的に無人セットアップを実行す
るか、指定するクライアントマシンで無人セットアップを実行
するスクリプトを書くか、管理者権限のあるユーザに指示して
そのコンピュータで無人セットアップを実行させることができ
ます。

次の手順は、管理者またはクライアントコンピュータの
オーナーが、物理的に無人セットアップをクライアントコ
ンピュータで実行することを想定します。また、例として、
必要なファイルを含むフォルダは「Primavera_install」、設
定ファイルは「setup.iss」、ログファイルは「setup.log」と
名づけられていることとします。無人セットアップを作成
した管理者は、別の名前を指定しているかもしれません。
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無人セットアップの実行

1 クライアントコンピュータで、[Start]、[Run] を選択してコ
マンドラインを開きます。「cmd」とタイプして [OK] をク
リックします。

2 P6 Client_Applications フォルダ、「setup.iss」ファイル、
「setup.log」ファイルの内容を含むネットワークサーバのディ
レクトリへアクセスするコマンドラインを入力します。例え
ば、以下のようになります。

cd e:￥Primavera_install

無人セットアップファイルの場所が分からない場合は、シス
テム管理者に問い合わせてください。

3 無人セットアップを実行するコマンドラインを入力します。
ここで pathname は、ステップ 2 でアクセスしたディレクト
リ（例えば、Primavera_install）です。例えば、以下のよう
な状況を想定してください。

setup.exe /s /f1"e:￥pathname￥setup.iss" /f2"c:￥pathname￥setup.log"

f1 と f2 と引用符 " の間にスペースは入れないでください。

Primavera のインストールは自動的に起動されます。ダイ
アログボックスは表示されませんが、Primavera のタスク
バーアイコンがインストールの進行中を示します。タスク
バーのアイコンが閉じるとインストールの完了です。

4 ファイルが正しくインストールされたことを、ローカルドラ
イブの適切なフォルダにナビゲートして確認します。

既定で、Primavera のアプリケーションは、c:￥Program Files
￥ Primavera にインストールされます。無人セットアップを
設定した管理者は、別の既定インストールフォルダを指定し
ていた可能性があります。

Primavera アプリケーションがインストールされていないか、
Primavera アプリケーションが実行できない場合は、システ
ム管理者に問い合わせてください。すべてのエラーは、

「setup.log」ファイル（またはその相当）に記録されます。
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データベース設定ウィザードを使って、

Primavera クライアントモジュールの

データベース接続設定の変更ができま

す。本章では、データベース接続設定の

変更、ライセンスの設定、ユーザパス

ワードの変更、ログイン名とパスワード

の管理方法を説明します。

本章の内容：

データベース接続設定の変更

管理タスクの実行

データベース構成設定の変更
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データベース接続設定の変更

データベースサーバの設定が変更された場合は、データベース
設定ウィザードを使って、クライアントモジュールの接続設定
の変更を行います。例えば、データベースが新しいサーバに移
動された場合、データベース設定ウィザードを実行して、新し
いサーバへの接続を設定します。

データベース接続設定を変更するには、データベース設定
ウィザードがモジュールの初期化 (INI) ファイルにアクセス
できなければなりません。このファイルは、モジュールの
フォルダにあります。例えば Project Management モジュー
ルの INI ファイルは、PM.INI です。ウィザードがモジュー
ルの INI ファイルを見つけられない場合、ブラウズして指定
するよう指示されます。

データベース設定の変更

1 クライアントコンピュータのデスクトップから、[ スタート ] 
をクリックして、[ プログラム ]、[Primavera]、[Help and 
Utilities]、[Database Configuration] を選びます。

2 Welcome ダイアログボックスで、Next をクリックします。

ウィザードの各ダイアログボックスでは、[ 次へ ] をクリッ
クして次ステップへ進みます。

3 どうしますか ? ダイアログボックスで、データベース接続の
設定を選択します。

4 データベース接続名の選択ダイアログボックスで、例えば 
PMDB のように、該当のデータベースを選択します。

5 接続名の選択 / 作成ダイアログボックスで、データベースの
接続名とドライバタイプを選択します。

接続名またはデータベースドライバを変更する場合は、新し
い接続名（例えば、PMDB) をタイプするか、新しいドライ
バタイプを選択します。

6 データベースの新しい接続設定をタイプします。

クライアントコンピュータが、Oracle データベースに接続す
る場合は、ORACLE 接続構成ダイアログボックスで、
TNSNAMES.ORA に含まれる接続文字列をタイプします。
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クライアントコンピュータが、Microsoft SQL Server または 
SQL Server Express に接続する場合は、SQL Server 接続の設
定ダイアログボックスで、サーバのホスト名とデータベース
名をタイプします。データベース名は、データベースの作成
時に指定されています。例えば、PMDB です。ホスト名は 
Microsoft SQL Server がインストールされているコンピュー
タの名前または IP アドレスです。

7 パブリックログオン情報の入力ダイアログボックスで、管理
者が定義したパブリックログオン情報を入力します。例えば
ユーザ名は pubuser、グループ ID は 1 などです。

モジュールのユーザは、公開ログインを使ってデータベース
に接続します。

8 データベース接続の有効化ダイアログボックスで、次へをク
リックし、データベース接続の試験を行います。

接続テストが失敗した場合は、エラーを無視するか、[ 戻る ] 
をクリックして設定を変更します。

9 接続は成功しました ! ダイアログボックスで、終了をクリッ
クします。

モジュールに新しい DB 接続名を作成した場合は、モジュール
の INI ファイルはその変更を反映して更新されます。1 台のクラ
イアントコンピュータに複数のモジュールがインストールされ
た場合、1 つのモジュールの DB 接続名の変更は他のモジュール
に影響しません。

DB 接続名のデータベース接続設定を変更し、複数のモジュール
がデータベースへのアクセスにその接続名を共有している場合
は、変更はその接続名を共有しているすべてのモジュールに影
響します。
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管理タスクの実行

データベース設定ウィザードを使用して、アプリケーションラ
イセンス、ユーザパスワードの変更、プライベートデータベー
スのログイン管理の設定を行います。

アプリケーションライセンスの設定をしたい場合は、ウィザー
ドを使ってデータベースに接続し、データベースにライセンス
を保存します。データベース設定ウィザードを使って、2 種類の
ライセンスを保存することができます。新規またはアップグ
レードの Primavera インストールを実装するときに Primavera か
ら与えられる新ライセンス、または既存のライセンスに追加
ユーザライセンスを購入するときに Primavera から与えられる追
加ライセンスです。

データベース設定ウィザードを使用して、モジュールにユーザ
がログインするときのパスワード変更を行うこともできます。
このログインは、データベースログインではなく、Project 
Management モジュールを使って管理される Primavera ログイン
であることに注意してください。

プライベートデータベースログインは、主に管理者によって、
データベースに直接アクセスするために使われます。例えば、
データベースにアクセスするために使用する特権ユーザのログ
インは、プライベートデータベースログインです。データベー
ス設定ウィザードを使用して、既存のログインを変更するか、
あるいは新規のログインを作成することができます。

データベース設定ウィザード  アプリケーションライセンスの設
定であろうと、ユーザパスワードの変更またはプライベート
データベースログインの管理であろうと、ほとんどの管理タス
クに必要なステップは同じです。これらのタスクを実行するに
は、以下のステップに従います。

1 クライアントコンピュータのデスクトップから、[ スタート ] 
をクリックして、[ プログラム ]、[Primavera]、[Help and 
Utilities]、[Database Configuration] を選びます。

2 Welcome ダイアログボックスで、Next をクリックします。

ウィザードの各ダイアログボックスで、[Next] をクリックし
て次ステップへ 
進みます。
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3 どうしますか ? ダイアログボックスで、管理業務を選択します。

4 管理タスクの選択ダイアログボックスで、目的の管理タスク
を選択します。 データベースライセンスの設定、アプリケー
ションユーザパスワードまたは管理者プライベートデータ
ベースのログイン

5 データベース接続名の選択ダイアログボックスで、目的の
データベースを選択します。

6 データベース構成ダイアログボックスで特権データベース
ユーザの名前とパスワードを入力します。

このログインには、データベースの管理権限が必要です。

7 以下から、実行しようとしている管理タスクに対応する手順
に従います。

アプリケーションライセンスの設定

ライセンスは貼り付けるか、ファイルからロードします。新ラ
イセンスを旧ライセンスの代わりに貼り付けるには、ライセン
スをコピーし、[ 貼付 ] をクリックし、[ はい ] をクリックして旧
ライセンスに上書きします。ファイルからライセンスを追加す
るには、[ 開く ] をクリックします。[Finish] をクリックし、ウィ
ザードを閉じます。

P6 Web Access に影響するライセンスを変更した場合は、
その変更を有効にするため、P6 Web Access をホストして
いるアプリケーションサーバを再起動する必要があります。
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ユーザパスワードの変更

モジュールのログインを選択し、新パスワードを設定します。

[ 管理設定 ] でパスワードポリシーが有効になっていない場合
は、以下の画面が表示されます。

[ 管理設定 ] でパスワードポリシーが有効になっている場合は、
新しいパスワードの要求事項を詳述した以下の画面が表示され
ます。

[OK]、[ 終了 ] をクリックし、ウィザードを閉じます。
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プライベートデータベースログインの管理

プライベートデータベースログインについての説明を読み、
[Next] をクリックします。

ログインの設定を変更するには、該当のセルをクリックし、変
更の値をタイプします。新ログインを追加するには、[ 追加 ] を
クリックします。ログインを削除するには、ログインを選択し
て、[ 削除 ] をクリックします。[Finish] をクリックし、ウィザー
ドを閉じます。
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本章では、Primavera の認証モードを説

明し、認証を実施するために必要なス

テップを概述し、クライアント • サーバ

および Web モジュールで設定ウィザー

ドを使用してモードを指定する方法につ

いて説明します。 また、Project 

Management モジュールの設定手順につ

いても詳述します。

本章の内容：

Primavera における認証

プロセスの概要

認証方法の選択

Project Management モジュールの
設定

ログイン手順および認証

認証モードの設定
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Primavera における認証

通常、組織では、ソフトウェアアプリケーションへのユーザア
クセスは、認証と承認のメカニズムで管理されます。簡単に
言って、認証は、ユーザの資格を検証するもので、承認は特定
のリソースまたはデータへのアクセスを管理するために使用さ
れます。 

Primavera は 3 種類の認証モードをサポートします。ネイティブ
（Primavera 固有の認証方法）、シングルサインオンおよび LDAP 
です。

■ ネイティブ 
ネイティブ認証は、すべての Primavera モジュールでの既定
モードです。このモードでは、ユーザが Primavera モジュー
ルにログインを行おうとすると、Primavera データベース を
認証機関としてモジュールにより直接認証します。 

■ シングルサインオン 
Web アプリケーションへのアクセス管理を提供する、シン
グルサインオン認証は Group Server と P6 Web Access で利用
可能です。このモードでは、ユーザが Primavera モジュール

（保護リソース）にログインしようとすると、Web エージェ
ントが要求を遮りユーザにログイン証書を求めます。ユーザ
の証書は、ポリシーサーバに渡されユーザデータストアに対
し認証されます。シングルサインオンでは、ユーザは 1 回の
ログオンだけで、ブラウザのセッション中すべての Web ア
プリケーションに対して認証されます（すべての Web アプ
リケーションが同じポリシサーバで認証される場合）。

■ LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) 
LDAP は、ディレクトリベースの認証で、クライアント •
サーバおよび Web アプリケーションで利用可能です。この
モードでは、ユーザが Primavera モジュールにログインしよ
うとすると、ユーザの資格は LDAP 準拠のディレクトリ
サーバデータベースで確認されます。さらに、Primavera は 
LDAP 参照をサポートします。これにより、別のドメインへ
の拡張を認証できます。
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Project Management モジュールがシングルサインオンまた
は LDAP 認証で設定されている場合は、すべての Project 
Management モジュールのアプリケーション（例えば、
ベースラインの更新、 Claim Digger など）または Primavera 
の Integration API を使うその他の Primavera アプリケー
ション（例えば、Pertmaster） は、API AdminApp Java ユー
ティリティを使って、シングルサインオンまたは LDAP 認
証に設定されていなければなりません。API の詳細について
は、P6 の媒体またはダウンロードに含まれている ￥
Integration￥API フォルダ内の『Primavera Integration API 
アドミニストレータガイド』を参照してください。  
P6 Web Services は、LDAP 認証を使用できるよう設定する
こともできます。 P6 Web Services の詳細については、『P6 
Web Services アドミニストレータガイド』を参照してくだ
さい。

認証方法にかかわらず、Primavera は Project Management または 
Methodology Management データベースを使ってユーザ認証を管
理します。ユーザ認証に関する詳細については、299 ページの

「ユーザ管理とセキュリティ管理」 を参照してください。 
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プロセスの概要

既定で、Primavera モジュールはネイティブ認証を使ってインス
トールされます。Primavera クライアント • サーバモジュールのイ
ンストール後に、別の認証方法を選択することができます。

認証方法を指定するには、

認証設定ウィザードを実
行するマシンには、
Borland Database Engine 
およびデータベースクラ
イアントソフトウェアが
インストールされている
必要があります。

■ 認証設定ウィザードを実行し、Project Management データ
ベース (PMDB) および、該当する場合は Methodology 
Management データベース (MMDB) に対する認証モードを選
択します。 必要に応じて、Project Management モジュールを
設定します。

■ Timesheets Web サイトファイル、erps8X6.html で設定を作成
します。この情報については、99 ページの「Timesheets 用の 
Group Server の調整」 を参照してください。

■ P6 Web Access 管理設定の設定この情報については、133 ペー
ジの「P6 Web Access のインストール」 を参照してください。

旧版の Primavera ソフトウェアからのアップグレードの場
合は、認証設定ウィザードを実行する前に、253 ページの
「自動データベースアップグレード」 の手順を参照してくだ
さい。

認証モードはデータベース主導です。したがって、認証設定
ウィザードでは、データベース接続設定を最初に指定するよう
になっています。その後、データベースをアクセスするモ
ジュールの認証モードを選択します。

ウィザードは、クライアント • サーバモジュールと Web モジュー
ルを別々に選択するように指示しますが、ネイティブ認証を選
択する場合は、Primavera の製品群の中では統一した認証でなけ
ればなりません。つまり、クライアント • サーバでも Web モ
ジュールでもネイティブモードを使用しなければなりません。
LDAP 認証は、クライアント • サーバでも Web モジュールでも使
用できます。また、LDAP クライアント • サーバ認証は、 Web モ
ジュールのみで使用するシングルサインオンと組み合わせるこ
とができます。

LDAP 認証では、設定ユーティリティでも LDAP サーバの指定、
LDAP 属性の Primavera データベースフィールドへのマッピン
グ、ユーザのプロビジョニングを行うことができます。 
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認証方法の選択

Primavera のインストールが完了したら、認証設定ウィザードを
使って認証方法を設定します。それには以下の 1 つまたはそれ
以上のステップが必要になります。 

■ 認証モードの選択

■ LDAP サーバの設定

■ LDAP ユーザ情報の Primavera データベースへのプロビジョ
ニング

クライアント •サーバや Web モジュールで選択した認証モードに
従い、ウィザードが該当するステップをガイドします。クライ
アント • サーバであっても Web モジュールであっても、Primavera 
モジュールを最初に LDAP モードを使うように設定するときに
ユーザのプロビジョニングを行います。LDAP 認証モードを一度
設定したあとは、あとで必要に応じて認証設定ウィザードを実
行して、ユーザ情報をプロビジョニングし直すことができます。

認証設定ウィザードは、P6 の媒体またはダウンロードに含まれ
ている Client_Applications フォルダ内にあります。このウィザー
ドは媒体またはネットワーク内の場所から直接実行できます。

認証モードの選択と LDAP サーバの設定 

1 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている ￥
Client_Applications￥Install￥Database￥ldap_config フォルダ
で LDAPCfgWiz.exe をダブルクリックします。

2 LDAP 情報をプロビジョニングしたいデータベース接続名を
選択し、データベースユーザ名とパスワードをタイプします。
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3 認定モードの設定を選択します。

インポートオプションは、以前にデータベースが LDAP ま
たはシングルサインオンモードで設定されているときだけ
有効になります。

4 クライアント • サーバおよび Web モジュールで認証モードを
選択します。
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ネイティブを選択した場合は、[Finish] ボタンが有効になり、
ウィザードを終了することができます。 

その他の認証モードの選択では、引き続きウィザードを使っ
て、以下のステップに述べるさらなる情報を設定します。

5 新規に LDAP サーバを [Add] するには、追加をクリックします。
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以前に設定した LDAP サーバが表示されている場合は、情
報を変更するか、サーバのエントリを削除します。 

6 [General] タブで、LDAP ディレクトリサーバのホスト名また
は IP アドレス、listen ポート、ベースディレクトリノードを
指定します。 

ベースディレクトリノードでは、ログイン時にモジュール
ユーザの検索開始位置である、ディレクトリ情報ツリー 
(DIT) の場所を指定します。ベースディレクトリノードはま
た、プロビジョニング機能がディレクトリサーバユーザの検
索を開始する場所です。

LDAP サーバとの通信に SSL プロトコルを使う場合は、
[Enable SSL] チェックボックスをマークします。 参照を使用す
るには、[Chase Referrals] チェックボックスをマークします。

P6 Web Access で SSL を選択した場合は、SSL 証書を保存
するキーストアの場所とパスワードを示す 2 つの設定を行
う必要があります。P6 Web Access の設定についての詳細
は、133 ページの「P6 Web Access のインストール」 を参照
してください。



 認証モードの設定    287     

Primavera - アドミニストレータガイド  

LDAP サーバが匿名検索を許容しない場合は、[Login] タブ
をクリックします。[General] タブで指定したベースディレ
クトリノードを検索するアクセス権がある、LDAP サーバ
ユーザのユーザ名とパスワードをタイプします。

LDAP サーバの設定が完了したら、[OK] をクリックするか、
あるいは LDAP サーバとの接続を検証するため、[Test] をク
リックし、接続が成功したあと [OK] をクリックします。
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USER_NAME は必須
フィールドであり、マッピ
ングが必要です。また削除
することはできません。
LDAP ストアと Project 
Management/Methodology 
Management データベー
ス間では、4 つのフィール
ドまでのマッピングができ
ます。

7 LDAP サーバを選択します。その後、LDAP 属性の列で、
Primavera の Project Management/Methodology Management 
データベースの USER_NAME フィールドに対応する、LDAP 
ストアのターム／フィールドを指定します。

オプションで、E メールアドレス、実際の名前、職場の電話
番号の LDAP ターム／フィールドを指定します。フィール
ドを追加するには、[Add] をクリックします。フィールドを
削除するには、対象フィールドを選択し、[Remove] をク
リックします。

LDAP の正しいタームが確かでない場合は、LDAP ディレク
トリサーバの管理者に確認してください。

8 LDAP ユーザ情報を Primavera データベースに設定するには、
[Next] をクリックします。LDAP ディレクトリサーバの検
索、あるいは LDIF ファイルをインポートしてユーザを設定
することができます。

ウィザードを終了するには、[Finish] をクリックします。

9 [Search and Import Users] をクリックして、ユーザをインポー
トします。
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ユーザを設定すると、変更されたレコードで Primavera 
データベースが更新され、新ユーザが追加されます。しか
し、LDAP ディレクトリまたは LDIF ファイルから削除され
たユーザは、Primavera データベースからは自動削除されま
せん。これらのユーザは、手動で削除する必要があります。

10 LDIF ファイルからインポートするには、[Load LDIF] をク
リックし、インポートしたいファイルへナビゲートして 
[OK] をクリックします。

LDAP サーバからインポートするには、既存の検索を行う
か、新たな検索を定義します。

以前に定義した検索が 1 つまたは複数存在している場合は、
一番最近に実行した検索が [Search Name] ドロップダウンリ
ストの次に表示されます。現在の検索を開始するには、[Run 
Search] をクリックします。結果は「Available users」セク
ションに表示されます。新規検索を指定するには、[Define 
Criteria] をクリックします。 
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[Define Criteria] をクリックすると、[Select/Define Searches] ダ
イアログボックスが表示され、検索の追加、変更、削除がで
きます。 

クリックし
て、現在の検

索結果また
は、現在選択
中のユーザを
削除します。

一度に表示する検索結
果数を設定するには、
数をタイプするか、矢
印ボタンをクリックし
ます。リストを前進す
るには、[Go] をクリッ 

クします。

検索を実行したあとは、Primavera データ 
ベースに追加したい既存のユーザを選択し、
右矢印ボタンをクリックします。選択中の

ユーザリストからユーザを削除するには、左
矢印ボタンをクリックします。二重矢印をク
リックすると、表示されたすべてのユーザを

一度に追加または削除できます。

クリックすると、選択されたユーザにつ
いて Primavera データベースと LDAP ス
トア間でレコードを比較します。ステー
タスは、背景色で示されます。白は一致
を示し、青はデータベースレコードが 
LDAP ストアと異なっていることを、赤
はユーザレコードがデータベースに存在
しないことを示します。

クリックして、
選択したユー
ザ情報を 
Primavera デー
タベースに保
存します。 

現在の検索名が
表示されます。

[Search Name] 
ドロップダウン
リストで選択し
たフィルタに基
づき、検索を開

始します。
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• 検索を追加するには、追加をクリックします。検索には
固有の名前をタイプします。検索基準フィールドでは、
ユーザが使いたい LDAP 検索フィルタを指定します。基
準を指定したあとは、[Save] をクリックし、[Close] をク
リックします。

検索フィルタの文法は、RFC 2254 に記述されているルール
に沿わなければなりません。

• 検出名または基準を変更するには、既存情報を編集し、
[Save]、[Close] をクリックします。

• 検索を削除するには、それを選択し、[Remove]、[Close] 
をクリックします。 

ユーザの設定後は、イン
ポートされたユーザに 
Primavera ユーザアカウン
トを設定する必要がありま
す。セキュリティ設定とラ
イセンスを Project 
Management または 
Methodology Management 
モジュールを通して割り当
てます。 

11 [Import LDAP Users] ダイアログボックスでユーザ情報のイン
ポートが済んだら、[Close] をクリックします。認証設定
ウィザードを終了するには、[Finish] をクリックします。
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LDAP ユーザ情報を Primavera データベースに設定

ユーザを設定すると、変更されたレコードで Primavera 
データベースが更新され、新ユーザが追加されます。しか
し、LDAP ディレクトリまたは LDIF ファイルから削除され
たユーザは、Primavera データベースからは自動削除されま
せん。これらのユーザは、手動で削除する必要があります。

1 P6 の媒体またはダウンロードに含まれている ￥
Client_Applications￥Install￥Database￥ldap_config フォルダ
で LDAPCfgWiz.exe ファイルをダブルクリックします。

2 LDAP 情報をプロビジョニングしたいデータベース接続名を選
択し、データベースユーザ名とパスワードをタイプします。

3 ユーザ情報をインポートするよう選択します。
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インポートオプションは、以前にデータベースが LDAP ま
たはシングルサインオンモードで設定されているときだけ
有効になります。

4 ユーザのプロビジョニングを含む認証の設定方法を説明す
る、「認証方法の選択」 の ステップ 9 から 11（288 ページ か
ら開始）に従います。
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Project Management モジュールの設定

Project Management モジュールには、[Update Baseline] および 
[Claim Digger] ツールが含まれています。 これらの機能を LDAP 
モードで使えるようにするには、管理設定を変更する必要があ
ります。 以下のステップを実行します。

P6 Web Access の認証設定に
ついての詳細は、174 ページの
「認証設定」 を参照してください。

1 Project Management をインストールするサーバ上で ￥
Program Files￥Common Files￥Primavera Common￥Java に進
み、admin.cmd を実行して管理アプリケーションを起動し
ます。 

2 Custom/INTERNAL_PLUGINS/Authentication/Mode 設定の値
が LDAP になっていることを確認してください。
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ログイン手順および認証

Primavera モジュールのログイン手順は、選択した認証モードに
より異なります。

ネイティブモードでは、

■ Primavera モジュールでは、[ ログイン ] ダイアログを表示し、
ユーザ名とパスワードの入力を促します。 ネイティブモード
では、管理設定で選択したパスワードポリシーに応じてパス
ワードの使用はオプションです。 

LDAP モードでは、

■ すべての Primavera モジュール（Project Management、
Methodology Management、Timesheets、P6 Web Access、ソフト
ウェア開発キット）ではログインパスワードが要求されます。 

さらに、パスワードは LDAP ディレクトリで保存され認証
されるので、Primavera モジュールでのユーザのパスワード
変更機能は、無効となっています。

シングルサインオンモードでは、

■ タイムシートでは、[Primavera ログイン ] ダイアログボック
スは表示されません。その代わり、ログイン証書が要求さ
れ、SiteMinder で検証されます。ユーザが認証されると、タ
イムシート起動ページが表示されます。 

■ P6 Web Access では、ログイン証書が要求され、SiteMinder 
で検証されます。ユーザが認証されると、P6 Web Access の
起動ページが表示され、ユーザはデータベースと言語を選択
することができます。 

Timesheets と P6 Web Access のユーザパスワード変更機能は
無効になり、パスワードは、ディレクトリサーバのユーザス
トアで保存、認証されます。
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ユーザ管理とセキュリティ管理

Project Management での管理設定と分類
の定義

Methodology Management での管理設定
と分類の定義

Timesheets の実装

報告期間の定義

内容：

パート 5

Primavera アプリケーション管理



本パートでは、必要な Primavera コンポーネントをす

べてインストールした後のセキュリティおよび設定方法

について説明します。

「ユーザ管理とセキュリティ管理」を参照し、Project 

Management モジュールを使ってユーザアカウントを設定

する方法を学びます。

「Project Management での管理設定と分類の定義」では、

Project Management モジュールのすべてのプロジェクトに

適用される一連のパラメータと値の適用方法について説

明します。

「Methodology Management での管理設定と分類の定義」で

は、Methodology Management モジュールのすべてのメソ

ドロジに適用される一連のパラメータと値の適用方法に

ついて説明します。

タイムシートをインストールした場合は、「Timesheets の

実装」を参照してユーザとタイムシートを設定し、

Timesheet Approval へのアクセスを設定します。
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Primavera では、組織全体で同時に同じ

プロジェクトに多くのユーザが作業する

ことを可能にします。データの未承認の

変更を防ぐため、アクセスを統制するグ

ローバルおよびプロジェクトセキュリ

ティ設定を作成することができます。そ

の後、ユーザ設定を行い、組織ブレーク

ダウンストラクチャ (OBS) ノードに

ユーザ、プロジェクト設定およびエン

タープライズプロジェクトストラクチャ 

(EPS) ノードを割り当てます。さらにリ

ソースセキュリティを設定し、P6 Web 

Access 機能へのアクセスを定義するこ

とができます。

本章を読んで、Primavera におけるユー

ザの設定とセキュリティの実施方法を学

んでください。

本章の内容：

Primavera におけるセキュリティの
理解

プロセスの概要

グローバル設定の定義

プロジェクト設定の定義

Project Management モジュールで
ユーザを追加

OBS ノードとプロジェクト設定の
割り当て

EPS への OBS ノードの割り当て

リソースへのユーザアクセスの定義

P6 Web Access 機能へのユーザア
クセスの定義

Methodology Management モ
ジュールのセキュリティ設定

ユーザ管理とセキュリティ管理
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Primavera におけるセキュリティの理解

Primavera 製品群のコンポーネントの利用者は、すべて適切なラ
イセンス権を持ち登録されていなければなりません。さらにセ
キュリティ権限によって、各ユーザのデータへのアクセス権が
決まります。Project Management、Timesheets モジュール、P6 
Web Access のセキュリティ管理には、Project Management モ
ジュールを使います。Methodology Management モジュールは、
それ自身のセキュリティを管理します。

Methodology Management 
モジュールは、メソドロジデータ
へのアクセス権を統制するためそ
れ自身のユーザとセキュリティ設
定を使用します。358 ページの

「Methodology Management 
モジュールのセキュリティ設定」
を参照してください。

データの各レベルでのセキュリティを確保するため、Project 
Management モジュールは 2 セットのセキュリティ設定を提供し
ます。 

■ グローバル設定は、ユーザのアプリケーション全体にわたる
アクセス権情報と設定を定義します。例えば、エンタープラ
イズプロジェクトストラクチャ (EPS)、リソース、ロール、
コストアカウントなどです。各ユーザには、グローバル設定
が定義されていなければなりません。 

■ プロジェクト設定は、プロジェクト固有の情報へのアクセス
権を定義します。Project Management モジュールでは、各
ユーザにプロジェクト設定がされていなくても構いません。
しかし、プロジェクト設定やグローバル設定がされている
か、管理スーバーユーザでない限り、ユーザはプロジェクト
にアクセスできません。

グローバル情報へのアクセスを制限する一連の設定を作成し、
各ユーザに適したグローバル設定を割り当てることができます。
同様に、各プロジェクトへの権限を制限するため、組織ブレー
クダウンストラクチャ (OBS) ノード経由で各ユーザに適したプ
ロジェクト設定を割り当てます。会社で EPS を作成する場合、
EPS の各ノードとプロジェクトに OBS ノード、つまり責任者を
特定する必要があります。この OBS ノードの割り当てによっ
て、EPS レベル（およびそれ以下のレベル）へのユーザのアク
セス権が決定されます。さらに、責任者である OBS ノードをプ
ロジェクト内の各ワークブレークダウンストラクチャ (WBS) に
割り当てることによって、特定のプロジェクトデータへのアク
セスを制限することができます。また、リソースセキュリティ
を実施することで、リソースデータへのユーザアクセスを制限
することもできます。
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以下の図は、ユーザ、OBS、EPS および WBS の関係を示しま
す。ユーザが時間を更新するために Timesheets にアクセスする
場合は、ユーザは、Project Management モジュールでリソースに
関連付けられている必要があります。

ユーザ
OBS

EPS
WBS

プロジェクト設定

グローバル設定

ライセンス

Timesheets リソース

リソースセキュリティ
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Primavera 用語集

ユーザとセキュリティの管理をよりよく理解するため、以下の 
Primavera 用語集を利用してください。

ユーザ  Project Management、Methodology Management、
Timesheets モジュール、P6 Web Access などの Primavera コンポー
ネントにアクセスする必要のあるすべての人。

リソース  アクティビティを実行するための人、材料、および／
または機器。Project Management モジュールで、組織の全プロ
ジェクトにわたり、必要なリソースを含むリソース階層を構築
することができます。リソースは、Project Management モジュー
ルのアクティビティに割り当てられ、実際の作業時間を報告す
るため、Timesheets を使用するように設定されます。 

OBS   組織でプロジェクトを遂行する責任マネージャを代表す
るグローバル階層。OBS は通常、会社を構成する最上位から
様々なレベルまで、組織の管理構造を反映します。OBS はロー
ルベースにも名前ベースにもすることができます。 

EPS  組織内のプロジェクトブレークダウンを示す階層。最高レ
ベル（ルート）のノードは、社内部門やプロジェクトのフェー
ズ、場所、その他、組織のニーズを満たす主要なグループを示
すことができます。一方、プロジェクトは常に階層構造の最低
レベルに属します。組織内のプロジェクトはすべて、EPS ノー
ドに含む必要があります。

WBS  プロジェクト実行中にプロジェクトによって作成される
製品およびサービスの階層構造。Project Management モジュール
では、プロジェクトは WBS において最高レベルに置かれます。
一方、製品またはサービスを作り出すのに必要な個別のアク
ティビティは最低レベルとなります。EPS の各プロジェクトは、
それぞれ WBS をもっています。

OBS は、リソースプールとは異なります。リソースはアクティ
ビティに割り当てられますが、OBS ノードは EPS ノードおよび
プロジェクトに関連付けられます。EPS ノードに対応する OBS 
ノードは、階層でそのブランチに含まれるすべての作業に責任
をもつマネージャです。このため、OBS は、異なった分野を担
当する複数のプロジェクトマネジャを含む、より大きなプロ
ジェクトを支援します。

Project Management モジュールにアクセスする必要があるユーザ
でも、管理構造の中で責任がないユーザは OBS に含まれる必要
はありません。同様に、ユーザはリソース階層の 1 部になるこ
ともならないこともあります。例えば、ユーザがアクティビ
ティに割り当てられており、Timesheets で Timesheets の更新をす
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る必要がある場合、そのユーザはリソース階層に含まれる必要
があります。しかし、Web Project Management アプリケーション
にアクセスする必要のある幹部はリソースプールの 1 部ではあ
りません。 

リソース、OBS、EPS および WBS のさらなる情報については、
Project Management リファレンスマニュアルを参照してください。

下図に、オークカウンティの資本整備プロジェクトの EPS サン
プルと対応する OBS を示します。

エンタープライズプロジェクトストラクチャ (EPS)

資本
整備

オーク
カウンティ

局
交通

主要
道路

橋

ハイウェイ
101 プロジェクト

パイン街
プロジェクト

緑地帯
プロジェクト

ヒッコリー
橋

上水道

局

WBS.2

WBS.1

／下水道
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この構造を定義したら、OBS にそれぞれのロールでユーザを対
応することができます。さらにそれを EPS の各レベルに割り当
てることができます。OBS に割り当てる EPS レベルにより、対
応するユーザがアクセスできるノード／プロジェクトが決まり
ます。例えば、OBS ノードを EPS のルートノードに割り当てる
と、その OBS ノードに関連付けられたユーザは EPS 全体のプロ
ジェクトにアクセスすることができます。OBS ノードを EPS の 
1 つのブランチに割り当てると、それに関連付けられたユーザ
は、そのブランチ内のプロジェクトのみにアクセスすることが
できます。 

各 OBS ノードに関連付けられたプロジェクト設定で、ユーザがア
クセスできるプロジェクトのデータ項目を特定します。各 EPS レ
ベルに割り当てることができるのは 1 つの OBS ノードです。

組織ブレークダウンストラクチャ (OBS)

State of PA

労務管理

社長

局

交通

管理

ディレクタ
プロジェクト
管理
技師

プロジェクト

マネージャ

設計

チーム

管理
エンジニアリング

部

上水道／下水道

局

エンジニアリング

部
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例えば、2 つのプロジェクト設定が定義されたとします。1 つは
管理権も始め、すべてのデータの編集を許容するものです（プ
ロジェクト管理コーディネータ設定）。もう 1 つは、すべてでは
ないがほとんどのプロジェクトデータの表示と編集を可能とす
るものです（Project Management モジュール設定）。労務管理の
社長である、ジョー・ノーランがプロジェクト管理コーディ
ネータ設定に割り当てられます。OBS ノードの労務管理社長は、
EPS のオークカウンティノードに責任マネージャとして割り当
てられます。これは、ジョー • ノーランがオークカウンティのす
べてのノードとプロジェクトへのアクセス権をもっていること
を示します。

ティム • ライアンが交通局 (DOT) のディレクタであれば、彼に 
DOT 下のすべてのプロジェクトのプロジェクト管理コーディ
ネータ権が割り当てられます。 
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また、OBS ノードをプロジェクトおよび／または WBS レベルに
割り当てることでさらにアクセスを管理することができます。
前の例で、マリー • ロスがエンジニアリング部門のプロジェクト
マネージャでハイウェイ 101 プロジェクトの責任者であれば、
彼女をその OBS ノードにプロジェクトマネージャの設定で割り
当てることができます。その場合は、彼女はそのプロジェクト
だけの編集アクセス権をもつことになります。 

ほかの例として、設計チームがハイウェイ 101 プロジェクトの
設計部分だけのアクセスが ±ÿ“™ だとします。その場合、設計
チームにハイウェイ 101 プロジェクトのプロジェクト設計に関
連した WBS ブランチだけを割り当てることができます。

資本

整備

オーク

カウンティ

局
交通

主要
道路

橋

ハイウェイ
101 プロジェクト

パイン街
プロジェクト

緑地帯
プロジェクト

ヒッコリー
橋

上水道
／下水道

局

WBS.1

WBS.2

EPS への OBS 割り当て

労務
管理
社長

プロジェクト設定
プロジェクト管理コーディネータ (PCC)
プロジェクトマネージャ (PM)

ジョー• ノーラン - PCC

DOT
ディレクタ

ティム • ライアン - PCC
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複数のユーザを同じ OBS ノードに割り当てることもできます。
また、各ユーザを複数の OBS ノードの割り当てることもできま
す。この柔軟性により、複数の責任マネージャ（OBS ノード）
に同じ EPS ブランチまたはプロジェクトへのアクセス権を与え
ることができます。そして同じユーザが複数の EPS ノードとプ
ロジェクトにわたってアクセスすることを管理できます。

例えば、ハイウェイ 101 プロジェクトに責任のあるエンジニア
リング部門のプロジェクトマネージャ、マリー • ロスが、パイン
街プロジェクトにもアクセスする必要があるとします。但し、
彼女がアクセスや編集できるのは財務データのみに制限したい
とします。また、エンジニアリング部門のもう 1 人のプロジェ
クトマネージャ、ジム • ハーキーがパイン街プロジェクトにも責
任があるとします。彼は、パイン街プロジェクトに対してプロ
ジェクトマネージャアクセス権が必要です。しかし、彼はマ
リーのハイウェイ 101 プロジェクトの財務情報もレビューする
必要があります。
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先ず、プロジェクトコストと財務データの表示 • 編集権を指定す
る別のプロジェクト設定（アカウントマネージャ設定）を作成
します。その次に以下の割り当てを行います。
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ジム • ハーキーにパイン街プロジェクトのプロジェクトマネー
ジャ権を付与し、マリー • ロスにパイン街プロジェクトのアカウ
ントマネージャ権を付与するには、OBS に別のノードを追加す
る必要があります。

これらの割り当てにより、ジム • ハーキーと、マリー• ロスは主担
当のプロジェクトのプロジェクトマネージャ権をもち、副担当
のプロジェクトのアカウントマネージャ権をもちます。

次セクションでは、Primavera でユーザを設定し、セキュリティ
を管理する方法を説明します。 
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プロセスの概要

組織全体のプロジェクト管理には、いくつもの複数の場所で同
時進行中のプロジェクトとチームを管理する構造的アプローチ
が必要になります。よい結果を生むには、事前の計画と組織要
員の協力が必須です。Primavera を使ってプロジェクトを正しく
管理するには、先ずユーザを組織し、Project Management モ
ジュールで構造を確立する必要があります。それには、組織ブ
レークダウンストラクチャ (OBS)、エンタープライズプロジェ
クトストラクチャ (EPS)、リソース階層が含まれます。ユーザと
構造を設定した後、プロジェクトデータへのアクセスの許容と
制限を行うセキュリティの設定を実施できます。

Methodology Management 
モジュールは、独自のセキュリ
ティモデルを使って
Methodology Management 
データベースへのアクセスを管理
します。358 ページの

「Methodology Management 
モジュールのセキュリティ設定」
を参照してください。

以下のステップにユーザとセキュリティの管理に関する、ガイ
ドラインと全般プロセスを示します。ストラクチャは、会社全
体に適用されるグローバルなものなので、いくつかのステップ
は多くの参加者からの情報が必要になります。会社の実施計画
に従って、順番を変えることができます。また、これらプロセ
スのいくつか、例えばリソースセキュリティの定義やユーザイ
ンターフェイスビューなどは組織のニーズによってオプション
として選ぶことができます。

1 Project Management モジュールにおける、グローバルセキュ
リティとプロジェクトセキュリティ設定の策定 

グローバルデータとプロジェクト固有データへのアクセス権
を決定する標準設定を定義します。このステップは管理者に
よって、実行されることが最適です。312 ページの「グロー
バル設定の定義」 と 321 ページの「プロジェクト設定の定
義」 を参照してください。

2 Project Management モジュールでユーザを追加

Primavera コンポーネントにアクセスする必要のあるすべて
のユーザを追加しなければなりません。少なくとも、各ユー
ザにはログイン名、ライセンスおよびグローバル設定を割り
当てる必要があります。さらなる詳細については、329 ペー
ジの「Project Management モジュールでユーザを追加」を参
照してください。
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3 会社に合わせて OBS を設定し、OBS の各ノードに該当する
ユーザとプロジェクト設定を割り当てます。 

『Project Management リ
ファレンスマニュアル
(PMRefMan.pdf)』はオン
ラインで利用でき、P6 の
媒体またはダウンロード
に含まれている ￥
Documentation￥
<language>￥フォルダ内
の業界別フォルダからア
クセスできます。 Adobe 
Acrobat Reader を使って
情報を表示します（ド
キュメンテーションフォ
ルダも利用できます）。

会社の管理構造を明らかにし、プロジェクトの責任者となる
人たちの役割と名前、遂行すべき職務を含めます。さらなる
情報については、Project Management リファレンスマニュア
ルの「組織ブレークダウンストラクチャの設定」を参照して
ください。また、345 ページの「OBS ノードとプロジェクト
設定の割り当て」 も参照してください。 

4 会社の EPS を設定し、各ノードに責任マネージャ (OBS) を
割り当てます。

組織で共通の、ユーザ会社固有のプロジェクト構造を明らか
にします。さらなる情報については、Project Management リ
ファレンスマニュアルの「エンタープライズプロジェクトス
トラクチャの設定」を参照してください。

5 組織全体でプロジェクトを遂行するのに必要なリソースを定義し、
Timesheets を使う場合は、リソースをユーザにリンクします。 

さらなる情報については、Project Management リファレンスマ
ニュアルの「リソースとロールの定義」を参照してください。ま
た、本章に後述されている 329 ページの「Project Management 
モジュールでユーザを追加」も参照してください。

6 リソースデータへのユーザアクセスを定義します。

351 ページの「リソースへのユーザアクセスの定義」を参照
してください。

7 会社内の機能ロールからの要求により、P6 Web Access 機能への
アクセスを提供するユーザインターフェイス画面を定義します。

355 ページの「P6 Web Access 機能へのユーザアクセスの定
義」を参照してください。

管理者も Project Management 
モジュールデータの設定を行うこ
とができます。367 ページの

「Project Management での管
理設定と分類の定義」を参照して
ください。

8 EPS へプロジェクトを追加し、各プロジェクトに WBS を定
義します。

このステップは、プロジェクトマネージャが行います。プロジェ
クトマネージャは、それぞれのプロジェクトにおいて、特定の 
OBS ノードを WBS レベルに割り当てることによってさらにセ
キュリティを管理することができます。詳細については『Project 
Management リファレンスマニュアル』を参照してください。

本章のここ以降で、このプロセスについてのさらなる情報を
説明します。
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グローバル設定の定義

グローバル設定では、リソース、グローバルコード、OBS など
のアプリケーション全体を通しての情報や設定に対するユーザ
アクセスを定義します。Project Management モジュールでは、各
ユーザにグローバル設定を割り当てることが必要です。 

Project Management モジュールでは、定義するグローバル設定数
に制限はありません。Project Management モジュールでは、2 つ
の予め定義されたグローバル設定が提供されています。管理
スーパーユーザとグローバル権限無しのユーザです。管理スー
パーユーザの設定では、すべてのグローバル情報とすべてのプ
ロジェクトへの完全なアクセスが許容されます。この設定は、
Primavera モジュールのインストール時に、Admin ユーザに割り
当てられます。セキュリティの理由により、管理スーパーユー
ザの付与はすべてのデータにアクセスする必要のある個人のみ
に制限することが重要です。 

少なくとも、1 人は管理スーパーユーザ設定を割り当てる必
要があります。この設定に割り当てられた人が 1 人だけの
場合は、Project Management モジュールでそのユーザの削
除をすることはできません。 

グローバル権限無しの設定では、グローバルデータのアクセス
が制限されます。この設定は、Timesheets のみのユーザで、
Project Management モジュールにアクセスする必要のない人に割
り当てます。Project Management モジュールへのライセンスされ
たアクセス権があるユーザにこの設定が割り当てられた場合は、
そのユーザは Project Management モジュールにログインすること
はできますが、プロジェクトデータにアクセスすることはでき
ず、グローバルデータには読み取り専用となります。ユーザに
この設定と OBS ノードの両方が割り当てられた場合は、ユーザ
は、OBS ノードで定義されたプロジェクトデータにアクセスで
きますが、その他のグローバルデータへのアクセスは制限され
ます。
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各グローバル設定を設定する場合、管理スーパーユーザはユー
ザにセキュアコードの追加、削除、編集、割り当て、表示の機
能を指定することができます。セキュアコードによって、権限
がないユーザに対し、プロジェクト、アクティビティ、リソー
スコードを非表示にすることができます。また、セキュリティ
設定の編集権をもつユーザは、その他のユーザに対し、権限の
編集、割り当て、表示を制限することができます。例えば、管
理職はセキュアコードによってプロジェクト承認プロセスを追
跡することができますが、その他の人は編集したり場合によっ
ては見ることもできません。

セキュアコードは階層的に構築することができます。言い換え
ると、ユーザに追加 • 削除の権限が与えられると、そのユーザに
は自動的に編集、割り当て、表示権限が与えられます。ユーザ
に編集権が与えられると、そのユーザには、自動的に表示権が
付与されます。ユーザに割り当て権が与えられると、そのユー
ザには、自動的に表示権が付与されます。

Project Management モジュールは、ユーザが編集したり割
り当てる一連のコードを制限しません。セキュリティ権を
付与すると、同じセキュリティ権限はすべてのコードに適
用されます（セキュアとしても非セキュアとしても）。ユー
ザに権限の追加 • 削除、編集、割り当て、表示権を指定する
と、そのユーザはすべての既存コードに対して追加 • 削除、
編集、割り当て、表示を行うことが可能になります。
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グローバル設定の作成  Project Management モジュールで、[ 管理 ]、
[ セキュリティ設定 ] を選択します。[ グローバル設定 ] を選択
し、[ 追加 ] をクリックします。新しい設定名をタイプします。
新しい設定を既定のグローバル設定とするには、[ 既定 ] チェッ
クボックスをマークします。[ 権限 ] エリアで、適宜 [ 権限あり ] 
チェックボックスにマークし、設定に権限を付与します。

グローバル設定の割り当てに関す
る情報については、329 ページの

「Project Management モ
ジュールでユーザを追加」 を参照
してください。

以下の表で、各グローバル権を定義します：

以下に、グローバル権限を機能別にまとめた表を示します。
権限は、[ セキュリティ設定 ] ダイアログボックスで表示さ
れる順に掲載してあります。[ セキュリティ設定 ] ダイアロ
グボックスで権限をアルファベット順に表示するには、前
の画面に示す権限バーをクリックします。

P6 で新規に追加された、あるいは変更された権限について
は、アスタリスク (*) が付記されています。

グローバル設定
を選択します…

…そして、その設
定に付与された権
限を確認します。

クリックすると、
権限をアルファ
ベット順に表示
できます。
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権限名 権限の定義

グローバルチェンジ
定義の編集

すべてのユーザに使用可能な、グローバル変更
仕様の作成、編集および削除を行います。

管理設定および分類
の編集

[ 管理設定 ] と [ 管理分類 ] ダイアログボックス
で定義の管理設定と管理分類を変更します。 
[ 通貨 ] ダイアログボックスで通貨データの編集
を行います。

リソースの削除 Project management データベースからリソースを
削除します。この権限には「リソースの追加」
権と「リソースの編集」権が自動的に付与され
ます。

リソースの追加 リソースを作成します。この権限には「リソー
スの編集」権が自動的に付与されます。

リソースの編集 リソースデータの編集を行います。レポートで、
リソースの単価（「リソースコストの表示」グ
ローバル権も付与されている場合）およびリ
ソーススキルレベル（リソースのロール熟達度）
を表示
します。

リソース‐ロール技
能の表示

リソースとロール熟達度の表示、グループ化 •
ソーティング、フィルタおよびレポートを行い
ます。P6 Web Access を利用してリソースやロー
ル熟達度で情報を表示したり検索を行うユーザ
には、この権限が必要です。

タイムシートの承認 リソースマネージャとして、Timesheet Approval 
アプリケーションで提出されたタイムシートを
レビュー、承認または却下します。

コストアカウントの
編集

コストアカウントの作成、編集、削除を行います。

XER、MSP、XLS、
P3 のグローバルデー
タのインポート

XER、MSP、XLS、P3 形式のプロジェクト、リ
ソース、ロールをインポートします。新規プロ
ジェクトのインポートと作成については、ユー
ザには EPS でのプロジェクト作成権も必要です。
XER、XLS、P3 形式のプロジェクト更新と 
Project Link を使用しての MSP 形式のインポート
には、ユーザにはスーパーユーザ権も必要です。

XML のインポート Project Management モジュールから XML および 
Microsoft Project XML 形式でプロジェクトをイ
ンポートします。新規プロジェクトのインポー
トと作成については、ユーザには EPS でのプロ
ジェクト作成権も必要です。 
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グローバルレポート
の編集

グローバルレポートの作成、編集、削除。レ
ポートグループとグローバルレポートバッチの
編集。レポートウィザードで作成または変更さ
れたグローバルレポートの保存。

グローバルトラッキン
グレイアウトの編集

Project Management モジュールでグローバルト
ラッキングレイアウトの作成、編集、削除を行
います。

ロールの編集 グローバルロールの作成、編集、削除を行います。

グローバルアクティ
ビティコードの編集

P6 Web Access と Project Management の双方でグ
ローバルアクティビティコードの名前を編集し
ます。この権限によって、自動的にグローバル
アクティビティコード値の追加、編集、削除も
可能になります。

グローバルアクティ
ビティコードの追加

P6 Web Access と Project Management の双方でグ
ローバルアクティビティコードとコード値を追
加します。この権限によって、自動的に既存の
グローバルアクティビティコードとコード値の
編集も可能になります。

グローバルアクティ
ビティコードの削除

P6 Web Access と Project Management の双方でグ
ローバルアクティビティコードとコード値を削
除します。この権限によって、自動的にグロー
バルアクティビティコードとコード値の追加と
編集も可能になります。

問題点フォームの編集 P6 Web Access における問題点フォームと問題点
フォーム分類の追加、編集、削除を行います。

グローバルカレンダ
の編集 *

P6 Web Access と Project Management モジュール
の双方で、グローバルカレンダとシフトの作成、
編集、削除を行います。

リソースカレンダの
編集 *

P6 Web Access と Project Management モジュール
の双方で、リソースカレンダとシフトの作成、
編集、削除を行います。

セキュリティ設定の
編集

プロジェクトセキュリティ設定の作成、編集、
削除を行います。

ユーザの編集 Project Management モジュールユーザの追加、編
集、削除を行います。

タイムシート期間の
編集

Timesheets バッチの作成および削除を行います。

権限名 権限の定義
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アクティビティ / リ
ソース割当のグロー
バルレイアウト /
フィルタの編集

アクティビティとリソース割当のグローバルレ
イアウト、表示、フィルタの作成、編集および
削除を行います。

OBS の編集 グローバル OBS 階層の作成、編集、削除を行い
ます。

プロジェクトコード
の編集

プロジェクトコード名を編集します。この権限
によって、自動的にプロジェクトコード値の追
加、編集、削除も可能になります。

プロジェクトコード
の追加

新規のプロジェクトコードとコード値を追加し
ます。この権限によって、自動的に既存のコー
ドとコード値の編集も可能になります。

プロジェクトコード
の削除

プロジェクトコードとコード値を削除します。
この権限によって、自動的にプロジェクトコー
ドとコード値の追加と編集も可能になります。 

リソースコードの編集 リソースコード名を編集します。この権限に
よって、自動的にリソースコード値の追加、
編集、削除も可能になります。

リソースコードの追加 新規のリソースコードとコード値を追加します。
この権限によって、自動的にリソースコードと
コード値の編集も可能になります。

リソースコードの削除 グローバルリソースコードとコード値を削除しま
す。この権限によって、自動的にリソースコード
とコード値の追加と編集も可能になります。

グローバルポート
フォリオの編集

Project Management モジュールと P6 Web Access 
で、グローバルポートフォリオの作成、編集、
削除を行います。

グローバル外部アプ
リケーションの管理

グローバル外部アプリケーションリストの管理
を行います。

資金調達先の編集 資金調達先ディクショナリの資金調達先を作成、
編集、削除します。

Project Architect の実行 Project Architect ウィザードを実行します。ウィ
ザードによって、Project Management モジュール
ユーザが Methodology Management モジュールか
らインポートしたメソドロジに基づき新規プロ
ジェクトを作成すること、および既存プロジェ
クトにメソドロジを追加することが可能になり
ます。

権限名 権限の定義
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リソースとロールコ
ストの表示

労務と非労務リソースコストおよびロールの単
価を表示します。ユーザにこの権限が付与され
ていない場合は、Project Management モジュール
のすべてのロール、労務、材料、非労務リソー
スの金額表示エリアには、ダッシュが表示され、
編集もできません。リソースについては、その
ようなエリアには、時間当たりのリソース価格、
アクティビティ画面のリソース設定値、トラッ
キングレイアウトの金額が含まれます。ロール
については、この対象エリアは [ ロール ] ダイ
アログボックスでの単価になります。

ジョブサービスの管理 ジョブサービスの管理。実績の適用、一括レ
ポート、エクスポート、スケジューリング、
サービスの要約を指定の間隔で実行するように
設定します。

パーソナルリソース
カレンダの編集

ユーザに「グローバルカレンダの編集」、「リ
ソースカレンダの編集」の権限がない場合、
ユーザ自身のリソースカレンダを編集すること
を可能にします。P6 Web Access で「アポイント
メントのインポート」機能にアクセスするには、
この権限または「グローバルカレンダの編集」、

「リソースカレンダの編集」が必要です。

プロジェクト要求の
作成 *

新規プロジェクト要求をレビューするために、
予め定義されたワークフロープロセスを開始し
ます。使用可能なワークフロープロセスを定義
するテンプレートを作成するには、別の権限

（プロジェクト要求の編集）が必要です。

プロジェクト要求テ
ンプレートの編集 *

新規プロジェクト要求をレビューするために
ワークフロープロセスを定義するテンプレート
を作成、編集、変更します。

セキュアコードの追
加と削除

すべてのグローバルおよび EPS レベルのセキュ
アアクティビティコードとコード値、すべての
グローバルセキュア問題点コードとコード値の
作成、編集、割り当て、表示、削除を行います。

セキュアコードの編集 グローバルおよび EPS レベルのセキュアアク
ティビティコードとコード値、すべてのグロー
バルセキュア問題点コードとコード値の作成、
編集、割り当て、表示を行います。

権限名 権限の定義
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セキュアコードの割当 グローバルおよび EPS レベルのセキュアアク
ティビティコードとコード値、すべてのグロー
バルセキュア問題点コードとコード値の割り当
て、表示を行います。

セキュアコードの表示 グローバルおよび EPS レベルのセキュアアク
ティビティコードとコード値、すべてのグロー
バルセキュア問題点コードとコード値の表示を
行います。

ユーザインタフェー
ス画面の編集

P6 Web Access のユーザインタフェース画面の作
成、編集、削除を行います。この権限によって、
P6 Web Access および Project Management モ
ジュール双方でユーザにユーザインタフェース
画面を割り当てる権限が得られます。

SDK 経由でグローバ
ル / プロジェクト
データの表示

スーパーユーザ権限なしに読み取り専用モード
で SDK にアクセスします。

グローバルリソース /
ロールチームの編集

グローバルリソースチームとロールチームの作
成、編集、削除を行います。リソースチーム、
ロールチームとは、リソースやロールの集合で
す。リソースチーム、ロールチームは P6 Web 
Access で活用できます。

リソースカーブの編集 リソース分散カーブの作成、編集、削除を行い
ます。

ユーザ定義フィール
ドの編集 *

ユーザ定義フィールドの作成、編集、削除を行
います。この権限がない場合は、ユーザ定義
フィールドの表示のみができます。P6 Web 
Access では、管理ページのプロジェクトユーザ
定義フィールドセクションへのアクセスが可能
となり、プロジェクトユーザ定義フィールドの
作成、編集、削除ができます。

プロジェクト /WBS
のグローバルレイア
ウト / ポートフォリ
画面の追加 / 編集

グローバルプロジェクトと WBS レイアウトの
作成、編集、削除を行います。P6 Web Access 
で、ポートフォリオ画面の作成、編集、削除を
行います。この権限は、P6 Web Access の [ ポー
トフォリオ ] > [ ポートフォリオ分析 ] ページに
加えられた表示の変更を保存する際に必要です。

Microsoft Project テン
プレートの編集

Microsoft Project からデータをインポートあるい
はエクスポートするのに使用する、Microsoft 
Project テンプレートの作成、編集、削除を行い
ます。

権限名 権限の定義
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ステップテンプレー
トの編集

複数のアクティビティに対する一連の共通ス
テップを追加するのに使用する、アクティビ
ティステップテンプレートの作成、編集、削除
を行います。

グローバル問題点
コードの追加

P6 Web Access で新規問題点コードと問題点コー
ド値を作成します。

グローバル問題点
コードの編集

P6 Web Access で問題点コードと問題点コード値
を編集します。 

グローバル問題点
コードの削除

P6 Web Access で問題点コードと問題点コード値
を削除します。この権限によって、自動的にグ
ローバル問題点コードと問題点コード値の追加
と編集も可能になります。

報告期間の編集 報告期間ディクショナリの報告期間を作成、編集、
削除します。期間データの編集を行うには、ユー
ザには「期間パフォーマンスの編集」プロジェク
ト権も割り当てられていることが必要です。

グローバルシナリオ
の編集

P6 Web Access で、グローバルシナリオの作成、
編集、削除を行います。

グローバルダッシュ
ボードの編集

P6 Web Access で、グローバルダッシュボードの
作成、編集、削除を行います。

スコアカードからプ
ロジェクトを編集

P6 Web Access でポートフォリオ表示ポートレット
とポートフォリオ分析ページのスコアカードから
プロジェクトの追加、編集、削除を行います。こ
の権限は、[ ポートフォリオ分析 ] ページで行わ
れたデータの変更を保存する際に必要です。  
スコアカードのプロジェクトデータを編集する
には、ユーザには「財務以外のプロジェクト詳
細編集」プロジェクト権限も割り当てられてい
ることが必要です。スコアカードのプロジェク
トコストデータを編集するには、ユーザには

「WBS 財務情報の編集」プロジェクト権限も割
り当てられていることが必要です。スコアカー
ドにプロジェクトを追加するには、ユーザには

「EPS 以下でプロジェクトの作成」プロジェクト
権も割り当てられていることが必要です。スコ
アカードからプロジェクトを追加するには、
ユーザには「EPS 以下でプロジェクトの削除」
プロジェクト権も割り当てられていることが必
要です。

権限名 権限の定義
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プロジェクト設定の定義

プロジェクト設定は、ロールベースの設定で、例えばベースラ
イン、WBS、しきい値などのように特定の権限を制限します。
Project Management モジュールでは、各ユーザにプロジェクト設
定がされていなくても構いません。しかし、プロジェクト設定
やグローバル設定がされているか、管理スーバーユーザでない
限り、ユーザはプロジェクトにアクセスできません。

Project Management モジュールでは、定義するプロジェクト設定
数に制限はありません。Project Management モジュールでは、予
め定義されたプロジェクト設定として、プロジェクトスーバー
ユーザを提供します。プロジェクトスーバーユーザの設定では、
プロジェクト内のノードへの完全なアクセスが許容されます。 

OBS ノードへのユーザ割り当て
に関するさらなる情報は、345
ページの「OBS ノードとプロ
ジェクト設定の割り当て」 を参照
してください。

プロジェクト設定は、OBS の割り当てによりユーザに適用され
ます。Project Management モジュールでは、すべての EPS と 
WBS ノードおよびプロジェクトが責任 OBS に割り当てられてい
ることが必要です。OBS 割り当てに対するプロジェクト設定／
ユーザ割り当てと EPS/WBS に対する OBS 割り当ての組み合わ
せによって、ユーザがアクセスできるプロジェクトとデータが
決まります。

プロジェクト設定の作成  [ 管理 ]、[ セキュリティ設定 ] を選択
します。[ プロジェクト設定 ] を選択し、[ 追加 ] をクリックしま
す。新しい設定名をタイプします。新しい設定を既定のプロ
ジェクト設定とするには、[ 既定 ] チェックボックスをマークし
ます。[ 権限 ] エリアで、適宜 [ 権限あり ] チェックボックスに
マークし、設定に権限を付与します。
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プロジェクトのすべての
局面での書き込みと読み
取りを許容するには、プ
ロジェクトのルート OBS 
ノードにユーザを割り当
て、プロジェクトスー
バーユーザをその OBS に
割り当てます。

以下の表で、各プロジェクト権限を定義します。

以下に、各権限を機能別にまとめた表を示します。権限は、
[ セキュリティ設定 ] ダイアログボックスで表示される順に
掲載してあります。[ セキュリティ設定 ] ダイアログボック
スで権限をアルファベット順に表示するには、前の画面に
示す権限バーをクリックします。

P6 で新規に追加された、あるいは変更された権限について
は、アスタリスク (*) が付記されています。

会社内のさまざまなロール
に対し、作成できるプロ

ジェクト設定数には制限が
ありません。

クリックすると、権限を
アルファベット順に表示

できます。

権限名 権限の定義

EPS 以下でプロジェ
クトの作成

EPS 内でプロジェクトの作成、コピー、貼り付
けを行います。

EPS 以下でプロジェ
クトの削除

EPS 内でプロジェクトの削除、切り取り、貼り
付けを行います。

プロジェクトの集計 EPS 内のすべてのプロジェクトデータを集計し
ます。
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財務情報以外のプロ
ジェクト詳細編集

プロジェクト詳細の [ 設定 ] タブで、[ 全般 ]、 
[ 日付 ]、[ 既定 ]、[ リソース ] フィールドを編
集します。プロジェクトベースラインを選択す
るために、1 人のユーザにはこの権限が付与さ
れている必要があります。

プロジェクト外部アプ
リケーションの管理

外部アプリケーションへのリンクを管理します。

スケジュール計算 プロジェクトのスケジュールを立てます。

リソースの平準化 プロジェクトのリソースを平準化します。

実績の適用 プロジェクトのアクティビティに実績を適用し
ます。

期間締切 プロジェクトの当報告期間に工数実績とコスト
実績を保存します。この権限を付与するには、
そのユーザに「接続以外のアクティビティ情報
の追加 / 編集」プロジェクト権が割り当てられ
ていることが必要です。

期間実績の編集 労務と非労務単位と労務、非労務、材料、経費
コストの期間成績を編集します。この権限を付
与するには、そのユーザに「プロジェクトコス
ト / 財務情報の表示」プロジェクト権が割り当
てられていることが必要です。

プロジェクトベース
ラインの保守

プロジェクトのベースラインを追加、保存、削
除します。Project Management モジュールでプロ
ジェクトベースラインを追加するには、ユーザ
にこの権限と「財務情報以外のプロジェクト詳
細編集」プロジェクト権限が割り当てられてい
ることが必要です。

ベースラインの更新
の実行

ベースラインの更新ユーティリティを使い、プ
ロジェクトのベースラインを新しいプロジェク
トデータで更新します。

プロジェクトベース
ラインの割当

プロジェクトにそのプロジェクトベースライン
を選択します。プロジェクトベースラインの選
択のためには、ユーザに「財務情報以外のプロ
ジェクト詳細編集」プロジェクト権が割り当て
られていることが必要です。

権限名 権限の定義
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プロジェクトドキュ
メントの編集

プロジェクト成果物とドキュメントの作成、編
集、削除を行います。P6 Web Access で、ドキュ
メントへの項目の関係付け、ドキュメントアク
セスレベルの変更、フォルダの追加と削除、プ
ロジェクトドキュメントレビューの開始を行い
ます。 この権限のほか、コンテンツリポジトリ
はドキュメントのアクセスレベル変更や、フォ
ルダの追加と削除、プロジェクトドキュメント
レビューの開始を実行できるよう設定する必要
があります。

プロジェクトテンプ
レートドキュメント
の追加／編集

P6 Web Access で、プロジェクトテンプレートド
キュメントの作成、編集、削除、チェックアウ
ト、レビューの開始を行います。ユーザには、

「プロジェクトドキュメントの編集」権限も必要
です。 この権限のほか、コンテンツリポジトリ
は、プロジェクトテンプレートドキュメントの
レビューをチェックアウトしたり開始したりで
きるよう設定する必要があります。

プロジェクトコスト
／財務情報の表示

プロジェクトのすべての金額を表示します。
ユーザにプロジェクトコストの表示を許容しな
い場合は、Project Management では、金額を表示
するすべての機能は 3 本のダッシュ (---) で置き
換わり、ユーザは編集することができません。
リソース価格／時間の表示機能は、「リソースと
ロールコストの表示」グローバル権限で管理さ
れます。

プロジェクトアク
ティビティコードの
編集

P6 Web Access と Project Management の双方でプロ
ジェクトのアクティビティコードを変更します。

プロジェクトアク
ティビティコードの
追加

P6 Web Access と Project Management の双方でプロ
ジェクトのアクティビティコードを作成します。

プロジェクトアク
ティビティコードの
削除

P6 Web Access と Project Management の双方でプ
ロジェクトデータベースからのプロジェクトの
アクティビティコードを削除します。

EPS アクティビティ
コードの編集

P6 Web Access と Project Management の双方で EPS 
レベルのアクティビティコードを変更します。

権限名 権限の定義
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EPS アクティビティ
コードの追加

P6 Web Access と Project Management の双方で 
EPS レベルのアクティビティコードを作成しま
す。この権限によって、自動的に既存の EPS レ
ベルアクティビティコードの編集も可能になり
ます。

EPS アクティビティ
コードの削除

P6 Web Access と Project Management の双方で 
EPS レベルのアクティビティコードを削除しま
す。この権限によって、自動的に既存の EPS レ
ベルアクティビティコードの追加と編集も可能
になります。

しきい値の監視 プロジェクトのしきい値監視を実行します。

プロジェクト Web サ
イト発行

プロジェクト Web サイトの発行

プロジェクトレポー
トの編集

プロジェクトレポートを編集し、プロジェクト
レポートバッチを編集します。

プロジェクトカレン
ダの編集 *

P6 Web Access と Project Management モジュール
の双方で、プロジェクトのカレンダの作成、編
集、削除を行います。

グローバルチェンジ
の実行

グローバルチェンジを実行し、アクティビティ
詳細情報を更新します。

チェックイン／
チェックアウト

Project Management モジュールからのプロジェク
トのチェックインおよびチェックアウトを行い
ます。

問題点フォームの割当 P6 Web Access で、問題点フォームをプロジェク
トに割り当てます。

レポートでタイム
シートを表示

P6 Web Access の My Reports ポートレットからプ
ロジェクトのリソースすべてのタイムシートに
ついてレポートを実行します。この権限は、
Timesheet Approval アプリケーションへのアクセ
ス権を授与するものではありません。

Contract Manager デー
タのインポート／表
示

Contract Manager データのインポートと表示を行
います。

財務情報以外の WBS 
詳細編集

WBS 階層 (WBS ノードの追加／削除／移動 )、
ノートの入力、アーンドバリュー、進捗 ( ス
テップ )、ワーク成果物とドキュメント、日付
の編集を行います。

権限名 権限の定義
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WBS 財務情報の編集 プロジェクトレベルの WBS 予算ログ、資金調
達先、支出計画、および財務データを編集しま
す。アクティビティレベルのコストデータを編
集します。

財務情報以外の EPS
財務

EPS 階層の編集（EPS ノードの追加／削除／移
動）、EPS ノートブックの編集、財務情報以外の
すべての EPS 関連データの編集を行います。

EPS 財務情報の編集 EPS 予算ログ、資金調達先、支出計画を編集し
ます。

トップダウン見積 プロジェクトのトップダウン見積を実行します。

プロジェクトマネー
ジャとしてタイム
シートの承認

プロジェクトのタイムシートをレビューして承
認または却下します。

経費の編集 プロジェクト経費の作成、編集、削除を行います。

しきい値、問題点お
よびリスクの編集

プロジェクトしきい値、問題点、リスクの作成、
編集、削除を行います。

アクティビティ接続
の編集

プロジェクトのアクティビティ接続関係の作成、
編集、削除を行います。

接続以外のアクティ
ビティ情報の追加／
編集

アクティビティ接続関係以外のプロジェクトア
クティビティ情報の作成と編集を行います。

アクティビティ リ
ソース要求の実施

P6 Web Access のアクティビティにリソース要求
を割り当てます。

タイムシート実績を
含むアクティビティ

プロジェクトアクティビティを削除します。

タイムシート実績を
含むプロジェクト
データの削除

タイムシート実績が適用されたプロジェクトア
クティビティを削除します。ユーザは、「プロ
ジェクトアクティビティの削除」の権限も必要
です。

ワークグループの作成 P6 Web Access で新規ワークグループを追加します。

ワークグループの削除 P6 Web Access でワークグループを削除します。

プロジェクトワーク
スペースとワークグ
ループ設定の修正

P6 Web Access で、プロジェクトワークスペース
とワークグループ設定をカスタマイズします。

権限名 権限の定義



 ユーザ管理とセキュリティ管理    327     

Primavera - アドミニストレータガイド  

リソース計画の割当
の編集

Web Resource Management モジュールにおいて、
プロジェクトまたは WBS レベルでリソース割
り当ての実行、削除、変更を行います。ユーザ
は、検索基準の定義とリソース割り当ての検索
を行うことができます。この権限がないユーザ
にとっては、その特定プロジェクトまたは WBS 
用のリソース計画ページにあるリソース割り当
て情報は、読み取り専用となります。プロジェ
クトレベルのセキュリティ権限は WBS レベル
にまで影響するので、プロジェクトの 1 つの 
WBS にリソースを割り当て、その他に割り当て
ないことも可能です。

Contract Manager プロ
ジェクトのリンクの
編集

Primavera Contract Manager のプロジェクトへの
リンクを作成、編集、削除します。

アクティビティ ID の
編集

Project Management モジュールと P6 Web Access 
のアクティビティ ID を編集します。

リソース計画のロー
ル割当の編集

Web Resource Management モジュールにおいて、
プロジェクトまたは WBS レベルでロール割り当
ての実行、削除、変更を行います。ユーザは、
ロール割り当ての検索基準を定義することもで
きます。この権限がないユーザにとっては、そ
の特定プロジェクトまたは WBS 用のリソース計
画ページにあるロール割り当て情報は、読み取
り専用となります。プロジェクトレベルのセ
キュリティ権限は WBS レベルにまで影響するの
で、プロジェクトの 1 つの WBS にロールを割り
当て、その他に割り当てないことも可能です。

権限名 権限の定義
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リソース計画確定済
みフラグの編集

Web Resource Management モジュールのリソース
計画ページにおけるプロジェクトまたは WBS 
レベルのコミットされたリソースとロール割り
当てを特定します。この権限には、「リソース計
画の割当の編集」権限も必要です。

未来の期間を編集 * P6 Web Access と Project Management モジュール
の予算工数と残工数（最早）フィールドに将来
期間値を入力または編集します。この権限を
ユーザに割り当てるには、先ずそのユーザに

「接続関係以外のアクティビティ情報の追加／編
集」プロジェクト権限を割り当てる必要があり
ます。そうしないとこの権限を選択することは
できません。

プロジェクトレベル
レイアウトの追加／
編集

アクティビティ、割り当て、または WBS 表示
にてプロジェクトレベルレイアウトの作成、編
集および削除を行います。

権限名 権限の定義
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Project Management モジュールでユーザを追加

セキュリティ設定によって、ユーザダイアログボックスから
ユーザの追加と削除および Primavera コンポーネントへのユーザ
アクセスの管理を行うことができます。独自のセキュリティ
データを使用する Methodology Management モジュールを例外と
して、すべての Primavera のコンポーネントにアクセスする必要
のある人には、Project Management モジュールにユーザ登録を追
加しなければなりません。

会社の OBS が確立してお
り、OBS ノードに割り当
てるユーザが決まっていれ
ば、[ ユーザ ] ダイアログ
ボックスの [ プロジェクト
アクセス ] タブで割り当て
を実施することができま
す。 345 ページの「OBS 
ノードとプロジェクト設定
の割り当て」 を参照してく
ださい。

少なくとも各ユーザには、ログイン名、グローバル設定、ライ
センス情報（コンポーネントとアクセスレベル）が必要です。E 
メールアドレスやオフィスの電話番号などのその他のユーザ情
報も提供することができます。

会社がユーザ情報を LDAP ディレクトリに中央管理してい
る場合は、Primavera ユーザを LDAP ストアからプロビジョ
ニングして追加することができます。さらなる詳細につい
ては、279 ページの「認証モードの設定」を参照してくださ
い。ユーザをプロビジョニングしたあと、各ユーザにセ
キュリティ設定とライセンスを割り当てる必要があります。

会社が P6 Web Access を
使っている場合は、新規
ユーザを追加する前に既定
のプロトタイプユーザを作
成することができます。プ
ロトタイプユーザでは、既
定のダッシュボードとグ
ローバル設定を定義し、P6 
Web Access の全ユーザに
適用することができます。
さらなる詳細については、
343 ページの「プロトタイ
プユーザの追加と P6 Web 
Access の既定設定の定義」
を参照してください。

新規ユーザの追加  [ 管理 ]、[ ユーザ ] を選択します。「追加」を
クリックします。

■ [管理設定] でパスワードポリシーが有効になっていない場合
は、[ 全般 ] タブをクリックしてユーザのログイン名と個人
名を入力し、[ パスワード ] をクリックします。ユーザのパ
スワードをタイプし、さらにもう一回パスワードをタイプし
直して確認します。「OK」をクリックします。ユーザが
Timesheets にアクセスをする場合は、ここでユーザを Project 
Management モジュールのリソースに関連付けることができ
ます。あるいは、リソースを追加するときに、リンクを作成
することができます。[ 連絡 ] タブをクリックし、ユーザの 
E メールアドレスと電話番号をタイプします。
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■ [管理設定] でパスワードポリシーが有効になっている場合は 
[ ユーザの追加 ] ダイアログボックスが表示されます。 ログ
イン名、個人名、新規パスワードの入力、新規パスワードの
確認の各フィールドに入力する必要があります。「OK」をク
リックします。ユーザが Timesheets にアクセスをする場合
は、ここでユーザを Project Management モジュールのリソー
スに関連付けることができます。あるいは、リソースを追加
するときに、リンクを作成することができます。[ 連絡 ] タ
ブをクリックし、ユーザの E メールアドレスと電話番号を
タイプします。

管理設定の詳細については、368 ページの「既定設定の定
義」 を参照してください。

Project Management モジュールが LDAP 認証モードで実行
されている場合は、[ 追加 ] をクリックすると、ダイアログ
が現れ、ユーザ名を入力してそれを LDAP ストアと照合す
るよう求められます。テストをクリックすると、LDAP スト
アにユーザが存在していれば、実際の名前、E メールアドレ
ス、電話番号フィールドで埋められます。これは認証設定
ツールでそれらのフィールドが事前に対応付けされている
場合です。ユーザを追加するには、[ 追加 ] をクリックしま
す。[ テスト ] をクリックしてユーザが LDAP ストアに見つ
からない場合は、ユーザを追加できない旨を通知するメッ
セージが表示されます。
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リソースとユーザの関連付け  [ 管理 ]、[ ユーザ ] を選択します。
[ 全般 ] タブをクリックして、[ リソース ID/ リソース名 ] フィー
ルドで [ ブラウズ ] ボタンをクリックし、選択したユーザのリ
ソースを選択します。リソースがすでに他のユーザと関連付け
られている場合は、関連付けを置き換えるよう指示されます。
Project Management モジュールでは、リソースは 1 人のユーザと
だけ関連付けられることが許容されます。これによって、
Project Management モジュールと Timesheets の両方で、プロジェ
クトリソースとユーザに単一のログイン名が維持されるように
しています。この関連付けは、リソース詳細の [ タイムシート ] 
タブで設定することもできます。

Primavera コンポーネ 
ントにアクセスする必
要があるユーザのリス

トを表示します

Primavera にログインする 
必要のある名前を特定し

ます
コンポーネント

ユーザが Timesheets にアクセスする場合は、
ユーザは Project Management モジュールのリ
ソースにリンクされていなければなりません。

Project Management モ  
ジュールが LDAP 認証  

モードで実行されている
場合は、[ パスワード ] ボ 
タンは表示されません。
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さらなる詳細については、312
ページの「グローバル設定の定
義」を参照してください。

グローバル設定の割当  グローバル設定は、リソースとロールの
ように、アプリケーションにわたる機能へのユーザアクセスを
決定付けます。Project Management モジュールでは、各ユーザに
グローバル設定がされていることが要求されます。[ 管理 ]、[
ユーザ ] を選択します。グローバル設定を割り当てたいユーザ
を選択します。[ グローバルアクセス ] タブをクリックして、
ユーザのグローバル設定を選択します。

.

グローバル設定、< グローバル権限なし > は、Timesheets
へのアクセスのみのユーザに割り当てます。これらのユー
ザには、「チームメンバ」または「Timesheets」ライセンス
によって、Timesheets へのアクセス権も与えられてる必要
があります。

管理スーバーユーザ設定で
は、すべてのグローバルと
プロジェクトデータの読み

書きが許容されます。

[ グローバル設定 ] 列をダ 
ブルクリックして、選択
したユーザに適した設定
を選ぶこともできます。

ユーザへのリソースアクセス設
定の定義についての情報は、
351 ページの「リソースへの
ユーザアクセスの定義」を参照し
てください。ユーザへユーザイ
ンタフェース表示を割り当てる
ことについての情報は、355
ページの「P6 Web Access 機
能へのユーザアクセスの定義」を
参照してください。
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製品ライセンスの割当  Primavera にアクセスする各ユーザには、
適切なライセンスが割り当てられなければなりません。
Primavera の各コンポーネントでは、指名ユーザとして特定され
たユーザは指定の製品へのアクセスが保証されます。同時アク
セスのユーザは、同時ライセンスの最大数を超えない限り、別
の同時アクセスユーザと指定コンポーネントにアクセスするこ
とができます。

[ 管理 ]、[ ユーザ ] を選択します。Primavera 製品のライセンス
ユーザとして、データベースアクセスを設定したいユーザを選
択します。[ ライセンス ] タブをクリックします。ユーザにアク
セスさせたい各コンポーネントに対し、指名または同時の列の
チェックボックスにマークします。対象の会社が指名および同
時ライセンスの両方がある場合は、指名と同時ライセンスの組
み合わせを別々のコンポーネントへのユーザに割り当てること
ができます（例えば、P6 Web Access に対して指名ユーザ、
Project Management に対して同時ユーザ）。但し、1 人のユーザが
同じコンポーネントに対し指名と同時ライセンスをもつことは
できません。ユーザが、該当する Primavera コンポーネントに対
する有効なライセンスユーザでない場合は、チェックボックス
をクリアします。
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指名ユーザの合計数は、保存されているライセンスファイ
ルの指名ユーザの最大数を超えてはいけません。Primavera 
System では、購入した指名ユーザ数に基づいてライセンス
ファイルを提供しています。許容最大数以上の同時ユーザ
を指定することができます。同時ユーザのソフトウェアへ
のアクセスは、到着順ベースです。同時アクセスユーザの
最大数を超えると、それ以上のユーザはソフトウェアにロ
グインすることはできません。Primavera System では、購
入した同時ユーザ数に基づいてライセンスファイルを提供
しています。

コンポーネントのチェックボックスにマークすることで、ユー
ザには以下にアクセスすることができるようになります。

Timesheet、Integration API、Web Services 以外のすべての
ライセンスでは、P6 Web Access のダッシュボードページ
にアクセスできます。ただし、ダッシュボードホームペー
ジで利用できるポートレットとダッシュボードアクション
メニュー項目では、各ユーザのライセンスとセキュリティ
権限が必要です。

選択したユーザの、該当する Primavera コンポーネントへのライ  
センスアクセス権を示すため、マークあるいはクリアします。

これらのライセンスは、
Primavera Web アプリケー  
ション ( ポートフォリオ、 

プロジェクトおよびリソー
ス ) の各機能エリアへのア 

クセスを制御します。
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■ Project Management － Project Management モジュールおよび 
P6 Web Access のプロジェクトセクションへのアクセスを提
供します。ユーザに Project Management と Web Access 
Projects のライセンスの両方がある場合、ユーザが P6 Web 
Access にログインしたときは、Web Access Projects ライセン
スだけが使われます。

■ Team Member － Primavera Timesheets へのアクセスを提供
し、ダッシュボードやプロジェクトセクションを含む制限さ
れた P6 Web Access の機能（ワークスペースおよびアクティ
ビティタブのみ利用可）が提供されます。P6 Web Access 機
能へのアクセスは、さらにユーザの OBS アクセスやプロ
ジェクトとの関連、つまりユーザがアクティビティにリソー
スとして割り当てられているか、アクティビティオーナーと
して指定されているか、あるいはプロジェクトへ招待されて
いるか、によって決まります。Timesheets にアクセスする必
要のあるユーザには、チームメンバライセンスまたは
Timesheets ライセンスを付与しなければなりません。両方の
ライセンスを付与することはできません。チームメンバライ
センスについてのさらなる詳細情報については、337 ページ
の「Team Member ライセンスにより可能となるユーザアク
セス」を参照してください。

■ Timesheet － Primavera Timesheets へのアクセスを提供し、
ユーザにアポイントメントのインポート機能のみの P6 Web 
Access ログインが提供されます（設定されている場合のみ
利用可）。Timesheets にアクセスする必要のあるユーザには、
チームメンバライセンスまたは Timesheets ライセンスを付
与しなければなりません。両方のライセンスを付与すること
はできません。

■ Web Access ポートフォリオ － P6 Web Access の以下の機能へ
のアクセスを提供します。 ポートフォリオセクション、プロ
ジェクトパフォーマンスポートレット、ダッシュボードセク
ションのポートフォリオ表示ポートレットおよびドキュメン
ト管理機能（コンテンツリポジトリが設定されている場合）。

■ Web Access プロジェクト－ P6 Web Access の以下の機能への
アクセスを提供します。 プロジェクトセクション、ダッシュ
ボードセクションのプロジェクトパフォーマンスポートレッ
ト、ドキュメント管理機能（コンテンツリポジトリが設定さ
れている場合）。ユーザに Project Management と Web Access 
Projects のライセンスの両方がある場合、ユーザが P6 Web 
Access にログインしたときは、Web Access Projects ライセン
スだけが使われます。
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■ Web Access リソース － P6 Web Access の以下の機能へのア
クセスを提供します。 リソースセクション、ダッシュボード
セクションのリソースポートレット、ドキュメント管理機能

（コンテンツリポジトリが設定されている場合）。

■ Integration API － API のみへのアクセスを提供します。API 
を使うと、Project Management モジュールに Java から直接ア
クセスできます。

■ Web Services － P6 Web Services へのアクセスを提供します。
これにより、XML、SOAP、WSDL などの標準ファイル形式
を利用して、Primavera の Project Management 機能を他のア
プリケーションにスムーズに統合できます。P6 Web Services 
を利用すると、オペレーティングシステムやプログラミング
言語に関係なく、Primavera プロジェクト管理データをアプ
リケーション間で共有できるようになります。 

Timesheets、Integration API、Web Services 以外のすべて
のライセンスは、Primavera ProjectLink へのアクセスを提
供します。Primavera ProjectLink のプロジェクトデータへ
のアクセスは、ライセンスに関わらずセキュリティ権限の
設定およびプロジェクトへの OBS アクセスによって決まり
ます。

SDK やジョブサービスなど、Primavera 製品によってはラ
イセンスを必要としません。

Web Access Portfolios、Web Access Projects、または Web 
Access Resources  ライセンスがあるユーザは、Team 
Member ライセンスなしに P6 Web Access のプロジェクト
データを表示することができます。この場合、ユーザは、
プロジェクトのアクティビティにリソースとして割り当て
られているか、プロジェクトに招待を受けているか、ある
いはプロジェクトのオーナーとして OBS アクセスがあると
きに、そのプロジェクトのデータを表示できます。
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Team Member ライセンスにより可能となる
ユーザアクセス

Team Member ライセンスは、Timesheets およびいくつかの P6 
Web Access 機能へのアクセスを提供します。以下のセクション
で、Team Member ライセンスのあるユーザがアクセスすること
ができる P6 Web Access 機能を説明します。

このセクションのすべての情報では、Team Member ライセ
ンスがユーザに割り当てられている唯一のライセンスであ
ることを想定しています。Team Member ライセンスがユー
ザに割り当てられている唯一のライセンスでない場合、
ユーザは、ユーザに割り当てられている他のライセンスに
よって有効になっている機能のほかに、このセクションで
説明されている機能すべてにアクセスできます。

通常、すべてのチームメンバライセンスのあるユーザは以下が
できます。

• プライベートおよびマルチユーザダッシュボードの作成

• プライベートおよびマルチユーザポートフォリオの作成
（ダッシュボードアクションメニューからのみ）

• インポート指定

• プライベートおよびマルチユーザアクティビティ表示の作成

• グローバルおよびプロジェクト設定の策定

プロジェクトに対する OBS アクセス権によって、チームメンバ
ライセンスのあるユーザは、以下も行うことができます。

• プロジェクト問題点の追加 / 編集

• リソース割付の追加 / 編集

• アクティビティステップの追加

• アクティビティ日付の編集

• アクティビティステータスの編集

• アクティビティ接続関係の追加 / 編集 / 削除

• アクティビティ経費の追加 / 編集

• アクティビティノートトピックの追加 / 編集

• ユーザ定義フィールドの追加 / 編集

• プライベートドキュメントの追加
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プロジェクトに招待ユーザ は、本セクションで述べたよう
に、プロジェクトに対する OBS アクセス権のないチームメ
ンバライセンスをもったユーザと同等のプロジェクトデー
タにアクセスすることができます。P6 Web Access では、
必要なライセンスと権限があるユーザは、プロジェクトセ
クションの招待ユーザページ、またはワークグループの招
待ユーザ管理ページでプロジェクトにユーザを招待するこ
とができます。

Team Member ライセンスのみをもつユーザにユーザイン
ターフェイス画面を割り当てた場合、その表示設定は無視
されます。Team Member ライセンスを持ったユーザが利用
できる機能は常にライセンスによって制御されますユーザ
インターフェイス画面割当の詳細については、355 ページの
「P6 Web Access 機能へのユーザアクセスの定義」を参照し
てください。

ダッシュボード

P6 Web Access のダッシュボードセクションでは、Team Member 
のライセンスがあるユーザはプライベートとマルチユーザダッ
シュボード、プライベートとマルチユーザポートフォリオの作
成、およびタイムシートの承認（必要なセキュリティ権限内）
を行うことができます。ダッシュボードポートレットは、指定
ダッシュボードフィルタの基準を満たす、ユーザが関連するプ
ロジェクトデータを表示します。ユーザのプロジェクトへの関
連性、OBS アクセス、セキュリティ権限が相まってプロジェク
トデータの表示および編集アクセス権が決まります。ライセン
スのある Team Member は、OBS アクセス経由、アクティビティ
のリソースとしての割り当て、プロジェクト参加への招待、ミ
ラープロジェクトでアクティビティオーナーとしての割り付け、
によってプロジェクトに関連付けられます。 

ミラープロジェクトおよびアクティビティオーナー機能は
合わせて使用し、アクティビティリソースとして割り当て
られておらず、Timesheets アプリケーションをステータス
レポーティングに使わないライセンスのある Team Member 
チームメンバのアクティビティ進捗情報を収集しレビュー
することができます。さらなる詳細については、Project 
Management ヘルプの「ミラープロジェクトとアクティビ
ティオーナー機能を使用してアクティビティステータスを
収集、レビューする」を参照してください。
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Team Member のライセンスがあるユーザは、以下のダッシュ
ボードポートレットにアクセスすることができます（特記のな
い限り全機能が使用できます）。

• プロジェクト

• ワークグループ

• アクティビティ

• リスク－ ユーザはリスクを表示できますが、追加するこ
とはできません。

• 問題点－ プロジェクトの OBS アクセス権がないユーザ
は問題点の表示はできますが、追加することはできませ
ん。必要なセキュリティ権限があれば、プロジェクトの 
OBS アクセス権がないユーザでも問題点を追加すること
ができます。

• コミュニケーションセンター

• ドキュメント－ ユーザはプライベートドキュメントの追加
のみができます。 このポートレットは、ユーザのライセン
スに関わりなく、コンテンツリポジトリを P6 Web Access で
使用できるよう設定した場合にのみ利用できます。

• カレンダ

• マイレポート

• アクション要求

• プロジェクト / ドキュメントワークフロー

• コストワークシート

• カスタムポートレット

その他のポートレットは、Team Member ライセンスのあるユー
ザは利用できません。

プロジェクト

P6 Web Access のプロジェクトセクションで、Team Member ライ
センスのあるユーザは [Open Project] ダイアログ、[Manage 
Activity Views] ページ、[Project Workspace]、および [Activities] 
ページにアクセスすることができます。 
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[Open Projects] ダイアログは、EPS、ポートフォリオ、またはプ
ロジェクトコード別に整理できます。各グループカテゴリ内の
ダイアログには、ユーザが OBS アクセス権をもっているすべて
のプロジェクト、アクティビティリソースとしてユーザが割り
当てられているすべてのプロジェクト、ユーザがアクティビ
ティオーナーとしてリフレクションプロジェクトで指定されて
いるすべてのプロジェクト、ユーザが招待されているすべての
プロジェクトが表示されます。 ユーザは、グローバルナビゲー
ションバーのプロジェクトアクションメニューから [Open 
Projects] を選択すると [Open Projects] ダイアログにアクセスでき
ます。

[Manage Activity Views] ページで、Team Member ライセンスのあ
るユーザはプライベートおよびマルチユーザアクティビティ表
示を作成、編集することができます。 ユーザは、グローバルナビ
ゲーションバーのプロジェクトアクションメニューから
[Manage Activity Views] を選択すると [Manage Activity Views] ペー
ジにアクセスできます。

プロジェクトセクションのアクティビティページには、ユーザ
がリソースとして、またはアクティビティオーナーとしての割
り当てで関連付けられている、すべてのアクティビティが表示
されます。アクティビティに関連付けられているが、OBS アク
セス権がないユーザは、データの表示、印刷、エクスポートは
できますが、プロジェクトデータの変更を伴う機能にアクセス
することはできません。例えば、テーブルのアクティビティ
データの編集、Gantt チャートの変更、またはアクティビティ詳
細の変更はできません。プロジェクトの OBS アクセス権および
必要なセキュリティ権限があるアクティビティ関連ユーザは、
アクティビティへのアクセス、アクティビティの追加と編集、
アクティビティテーブルのフィールド編集、Gantt チャートバー
の変更、接続関係の確立、情報の印刷、エクスポートおよびイ
ンポートが可能です。

Team Member ライセンスのユーザは、アクティビティの削
除または WBS ノードの追加 / 編集はできません。

プロジェクトワークスペースでは、Team Member のライセンス
があるユーザは、以下のポートレットにアクセスすることがで
きます（特記のない限り全機能が使用できます）。
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• プロジェクトドキュメント－ ユーザは、プロジェクトド
キュメントの表示、ダウンロード、チェックアウトがで
きますが、追加はできません。 詳細なドキュメント管理
機能は、ユーザのライセンスに関わりなく、コンテンツ
リポジトリを P6 Web Access で使用できるよう設定した場
合にのみ利用できます。

• プロジェクトリスク－ ユーザはプロジェクトリスクの表
示はできますが、リスクを追加することはできません。

• プロジェクト問題点－ プロジェクトへの OBS アクセス権
がないユーザは表示はできますが、プロジェクト問題点
を追加したり編集することはできません。プロジェクト
への OBS アクセス権のあるユーザは、必要なプロジェク
ト権限がある限り、問題点の追加および編集ができます。

• プロジェクトノート－ ユーザはプロジェクトノートの表
示はできますが、追加または編集はできません。

• 超過割当リソース

• 遅延中のクリティカルアクティビティ－ ユーザは、プロ
ジェクトで遅延中のすべてのアクティビティを表示する
ことができます。プロジェクトへの OBS アクセス権のな
いユーザにとって、このポートレットでアクセスするす
べてのアクティビティ詳細は読み取り専用となります。
プロジェクトへの OBS アクセス権のあるユーザは、適切
なセキュリティ権限があり、アクティビティリソースで
あるか、アクティビティオーナーであればこのポート
レットでアクセスするアクティビティ詳細の編集ができ
ます。

• マイルストンステータス－ ユーザはプロジェクトのすべ
てのマイルストンアクティビティを表示することができ
ます。プロジェクトへの OBS アクセス権のないユーザに
とって、このポートレットでアクセスするすべてのアク
ティビティ詳細は読み取り専用となります。プロジェク
トへの OBS アクセス権のあるユーザは、適切なセキュリ
ティ権限があり、アクティビティリソースであるか、ア
クティビティオーナーであればこのポートレットでアク
セスするアクティビティ詳細の編集ができます。

• プロジェクトレポート

• コミュニケーションセンター
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• プロジェクトカレンダ－ ユーザは、選択した週に予定さ
れているすべてのプロジェクトアクティビティを表示す
ることができます。プロジェクトへの OBS アクセス権の
ないユーザにとって、このポートレットでアクセスする
すべてのアクティビティ詳細は読み取り専用となります。
プロジェクトへの OBS アクセス権のあるユーザは、適切
なセキュリティ権限があり、アクティビティリソースで
あるか、アクティビティオーナーであればこのポート
レットでアクセスするアクティビティ詳細の編集ができ
ます。

• ワークグループ

• カスタムポートレット

• Contract Manager ポートレット－ ユーザは、P6 Web Access 
が Contract Manager にアクセスするように設定されてお
り、P6 Web Access プロジェクトが Contract Manager プロ
ジェクトにリンクされていれば、すべての Contract 
Manager ポートレットを表示することができます。

Team Member ライセンスのあるユーザは、その他すべてのプロ
ジェクトワークスペースポートレットの利用ができません。
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プロトタイプユーザの追加と P6 Web Access 
の既定設定の定義

新規ユーザの既定ユーザインタ
フェース表示の作成についての情
報は、355 ページの「P6 Web 
Access 機能へのユーザアクセス
の定義」を参照してください。

管理者として、プロトタイプユーザを作成し、これによって既
定のグローバルダッシュボードの作成とすべての新規 P6 Web 
Access ユーザに適用するグローバル設定の選択を行うことがで
きます。プロトタイプユーザ設定の定義と、ユーザインタ
フェース画面の定義を併せることで、P6 Web Access の新規ユー
ザに対し組織のビジネスニーズにカスタマイズされ、一貫した
インタフェースを確保することができます。以下のステップを
実行すると、作成したプロトタイプユーザ設定は、追加する各
新規 P6 Web Access ユーザに自動的にコピーされます。

プロトタイプユーザ設定を作成しないと、Primavera は自動
的に各新規ユーザに対し、既定の個人的ワークスペース
ダッシュボードをユーザロールに基づいて作成します。 

プロトタイプユーザ設定の作成には、以下を行います。

1 Project Management モジュールで、[ 管理 ]、[ ユーザ ] を選
択します。 

2 追加をクリックします。ユーザ表に、（新規ユーザ）行が追
加されます。

3 [ ログイン名 ] 列、あるいは [ 全般 ] タブのログイン名
フィールドにプロトタイプユーザのログイン名をタイプしま
す（例えば、prototype_user）。 

4 グローバル設定列で、グローバル設定（例えば、管理スー
パーユーザ）を選択します。これが、プロトタイプユーザに
適切な既定ダッシュボードとグローバル設定を新規ユーザに
設定できるようにします。

グローバル設定の割り当てに関するさらなる情報については、
332 ページの「グローバル設定の割当」を参照してください。

5 P6 Web Access に、新規プロトタイプユーザとしてプロトタ
イプユーザに設定したログイン名でログインします。

ダッシュボードの管理また
はダッシュボード設定ペー
ジで [ ヘルプ ] をクリック
し、ダッシュボードの作成
詳細、ダッシュボードで表
示されるポートレットの選
択、ユーザアクセスの指定
を表示します。 

6 グローバルナビゲーションバーのダッシュボードアクション
メニューで、[ ダッシュボードの管理 ] をクリックし、各新
規 P6 Web Access ユーザに表示される既定グローバルダッ
シュボードを作成します。作成するすべてのダッシュボード
がグローバルダッシュボードとなるよう、ダッシュボード設
定の [ アクセス ] タブでアクセスタイプとして [ すべての
ユーザ ] を必ず選択してください。
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myPrimavera 5.0 から P6 Web Access にアップグレードす
る場合：アップグレード後、新規ユーザを追加する前にプ
ロトタイプユーザとして P6 Web Access にログインし、プ
ロトタイプユーザ用に選択されたダッシュボードがすべて
グローバルであることを確認します。これを行わない場合、
プロトタイプに依存しているユーザはアップグレード後に
ダッシュボードを表示できないことがあります。

既定により、ダッシュボードで表示できるポートレットの
最大数は 12 です。この設定は、Primavera 管理アプリケー
ションで変更することができます。変更すべき Primavera 
構成の「ダッシュボードごとの最大ポートレット数」の設
定はアプリケーションフォルダにあります。さらなる詳細
については 176 ページの「P6 Web Access の設定」を参照
してください。 
myPrimavera 5.0 から P6 Web Access にアップグレードす
る場合：アップグレード後は 12 個のポートレットのみが選
択されます。プログラムは自動的に、幅広、幅狭、カスタ
ムポートレットの順序でポートレットを選択します。

7 P6 Web Access の右上にある [ 設定 ] をクリックします。[ グ
ローバル ] タブで、新規ユーザに適用したいグローバル設定を
指定します。完了したら [ 保存 ]、[ 閉じる ] をクリックします。

8 P6 Web Access をログアウトします。

9 Primavera 管理アプリケーションにログインします。

10 プロトタイプユーザを追加したい設定（例えば、Primavera 
設定）を展開し、アプリケーションフォルダを展開します。

設定変更についての情報は、168 ページの「P6 Web Access 
の設定の確認と変更」を参照してください。

11 PrototypeUser 設定を選択し、F2 を押してフィールドを編集
します。

12 作成したプロトタイプのユーザログイン名をタイプし、[ 変更
の保存 ] をクリックし、管理アプリケーションを終了します。 

13 Project Management モジュールで、[ 管理 ]、[ ユーザ ] を選択
し、作成したプロトタイプユーザのログイン名を選択します。
[ ライセンス ] タブで、未承認ログインを防ぐため「指名ユー
ザ」と「同時ユーザ」のすべてのボックスをクリアします。 
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OBS ノードとプロジェクト設定の割り当て

プロジェクトとデータへのアクセスの制限や許諾のため、ユー
ザにプロジェクト設定を割り当てる必要があります。プロジェ
クト設定は、ロールベースの設定で、例えばベースライン、
WBS、しきい値などのように特定の権限を制限します。プロ
ジェクト設定は、1 つまたは複数の OBS 割り当てにより、ユー
ザにリンクされます。EPS と各プロジェクトの WBS の各レベル
に OBS ノードを割り当てることで、責任を個別のプロジェクト
とプロジェクト内の作業に割り当てます。

OBS ノードに対するユーザ割り当てと EPS/ プロジェクト /WBS 
に対する OBS 割り当ての組み合わせによって、ユーザが表示で
きるプロジェクトとプロジェクトデータが決まります。ユーザ
が割り当てられている各 OBS ノードについては、ユーザに割り
当てられたプロジェクトセキュリティ設定 (OBS 割り当てごと ) 
によってユーザが表示または編集できるプロジェクトデータが
さらに詳細に決まります。

OBS はプロジェクトと WBS の双方のレベルで割り当てら
れるため、プロジェクトとその WBS ノードの OBS 割り当
ては異なる場合があります。この場合、ユーザの OBS 割り
当て / プロジェクトセキュリティ設定のみが WBS ノード
（プロジェクトと同じ OBS 割り当て） に適用されます。
OBS 割り当てがプロジェクトとは異なる WBS ノードの場
合、WBS ノードと同じ OBS ノードに割り当てられていな
いユーザはデータを読み取ることしかできません。プロ
ジェクトとは異なる OBS が割り当てられている WBS ノー
ドに対する権利（読み取り以上の権利）をユーザに授与す
るには、WBS ノードが割り当てられているものと同じ OBS 
ノードにユーザを割り当てた後、新しい OBS 割り当て用に
適切なプロジェクトセキュリティ設定を選択する必要があ
ります。

プロジェクト設定の割り当てに関
する情報については、321 ページ
の「プロジェクト設定の定義」 を
参照してください。

[ ユーザ ] ダイアログボックスで、ユーザの追加時にユーザに 
OBS ノードと対応するプロジェクト設定を割り当てることがで
きます。あるいは、OBS の作成時に、[OBS] ダイアログボック
スで割り当てを行うことができます。 

Project Management モジュールでは、各ユーザにプロジェ
クト設定がなされていることは必要としませんが、ユーザ
はプロジェクト設定またはグローバル設定があるか、管理
スーパーユーザでない限りプロジェクトにアクセスするこ
とはできません。
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ユーザとプロジェクト設定の OBS ノードへの割り当て  「エン
タープライズ」、「OBS」を選択します。[ ユーザ ] タブをクリッ
クします。指定したいユーザとプロジェクト設定の [OBS ノード
] を選択して、[ 割り当て ] をクリックします。指定した OBS 
ノードに関連付けるユーザを選択し、[ 選択 ] ボタンをクリック
します。既定のプロジェクト設定がユーザと関連付けられてい
ます。プロジェクト設定をダブルクリックし、予め定義されて
いる一覧から別のプロジェクト設定を選択します。 

ダブルクリックして別のプ
ロジェクト設定を選択しま
す。ユーザにプロジェクト
のすべての側面での読み書
きの権限を与えるには、プ
ロジェクトスーパーユーザ

を選択します。
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OBS ノードとプロジェクト設定のユーザへの割当  最初にユー
ザを追加するときに、OBS ノードとプロジェクト設定をユーザに
割り当てることもできます。[ 管理 ]、[ ユーザ ] を選択します。 
[ プロジェクトアクセス ] タブをクリックします。OBS ノードとプ
ロジェクト設定を割り当てたいユーザを選択し、[ 割り当て ] をク
リックします。ユーザに関連付けられた OBS ノードを選んで「選
択」ボタンをクリックします。既定のプロジェクト設定がユーザ
と関連付けられています。プロジェクト設定をダブルクリックし、
予め定義されている一覧から別の設定を選択します。 

OBS ノードが、EPS のいくつものプロジェクトの責任マネー
ジャの場合は、その OBS ノードに関連付けられたどのユーザ
も該当するすべてのプロジェクトへアクセスできます。

ある OBS ノードにプロジェクト情報へのユーザアクセスを
拒否するには、 責任マネージャの名前を選択し、[ 削除 ] を
クリックします。

クリックして、選択したユーザに関連付けられる 
OBS ノードを割り当てます。ユーザには、さまざ
まなプロジェクトにおけるロールによって、1 つ
以上の OBS 割り当てを行うことができます。 
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EPS への OBS ノードの割り当て
EPS についてのさらなる情報に
ついては、Project 
Management リファレンスマ
ニュアルの「エンタープライズプ
ロジェクトストラクチャの設定」
を参照してください。

Project Management モジュールでは、プロジェクトのデータベー
スはエンタープライズプロジェクトストラクチャ (EPS) と呼ば
れる階層構造で構成されます。EPS は、必要に応じて組織の作
業と平衡できるよう多くのレベルやノードに細分化できます。
最高レベル（ルート）のノードは、社内部門やプロジェクトの
フェーズ、場所、その他、組織のニーズを満たす主要なグルー
プを示すことができます。一方、プロジェクトは常に階層構造
の最低レベルに属します。組織内のプロジェクトはすべて、EPS
ノードに含む必要があります。

EPS 階層構造内のノードに対するユーザのアクセスや権限は、
EPS のプロジェクトを担当する経営陣を示すグローバル OBS に
よって実行されます。OBS の各マネージャは、EPS の 1 エリア
および WBS 階層の特定のレベルにノードまたはプロジェクトで
関連付けられています。

ユーザを追加し、OBS ノードとプロジェクト設定に関連付けす
ると、EPS を定義し責任マネージャ（OBS ノード）を各レベル
に割り当てることができます。EPS の各ノードに責任マネー
ジャを指定しなければなりません。
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EPS への OBS ノードの割当  プロジェクト構造を作成するとき
に、EPS の各レベルに責任マネージャ（OBS ノード）を 割り当
てることができます。[ エンタープライズ ]、[ エンタープライズ
プロジェクトストラクチャ ] を選択します。EPS ノードを選択
し、責任マネージャフィールドで [ ブラウズ ] ボタンをクリック
し、適切な OBS ノードを選択します。責任マネージャとして関
連付けられたユーザには、選択されたノードとそのブランチの
すべてのノード／プロジェクトのアクセス権があります。プロ
ジェクト内でアクセスできる特定のデータは、OBS ノードに対
応するプロジェクト設定により決まります。

EPS の同じノードに複数のユーザが責任を負う場合は、そ
れらのユーザを対象の OBS ノードに割り当てなければなり
ません。 

セキュリティ権と特権を有効
にするため、EPS の各ノード 
に責任マネージャを指定しな
ければなりません。Project

Management モジュールは、 
設定しない限り、OBS ルート 
をすべてのノードの既定とし

て使います。
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プロジェクト画面でも責任マネージャを割り当て／レビューす
ることもできます。[ エンタープライズ ]、[ プロジェクト ] を選
択し、[ 全般 ] タブをクリックします。

EPS と OBS 構造を定義し、EPS レベルでセキュリティを設定で
きたら、プロジェクトマネージャは階層に自身のプロジェクト
を追加し始めることができます。プロジェクト内でさらにセ
キュリティ管理を行うには、プロジェクトマネージャは WBS レ
ベルに、特定の OBS ノードを割り当てることができます。さら
なる情報については、Project Management リファレンスマニュア
ルの「エンタープライズプロジェクトストラクチャの設定」と

「ワークブレークダウンストラクチャのレビュー」を参照してく
ださい。

この OBS ノードに割り当て  
られたユーザは、Apex プロ 
ジェクトノードとそれ以下
のすべてのノード／プロ

ジェクトにアクセスするこ
とができます。
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リソースへのユーザアクセスの定義

リソースセキュリティによって、リソースへのユーザアクセス
を制限することができます。各ユーザは、リソース階層で、す
べてのリソースへのアクセス権、限られた数のリソースへのア
クセス権、あるいはまったくアクセス権なしに設定することが
できます。アクセスを限られた数のリソースに制限するには、
各ユーザのルートリソースを、リソース階層の 1 つのリソース
に割り当てることで指定します。階層の割り当てられたリソー
ス位置でユーザのリソースアクセス権が決まります。ユーザが
ログインすると、リソース階層は割り当てられたリソースとそ
の子階層が表示されますユーザのルートリソース外のリソース
は表示されません。 

リソースアクセスが制限されたユーザでも、適切なプロ
ジェクト権限があれば、すべての現在のすべてのプロジェ
クトリソース割り当てを表示し編集することができます。

各ユーザには、以下の 3 種のリソースアクセス権の 1 つが割り
当てられます。 

■ すべてのリソースアクセス権では、リソースセキュリティが
無効となり、すべてのリソースへのアクセスが許容されま
す。これは、アップグレードされるユーザには既定のオプ
ションです。管理スーパーユーザには、オプションの選択に
かかわらず、常にすべてのリソースアクセス権があります。

■ リソースアクセス権なしでは、すべてのリソースへのアクセ
スができません。これは、新規ユーザには既定のオプション
です。リソースアクセス権がないので、ユーザはリソース
ディクショナリでまったくグローバルリソースデータを表示
することができません。

■ リソースノードでは、1 つの選ばれたリソースと、リソース
階層でのそのすべての子リソースにアクセスすることができ
ます。このアクセスが制限されたユーザは、アクセス権があ
るリソースのグローバルリソースデータを表示することがで
きます。

各ユーザには、1 つのリソースノードだけを割り当てること
ができます。複数のリソースノードを割り当てることはで
きません。
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以下の例で、様々なユーザにルートリソースが割り当てられる
ているときのリソースアクセスの決定の仕方を示します。

USER1 にアクセス制限があり、ルートリ
ソース SADM が割り当てられている場合、
USER1 はリソースディクショナリにある
これらのリソースのみを見ることができ
ます。 

USER2 にアクセス制限があり、ルートリ
ソース SJPP が割り当てられている場合、
USER2 はリソースディクショナリにある
これらのリソースのみを見ることができ
ます。

USER3 にリソースアクセス権がまったく
無い場合は、USER3 はリソースディク
ショナリのリソースをまったく見ること
ができません。
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リソース階層の設定に関する情報
については、Project 
Management リファレンスマ
ニュアルの「リソースとロールの
定義」を参照してください。

リソースセキュリティの実行  リソースセキュリティを実行する
には、先ず各ユーザを単一のリソースノードに割り当てること
ができるように、リソース階層を設定する必要があります。例
えば、リソースセキュリティを使い、同じ部門または地域に属
していないユーザのリソースへのアクセスを制限することがで
きます。この場合、各部門または地域ごとに別のブランチをも
つリソース階層を作成します。リソース階層の作成が完了する
と、以下のステップに従って、リソースセキュリティを実施す
ることができます。

1 Project Management モジュールで、[ 管理 ]、[ ユーザ ] を選
択します。 

ユーザダイアログが、リソースアクセス条件に適合したユー
ザのリストを表示します。

2 [ グローバルアクセス ] タブを選択します。

3 リソースセキュリティを設定したいユーザを選択します。

1 度には 1 人のユーザだけを選択できます。

「全リソースアクセス」
および「リソースアク
セス」の列を表示し、
リソースアクセス設定
の入力あるいは編集が
できます。これら 2 つ
の列には、[ グローバル
アクセス ] タブと同じ
リソースセキュリティ
情報が表示されます。

ユーザに全リソースへのア
クセス権を付与したい場合
は、そのユーザを選択し、[
全リソースアクセス ] を選 
択します。ユーザのリソー

スアクセス権を特定のリ
ソースノードに制限したい
場合は、[ ブラウズ ] ボタン 
をクリックして、ユーザに

アクセス権を与えたいリ
ソースノードを選択します。



354    パート 5：Primavera アプリケーション管理

Primavera - アドミニストレータガイド

管理スーパーユーザではリ
ソースアクセス設定は無視
されます。管理スーパー
ユーザは、常に全リソース
のアクセスができます。

4 選択したユーザのリソースアクセスを以下のように設定します。

• 選択したユーザに全リソースアクセスを付与するには、 
[ 全リソースアクセス ] チェックボックスをマークします。 

• 選択したユーザのリソースアクセスを単一のリソース
ノードに制限する場合は、[ 全リソースアクセス ] チェッ
クボックスのマークを外します。その後、「リソースアク
セス」フィールドの [ ブラウズ ] ボタンをクリックし、
リソースを選択します。

• 選択したユーザにリソースアクセス権を付与したくない
場合は、[ 全リソースアクセス ] チェックボックスのマー
クを外し、「リソースアクセス」フィールドでリソースが
選択されていないことを確認します。
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P6 Web Access 機能へのユーザアクセスの定義
ユーザインタフェース画面と P6 
Web Access でのユーザインタ
フェース画面の作成と割当に関す
る詳細手順については、P6 Web 
Access のヘルプを参照してくだ
さい。

ライセンスとセキュリティ権限に加え、ユーザインタフェース
画面を使って P6 Web Access 機能へのアクセスをさらに管理する
ことができます。ユーザインタフェース画面は、あらかじめ定
義されたタブ、ページおよびアクションメニュー項目のセット
であり、その画面を割り当てられたユーザは、P6 Web Access の
各セクション（ダッシュボード、ポートフォリオ、プロジェク
ト、リソース）にアクセスすることができます。組織の中で各
ロールによって遂行される職務に対応する、ユーザインタ
フェース画面を複数作成することができます。あるいは、各個
別ユーザのニーズを満たすユーザインタフェース画面を作成す
ることもできます。ユーザインタフェース画面は、P6 Web 
Access でのみ定義することができますが、ユーザに割り当てる
のは、P6 Web Access および Project Management モジュールのど
ちらからも行うことができます。

最低 1 つのユーザインタフェース画面を P6 Web Access 
ユーザの既定表示として指定しなければなりません。既定
画面は、ユーザインタフェース画面が割り当てられていな
い新規ユーザのみに適用され、機能へのユーザアクセスを
制限します。ユーザインタフェース画面が割り当てられて
いない既存の P6 Web Access ユーザは、全機能へのアクセ
スが可能です。

P6 Web Access で、ユー
ザインタフェース画面を作
成する場合は、ユーザイン
タフェース画面に対応する
機能が簡単に区別できるよ
うにわかりやすい名前をつ
けます。 

ユーザインタフェース画面の作成は、セキュリティを強化し、
ユーザがプロジェクト作業とプロジェクト管理を実行する際、
機能へのアクセスがより簡単にできるようになる便利な方法で
す。例えば、幹部はすべてのプロジェクト情報にアクセスする
必要はありませんが、その 1 部にアクセスする必要があります。
その場合、「幹部」という名のユーザインタフェース画面を作成
し、いくつかまたはすべてのポートフォリオ機能にアクセスす
る権限と幹部が必要とするプロジェクトデータへのアクセス権
を与えます。
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ユーザに付与されたライセンスとセキュリティ権限の設定
は、常にユーザに割り当てられたユーザインタフェース画
面に優先します。例えば、ユーザに Primavera Web 
Resources ライセンスがあり、Primavera Web Portfolios ラ
イセンスがない場合、このユーザはユーザインタフェース
画面でポートフォリオ機能が有効となっていても、P6 Web 
Access のポートフォリオセクションの機能にはアクセスす
ることはできません。さらに、Team Member ライセンスの
みをもつユーザにユーザインターフェイス画面を割り当て
た場合、その画面設定は無視されます。Team Member ライ
センスを持ったユーザが利用できる機能は常にライセンス
によって制御されます Team Member ライセンスのあるユー
ザが利用できる機能についてのさらなる情報は、337 ページ
の「Team Member ライセンスにより可能となるユーザアク
セス」を参照してください。

また、ユーザインタフェース画面を使って、会社で使わない P6 
Web Acces 機能を非表示にすることができます。例えば、会社が
時間の報告に Primavera Timesheets を使っていない場合はダッ
シュボードセクションの [ タイムシート承認 ] アクションメ
ニュー項目を非表示にできます。
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Project Management モジュールでユーザインタフェース画面
をユーザに割り当て  [ 管理 ]、[ ユーザ ] を選択します。ユーザ
インタフェース画面を割り当てたいユーザを選択して、[ グロー
バルアクセス ] タブをクリックします。ユーザインタフェース
画面セクションで、[ ブラウズ ] ボタンをクリックして、[ ユー
ザインタフェース画面 ] を選択します。ユーザに、P6 Web 
Access の表示設定で、個人のユーザインタフェース画面設定の
変更を許容する場合は、[ ユーザによる画面オプションの変更を
許可 ] チェックボックスをマークします。

クリックして、ユーザインタフェー
ス画面を選択します。 

このチェックボックスを
マークし、ユーザに自身の
ユーザインタフェース画面
設定の変更を許容します。

ユーザがユーザインタ
フェース画面設定を変更し
ても、同じ画面に割り当て
られた他のユーザの設定に

は影響しません。

ユーザインタフェース画
面で、P6 Web Access の
カスタマイズを行うこと
に加え、プロトタイプ
ユーザを作成し、既定の
ダッシュボードとグロー
バル設定の指定を行うこ
とができます。343 ペー
ジの「プロトタイプユー
ザの追加と P6 Web 
Access の既定設定の定
義」 を参照してください。
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Methodology Management モジュールのセキュリティ設定

Methodology Management モジュールは、独自のユーザ、グロー
バル設定、メソドロジ設定を使用して、Methodology 
Management データへのアクセスを管理します。このセキュリ
ティデータは、Methodology Management データベースに保存さ
れます。

Project Management と Methodology Management モジュール間では
セキュリティデータは共有していません。Methodology 
Management では、独自の OBS、ユーザ、グローバル、メソドロ
ジ設定とライセンスを使用します。

Methodology Management におけるセキュリティモデルは、
Project Management モジュールとは異なっています。同時に開け
るのは、1 つのメソドロジのみで、EPS はありません。ユーザと
メソドロジ設定は、OBS ノードに割り当てることはできません。
メソドロジ設定は、ユーザに直接割り当てられ、メソドロジへ
のユーザアクセスを許容します。

本セクションでは、Methodology Management モジュールでのセ
キュリティ設定とユーザの作成プロセスを説明します。
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グローバル設定の作成  Methodology Management モジュールで、 
[ 管理 ]、[ セキュリティ設定 ] を選択します。[ グローバル設定 ] 
を選択し、[ 追加 ] をクリックします。新しい設定名をタイプしま
す。新しい設定を既定のグローバル設定とするには、[ 既定 ] 
チェックボックスをマークします。[ 権限 ] エリアで、適宜 [ 権限
あり ] チェックボックスにマークし、設定に権限を付与します。

以下の表で、各グローバル権を定義します。

以下に、各権限を機能別にまとめた表を示します。権限は、
[ セキュリティ設定 ] ダイアログボックスで表示される順に
掲載してあります。[ セキュリティ設定 ] ダイアログボック
スで権限をアルファベット順に表示するには、前の画面に
示す権限バーをクリックします。

P6 で新規に追加された、あるいは変更された権限について
は、アスタリスク (*) が付記されています。

グローバル設定
を選択します…

…そして、その設
定に付与された権
限を確認します。

クリックする
と、権限をアル
ファベット順に
表示できます。
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権限名 権限の定義

セキュリティ設定の
編集

セキュリティ設定情報を変更します。

ユーザの編集 Methodology Management モジュールユーザの作
成と削除、およびユーザアクセス許可を変更し
ます。

管理設定および分類
の編集

[ 管理設定 ] ダイアログボックスで定義された、
管理設定の変更を行います。[ 管理分類 ] ダイア
ログボックスで定義された管理分類の作成、変
更、削除を行います。[ 通貨 ] ダイアログボック
スで通貨データの編集を行います。

メソドロジの新規作
成／コピー

メソドロジの作成、インポートまたはコピーを
行います。

リソースの編集 リソース階層のノードの作成、削除、変更を行
います。

ロールの編集 ロール情報の作成、削除、変更を行います。

作業成果物とドキュ
メントの編集

作業成果物とドキュメントレコードの作成、削
除、変更を行います。

グローバル／メソド
ロジ情報の 
インポート

グローバルおよびメソドロジ情報をインポート
します。

レポートの編集 レポートの作成、編集、削除とレポートウィ
ザードでレポートを保存します。

アクティビティ属性
の編集

アクティビティ属性の作成、変更、削除を行い
ます。

アクティビティコー
ドの編集

グローバルアクティビティコードとコード値の
作成、変更、削除を行います。

見積ファクタの編集 見積ファクタの作成、変更、削除を行います。

リソース単価の表示 リソース価格を表示します。

アクティビティレイ
アウト / フィルタの
編集

グローバルアクティビティレイアウトとフィル
タの作成、削除、変更を行います。

OBS の編集 組織ブレークダウンストラクチャ情報の作成、
削除、変更を行います。

メソドロジ / リソー
スコード編集

メソドロジコードとリソースコードの作成、削
除、変更を行います。
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メソドロジ設定の作成  [ 管理 ]、[ セキュリティ設定 ] を選択し
ます。[ メソドロジ設定 ] を選択し、[ 追加 ] をクリックします。
新しい設定名をタイプします。新しい設定を既定のメソドロジ
設定とするには、[ 既定 ] チェックボックスをマークします。 
[ 権限 ] エリアで、適宜 [ 権限あり ] チェックボックスにマーク
し、設定に権限を付与します。 

ユーザ定義フィール
ドの編集

ユーザ定義フィールドの作成、編集、削除を行
います。この権限のないユーザは、ユーザ定義
フィールドの表示はできます。

Microsoft Project テン
プレートの編集

Microsoft Project からデータをインポートあるい
はエクスポートするのに使用する、Microsoft 
Project テンプレートの作成、編集、削除を行い
ます。

ステップテンプレー
トの編集

複数のアクティビティに対する一連の共通ス
テップを追加するのに使用する、アクティビ
ティステップテンプレートの作成、編集、削除
を行います。

権限名 権限の定義

会社内のさまざまな
ロールに対し、作成
できるメソドロジ設
定数には制限があり

ません。
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以下の表で、各メソドロジ権を定義します。

P6 で新規に追加された、あるいは変更された権限について
は、アスタリスク (*) が付記されています。

新規ユーザの追加  [ 管理 ]、[ ユーザ ] を選択します。「追加」を
クリックします。

■ [管理設定] でパスワードポリシーが有効になっていない場合
は、[ 全般 ] タブをクリックしてユーザのログイン名と個人
名を入力し、[ パスワード ] をクリックします。ユーザのパ
スワードをタイプし、さらにもう一回パスワードをタイプし
直して確認します。「OK」をクリックします。

権限名 権限の定義

メソドロジ属性の編集 [ メソドロジプロパティ ] ダイアログボックスに
定義されたように、メソドロジプロパティの作
成、削除、変更を行います。

メソドロジ WBS の
編集

メソドロジのワークブレークダウンストラクチャ 
(WBS) ノードとバージョンの作成、削除、変更を
行います。

メソドロジリンクの
編集

ユーザに、リンクする両方のメソドロジに対して
この権限があれば、メソドロジリンクの作成、削
除、変更を行います。

メソドロジアクティ
ビティの編集

アクティビティとアクティビティ情報の追加、変
更、削除を行います。

メソドロジ経費の
編集

経費の追加、変更、削除を行います。

メソドロジコストの
表示

メソドロジコスト情報を表示します。

メソドロジコストの
チェックイン／
チェックアウト

Methodology Management モジュールからのメソド
ロジのチェックインおよびチェックアウトを行い
ます。

メソドロジリスクの
編集

メソドロジリスクの作成、削除、変更を行います。

アクティビティ ID の
編集

メソドロジアクティビティ ID の編集を行います。
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■ [管理設定] でパスワードポリシーが有効になっている場合は 
[ ユーザの追加 ] ダイアログボックスが表示されます。 ログ
イン名、個人名、新規パスワードの入力、新規パスワードの
確認の各フィールドに入力する必要があります。[OK] をク
リックします。

管理設定の詳細については、394 ページの「既定設定の定
義」 を参照してください。

Methodology Management モジュールが LDAP 認証モード
で実行されている場合は、[ 追加 ] をクリックすると、ダイ
アログが現れ、ユーザ名を入力してそれを LDAP ストアと
照合するよう求められます。テストをクリックすると、
LDAP ストアにユーザが存在していれば、実際の名前、E 
メールアドレス、電話番号フィールドで埋められます。こ
れは認証設定ツールでそれらのフィールドが事前に対応付
けされている場合です。ユーザを追加するには、[ 追加 ] を
クリックします。[ テスト ] をクリックしてユーザが LDAP 
ストアに見つからない場合は、ユーザを追加できない旨を
通知するメッセージが表示されます。

会社がユーザ情報を LDAP ディレクトリに中央管理してい
る場合は、Primavera ユーザを LDAP ストアからプロビジョ
ニングして追加することができます。さらなる詳細につい
ては、279 ページの「認証モードの設定」を参照してくださ
い。ユーザをプロビジョニングしたあと、各ユーザにセ
キュリティ設定を割り当てる必要があります。
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製品ライセンス  Methodology Management モジュールでは、製品
ライセンスを割り当てる必要はありません。購入した Project 
Management モジュールの各ライセンスで、自動的に 
Methodology Management モジュールのライセンスが与えられて
います。 

グローバル設定とメソドロジ設定の割当  グローバル設定は、リ
ソースやロールなどのグローバルデータに対するユーザのアク
セス権を決めます。メソドロジ設定は、メソドロジデータに対
するユーザアクセスを制限します。Methodology  Management モ
ジュールでは、各ユーザにグローバル設定がされていることが
要求されます。メソドロジを開くには、ユーザはそのメソドロ
ジに対するメソドロジ設定が割り当てられていなければなりま
せん。[ 管理 ]、[ ユーザ ] を選択します。グローバル設定とメソ
ドロジ設定を割り当てたいユーザを選択します。[ メソドロジ設
定 ] タブをクリックします。

Methodology Management 
モジュールにアクセス権の
あるユーザの一覧を表示し

ます

Methodology Management 
モジュールにログインする
のに必要な名前を明らかに

します

Methodology Management 
モジュールが LDAP 認証  

モードで実行されている場
合は、[ パスワード ] ボタ 

ンは表示されません。
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Methodology Management モジュールには管理スーパー
ユーザ (Admin Superuser) グローバル権限も含まれます。こ
の権限には、すべてのグローバル情報とメソドロジへの完
全なアクセスが許可されています。

メソドロジスーパーユーザ設定は、メソドロジのすべての
側面での読み書き権限が与えられています。管理スーパー
ユーザ権限のあるユーザには、自動的にすべてのメソドロ
ジに対するメソドロジスーパーユーザアクセス権が付与さ
れています。ユーザが新規メソドロジを作成すると、その
ユーザには自動的にそのメソドロジに対するメソドロジ
スーパーユーザ設定が与えられます。

クリックして、ユーザがア
クセスに必要なメソドロジ
を選択します…

[ グローバル設定 ] 列を 
ダブルクリックして、

選択したユーザに適し
た設定を選ぶこともで

きます。

…[ 設定 ] 列をダブルクリックし
て、選択したユーザにメソドロジ
設定を選びます。



366    パート 5：Primavera アプリケーション管理

Primavera - アドミニストレータガイド



  367  

Project Management では、エンタープラ

イズプロジェクトストラクチャ (EPS) の

あらゆるプロジェクトに適用されるパラ

メータや値をモジュール全体で定義でき

ます。この設定を使うと、特定のプロ

ジェクト管理要件や規格を満たすようモ

ジュールをカスタマイズできます。この

ような設定はあらゆるユーザが閲覧でき

ますが、これを編集する特別なセキュリ

ティ権限を得られるのは 1 人だけです。

本章では、指定できる設定のタイプにつ

いて説明します。「管理設定」は、既定の

設定です。「管理分類」は、あらゆるプロ

ジェクトに適用される標準的な値です。

また、「通貨」には、データベースにコス

トを保存するための基準通貨と、ウィン

ドウやダイアログボックスにコストを表

示するための表示通貨があります。

本章の内容：

既定設定の定義

標準的な分類と値の定義

通貨の定義

Project Management での管理設定と

分類の定義
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既定設定の定義
[ 管理設定 ] の各フィールドの詳
細な情報が必要な場合は、[ 管理
設定 ] ダイアログボックスの [ ヘ
ルプ ] をクリックしてください。

「管理設定」ダイアログボックスを利用すると、プロジェクト管
理コーディネータによる既定の設定を指定できます。「管理」、

「管理設定」を選択します。

全般情報  「全般」タブを使うと、カレンダ上の週の最初の日な
ど一般的な既定オプションを指定できます。また、リソースや
プロジェクト、アクティビティコード、ロール、WBS ノードで
階層レベルを分離するために使用する文字を変更することもで
きます。 

週の最初の日は、1 週間の日にちがグラフやスプレッドシー
トなど週間のタイムスケールを示すレイアウトに表示され
る方法に影響を与えます。例えば、水曜日が週の最初の日
の場合、「アクティビティ稼働グラフ」では 1 週間は
「WTFSSMT」と表示されます。

グローバル、プロジェク
ト、リソースカレンダの週

の初日。

あらゆるプロジェクトにおけ
る新規アクティビティの既定
所要期間。新規アクティビ

ティの追加プロセスを簡素化。

ロールやリ
ソースコード、
プロジェクト
コード、コス
トアカウント、
アクティビ
ティコードで
階層レベルを
分離する文字。
あらゆる新規
プロジェクト
における WBS
コードの既定
区切文字でも
あります。
WBS コード区
切文字は「プ
ロジェクト詳
細」の「設定」
タブで特定の
プロジェクト
用に入力でき
ます。

パスワードの作成と変更に
使われるポリシー。 チェック 
マークを入れると、強力な
パスワードポリシーを有効

にできます。 マークが入って 
いない場合、パスワードは 0 
～ 20 字の文字または数字に 

なります。
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Timesheets  「タイムシート」タブを使うと、Timesheets モ
ジュールを使用する際の既定設定オプションを指定できます。

[ リソースが入力可能な 1 日あたりの最大時間数 ] と [ タイ
ムシート記録時間の小数点桁数 ] フィールドで入力した小数
点以下の桁数に相違がある場合は、タイムシートフィール
ドでユーザの入力した値が四捨五入され表示されます。四
捨五入は表示目的のみであり、最初に入力された値がデー
タベースに保存されます。例えば、1 日当たりの最大時間数
を 10.5 と指定したものの、タイムシートで記録できる時間
の小数点以下の桁数を 0（ゼロ）にした場合、ユーザがタイ
ムシートフィールドに 10.5 と入力してもタイムシートでは
この値が 11 に切り上げられます。データベースには 10.5 
という値が保存されるため、リソースは 1 日あたりの最大
時間数の設定を超えることはできません。

ここを選択すると別途指示がない限りあらゆる新規リ
ソースでタイムシートを使用するよう指定できます。

ここを選択すると、各割当アク
ティビティについて毎日、作業
時間を報告するよう全リソース
レポートに求めることができま
す。このオプションを選ぶと、

リソースが毎日入力できる最大
時間数をオプションで指定する

ことができます。

タイムシート期間に含まれている
日数に関わりなく、タイムシート
報告期間の各割当アクティビティ
について稼働時間を単一の値とし
て報告するよう全リソースに求め

ることができます。

ここを選択すると新たに作成さ
れたあらゆるプロジェクトの権
限を割り当てられます。各プロ
ジェクトでは、「プロジェクト詳
細リソース」タブでこの設定を

変更できます。

ここを選択するとタイムシート
の提出、承認、却下、レビュー
担当者、関連のある日付の履歴
を保存することができます。こ
のオプションを選んだ場合は、
履歴データを表示するために

「タイムシートの履歴」という部
分がタイムシートレポートに追

加されます。
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「タイムシート承認レベル」セクションには以下のオプションが
含まれています。

■ 自動提出 － これを選択すると、リソースのタイムシートが
提出または承認される必要がないことを示します。タイム
シートデータは、実績を適用すると自動的にデータベースで
更新されます。

■ 自動承認 － これを選択すると、リソースのタイムシートが
管理者の承認を必要としないことを示します。タイムシート
は、提出時に自動的に承認されます。

Timesheets モジュール実装の
詳細については、99 ページの

「Timesheets 用の Group 
Server の調整」と 407 ページ
の「Timesheets の実装」を参
照してください。

■ 承認レベル 1 － これを選択すると、リソースのタイムシー
トは、リソース／コストマネージャの承認が必要であること
を示します。このオプションを選択すると、あらゆる提出済
みタイムシートのステータスは、承認担当マネジャが当該ス
テータスを変更するまでは「提出済」のままになります。以
前はプロジェクトマネジャとリソース / コストマネジャ双方
の承認を必要としていた場合にこのオプションを選択する
と、1 レベルの承認を受けた現行タイムシートすべてのス
テータスが「承認」に変わります。

■ 承認レベル 2 － これを選択すると、リソースのタイムシー
トは、プロジェクトマネージャとリソース／コストマネー
ジャの承認が必要であることを示します。このオプションを
選択すると、あらゆる提出済みタイムシートのステータス
は、両マネジャがタイムシートを承認するまでは「提出済」
のままになります。

■ プロジェクトマネージャがリソースマネージャの前に必要 
－ 承認レベル 2 を選択した場合、これをマークするとプロ
ジェクトマネージャがタイムシートの承認をリソース／コス
トマネージャの前に行う必要があることを示します。

■ タイムシート承認の既定リソースマネージャ － 特に変更し
ない限り、リソースのタイムシートを承認するマネージャ
名。「ブラウズ」ボタンをクリックして新規マネジャを選択
します。
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タイムシート権限  「タイムシート権限」タブを利用すると、時
間を報告する権限を定義できます。

アクティビティの開始前にユーザが
プレビューできる既定の日数。

アクティビ
ティの終了後
にユーザがレ
ビューできる
既定の日数。

タイムシートに時
間を入力するリ

ソース権限を指定
します。
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階層制限  「階層制限」タブを使用すると、階層構造レベルの最
大数を指定できます。また、プロジェクトに含むことのできる
ベースラインとアクティビティコードの最大数も指定できます。

最大階層レベル数の設定を変更すると、新規ノードを追加
したり既存ノードを編集したりした場合にのみ新規設定が
適用されます。

EPS と WBS における階層レベルの合計最大
数は、1 が最低、50 が最高となります。

このような構造内の最大階
層レベル数は、1 が最低、

25 が最高となります。

プロジェクトにおけるアク
ティビティコードの最大数

は、0 が最低、500 が最高と
なります。

プロジェクトにおけるベース
ラインの最大数は、無制限の

数を入力できます。

プロジェクトにおいてコピー
できるベースライン最大数。

プロジェクトでコピーできる
ベースラインの最大数は、こ
のフィールドに 1 から 50 ま    
での数字を入力することがで

きます。
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ID 文字数  「ID 文字数」タブを使うと、ID やコードの最大文字
数を指定できます。

ID またはコードの最大文字数を変更すると、新規 ID/ コー
ドを追加したり既存の ID/ コードを編集したりする際に新し
い文字数が適用されます。

このような ID やコードの最大文字数
は、1 が最低、20 が最高となります。
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期間  「期間」タブを使用すると、稼働日、稼働週、稼働月、お
よび稼働年あたりの既定時間数を定義できます。選択した期間
単位や所要期間の表示形式を表示する際にこのような値を変換
ファクタとして使用します。分、時間、日、週、月、年を表示
するために略称を指定することもできます。

 有効な入力範囲：1.0 ～ 24.0. 

有効な入力範囲：1.0 ～ 168.0. 有効な入力範囲：1.0 ～ 744.0.

有効な入力範囲：
1.0 ～ 8784.0.

選択した期間単位や所要期間
の表示形式を表示する際は、

1 字の略語を入力します。
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ユーザが期間毎の既定時間を定義

Primavera は 1 時間単位で値を計算、保存します。ただし、
「ユーザ定義」を利用すると各ユーザは期間単位の値を時間、
日、週、月、または年で表示するよう選択できます。ユーザが
期間単位フィールドで時間以外の増分でデータを表示すると、
Project Management は「管理設定」の「期間稼働時間」の設定に
基づいてデータを変換します。反対に、ユーザが時間以外の期
間単位を入力すると、「管理設定」の「期間稼働時間」の設定を
使ってデータベースの計算と保存用に入力値が時間に換算され
ます。

管理者は変換ファクタを指定したり、ユーザに変換ファクタを
指定させたりすることができます。変換ファクタを指定する場
合は、「期間稼働時間」フィールドで変換ファクタとして使用す
る時間数を入力します。ユーザに変換ファクタを指定させる場
合は、「ユーザに各期間毎の特定の時間数の入力を許可」チェッ
クボックスにマークを入れます。

ユーザに「ユーザ設定」で期間毎の時間設定を独自に入力する
よう許可すると、スプレッドシートやレポートなどでアクティ
ビティのサマリや詳細スケジュールデータを表示する際に期間
単位データが不適正に表示されることがなくなります（管理期
間設定とアクティビティカレンダの期間設定が一致しなければ
不適正に表示されることがあります）。ユーザに「ユーザ設定」
の「期間稼働時間」の指定を許可せず、ユーザ設定の表示が時
間以外に設定されている場合は、「管理設定」の「期間稼働時
間」の設定以外の時間 / 期間カレンダ値を使用するアクティビ
ティの時間をユーザが入力すると、予期しない表示が行われる
可能性があります。これは、表示がアクティビティのカレンダ
により定義された時間 / 期間ではなく「管理設定」の「期間稼働
時間」設定の変換ファクタを反映しているために発生します。
例えば、以下のようになります。

ユーザ設定、期間単位 = 日

管理設定、期間稼働時間 = 8 時間 / 日

アクティビティカレンダ = 10 時間 / 日

ユーザの入力したアクティビティ期間 = 30 時間
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期間表示 = 3 日 6 時間（30 時間の期間 /1 日当たり 8 時間、
変換ファクタに基づく）

予期しない表示結果を避けるには、「ユーザに各期間毎の特定の
時間数の入力を許可」チェックボックスにマークを入れます。
次に、組織内のロールが使用するアクティビティカレンダに基
づいて「ユーザ設定」で「期間稼働時間」値を設定するよう
ユーザに勧めます。例えば、エンジニアが 8 時間のアクティビ
ティカレンダを使用する場合は「時間 / 日」ユーザ設定に「8」
を入力します。同様に、建設労働者が 10 時間のアクティビティ
カレンダを使用する場合は「時間 / 日」ユーザ設定に「10」と入
力します。ロールに応じてユーザ設定を行うよう勧めると、
ユーザはアクティビティ期間を正確に把握できます。
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アーンドバリュー  「アーンドバリュー」タブを使うと、アーン
ドバリューを計算する既定の設定を指定できます。「ワークブ
レークダウンストラクチャ詳細」の「アーンドバリュー」タブ
で特定の WBS ノードの設定を変更できます。 

レポート  「レポート」タブを使うと、最高 3 セットのレポート
のヘッダ、フッタ、カスタムラベルを定義できます。

「アーンドバリュー」タブの
フィールドの詳細については、

『Project Management リ
ファレンスマニュアル』を参照
してください。

アーンドバリューの計算に
使用するベースライン値の

タイプを選択します。

ヘッダ、フッタ、カスタムテ
キストラベルから成るセット

を定義するために選択します。

次に、当該セットのヘッ
ダ、フッタ、カスタムレ
ベル用のカスタムテキス

トを指定します。
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オプション  「オプション」タブを使うと、アクティビティやリ
ソース / ロール用にコストや定量サマリを計算する間隔を指定で
きます。カレンダ間隔、報告期間の間隔、またはその双方を利
用できます。選択した間隔に応じて、チャートやスプレッド
シートに表示できるデータが決まります。このようなチャート
やスプレッドシートでは、P6 Web Access や Project Management 
モジュールで集計されたアクティビティや割当データが表示さ
れます。カレンダ間隔のオプションがデフォルトで選択されて
います。カレンダ間隔で集計しないよう選択できますが、これ
はほとんどの企業では推奨されません。

チャートやスプレッドシートで、P6 Web Access ユーザが報告期
間のタイムスケール間隔でアクティビティと割当データ（現時
点実績および過去の期間実績の双方）を表示できるようにする
には、報告期間による集計を選択します。このオプションを選
ぶと、Project Management モジュールの報告期間タイムスケール
間隔は格納中のプロジェクトの集計済みの現時点実績値を正確
に表示します。

P6 バージョン 6.0 から P6 Web Access バージョン 6.2 に
アップグレードした後に集計の設定を変更すると（例えば、
「報告期間別」オプション）、すべてのプロジェクトを集計
しても無視されるプロジェクトが出てきます。特に、アッ
プグレードの前に集計され、それ以降は変更されていない
プロジェクトは、すべてのプロジェクトを集計しようとし
ても集計できません。  
 

このようなプロジェクトの報告期間データの集計を含むに
は、アップグレード後にこれらのプロジェクトの既存集計
データを削除して、各プロジェクトを集計する必要があり
ます（個々に、またはジョブサービスによって集計しま
す）。ひとつのプロジェクトの集計データを削除するには、
Project Management の [ プロジェクト ] ウィンドウでプロ
ジェクト名を右クリックし、[ プロジェクト集計の削除 ] を
選択します。  
 

カレンダおよび報告期間間隔の双方で集計を行うと、サマ
ライザジョブの実行時間が増えます。パフォーマンス上の
問題が発生した場合は、220 ページの「ジョブサービスレジ
ストリの設定」を参照して、サマライザパフォーマンスの
改善方法に関する情報を入手してください。 
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データを報告期間別に集計する場合でも、報告期間タイム
スケールを表示できるよう P6 Web Access ユーザ向けに報
告期間を適切に定義する必要があります。報告期間の設定
については、429 ページの「報告期間の定義」を参照してく
ださい。

報告期間間隔で集計することを選択し、ユーザが報告期間
タイムスケールを表示する場合に格納中のプロジェクトの
データを含めたい際は、格納中のプロジェクトを各々 1 回
集計する必要があります。プロジェクト集計の詳細につい
ては、『Project Management リファレンスマニュアル』を
参照してください。

Project Architect を使ってアクティビティを追加したり新規プロ
ジェクトを作成したりするためにユーザがメソドロジにアクセ
スできるかどうか選択できます。ユーザが Project Management か
らコンテンツリポジトリドキュメントや Timesheet Approval アプ
リケーションを起動できるようにするには、URL を P6 Web 
Access サーバに入力します。ワークフロー管理者は、P6 Web 
Access のワークフローテンプレート（プロジェクトの要求に使
用）を管理する Web ユーザです。「ブラウズ」ボタンをクリック
して選択します。さらに、このタブを使うと Contract Manager

（旧称：Expedition）へのリンクを設定できます。
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Contract Manager へのリンクを設定すると、Contract 
Manager プロジェクトへのリンクを作成してプロジェクト
レベルのデータをインポートしたり表示したりできます。
詳細については『Project Management リファレンスマニュ
アル』を参照してください。

アクティビティのコストや量
を集計する間隔。

リソース /
ロール割当
のコストや
量を集計す
る間隔。

Contract Manager バージョン 9.x 以上に接続する場合は、
Contract Manager Web サーバの URL を入力します。URL 
にはサーバ名（または IP アドレス）を含む必要がありま
す。既定ポートである「80」を使用しない場合はポート番
号も必要です。

ユーザが Project 
Management からコンテン 
ツリポジトリドキュメント
や Timesheet Approval ア   

プリケーションを起動でき
るようにするには、URL を 
P6 Web Access サーバに入   

力します。

このオプションを選択すると、
ユーザは P6 Web Access でサ    
マリデータを表示したり、報
告期間タイムスケール間隔で
高レベルの計画割当を編集し

たりできるほか、Project
Management モジュールで正 
確なデータが報告期間タイム
スケール間隔で表示されるよ

う確認できます。



 Project Management での管理設定と分類の定義    381       

Primavera - アドミニストレータガイド  

単価タイプ  「単価タイプ」タブを使うと、利用可能な 5 つの
「単価」フィールドにそれぞれタイトルを付けられます。タイト
ルは単価タイプの内容を説明したものでなくてはなりません。
単価タイプがリストや列で表示される場合に定義した単価タイ
プのタイトルも表示されます。

このようなタイプの単価に
は新たなタイトルを定義で
きます（「商業用単価」や

「政府用単価」など）。
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標準的な分類と値の定義

「管理分類」ダイアログボックスを使うと、あらゆるプロジェク
トに適用できる標準的な分類と値を定義できます。「管理」、「管
理分類」を選択します。

ベースラインの詳細については、
『Project Management リファ
レンスマニュアル』を参照してく
ださい。

ベースラインタイプ  「ベースラインタイプ」タブを使用すると、
ベースラインのタイプを作成、編集、削除できます。ベースラ
インタイプを利用すると、プロジェクト全体でベースラインを
分類して標準化できます。ベースラインのタイプを変更するに
は、当該タイプをダブルクリックして新しい名前を入力してく
ださい。変更内容は、ベースラインが割り当てられるプロジェ
クトすべてに適用されます。

「上へシフト / 下へシフト」ボタンをクリックすると、選択
した分類 / タイプを上下に移動できます。これにより割当の
際に分類 / タイプが表示される順序が変わります。このボタ
ンは、リストがアルファベット順にソートされていない場
合に限り利用できます。
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経費の詳細については、
『Project Management リファ
レンスマニュアル』を参照してく
ださい。

経費分類  「経費分類」タブを使用すると、経費のカテゴリを作
成、編集、削除できます。経費分類は、プロジェクト経費を分
類して標準化したり、経費情報を整理、維持するために利用で
きます。経費分類を変更するには、当該分類をダブルクリック
して新しい名前を入力してください。変更内容は、経費アイテ
ムが割り当てられるプロジェクトすべてに適用されます。

WBS の詳細については、
『Project Management リファ
レンスマニュアル』を参照してく
ださい。

WBS カスタム分類  「管理分類」ダイアログボックスの 3 番目の
タブを利用すると、カスタム WBS 分類と分類値を定義できま
す。タブには、定義した名前が表示されます。分類名を変更す
るには、右上にあるフィールドをクリックして新しい名前を入
力してください。この分類を使うと、あらゆるプロジェクトで
WBS 情報を整理、フィルタ、報告できます。分類値を変更する
には、当該値をダブルクリックして新しい名前を入力してくだ
さい。変更内容は、WBS アイテムが割り当てられるプロジェク
トすべてに適用されます。

WBS 分類を変更しても、分類の値や値割当は変わりません。 
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ドキュメント分類  「ドキュメント分類」タブを使うと、作業成果
物やドキュメントの分類を設定してこの分類を「ドキュメント」
ウィンドウのドキュメントや「アクティビティ詳細」の「ドキュ
メント」タブのアクティビティに割り当てられます。ドキュメン
トの分類を変更するには、当該カテゴリをダブルクリックして新
しい名前を入力してください。変更内容は、ドキュメントが割り
当てられるプロジェクトすべてに適用されます。
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作業成果物とドキュメントの詳細
については、『Project 
Management リファレンスマ
ニュアル』を参照してください。

ドキュメントステータス  「ドキュメントステータス」タブを使
用すると、ドキュメントステータスのタイプを作成、編集、削
除できます。ステータスのタイプは、プロジェクト内の作業成
果物やドキュメントの現在のステータスを識別します。これを
使うと、アクティビティや WBS ノードに割り当てられるドキュ
メントを判定できます。ステータスのタイプを変更するには、
当該タイプをダブルクリックして新しい名前を入力してくださ
い。変更内容は、ドキュメントが割り当てられるプロジェクト
すべてに適用されます。 

Timesheets モジュールの詳細
については、『Project 
Management リファレンスマ
ニュアル』を参照してください。

間接コード  「間接コード」タブを使うと、Timesheets ユーザ用
の間接アクティビティコードを作成、編集、削除できます。
Timesheets ユーザは間接アクティビティを自分のタイムシートに
追加して、プロジェクトアクティビティとは関係のないタイム
シート時間をログすることができます。コードを変更するには、
当該コードをダブルクリックして新しい名前を入力してくださ
い。変更内容は、コードが割り当てられるプロジェクトすべて
に適用されます。
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リスクの詳細については、
『Project Management リファ
レンスマニュアル』を参照してく
ださい。

リスクタイプ  「リスクタイプ」タブを使うと、リスクのタイプや
潜在的なリスクの分類を作成、編集、削除できます。リスクタイ
プを利用すると、プロジェクト全体でリスクを分類して標準化で
きます。リスクのタイプを変更するには、当該タイプをダブルク
リックして新しい名前を入力してください。変更内容は、リスク
が割り当てられるプロジェクトすべてに適用されます。
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アクティビティノートの詳細につ
いては、『Project 
Management リファレンスマ
ニュアル』を参照してください。

ノートトピック  「ノートトピック」タブを使用すると、ノート
のトピックを作成、編集、削除できます。ノートトピックは通
常、アクティビティを実施するための指示や説明で構成されて
います。ただし、ノートトピックは EPS、プロジェクト、WBS
レベルで割り当てることもできます。トピックには、目的や入
力基準、ツールとテクニック、終了基準などがあります。ノー
トトピックを変更するには、当該トピックをダブルクリックし
て新しい名前を入力してください。変更内容はあらゆるノート
の割当に適用されます。
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計量単位  「計量単位」タブを使うと、材料リソースに割り当て
られる計量単位のラベルを設定できます。計量単位のラベルを
変更するには、当該ラベルをダブルクリックして新しい名前を
入力してください。変更内容は、あらゆる計量単位の割当に適
用されます。
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通貨の定義

データベースのあらゆるプロジェクトでコストデータを保存す
るための通貨単位（基準通貨）と、ウィンドウやダイアログ
ボックスでコストデータを表示するための通貨単位（表示通貨）
を指定できます。 

管理スーパーユーザ権限のあるユーザのみが基準通貨を変
更したり、追加表示通貨のタイプを定義したりできます。 

基本通貨の為替レートは常に 1.0 です。コストデータを表示する
ために基準通貨以外の通貨を選択すると、コストおよび価格
フィールドに表示される値を計算するために、基準通貨の値に
表示通貨用の現在の為替レートが乗算されます。 

例えば、基準通貨が米ドルで表示通貨がユーロ、ユーロの為替
レートが 0.75 だとします。データベースに保管されている 10 ド
ルの値は、ウィンドウやダイアログボックスのコストおよび価
格フィールドでは 7.5 ユーロと表示されます。同様に、10 ユー
ロとコストまたは価格フィールドに入力すると、データベース
には $13.30 と保存されます。

コストおよび価格フィールドに値を入力すると、常に表示
通貨で表示されます。

通貨がコストデータの保存
に使われるベースであるこ

とを示します。
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「通貨」ダイアログボックスを使うと、基準通貨と表示通貨を設
定できます。

Project Management の古いバージョンから更新している場
合は、プロジェクトを追加、変更する前に新しいバージョ
ンで基本通貨を設定する必要があります。

基準通貨の定義  基準通貨は既定で米ドルになっています。異
なった通貨を基準通貨として定義するには、「管理」、「通貨」を
選択します。基準通貨を選択してから、「全般」タブで通貨の 
ID、名称、記号を入力します。基本通貨の為替レートは常に 1
です。「表示」タブをクリックすると、通貨の表示方法をさらに
詳しく定義できます。

古い基準通貨でコストを表示したい場合は、これを利用可
能な通貨の一覧に追加する必要があります。 

表示通貨の追加  「管理」、「通貨」を選択します。「追加」をク
リックします。通貨の ID、名称、記号、為替レートを指定して、
通貨を表示する方法を示します。

通貨の表示では、整数と小数を分離しま
す（500.5 など）。

通貨表示の桁を分けます
（300,000 または 300,000 など）。

小数点以下に表示され
る数字の数を示します。
例えば、「なし」(70）、

「1」（70.1）、「2」
（70.14）などです。
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 通貨のタイプを明確に定 
義する ID を入力します。

 通貨を識別するために一 
般的に使用されている記号

を入力します。

「編集」、「ユーザ設定」
を選択し、「通貨」タブ
をクリックして、コスト
の表示に使用する通貨を
選択します。

当該通貨の現在の世界的な為替
レートを入力します。
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  393  

Methodology Management モジュールで

は、あらゆるメソドロジに適用されるパ

ラメータや値をモジュール全体で定義で

きます。この設定を使うと、特定のプロ

ジェクト管理要件や規格を満たすようモ

ジュールをカスタマイズできます。この

ような設定はあらゆるユーザが閲覧でき

ますが、これを編集する特別なセキュリ

ティ権限を得られるのは 1 人だけです。

本章では、指定できる設定のタイプにつ

いて説明します。「管理設定」は、本モ

ジュールで使用されている既定の設定で

す。「管理分類」は、本モジュールのあ

らゆるメソドロジに適用される標準的な

値です。また、「通貨」には、データ

ベースにコストデータを保存するための

基準通貨と、ウィンドウやダイアログ

ボックスにコストデータを表示するため

の表示通貨があります。

本章の内容：

既定設定の定義

標準的な分類と値の定義

通貨の定義

Methodology Management での管理

設定と分類の定義
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既定設定の定義

「管理設定」ダイアログボックスを利用すると、プロジェクト管
理コーディネータによる既定の設定を指定できます。「管理」、

「管理設定」を選択します。

全般情報  「全般」タブを使うと、期間タイプや進捗率タイプ、
アクティビティタイプなど、新規アクティビティの一般的な既
定オプションを指定できます。また、リソースやメソドロジ、
アクティビティコード、ロール、ワークブレークダウンストラ
クチャ（WBS）ノードで階層レベルを分離するために使用する
文字を変更することもできます。 

ロールやリソースコード、メソドロジコード、ア
クティビティコードで階層レベルを分離する文字

です。あらゆる新規メソドロジにおける WBS
コードの既定区切文字でもあります。

このような既定タイプは、新規アク
ティビティでのみ使用できます。この
設定を変更しても、既存のアクティビ

ティには影響しません。

パスワードの作成と変更に使われる
ポリシー。 チェックマークを入れる 
と、強力なパスワードポリシーを有
効にできます。 マークが入っていな 
い場合、パスワードは 0 ～ 20 字の  

文字または数字になります。
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ID 文字数  「ID 文字数」タブを使うと、ID やコードの最大文字
数を指定できます。

ID またはコードの最大文字数を変更すると、新規 ID/ コー
ドを追加したり既存の ID/ コードを編集したりする際に新し
い文字数が適用されます。

このような ID やコードの最大文字数
は、1 が最低、20 が最高となります。
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データ限度  「データ限度」タブを使用すると、階層構造レベル
の最大数を指定できます。

最大階層レベル数の設定を変更すると、新規ノードを追加
したり既存ノードを編集したりした場合にのみ新規設定が
適用されます。

このような構造内の
最大階層レベル数
は、1 が最低、25
が最高となります。

このようなタイプのコード
における最大階層レベル数
は、1 が最低、25 が最高

となります。
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期間  「期間」タブを使用すると、稼働日、稼働週、稼働月、お
よび稼働年あたりの既定時間数を定義できます。このモジュー
ルでは、選択した時間の単位や期間表示形式を表示する際にこ
のような値を変換ファクタとして使用します。分、時間、日、
週、月、年を表示するために略称を指定することもできます。

 有効な入力範囲：1.0 ～ 24.0. 

有効な入力範囲：1.0 ～ 168.0. 有効な入力範囲：1.0 ～ 744.0.

有効な入力範囲：
1.0 ～ 8784.0.

このモジュールでは、選択
した時間の単位や期間表示
形式を表示する際は、この
ような略語を使用します。

新しい 1 文字の略語を入力
できます。
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標準的な分類と値の定義

「管理分類」ダイアログボックスを使うと、あらゆるメソドロジ
に適用できる標準的な分類と値を定義できます。「管理」、「管理
分類」を選択します。

経費の詳細については、
『Methodology Management 
リファレンスマニュアル』を参照
してください。

経費分類  「経費分類」タブを使用すると、経費のカテゴリを作
成、編集、削除できます。経費分類は、メソドロジ経費を分類
して標準化したり、経費情報を整理、維持するために利用でき
ます。経費分類を変更するには、当該分類をダブルクリックし
て新しい名前を入力してください。このモジュールでは、変更
内容を当該経費アイテムが割り当てられているアクティビティ
すべてに適用します。

アクティビティノートの詳細につ
いては、『Methodology 
Management リファレンスマ
ニュアル』を参照してください。

ノートトピック  「ノートトピック」タブを使用すると、ノート
のトピックを作成、編集、削除できます。ノートは通常、アク
ティビティを実施するための指示や説明で構成されています。
メソドロジや WBS ノードに関する注記を分類するためにノート
を割り当てることもできます。適切な「メソドロジ」や

「WBS」、「アクティビティ」チェックボックスにマークを入れる
と、「ノートトピック」タブで選択したノートトピックを有効に
できます。トピックには、目的や入力基準、ツールとテクニッ
ク、終了基準などがあります。ノートトピックを変更するには、
当該トピックをダブルクリックして新しい名前を入力してくだ
さい。このモジュールでは、ノートトピックが割り当てられる
メソドロジや WBS ノード、アクティビティすべてに変更内容を
適用します。
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WBS の詳細については、
『Methodology Management 
リファレンスマニュアル』を参照
してください。

WBS カスタム分類  「管理分類」ダイアログボックスの 3 番目の
タブを利用すると、カスタム WBS 分類と分類値を定義できま
す。分類名を変更するには、右上にあるフィールドをクリック
して新しい名前を入力してください。この分類を使うと、開示
中のメソドロジで WBS 情報を整理、フィルタ、報告できます。
分類値を変更するには、当該値をダブルクリックして新しい名
前を入力してください。このモジュールでは、WBS アイテムが
割り当てられているメソドロジすべてに変更内容を適用します。

WBS 分類を変更しても、このモジュールは分類の値や値の
割当を変更しません。

レポートグループ  「レポートグループ」タブを使うと、レポー
トグループを作成、編集、削除してレポートを整理できます。



400    パート 5：Primavera アプリケーション管理

Primavera - アドミニストレータガイド

ドキュメント分類  作業成果物は通常、青写真やテスト計画など
のアクティビティアウトプットを指し、ドキュメントは基準や
ガイドラインなどのアイテムを指します。「ドキュメント分類」
タブを使うと、作業成果物やドキュメントの分類を設定して、
これを「ドキュメント」ウィンドウの作業成果物やドキュメン
ト、「ワークブレークダウンストラクチャ詳細」と「アクティビ
ティ詳細」の「ドキュメント」タブの WBS ノードおよびアク
ティビティに割り当てられます。ドキュメントの分類を変更す
るには、当該カテゴリをダブルクリックして新しい名前を入力
してください。このモジュールでは、ドキュメントの分類が割
り当てられる WBS ノードやアクティビティすべてに変更内容を
適用します。

左または右向き矢印をクリックすると、
選択したレポートの分類をインデントまたはアウトデントして、階層
内のレポートをさらに分類できます。上または下向き矢印をクリック

すると、選択したレポートの分類を階層内で上下に移動できます。
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見積データ作成 の詳細について
は、『Methodology 
Management リファレンスマ
ニュアル』を参照してください。

ファクタ分類  「ファクタ分類」タブを使うと、メソドロジで見
積ファクタを整理するための分類を設定できます。このような
ファクタを使って、Project Management モジュールでボトムアッ
プ見積を実行するためのプロジェクトの規模や複雑度の値が
Project Architect で計算されます。 

見積ファクタの分類は、ファクタのセットを各メソドロジに割
り当てて、これを特定の分野またはフェーズ（インターネット
の開発や製品の維持など）に応じて分類する際に有用です。見
積ファクタの分類を変更するには、当該分類をダブルクリック
して新しい名前を入力してください。Methodology Management
モジュールでは、見積ファクタの分類が割り当てられているメ
ソドロジすべてに変更内容を適用します。

見積ファクタの分類を設定すると、ひとつまたは複数の見積
ファクタを「見積ファクタ」ダイアログボックスで分類に割り
当てられます（「定義」、「見積ファクタ」を選択）。
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リスクタイプ  「リスクタイプ」を使うと、特定の WBS ノードに
関係する潜在的なリスクを識別、分類して優先順位をつけられ
ます。リスクのタイプを変更するには、当該タイプをダブルク
リックして新しい名前を入力してください。このモジュールで
は、関連のあるリスクのタイプが割り当てられている WBS ノー
ドすべてに変更内容を適用します。

計量単位  「計量単位」タブを使うと、材料リソースに割り当て
られる計量単位のラベルを設定できます。計量単位のラベルを
変更するには、当該ラベルをダブルクリックして新しい名前を
入力してください。変更内容は、あらゆる計量単位の割当に適
用されます。
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通貨の定義

データベースのあらゆるメソドロジでコストデータを保存する
ための通貨単位（基準通貨）と、ウィンドウやダイアログボッ
クスでコストデータを表示するための通貨単位（表示通貨）を
指定できます。 

管理スーパーユーザ権限のあるユーザのみが基準通貨を変
更したり、追加表示通貨のタイプを定義したりできます。 

基準通貨の為替レートは常に 1.0 です。コストデータを表示する
ために基準通貨以外の通貨を選択すると、コストおよび価格
フィールドに表示される値を計算するために、基準通貨の値に
表示通貨用の現在の為替レートが乗算されます。 

例えば、基準通貨が米ドルで表示通貨がユーロ、ユーロの為替
レートが 0.75 だとします。データベースに保管されている 10 ド
ルの値は、ウィンドウやダイアログボックスのコストおよび価
格フィールドでは 7.5 ユーロと表示されます。同様に、10 ユー
ロとコストまたは価格フィールドに入力すると、データベース
には $13.30 と保存されます。 

コストおよび価格フィールドに値を入力すると、常に表示
通貨で表示されます。

通貨がコストデータの保
存に使われるベースであ

ることを示します。
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「通貨」ダイアログボックスを使うと、基準通貨と表示通貨を設
定できます。

モジュールを古いバージョンから更新している場合は、メ
ソドロジを追加、変更する前に新しいバージョンで基準通
貨を設定する必要があります。 

基準通貨の定義  基準通貨は既定で米ドルになっています。異
なった通貨を基準通貨として定義するには、「管理」、「通貨」を
選択します。基準通貨を選択してから、「全般」タブで通貨の 
ID、名称、記号を入力します。基準通貨の為替レートは常に 1.0
です。「表示」タブをクリックすると、通貨の表示方法をさらに
詳しく定義できます。

古い基準通貨でコストを表示したい場合は、これを利用可
能な通貨の一覧に追加する必要があります。 

表示通貨の追加  「管理」、「通貨」を選択します。「追加」をク
リックします。通貨の ID、名称、記号、為替レートを指定して、
通貨を表示する方法を示します。

通貨の表示では、整数と小数を分離しま
す（500.5 など）。

通貨表示の桁を分けます
（300,000 または

300,000 など）。

小数点以下に表示され
る数字の数を示します。
例えば、「なし」(70）、

「1」（70.1）、「2」
（70.14）などです。
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 通貨のタイプを明確に定義す 
る ID を入力します。

 通貨を識別するために 
一般的に使用されている

記号を入力します。

「編集」、「ユーザ設定」を選
択し、「通貨」タブをクリッ
クして、コストの表示に使
用する通貨を選択します。

当該通貨の現在の世界的な為替
レートを入力します。
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  407  

プロジェクトチームメンバは、Project 

Management モジュールで自分のアク

ティビティを更新するため、Timesheets

を提出するのに、Timesheets モジュール

を使用することができます。本章では、

Timesheets を使用するための Project 

Management モジュールの設定方法、設

定後の Timesheets の実行方法、タイム

シート承認マネージャのための 

Timesheet Approval アプリケーションへの

アクセス設定方法について説明します。

本章の内容：

実装の概要

Timesheet 設定の実行

Timesheets 使用のためのリソース
の設定

Timesheets ユーザのために
Timesheets を作成

プロジェクト固有の Timesheets
設定

間接コードの使用

Timesheets の Web ブラウザ版と 
Java Web Start 版の実行

Timesheet Approval へのアクセス
設定

Timesheets の実装
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実装の概要

Timesheets によって、プロジェクトチームメンバはどこからでも 
Web を使ってタイムシートとアクティビティ状況を直接組織の
データベースに通知することができるようになります。これに
より、プロジェクトマネージャは常に最新のプロジェクト情報
をもって作業することが可能となり、リソース計画や問題の調
整が容易になります。

Timesheets は、Timesheets クライアント、組織のプロジェクトを
含むデータベースサーバ、Timesheets クライアントとデータベー
スを結ぶ Group Server から構成されています。さらに、P6 Web 
Access アプリケーションサーバは Timesheet Approval アプリケー
ションをホストします。タイムシート承認マネージャはこれを
利用してリソースタイムシートをレビューします。

Timesheets のインストレーションと設定は、Web ブラウザ
版と Java Web Start 版で若干異なっています。いずれの
バージョンでも Timesheets の設定についての完全な詳細
は、99 ページの「Timesheets 用の Group Server の調整」 
を参照してください。

Primavera Timesheets の完全な機能に対応するには、サ
ポートされているブラウザを使う必要があります。サポー
トされている設定の詳細については、18 ページの「クライ
アントおよびサーバの要件」 を参照してください。

Timesheets の実装には、先ず以下のステップが完了していること
が必要です。

■ 27 ページの「データベースのインストールおよび設定」 で説
明されている、Project Management データベースのインス
トール。

■ 利用できる Web サーバがない場合はこれをインストールします。

■ 99 ページの「Timesheets 用の Group Server の調整」 で説明さ
れている、Group Server のインストール。

■ 101 ページの「Group Server および Timesheets Web サイトの
インストール」 で説明されている、Web サーバに Timesheets
の Jave ファイルのインストール。

■ Timesheets Java Web Start 版を使用する場合は、120 ページの
「Timesheets のための Java Web Start の設定」 で説明の Java 

Web Start の設定を行います。



 Timesheets の実装    409     

Primavera - アドミニストレータガイド  

Timesheets ファイルがインストールされたら、Project 
Management モジュールを使って、以下のステップを実行しま
す。これについては、本章でさらに詳細に説明します。

■ ユーザの Timesheets の使い方に関する設定。

■ Timesheets を使うためのリソースの設定。

■ Timesheets の作成。

■ Timesheets のプロジェクト固有の設定。

■ 非プロジェクト作業時間を記録するための間接コードの作成。

最後に、組織が Timesheet Approval アプリケーションを使用する
計画がある場合は説明に従って以下を実行します。

Timesheet Approval アプ
リケーションは適切に設定
すると、P6 Web Access 
や Project Management モ
ジュールからアクセスでき
るほか、スタンドアローン
型のアプリケーションとし
て使用できます。P6 Web 
Access は Timesheet 
Approval アプリケーショ
ンをホストしているため、
ユーザがアプリケーション
にアクセスする方法に関わ
らず、P6 Web Access を
インストールする必要があ
ります。

■ 133 ページの「P6 Web Access のインストール」 の説明に従
い、P6 Web Access をインストール、設定します。

■ 本章で説明されているように [ 管理設定 ] でタイムシート承
認要件を指定します。

■ 299 ページの「ユーザ管理とセキュリティ管理」 の説明に従
い、製品ライセンスと必要なセキュリティ権限をタイムシー
ト承認マネージャに割り当てます。

■ 426 ページの「Timesheet Approval へのアクセス設定」 の説明
に従い、Timesheet Approval へのアクセスを設定します。

リソース割り当てに実績を割り当てる場合 （インポートさ
れたプロジェクトに対する場合でもプロジェクトの途中か
ら Timesheets を使い始めた場合でも）、すべての既存の実
績値は、Timesheet Actualizer を実行しない限り、最初に
Timesheets を使い始めたときに失われます。詳細について
は、P6 の媒体またはダウンロードに含まれている ￥Tools
￥Actualizer フォルダ内の「readme」を参照してください。
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Timesheet 設定の実行

Project Management モジュールの [ 管理設定 ] ダイアログボック
スの [ タイムシート ] と [ タイムシート権限 ] タブを使って、タ
イムシートユーザが Timesheets を使用し、Project Management モ
ジュールのプロジェクトデータを更新する方法についての設定
を行います。ユーザが作業時間を報告する頻度、ユーザが見る
ことができるアクティビティと Timesheets の内容、プロジェク
トデータが更新される前の Timesheets の承認方法、ユーザが時
間を記録するのに与えられる権限について、決めることができ
ます。

Timesheets 設定の実行  Project Management モジュールで、[ 管
理 ]、[ 管理設定 ] を選択します。[ タイムシート ] タブをクリッ
クします。

全般設定セクションには以下のオプションがあります。

■ 新規リソースは既定でタイムシートを使用  特に指定しない
限り、新規リソースは Timesheets を使用することを要求する
場合にマークします。
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■ リソースは既定で自身をアクティビティに割当可能  すべて
の新規に作成したプロジェクトがリソースに自身でアクティ
ビティの割り当てを行うことを許容する場合にマークしま
す。この設定の変更は、既存のプロジェクトには影響しませ
ん。新しい設定は、新規プロジェクトが作成されたときのみ
適用されます。各プロジェクトでは、「プロジェクト詳細リ
ソース」タブでこの設定を変更できます。

■ タイムシートの監査を有効にする  タイムシートの提出、承
認、却下、レビュー担当者、関連のある日付の履歴を保存す
ることができます。このオプションを選んだ場合は、履歴
データを表示するために「タイムシートの履歴」という部分
をタイムシートレポートに追加できます。

タイムシートの入力セクションには、以下のオプションがあり
ます。

■ Timesheets ユーザのタイムシート入力時間 － 日次  すべての
リソースに、職務ごとのアクティビティ時間を毎日報告する
ことを要求する場合に選択します。

■ リソースが入力可能な 1 日あたりの最大時間  あらゆるリ
ソースに毎日時間を報告するよう求める場合は、割り当てら
れたアクティビティすべてについてリソースが毎日入力でき
る最大時間数をオプションで指定できます ( 最低 0.5 時間、
最高 24 時間）。例えば、この値を 12 に設定すると、あらゆ
るアクティビティについてリソースは毎日合計 12 時間以上
を報告することはできません。

■ Timesheets ユーザのタイムシート入力時間 － レポート期間
毎  すべてのリソースにタイムシート報告期間内の日数にか
かわらず割り当てられたアクティビティごとの合計時間を報
告させる場合に選択します。

■ タイムシート記録時間の小数桁数  リソースがTimesheetsに時
間を入力するのに使うことができる小数点の桁数。タイプす
るか矢印をクリックして、入力数字を選びます。

■ Timesheets ユーザがアクセスすることができる未来のタイム
シート数  リソースが表示することができる現在のタイム
シート期間後の将来のタイムシート数。タイプするか矢印を
クリックして、入力数字を選びます。

■ Timesheets ユーザがアクセスすることができる過去のタイム
シート数  リソースが表示することができる現在のタイム
シート期間前の過去のタイムシート数。タイプするか矢印を
クリックして、入力数字を選びます。
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[リソースが入力可能な 1 日あたりの最大時間数 ] と [タイム
シート記録時間の小数点桁数 ] フィールドで入力した小数点
以下の桁数に相違がある場合は、タイムシートフィールド
でユーザの入力した値が四捨五入され表示されます。四捨
五入は表示目的のみであり、最初に入力された値がデータ
ベースに保存されます。例えば、1 日当たりの最大時間数を 
10.5 と指定したものの、タイムシートで記録できる時間の
小数点以下の桁数を 0（ゼロ）にした場合、ユーザがタイム
シートフィールドに 10.5 と入力してもタイムシートではこ
の値が 11 に切り上げられます。データベースには 10.5 と
いう値が保存されるため、リソースは 1 日あたりの最大時
間数の設定を超えることはできません。

Timesheets の承認に関しての
情報は、Project 
Management リファレンスマ
ニュアルの「更新、スケジューリ
ング、平準化」の章を参照してく
ださい。

タイムシートの承認レベルセクションには、以下のオプション
があります。

■ 自動提出  これを選択すると、リソースのタイムシートが提
出または承認される必要がないことを示します。実績を記入
すると、Timesheet のデータは自動的にデータベースで更新
されます。

■ 自動承認  これを選択すると、リソースのタイムシートが管
理者の承認を必要としないことを示します。タイムシート
は、提出時に自動的に承認されます。

■ 承認レベル 1  これを選択すると、リソースのタイムシート
は、リソース／コストマネージャの承認が必要であることを
示します。このオプションを選択すると、あらゆる提出済み
タイムシートのステータスは、承認担当マネジャが当該ス
テータスを変更するまでは「提出済」のままになります。以
前はプロジェクトマネジャとリソース / コストマネジャ双方
の承認を必要としていた場合にこのオプションを選択する
と、1 レベルの承認を受けた現行タイムシートすべてのス
テータスが「承認」に変わります。

■ 承認レベル 2  これを選択すると、リソースのタイムシート
は、プロジェクトマネージャとリソース／コストマネージャ
の承認が必要であることを示します。このオプションを選択
すると、あらゆる提出済みタイムシートのステータスは、両
マネジャがタイムシートを承認するまでは「提出済」のまま
になります。

■ プロジェクトマネージャがリソースマネージャの前に承認  
承認レベル 2 を選択した場合、これをマークするとプロジェ
クトマネージャがタイムシートの承認をリソース／コストマ
ネージャの前に行う必要があることを示します。
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■ タイムシート承認の既定リソースマネージャ  特に変更しな
い限り、リソースのタイムシートを承認するマネージャ名。
「ブラウズ」ボタンをクリックして新規マネジャを選択します。

Timesheets ユーザがタイムシートの提出を開始した後に承
認レベルを低く設定すると、すべての現在提出済みのタイ
ムシートは、変更を反映して改変されます。例えば、設定
を承認レベル 2 から自動提出に変更すると、現在 1 人だけ
のマネージャに承認されたタイムシートを含むすべてのタ
イムシートは、提出 • 承認が不要と変更されます。そして 
Project Management データベースは実績が入力されると更
新されます。

Timesheets ユーザ権限の設定  Project Management モジュール
で、[ 管理 ]、[ 管理設定 ] を選択します。「タイムシート権限」
タブをクリックします。

Timesheets セクションに時間を記録する権限には、以下のオプ
ションがあります。

Timesheets ユーザがアクティビティの開始前に
下見ができる既定の日数。

Timesheets ユーザが
アクティビティの終了
後に見直すことができ

る既定の日数。
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■ タイムシートに未来の実績時間を記録  これをマークすると、
現在のタイムシート期間以降の日付で時間を報告することがで
きることを示します（例えば、事前に休暇時間を入力など）。

■ 未開始アクティビティに実績時間を記録  これをマークする
と、ユーザは開始されたとマークされていないアクティビ
ティに時間を報告することができることを示します。

■ 以下の完了した時間を記録 － アクティビティと割当  これを
マークすると、ユーザは終了したとマークされているアク
ティビティや任務に時間を報告することができることを示し
ます。

■ 以下の完了した時間を記録 － 割当のみ  これをマークする
と、ユーザは終了とマークされている任務のみに時間を報告
することができることを示します。

■ 開始日前のアクティビティに時間を記録  これをマークする
とユーザはアクティビティの開始日以前の日付で時間を報告
することができることを示します。

■ 終了日以降にアクティビティに時間を記録  これをマークす
るとユーザはアクティビティの終了日以降の日付で時間を報
告することができることを示します。
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Timesheets 使用のためのリソースの設定

プロジェクトリソースが Timesheets を使用することができるよ
うにするには、リソースにユーザログインアカウントを割り当
て、リソースが Timesheets を使用するように設定しなければな
りません。

Timesheets 用のユーザログインの作成  Project Management モ
ジュールで、[ 管理 ]、[ ユーザ ] を選択します。[ 追加 ] をク
リックします。一意のログイン名をタイプし、[ ライセンス ] タ
ブをクリックします。チームメンバまたは Timesheets の次にあ
る [ 指名ユーザ ] または [ 同時ユーザ ] チェックボックスをマー
クします。

ライセンスに関連した機能のさら
なる情報については、333 ページ
の「製品ライセンスの割当」 を参
照してください。

Timesheet ライセンスは、ユーザに Timesheets アプリケーション
へのアクセスを提供し、アポイントメントのインポート機能の
みの P6 Web Access ログインを許容します（この機能がユーザに
設定されている場合）。Team Member ライセンスは、Timesheets 
アプリケーションへのアクセスを提供し、ユーザに P6 Web 
Access における、ダッシュボードポートレットの一部、プロ
ジェクトワークスペース（ユーザがアクセス権をもつプロジェ
クト）、ユーザに割り当てられているアクティビティ、その他、
にアクセスすることを可能にします。ユーザにチームメンバと
Timesheets ライセンスの両方を付与することはできません。どち
らを割り当てるかを選ぶ必要があります。
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ユーザが Timesheets にアクセスできるようにするには、
ユーザログインにリソースを割り当てる必要があります。
リソースを [ ユーザ ] ダイアログボックスのログイン名に割
り当てるには、[ 全般 ] タブを選択します。[Timesheets の
リソース ID / リソース名 ] フィールドでブラウズボタンをク
リックし、リソースを選びます。また、417 ページの
「Timesheets を使うためのリソースの設定。」で説明されて
いるように [ リソース ] ウィンドウでユーザをリソースに関
連付けることもできます。

ユーザに Timesheets への
ログイン許可が与えられ

ていることを確認します。

指名ユーザには、そのログイン名に固有のライセン
スがあり、特定のアプリケーションとデータベース
へアクセスが保証されています。同時ユーザは、特
定の同時ライセンス数のユーザ同士でアクセスを共
有します。同時ユーザは、ユーザのログイン時に同
時ライセンスが有効であれば、アプリケーションと

データベースにアクセスすることができます。
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Timesheets を使うためのリソースの設定。  Project Management 
モジュールで、[ エンタープライズ ]、[ ユーザ ] を選択します。
リソース詳細を表示し、[ タイムシート ] タブをクリックします。

リソースは、1 つのユーザログインだけに関連付けられることが
できます。

I 新規リソースの作成時に、[ 管理設定 ] ダイアログボックス
の [ タイムシート ] タブで [ 新規リソースは既定でタイム
シートを使用 ] チェックボックスをマークした場合は、[ タ
イムシート使用 ] チェックボックスは自動的にマークされま
す。しかし、ユーザログインをリソースに割り当て、ユー
ザが Timesheets にログインする許可を付与しなければなり
ません。

2 [ ブラウズ ] ボタンをクリッ
クし、ユーザログインをリ
ソースに割り当てます。

4 クリックして、承認マ
ネージャを選択します。

3 マークして、リソースが進捗
報告のために Timesheets を使
えるようにします。

1 リソースを選択します。
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タイムシート承認マネージャとして指定されているユーザ
は、必要なライセンスが割り当てられている場合でも自動
的に Timesheets へのアクセスを授与されません。タイム
シート承認マネージャが Timesheets にアクセスできるよう
にするには、Timesheets へのアクセスが必要な他のリソー
ス同様、これをタイムシートリソースとして設定する必要
があります。タイムシート承認マネージャをタイムシート
リソースとして設定すると、承認マネージャは Timesheets 
にログインして報告リソースのタイムシートを編集するこ
とができます。

超過勤務ポリシーの設定  ユーザが超過時間をタイムシートに入
力することができるようにします。Project Management モジュー
ルで、[ エンタープライズ ]、[ リソース ] を選択し、[ 詳細 ] タ
ブをクリックします。[ 残業許可 ] チェックボックスをマークし
ます。リソースの標準価格を乗じてリソースの超過勤務価格を
出すための超過勤務ファクタを入力します（標準価格 ｘ 超過勤
務ファクタ＝超過勤務価格）。

時間フィールドでリソースの超過時間はスラッシュで示さ
れます。例えば、リソースが通常勤務 8 時間の日に 10 時間
労働したとすると、ユーザはその日は 8/2 とタイプします。
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Timesheets ユーザのために Timesheets を作成

[ タイムシート期間管理 ] ダイアログボックスを使って
Timesheets ユーザのためにタイムシートを作成します。また、以
前のタイムシートのリストを見ることもできます。そしてどの
タイムシートが現在、Primavera Timesheets ユーザに使われてい
るのかを特定できます。Project Management モジュールで
Timesheets を作成するまで、ユーザはタイムシートを見ることが
できません。

タイムシートバッチの作成  Project Management モジュールで、 
[ 管理 ]、[ タイムシート期間 ] を選択します。

別のタイムシートセットを作成するには、バッチの開始日と終
了日をリセットし、適切なタイムシート期間を選択して、[ バッ
チの作成 ] をクリックします。

このタイムシート
バッチの開始日と終
了日を設定します。

各タイムシートが管
理する期間を選択し

ます。

クリックして、これ
らの設定に基づいた
タイムシートのバッ

チを生成します。
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単独のタイムシートの作成  Project Management モジュールで、 
[ 管理 ]、[ タイムシート期間 ] を選択します。「追加」をクリッ
クします。

既存のタイムシート日と開始日・終了日が重複するタイム
シートを新規に作成することはできません。

クリックして、このタイム
シートの開始日と終了日を設
定します。
クリックしてタイムシート
を生成します。
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プロジェクト固有の Timesheets 設定

組織の各プロジェクトで、リソースがそのアクティビティを報
告する方法を管理することができます。

プロジェクト固有の Timesheets 設定  Project Management モ
ジュールで、[ エンタープライズ ]、[ プロジェクト ] を選択しま
す。プロジェクトを選択し、[ リソース ] タブをクリックします。

マークすると、リ
ソースが休止中プロ
ジェクトのアクティ

ビティを参照したり、
アクティビティや任
務の完了を報告した
り、次に開始すべき
アクティビティの選
択を行うことを可能

にします。
リソースが、残工程の割合や時間を入力する
ことでアクティビティの進捗を示すことを可
能にするかどうかを選択します。
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間接コードの使用

間接コードによって、ユーザはプロジェクトアクティビティに
関連しない時間を記録することができます。例えば、ユーザは、
休暇、休日時間、病欠時間または、一般管理作業を間接アク
ティビティとして入力することができます。

間接コードの追加  既存の間接コードが適切でない場合は、新し
いコードを追加することができます。Project Management モ
ジュールで、[ 管理 ]、[ 管理分類 ] を選択し、[ 間接コード ] タ
ブをクリックします。[ 追加 ] をクリックします。固有のコード
と短い説明をタイプします。

タイムシートの承認に必要な承認レベルを 2 つと指定する
と、間接アクティビティのみを含むタイムシートはプロ
ジェクトマネージャの承認をバイパスして、リソース / コス
トマネージャに直接送付されます。通常のアクティビティ
と間接アクティビティの双方を含むタイムシートについて
は、プロジェクトマネージャは間接アクティビティを表示
できますが、承認はできません。
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Timesheets の Web ブラウザ版と Java Web Start 版の
実行

（99 ページの「Timesheets 用の Group Server の調整」 で説明のよ
うに）Group Server/ Timesheets のインストールと設定が終了し、
本章で説明した Timesheets の実装が完了すると、ユーザは本セ
クションの手順に従って、Web ブラウザ版または、Java Web 
Start 版でアクセスすることができるようになります。

Timesheets の Java Web Start 版ユーザは、最初に
Timesheets にアクセスするときだけ、これを行う必要があ
ります。これらのステップを終了すると、ユーザは [ スター
ト ]、[ プログラム ]、[Primavera Timesheets]、[Primavera 
Timesheets] を選択することで、Timesheets Java Web Start 
版にアクセスすることができます。  
 

Timesheets Web ブラウザ版のユーザは、常にステップ 1 で
指定した URL を使って Timesheets にアクセスする必要が
あります。

Timesheets の実行

1 Timesheets 版をサーバからロードするには、Timesheets 起動
ページがある URL にアクセスします（インストレーション
時に指定したサーバ）。 

• Timesheets Web ブラウザ版では、以下を入力します。 

<Web server>/GroupServer/en/Index.html。ここで /en は言語サ
ブフォルダです。

例えば、http://10.12.14.123/Groupserver/en/index.html です。

• Timesheets Java Web Start 版では、以下を入力します。

<Web server>/GroupServer/App/index.html。

例えば、http://10.12.14.123/Groupserver/App/index.html です。

Web サーバが既定のポートを使用していない場合は、IP ア
ドレスのあとにセミコロン (:) で分けてポート番号を入力す
る必要があります。
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2 Timesheets Web ブラウザ版では、以下を行います。

[Timesheets 実行 ] をクリックします。プロンプトで促された
場合は、[ はい ] をクリックして Primavera Systems から Java 
ファイルをインストールします。設定プログラムが、必要な 
Java Runtime Environment (JRE) を検索します。必要な版がマ
シンに見つからない場合は、それをインストールするセット
アッププロセスが自動的に起動されます。[ はい ] をクリッ
クして必要な JRE をインストールして、ライセンス同意書
に承諾します。 

Jave ファイルのダウンロードを指示されるのは、
[Timesheets の実行 ] リンクを初めてクリックしたときだけ
です。

Timesheets Java Web Start 版では、 

[Launch Primavera Timesheets Application] をクリックします。
現在の JRE バージョンによって以下のいずれかが起動され
ます。

• JRE がインストールされていない場合、必要な JRE 版を
ダウンロードするよう指示されます。表示のリンクをク
リックした、JRE をダウンロードします。JRE のインス
トールが完了したら、Java Web Start は Timesheets を起動
します。 

• 必要な JRE 版が存在していれば、Java Web Start は既存の 
JRE を使用します。 

• 必要な JRE 版よる以前の版数が存在している場合は、
Java Web Start は自動的に必要な JRE をダウンロード、イ
ンストールして、Timesheets を起動します。Java Web 
Start はインストール完了後もクライアントマシンのブラ
ウザ用既定 JRE 版数を変更しません。既定の版数は、
Web ブラウザで [ ツール ]、[ インターネットオプション ] 
を選択して変更することができます。[ 詳細設定 ] タブの 
Java (Sun) セクションで、既定の JRE を選択します。

JRE のダウンロードには、ネットワーク速度によって多少
時間がかかります。

3 プロンプトで要求された場合は、常に付与をクリックしてア
プレットを実行します。

4 ログイン名とパスワードをタイプします。
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Timesheets がシングルサインオン認証モードで実行されて
いる場合は、前のダイアログボックスは現れません。その
代わり、ログイン証書をポリシーサーバで検証することが
要求されます。

アクティビティがアクティビティ画面に表示されます。

Timesheets へのログオンに、プロジェクト管理者が
Timesheets ユーザを Project Management モジュールで設
定する必要があります。407 ページの「Timesheets の実装」
を参照してください。

Java Web Start 版では、こ
のダイアログには
Timesheets の言語を選択で
きるドロップダウンメ
ニューが含まれます。Web 
ブラウザ版では、言語はス
テップ 1 で入力した URL 
によって決まります。
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Timesheet Approval へのアクセス設定
Timesheet Approval 使用方
法の詳細については、
Timesheet Approval アプリ
ケーションの [ ヘルプ ] をクリッ
クするか、P6 Web Access ま
たは Project Management の
ヘルプあるいは Project 
Management リファレンスマ
ニュアルを参照してください。

リソース / コストマネージャやプロジェクトマネージャがリソース
タイムシートを承認するよう会社が求めている場合は、Timesheet 
Approval アプリケーションでタイムシートをレビューできます。適
切に設定すると、ライセンスやセキュリティ権限のあるユーザは P6 
Web Access または Project Management モジュールから Timesheet 
Approval にアクセスしたり、これをバーチャルスタンドアローン型
アプリケーションとして使用したりできます。

P6.1 よりも以前のバージョンでは、Timesheet Approval は Project 
Management と P6 Web Access の双方から別個のアプリケーショ
ンとして使われていました。P6.1 では、Timesheet Approval の
ウェブバージョンに P6 Web Access と Project Management モ
ジュール内からアクセスしたり、スタンドアローン型アプリケー
ションとして使用したりできます。このような拡張のため、
Timesheet Approval の新規使用やアップグレードを望む企業はす
べて、P6 WEB ACCESS をインストールする必要があります。

予備設定  Timesheet Approval へのアクセスを設定する前に以下
を完了してください。

■ 133 ページの「P6 Web Access のインストール」 の説明に従
い、サポートされているアプリケーションサーバ上に P6 
Web Access をインストールして設定します。

■ 333 ページの「製品ライセンスの割当」 の説明に従って、
ユーザライセンスを設定します。 

P6 Web Access から Timesheet Approval にアクセスしたり、こ
れをスタンドアローン型アプリケーションとして使用したり
するには、以下のライセンスのうち最低ひとつをユーザに割
り当てる必要があります：Project Management、Team 
Member、Web Access Portfolios、Web Access Projects、または 
Web Access Resources。Project Management から Timesheet 
Approval にアクセスするには、Project Management ライセン
スをユーザに割り当てる必要があります。

■ 299 ページの「ユーザ管理とセキュリティ管理」の説明に従
い、グローバル設定やプロジェクト設定をタイムシート承認
マネージャに割り当てます。この中には、承認マネージャが
タイムシートをレビューするために Timesheet Approval への
アクセスで必要とするセキュリティ権限が含まれています。

ユーザがリソース / コストマネージャとしてリソースタイム
シートを承認できるようにするには、「リソースタイムシー
ト承認」グローバル権限をユーザに割り当てる必要がありま
す。プロジェクトマネージャとしてリソースタイムシートを
承認するには、ユーザは「プロジェクトマネージャとしてタ
イムシートを承認」プロジェクト権限が必要です。
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■ 410 ページの「Timesheet 設定の実行」の説明に従い、必要な
タイムシート承認レベルを指定します。

P6 Web Access から Timesheet Approval へのアクセスを設定：

ユーザインターフェイス画面の作
成と割当の詳細については、355
ページの「P6 Web Access 機
能へのユーザアクセスの定義」を
参照してください。

適切なライセンスとセキュリティ権限のある P6 Web Access ユー
ザは、Timesheet Approval にアクセスできます。グローバルナビ
ゲーションバーのダッシュボードアクションメニューにある [
タイムシート承認 ] リンクをクリックしてください。オプショ
ンを確実に表示するには、各承認マネージャに割り当てられた
ユーザインターフェイス画面に [ タイムシート承認 ] メニュー項
目を含む必要があります。

新しく作成したユーザインターフェイス、およびユーザイン
ターフェイス画面を使用しない企業については、[ タイムシート
承認 ] アクションメニュー項目が既定で表示されます。ユーザ
がタイムシート承認にアクセスする権利を持っていない場合、
ユーザに割り当てられたユーザインターフェイス画面にリンク
を含めてもメニュー項目は表示されません。 

P6.1 以降にアップグレードしているユーザの場合、以前のリ
リースでタイムシートを承認する権限のあったユーザであれば [
タイムシート承認 ] アクションメニュー項目が表示されます。

Project Management から Timesheet Approval へのアクセス
を設定：

適切なライセンスとセキュリティ権限のある Project Management 
ユーザは、Timesheet Approval にアクセスできます。[ ツール ] > 
[ 時間承認 ] を選択してください。ユーザが選択した際に確実に 
Timesheet Approval が開くようにするには、P6 Web Access URL 
を指定する必要があります。

1 Project Management で [ 管理 ] > [ 管理設定 ] を選択してから 
 [ オプション ] タブを選びます。

2 [Web Access Server URL] フィールドで、P6 Web Access サー
バへの URL を以下の形式で入力します：

http://P6_Web_Access_Server_Name:port_number/context_root。

例えば、以下のような状況を想定してください。http://
P6WebServer:8080/primaveraweb

3 [ 閉じる ] をクリックします。

Project Management から Timesheet Approval を開いても、
P6 Web Access の他のエリアにはアクセスできません。
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スタンドアローン型アプリケーションとしての Timesheet 
Approval へのアクセスを設定：

適切なライセンスとセキュリティ権限のあるユーザであれば誰
でもバーチャルスタンドアローン型アプリケーションとしての 
Timesheet Approval にアクセスできます。タイムシート承認マ
ネージャが確実にスタンドアローン型アプリケーションとして
の Timesheet Approval にアクセスできるようにするには、P6 Web 
Access をインストールして設定し、P6 Web Access サーバ上で 
Timesheet Approval アプリケーションのロケーションを伝える必
要があります。

P6 Web Access のインストールと設定後、以下の手順を実行します。

1 以下の形式の Timesheet Approval の URL を含む E-mail をタ
イムシート承認マネージャに送信します。

http://P6_Web_Access_Server_Name:port_number/context_root/
action/timesheetapproval.jnlp

例えば、以下のような状況を想定してください。http://
P6WebServer:8080/primaveraweb/action/timesheetapproval.jnlp

2 リンクをクリックするようユーザに指示します。 

Java Web Start と必要な JRE がユーザのマシンにインストー
ルされます（必要な場合）。Primavera にログインするよう
ユーザに指示が出ます。 

3 ユーザは自分の Primavera ユーザ名とパスワードを入力し、
適切なデータベースを選択してから、Timesheet Approval に
ログインする言語を選ぶよう指示されます。

Timesheet Approval をダウンロードすると、ユーザは Timesheet 
Approval にログインできます。Windows の [ スタート ] メニュー
から [Primavera] > [Primavera Timesheet Approval] を選択してく
ださい。
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Project Management モジュールの報告期

間ディクショナリで報告期間の定義をカ

スタマイズする場合は、本章を読んでく

ださい。報告期間を作成すると、報告期

間ごとにアクティビティや割当の進捗状

況を計画、記録できるほか、期間終了後

は過去の期間実績としてこれらの値を保

存しておくことができます。さらに、

P6 Web Access ユーザは報告期間タイム

スケール間隔でアクティビティや割当

データを表示できます。場合によっては

これを編集できることもあります。

本章の内容：

Project Management モジュールで
報告期間を定義

報告期間の定義
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Project Management モジュールで報告期間を定義
期間パフォーマンスおよび過去実
績の編集を始めとする報告期間に
関するさらなる情報は Project 
Management リファレンスマ
ニュアルまたはヘルプを参照して
ください。

Project Management モジュールでは、[ 報告期間 ] ダイアログ
ボックスで組織のグローバル報告期間を定義することができま
す。カスタマイズした報告期間によって、実績工数とコストの
より正確な表示とレポートを提供することができます。プロ
ジェクト期間に一律に工数とコストを分散するのではなく、報
告期間をカスタマイズすることで、ユーザは実際の工数とコス
トの発生を表示することができます。ユーザは、報告期間ディ
クショナリで予め定義した期間で期間パフォーマンスを保存す
ることができます。 

P6 Web Access での報告期間
タイムスケールの表示の詳細につ
いては、P6 Web Access のヘ
ルプを参照してください。

P6 Web Access では、定義された報告期間範囲において、サマリ
プロジェクトデータを報告期間タイムスケール間隔でグラフや
スプレッドシートに表示することができます。また、高レベル
のリソース割当を報告期間間隔で編集することも可能です。

報告期間ダイアログボックスでデータの追加や編集を行う
には、「報告期間の編集」のグローバル権限が必要です。プ
ロジェクトの定義された報告期間に対して過去実績を保存
するには、「期間締切」のプロジェクト権限が必要です。期
間実績を保存した後、過去の実績データを編集するには、
ユーザは「期間実績の編集」のプロジェクト権限をもつ必
要があります。

P6 Web Access ユーザ用の報告期間の特記事項  P6 Web Access 
では、ユーザは多くのタブやページをカスタマイズして、報告
期間タイムスケールを表示できます。ただし、Project 
Management モジュールで報告期間を適切に定義する必要があり
ます。P6 Web Access でユーザが報告期間タイムスケール間隔を
表示できるようにするには、報告期間を作成する際に以下のガ
イドラインに従う必要があります。

• 定義済みのあらゆる報告期間は最低 1 週間（7 日）でな
くてはなりません。

• 2 つの報告期間の間には時間的なギャップがあってはな
りません。

このような要件に従うと、P6 Web Access ユーザは確実に報
告期間タイムスケールを表示できます。P6 Web Access で
データを報告期間タイムスケール間隔で表示するには、さら
に報告期間別にプロジェクトを集計する必要があります。報
告期間別にプロジェクトを集計するには、[ 管理 ]、[ 管理設
定 ]、[ オプション ] タブを選択してから [ 報告期間ごと ] オプ
ションを選びます。このオプションに関する情報については、
378 ページの「オプション」 を参照してください。
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報告期間のバッチ作成  Project Management モジュールで、[ 管理 ]、
[ 報告期間 ] を選択します。

報告期間の開始日と終了日は、既存の報告期間と重複して
はいけません。また、作成した後は報告期間の開始日と終
了日の変更はできません。

報告期間別（[ 管理設定 ]、[ オプション ] タブで指定）にプ
ロジェクトデータを集計する場合は、データベースのあら
ゆるプロジェクトデータ（格納中のプロジェクトを含む）
が確実に集計されるよう、データベース内のあらゆるプロ
ジェクトの日付を含む報告期間を作成する必要があります。
例えば、データベース内の最も古いプロジェクトの開始日
が 2001 年 10 月 1 日の場合、報告期間はその日付以前から
始まらなくてはなりません。

バッチ開始日と
終了日を入力し

ます。

バッチの各報告期
間に対し、タイム
スケールと期間終
了の曜日を選択し

ます。

ここをクリックして報告期間
バッチを生成します。

バッチを作成したら、[ 期間名 ] 列をクリックし
て、名前を編集します。名前は固有でなければ
なりません。報告期間を作成すると、既定の名
前は「YYYY-MM-DD」になります（「2007 ‐ 04
‐ 01」など）。報告期間が適切な順序で一覧表示
されるよう（[ 列 ] ダイアログボックスなど）、デ
フォルトの名前、または連続した命名規則を使
います（「2005 Fiscal Month 1」、「2005 Fiscal 
Month 2」など）。
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単一の報告期間の作成  Project Management モジュールで、[ 管理 ]、
[ 報告期間 ] を選択します。「追加」をクリックします。

すべての期間は真夜中（午前 12 時）に始まり、午後 11 時
59 分に終了します。終了日は少なくとも開始日よりも 1 日遅
くなくてはなりません。このため、作成できる最短の報告期
間は 2 日間です。たとえば、開始日が 2007 年 7 月 1 日、終
了日が 2007 年 7 月 2 日の報告期間を作成すると、当該期間
は 7 月 1 日の午前 12 時に始まり、7 月 2 日の午後 11 時 59
分に終了します。ユーザが P6 Web Access で報告期間タイム
スケール間隔を表示できるようにするには、あらゆる報告期
間の最低期間が 1 週間（7 日間）でなくてはなりません。

報告期間の削除  Project Management モジュールで、[ 管理 ]、 
[ 報告期間 ] を選択します。削除したい報告期間を選択します。

「削除」をクリックします。

過去のプロジェクト期間実績が保存されている報告期間を
削除することはできません。複数の報告期間を一度に削除
しようとする場合、その中のいずれかの期間に過去のプロ
ジェクト期間実績が保存されていればどの報告期間も削除
されません。その場合、報告期間を削除するには、過去の
期間実績を含むプロジェクトの保管を行ってから削除し、
その後報告期間を削除します。 

報告期間に過去の期間実績が含まれていない場合、高レベ
ルのリソース割当の計画値を持つ報告期間を削除すること
ができます（P6 Web Access の「リソース計画」ページで
入力された内容）。高レベルのリソース割当の存在する報告
期間を削除すると、その割当情報も削除されます。

クリックして報告期間
の開始日と終了日を設
定します。

クリックして期間をディ
クショナリに追加します。



付録 A:Primavera のデータベースを単一
の Oracle インスタンスで実行

付録 B：Project Management データベー
スの変更を元に戻す

付録 



この付録では、Project Management および Methodoloby 

Management モジュールを 1 つの Oracle データベースイン

スタンスで実行する方法や、Project Management データ

ベースに加えた変更を元に戻す方法について説明します。
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単一の Oracle インスタンスで Project 

Management データベース (PMDB) と 

Methodology Management (MMDB) を実

行したい場合は、この付録を読んでくだ

さい。すでに PMDB と MMDB を単一の 

Oracle インスタンスで実行している場合

は、アップグレードについてのセクショ

ンを読んでください。

本付録の内容：

プロセスの概要

MMDB および PMDB を単一の 
Oracle インスタンスで実行

単一インスタンスデータベースの 
Primavera 5.0、6.0、または 6.1 か
ら P6 バージョン 6.2 へのアップグ
レード

付録 A:Primavera のデータベースを
単一の Oracle インスタンスで実行
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プロセスの概要

以下のステップで、PMDB と MMDB データベースを単一の 
Oracle インスタンスで実行するプロセスを概説します。

■ Oracle インスタンスを作成し、27 ページの「データベースの
インストールおよび設定」 で説明されているように、PMDB 
データベースサーバをインストールします。 

■ 本セクションの説明に従い、MMDB データベースを作成し
データをロードします。

■ 227 ページの「Primavera クライアントのインストールおよび
設定」 の説明に従い、Primavera クライアントをインストー
ルして、Project Management および／または Methodology 
Management モジュールをインストールします。

■ PMDB のデータベース接続名を設定します。 

■ MMDB のデータベース接続名を設定します。 

 同一の Oracle インスタンスで両方のデータベースを実行する
のに十分なディスクスペースがあることを確認してください。

このプロセスの最後には、データベースは以下のようになって
いなければなりません。

PMDB では、

MMDB では、

ユーザ
既定のテーブルス
ペース

admuser pmdb_dat1

privuser pmdb_dat1

pubuser pmdb_dat1

ユーザ
既定のテーブルス
ペース

admuser1 mmdb_dat1

privuser1 mmdb_dat1

pubuser1 mmdb_dat1
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MMDB および PMDB を単一の Oracle インスタンスで実行

以下のステップでは、MMDB と PMDB を同じ Oracle インスタン
スで実行する方法を説明します。これらのステップは、データ
ベース管理者 (DBA) が行う必要があります。 PMDB と MMDB 
データベースのシェルは、データベース構造の作成とデータの
ロードについて説明した以下の指示を開始する前に作成してお
く必要があります。

ライセンスキーファイルは、ソフトウェアを使用するため
に必要で、E メールまたは CD で提供されているはずです。
この中には、ユーザの会社名、シリアル番号、購入した製
品コンポーネントと版数、許容ユーザ数が含まれます。こ
の手順でライセンスキーファイルを読み込む場合は、事前
にライセンスファイルをローカルドライブにコピーしてお
きます。

データベースの作成

Project Management データベースの作成
1  32 ページの「Oracle データベースのインストールとアプリ

ケーションデータのロードの自動実行」で説明のように、
データベースを作成し、PMDB データベースをロードします。

既存の Project Management データベースがありデータを保
持しなければならない場合は、41 ページの「手動データ
ベース構成」の手順でデータベースの設定とインストール
をしてはいけません。この手順では、既存データは削除さ
れ上書きされます。

2 Finish ダイアログボックスで Next をクリックし、
Methodology Management モジュールで再度データベース
ウィザードを実行します。 引き続き以下の指示に従います。

Methodology Management データベースの作成
1 Primavera P6 ダイアログボックスで、

• Install a new database を選択します。

• サーバタイプとして、Oracle を選択します。

• Product Key フィールドで、E メールまたはライセンス 
CD ラベルに記載されている製品コードを入力します。

2 Database Selection ダイアログボックスで、

• Methodology Management database を選択します。
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3 Connection Information ダイアログボックスの

• DBA ユーザ名フィールドで、Oracle システムのユーザ名
を入力し、データベースにログオンします。例えば、
system（既定）と入力します。

• DBA パスワードフィールドにパスワードを入力し、デー
タベースにログオンします。DBA ユーザ名に system を選
んだ場合は、manager をパスワードとして使ってくださ
い。そうでない場合は、入力したユーザ名に対応するパ
スワードを入力します。

• Database Host Address フィールドに、サーバのマシン名また
は Oracle がインストールされている IP アドレスを入力します。

• Database Host Port フィールドに、Oracle が使用している
ポート番号を入力します。既定値は 1521 です。

• Database Name (SID) フィールドに MMDB で使用する 
Oracle SID を入力します。これは、ユーザまたはその 
DBA が Oracle クライアントを設定した際に作成された 
TNSNAMES.ORA ファイルにあります。

4 Oracle テーブルスペースの設定ダイアログボックスで、次
へをクリックし、データ、インデックス、LOB テーブルス
ペースおよび推定テーブルスペースサイズを承諾します。

推定テーブルスペースサイズは、変更することができます。
サイズに関するガイドラインについては、24 ページの

「Methodology Management データベースサーバの要求サイズ
ガイド」 を参照してください。

Use existing tablespaces をマークするのは、接続しようとし
ているデータベースサーバにすでにテーブルスペースがある
場合のみです。新規のデータベースサーバの場合、このオプ
ションはマークしないでください。

5 Specify Oracle Tablespace Locations ダイアログボックスで、
Oracle テーブルスペース（データ、インデックス、LOB）のデ
フォルトロケーションを承諾するか、別の場所を指定します。

このステップで Create をクリックすると、Methodology 
Managements データベースの初期設定が始まります。この
後は、Previous をクリックして以前の選択を変更すること
はできなくなります。ただし、次のステップで Next または 
Cancel のいずれかをクリックすることができます。

6 テーブルスペースの作成を完了すると、Creating Oracle 
Tablespaces ダイアログボックスで Next をクリックします。
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7 Create Oracle Users ダイアログボックスで、Oracle 管理者
ユーザ、特権ユーザ、パブリックユーザのデフォルト名を承
諾します。 既定で、ユーザは admuser1、privuser1、pubuser1
になります。 

デフォルトのテーブルスペースフィールドのドロップダウン
リストから、異なったデフォルトテーブルスペースを選ぶこ
とができます。一時テーブルスペースフィールドでは、本手
順の開始以前に作成した一時テーブルスペースを使用します。

一時テーブルスペースは、一時型とします。そうしないと
データベースでエラーが発生します。

8 Configuration Options ダイアログボックスで、

• データベースにサンプルのプロジェクトデータを含めた
い場合は、Load Sample Data のチェックボックスにマー
クします。

米ドル ($) をデータベースの基本通貨として使用したくない
場合は、以下のステップに従って基本通貨を選択してくだ
さい。プロジェクトが進行し始めたら基本通貨を変更する
ことはできません。

基本通貨の設定
表示できる通貨を追加するための
情報については、367 ページの

「Project Management での管
理設定と分類の定義」を参照して
ください。

基本通貨は、データベースに保存するすべてのプロジェクトのコスト
に使用し、Project Management モジュールのグローバル管理設定によっ
て管理されています。Primavera の既定基本通貨は米ドル ($) です。表
示通貨は、Primavera のコストデータを表示するのに使われる通貨単位
で、ユーザ設定によって管理されます。

基本通貨の為替レートは常に 1.0 です。ユーザがコストデータに基本
通貨と異なる通貨を選択した場合は、基本通貨の値に表示通貨の為
替レートを掛け、コストと価格フィールドの表示値が計算されます。

例えば、基本通貨が米ドルで表示通貨がユーロの場合で、ユーロの
為替レートが .75 の場合は、データベースに保存されている $10 の
値はコストおよび価格フィールドに 7.5 ユーロと表示されます。同
様に、7.5 ユーロとコストまたは価格フィールドに入力すると、
データベースには $10 と保存されます。

データが基本通貨と異なる表示通貨で表示される場合、コストと価
格の値が僅かに変化することがあります（例えば丸め誤差）。デー
タベースのインストール時に正しい基本通貨を選択している限り、
ユーザは表示通貨を基本通貨に一致させることで完全に正確なコス
トと価格データを表示することができます。



440 付録

Primavera - アドミニストレータガイド

• データベースの基本通貨として米ドル以外の通貨を使用
したい場合は、Currency フィールドで別の基本通貨を選
択します。

• Load License のチェックボックスをマークします。

• LICENSE.TXT ファイルのロケーションをブラウズしま
す。その時点で LICENSE.TXT ファイルが使用可能でな
い場合は、Load License チェックボックスからチェック
を外し、のちにデータベース設定ウィザードでファイル
をロードします。さらなる詳細については 271 ページの

「データベース構成設定の変更」を参照してください。

9 アプリケーションデータを使ってデータベーステーブルを
ロードするプロセスを開始するには、Configurations Options 
ダイアログボックスで Install をクリックします。

10 プロセスを完了したら、Creating Database... ダイアログボッ
クスで、Next をクリックします。

データベースを作成できなかった場合は、ユーザのホーム
ディレクトリにある PrimaveraDatabaseSetup.log を参照し
てください（「C:￥Documents and Settings￥Administrator」
など）。さらなる支援が必要な場合は、カスタマーサポート
までご連絡ください。

11 Finish ダイアログボックスで Finish をクリックしてウィ
ザードを終了します。

データベースインストールスクリプトで作成した MMDB オ
ブジェクトをドロップする必要がある場合は、P6 の媒体ま
たはダウンロードに含まれている￥Client_Applications￥
install￥database￥scripts￥install￥MM_06_02_00￥
oneinstance フォルダ内のスクリプトを実行します。データ
ベースには admuser1 としてログオンしてください。46
ページの「PMDB Oracle データベースオブジェクトのド
ロップ」 を参照してください。
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クライアント環境の設定

クライアントモジュールのインストール
229 ページの「クライアントモジュールとその他のコンポーネン
トのインストール」 の説明に従い、各ワークステーションに 
Primavera クライアントモジュールをインストールします。

PMDB のデータベース接続名の設定
1 クライアントモジュールをインストールする間、データベー

ス設定ウィザードが自動的に起動し、次の 5 つの図に示すよ
うに PMDB の接続設定とデータベース接続名の変更 •確認を
行います。 

データベース設定ウィザードは、クライアントコンピュータ
で後日実行することができます。[ スタート ]、[ プログラム ]、
[Primavera]、[Help and Utilities]、[Database Configuration] を選
んでください。
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MMDB のデータベース接続名を設定
引き続きデータベース設定ウィザードを使って MMDB の接続名
を作成します。

1 データベース接続名として MMDB を入力し、ドライバタイ
プとして Oracle を選択します。
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2 Oracle データベース名か SID を入力します。
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3 pubuser1 をユーザ名とパスワードとして入力します。

4 [Next] をクリックし、データベース接続を検証します。
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次のダイアログに接続が成功したかどうかが示されます。

これらのステップを完了すると、同じデータベースに接続しな
がら確立した接続名を使って Methodology Management と Project 
Management モジュールを実行することができます。 
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単一インスタンスデータベースの Primavera 5.0、6.0、
または 6.1 から P6 バージョン 6.2 へのアップグレード

単一の Oracle インスタンスで PMDB および MMDB を実行する
ように設定され、バージョン 5.0、6.0、または 6.1 を使用してい
る場合は、以下のステップに従いデータベースを P6 バージョン 
6.2 で使用できるようにアップグレードします。 

現在 Interwoven/iManage を使用しており P6 Web Access 
バージョン 6.2 にアップグレードする場合、プロジェクト
ワークフロー、プロジェクトプロセス、ニュース、ディス
カッション、イベント、ドキュメントデータは利用できな
くなります。このデータが必要な場合は、Primavera カスタ
マーサポートに連絡してデータの移行や移行ツールに関す
る情報を入手してください。Primavera では、バージョン 
6.2 にアップグレードする前にデータを移行するようお勧め
します。

既存データベースのバックアップ

データベースのオフラインバックアップ (cold backup) および完
全エクスポートを実施します。

Oracle データベースのバックアップ方法が不確かな場合は、
アップグレード作業を停止してください。データベース管理者、
データベースのベンダ、または Primavera カスタマーサポートの
協力を得て、データベースのアップグレードを実行する前に
バックアップを行ってください。また、必要な場合に備えて、
データベースのバックアップコピーからの復元プロセスについ
てよく理解しておいてください。

41 ページの「手動データベース構成」で説明されている手
順でデータベースの設定とインストールをしてはいけませ
ん。この手順では、既存データは削除され既定のアプリ
ケーションデータに上書きされます。

Project Management データベースのアップグレード

1 256 ページの「Oracle データベースの P6 へのアップグレー
ド」 で説明されている手順で、データベース構造をアップグ
レードし、アプリケーションデータをロードします。

2 Finish ダイアログボックスで Next をクリックし、
Methodology Management モジュールで再度データベース
ウィザードを実行します。 引き続き以下の指示に従います。
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Methodology Management データベースのアップグレード

1 Primavera P6 ダイアログボックスで、

• Upgrade an existing database を選択します。

• サーバタイプとして、Oracle を選択します。

• Product Key フィールドで、E メールまたはライセンス 
CD ラベルに記載されている製品コードを入力します。

2 Connection Information ダイアログボックスの

• Administrative User Name フィールドで、admuser1 として
データベースにログオンします。ユーザ名には DBA 権限
が付与されていて、アプリケーションテーブルのオーナー
である必要があります。また、データベースは 10.2 以上の 
Oracle 互換パラメータセットでなければなりません。

• Administrative Password  フィールドで、入力したユーザ
名に関連のあるパスワードを入力します。

• Database Host Address フィールドに、サーバのマシン名
または Oracle がインストールされている IP アドレスを入
力します。

• Database Host Port フィールドに、Oracle が使用している
ポート番号を入力します。既定値は 1521 です。

• Database Name (SID) フィールドに Oracle SID を入力しま
す。これは、ユーザまたはその DBA が Oracle クライア
ントを設定した際に作成された TNSNAMES.ORA ファイ
ルにあります。
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3 Upgrade Options ダイアログボックスで、権限ユーザ名とし
て privuser1、データベースのパブリックユーザ名として 
pubuser1 を選択します。

4 Ready to Begin Upgrading Data ダイアログボックスで、既存
データベースの現在のバージョンが正しくリストされている
ことを確認します。Yes, upgrade my database を選択してか
ら、Upgrade をクリックします。

アップグレードプロセスには、サイズによって数分かかるこ
とがあります。



450 付録

Primavera - アドミニストレータガイド

5 プロセスを完了したら、Upgrading Database... ダイアログ
ボックスで、Next をクリックします。

データベースをアップグレードできなかった場合は、ユー
ザのホームディレクトリにある 
PrimaveraDatabaseSetup.log を参照してください（「C:￥
Documents and Settings￥Administrator」など）。さらなる
支援が必要な場合は、カスタマーサポートまでご連絡くだ
さい。

6 Finish ダイアログボックスで Finish をクリックしてウィ
ザードを終了します。
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7 必要に応じて、クライアントからデータベース設定ウィザー
ドを実行し、データベースのライセンス更新を行います。

さらなる詳細については 271 ページの「データベース構成設
定の変更」を参照してください。

以上の手順で P6 のバージョン 6.2 でデータベースを使用す
ることができます。
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  453  

「やり直し」機能を使うと、プロジェクト

に加えた一定のアクションを変更するこ

とができます。例えば、リソースをアク

ティビティに追加したあと、そのリソー

ス割当をしないことに決めた場合、この

アクションを元に戻すことができます。

本章では、元に戻せないアクションとア

クションを元に戻せなくするタスクを説

明します。

本付録の内容：

[ やり直し ] の理解

安全な削除の設定

付録 B：Project Management データ
ベースの変更を元に戻す
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[ やり直し ] の理解

[ やり直し ] を使用して、プロジェクトデータを変更前の状態に
戻します。Project Management モジュールのアクティビティリ
ソース割当画面における、編集、追加、削除は元に戻すことが
できます。[ やり直し ] では、プロジェクトデータベースに実施
したアクションを保存します。しかし、以下のアクションを実
行すると保存されているやり直し履歴をクリアします。

■ プロジェクトの作成

■ プロジェクトを開くと閉じる

■ データの集計

■ 進捗の更新

■ 実績の適用

■ データのリフレッシュ

■ インポート

■ 自動スケジュール

■ 別ユーザでログイン

■ ポートフォリオの変更

■ プロジェクトポートフォリオを開く、ユーザ設定、管理設
定、時間承認ダイアログボックス

■ アプリケーションの終了

やり直し機能の使用に関するさら
なる情報については、Project 
Management モジュールのヘ
ルプを参照してください。 

アクションを元に戻す  [ 編集 ]、[ やり直し ] を選択します。元
に戻すために保存された最後のアクションが、[ やり直し ] コマ
ンドの横に表示されます。例えば、リソース割当をアクティビ
ティに追加した後、アクティビティからその割当を削除するこ
とにした場合、[ 編集 ] メニューの [ やり直し ] コマンドには、 
[ リソース割当追加のやり直し ] が表示されます。
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安全な削除の設定

Project Management データベースでは、通常安全な削除設定を
使って削除したデータの復元を行います。削除したデータは、
永久にクリアするまで Project Management データベースに残って
います。[ 元に戻す ] コマンド（[ 編集 ]、[ 元に戻す ]）を使って
削除したデータを復元します。

安全な削除の機能停止  データを削除したときに Project 
Management データベースから直ちに削除データをクリアするに
は、安全な削除機能を停止する必要があります。SQL Server を
使用しているならば、その管理ツールを使って SQL コマンドを
実行することができます。データベースで、ADMIN_CONFIG 
のテーブルで次の行があれば、CONFIG_VALUE の「N」は安全
な削除の停止を意味します。 

CONFIG_NAME = 'SAFEDELETE' および CONFIG_TYPE = 
'ACTIVE'

これは起動時のみロードされます。PM 実行中にこの値を変更し
ても、その設定は適用されません。以下のステートメントを実
行することができます。

初めて安全な削除を停止するには、

INSERT INTO ADMIN_CONFIG (CONFIG_NAME, 
CONFIG_TYPE, CONFIG_VALUE) VALUES ('SAFEDELETE', 
'ACTIVE', 'N')

安全な削除を停止したあと、その機能を再開するには、以下の
更新ステートメントを実行します。

UPDATE ADMIN_CONFIG SET CONFIG_VALUE = 'Y' WHERE 
CONFIG_NAME = 'SAFEDELETE' AND CONFIG_TYPE = 
'ACTIVE'

安全な削除を再開したあと、その機能を停止するには、以下の
更新ステートメントを実行します。

UPDATE ADMIN_CONFIG SET CONFIG_VALUE = 'N' WHERE 
CONFIG_NAME = 'SAFEDELETE' AND CONFIG_TYPE = 
'ACTIVE'
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